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こ
の
 
人
物
を
 
山
に
 
す
れ
ば
、
 
こ
の
 
山
な
 
り
。
 
あ
の
 
山
を
 
人
物
に
 
す
れ
ば
、
 
あ
の
人
 
物
な
 
り
と
、
 
山
水
に
 

對
 し
て
は
、
 
人
物
を
 
思
 ひ
 起
し
、
 
人
物
に
 
對
 し
て
は
、
 
山
水
を
 
思
 ひ
 起
す
 
こ
と
、
 
余
 ひ
と
り
の
 
感
想
に
は
 

あ
ら
ざ
る
 
べ
し
。
 
山
水
は
 
山
水
 
也
。
 
人
物
は
 
人
物
 
也
。
 
然
る
に
 
彼
此
 
相
 比
較
し
て
、
 
山
水
と
 
人
物
と
 
を
 
一 

致
せ
し
 
む
る
 
は
、
 
見
る
 
も
の
の
 
主
觀
に
 
基
.
 つ
く
。
 
そ
の
 
主
觀
 
に
し
て
 
平
凡
な
 
れ' は

、
 
見
る
 
所
 皆
 平
凡
 
也
。
 

奇
拔
な
 
れ
ば
 
、
見
る
 
所
 も
奇
拔
 
也
。
 
故
に
 
英
雄
、
 
英
雄
を
 
知
る
 
と 
云
へ
 
り
。
 
又
 大
蛇
の
 
道
は
 
蛇
が
 
知
る
 
と 

云
へ
 
り
。
 
余
、
 
平
生
 旅
行
を
 
好
み
て
、
 
山
水
を
 
品
評
す
 
る
 こ
と
 
久
し
。
 
玆
に
 
一
風
 變
 り
て
、
 
近
き
 頃
の
 
人
 

物
を
 
品
評
せ
 
る
舊
 
作
を
 
集
む
。
 
余
 や
 愚
物
 
也
。
 
爭
 で
か
 
英
雄
を
 
知
ら
む
。
 
又
爭
 
で
か
 
才
物
を
 
知
ら
む
。
 

人
物
を
 
品
評
 
す
る
と
い
 
ふ
 も
の
の
、
 
實
は
 
己
れ
 
の
 思
を
 
發
表
 
せ
る
 
に
 外
な
ら
 
ず
。
 
唯
 求
む
 
る
が
 
爲
 め
に
 
褒
 



め
ず
。
 

挾
む
 

所
 

あ
る
が
 

爲
め
に
 

罵
ら
ず
。
 

全
く
 

思
 

ふ
が
 

ま
ま
を
 

吐
露
し
て
、
 

秋
 

毫
も
 

筆
を
 

柱
げ
 

ざ
る
は
、
 

世
に
 

廣
 

言
し
て
 

禪
ら
 

ざ
る
 

所
 

也
。
 

大
正
 

五
 
年
 
春
 

大
町
 
 

桂
月
 

2 



II
 

名物
 

男 目次
 

德
富
蘇
 

峰
 
.
 

一 

夏
 

目
漱
石
 
.
 

八 

夏
 

目
漱
石
 

論
：
：
 

鼠
の
 

見
た
 

る 
夏
 

目
の
 

猫
 

高
山
 
樗
牛
 
.
 

二 八 

樗
 

牛
の
 

一
生
：
：
 

帝
 

國
文
學
 

創
刊
 

時
代
に
 

於
け
 

る 
樗
牛
君
 

正
 

岡
 

子
規
 
.
 

. …
：
 

1
 

子
規
の
 

句
：
：
 

子
規
の
 

遺
著
 

尾
 崎
 紅
葉
 
.
 

. 
. 

. .
 

四 六 



尾
 崎
 紅
葉
を
 
弔
 ふ
：
：
 
紅
葉
の
 
句
 

東
 歸
の
露
 
件
 .
 

鹽
井
雨
 
江
。
 .
 

酒
に
 
死
せ
 
る 押

 川
春
浪
 
.
 

醉
 中
の
 
小
 栗
 風
 葉
 
.
 

. .
 

田
 岡
嶺
雲
 
.
 

不
仕
 
合
せ
な
る
 
田
岡
嶺
 
雲
：
：
 
數
 奇
な
る
 
田
 岡
嶺
雲
 

晚
 成
の
 
人
た
 
る
べ
き
 
齋
藤
 
野
の
 
人
 
.
 

一
代
の
 
才
人
 
齋
藤
綠
 
雨
 …： 
.
 

才
の
人
 
福
 地
 櫻
痴
：
 
.
 

空 殳& 6  &宣 g  党 



一
代
の
 
文
章
 
家
 藤
 岡
東
圃
 
.
 

交
番
に
 
小
便
し
た
 

る 芳
賀
博
 
士
 …
…
 

腹
の
 
せ
ま
き
 
山
路
 
愛
山
 
.
 

冥
途
 
文
壇
 
消
息
 
.
 

. 

文
壇
 名
勝
 
誌
 
.
 

. .
 

陶
庵
 
侯
に
 
謁
す
る
 
の 記

 
.
 

偉
人
 
福
 澤
諭
吉
 
翁
 
.
 

翁
の
 
瘠
 我
慢
 說
を
駁
 
す
：
：
 
翁
と
 
大
限
伯
 

伊
藤
博
文
 
公
：
：
 

. 
.
 

逸
事
 
紛
 々
た
り
 
後
藤
 
象
二
郞
 

…
…
 



劍 難の 相 ぁりた る星亨 .
 

當
 

年
の
 

海
上
 

王
 

岩
 

崎
 

彌
太
郞
 

.
 

一 
：
：
二
 

••
••
三：
： 

四 
••
••
五 

•：
丄 

へ 
••
••
七 

n
n
 
 

•  
•  

*  
•
 
 

•  
•  

•  
•
 
 

•  
•  

•  
•
 
 

一
 
 

•
•
•
•
十
二
 

余
 -a 恩

人
 
佐
々
 
木
 高
 美
 先
生
 
.
 

. 

日
蓮
と
 
蘆
 原
將
軍
 
.
 

. .
 

諧
謔
な
る
 
馬
 醫
山
岡
 
翁
 
.
 

仁
術
の
 
實
 行
者
 
根
本
 
鯨
坡
 
先
生
 
.
 

大
勇
の
 
大
工
 
某
 
.
 



亡
き
 
叔
父
 
.
 

常
 陸
 山
 君
 足
下
 
.
 

因
業
 
爺
 論
 
.
 

乃
 木
大
將
 
.
 

晚
 

年
の
 

乃
木
將
 

軍
：
：
 

乃
 

木
 

大
將
を
 

弔
 

ふ 

目
次
 

終 





德
 
富
蘇
峯
 

嘗
て
 
聞
く
、
 
或
る
 
小
學
 
校
に
 
て
 『
楠
 公
』
 と
い
 
ふ
 題
を
 
出
し
て
、
 
文
を
 
作
ら
し
 
め
し
に
 

『
楠
 公
は
 
人
を
 
以
 

て
 作
り
、
 
忠
義
の
 
た
め
に
 
用
ゐ
る
 
も
の
な
 
り
』
 
と
い
 
ふ
 文
を
 
作
り
た
 
る 

一
生
 徒
 あ
り
き
 
と
か
 
や
。
 
こ
の
 
筆
 

法
を
 以
て
 
『
德
富
 蘇
峯
』
 
を
 評
す
れ
ば
 
『
蘇
 峯
は
 才
子
を
 
以
て
 作
り
、
 
新
聞
の
 爲
に
 
用
ゐ
る
 
も
の
な
 
り
 J
 

■
と
で
 
も 云

は
 
む
か
。
 

學
 、
漢
洋
 
を
 兼
ね
、
 
識
 、
内
外
に
 
亙
り
、
 
政
治
、
 
宗
敎
 
、
哲
學
 
、
教
育
、
 
文
學
 
、
歴
史
、
 
美
術
、
 
何
で
 



も 
一
通
り
は
 

知
り
、
 

趣
味
 

ひ
ろ
く
、
 

學
才
も
 

あ
れ
ば
、
 

世
才
 

も 
あ
り
、
 

文
章
 

も 
達
者
、
 

口 
も 

達
者
、
 

交
際
 

も 
上
手
の
 

や
ぅ
な
 

り。
 

而
 

し
て
 

勤
勵
に
 

し
て
、
 

壯
健
 

に
し
て
、
 

新
聞
を
 

經
營
 

し、
 

筆
を
 

新
聞
に
 

執
る
 

こ
と
、
 

十
年
一
日
の
 

如
し
。
 

ま
こ
と
に
 

新
聞
記
者
と
 

し
て
、
 

至
極
 

調
法
な
る
 

人
な
 

り。
 

か
く
 

言
へ
 

ば
、
 

蘇
峯
 

は、
 

新
聞
記
者
と
 

し
て
、
 

え
ら
き
 

や
ぅ
に
 

聞
 

ゆ
れ
 

ど
も
、
 

す
べ
て
、
 

調
法
な
る
 

も 

の
は
、
 

诀
 

し
て
、
 

え
ら
か
ら
 

ざ
る
な
 

り。
 

何
で
も
 

出
來
 

る
と
 

い
ふ
 

人
に
、
 

た
い
し
た
 

人
な
 

し。
 

分
業
の
 

世
 

の
 

中、
 

一
事
に
 

精
通
す
 

る
を
 

尊
ぶ
。
 

田
舍
の
 

店
屋
の
 

如
く
、
 

何
で
も
 

間
に
合
 

ふ
は
 

調
法
な
 

れ
ど
 

も、
 

良
き
 

品
を
 

求
む
べ
か
ら
ざ
る
 

な
り
。
 

博
士
の
 

學
位
 

は、
 

何
で
も
 

知
つ
 

て
ゐ
 

る
と
 

い
ふ
 

事
を
 

意
味
す
 

る
に
 

あ
ら
ず
 

し
て
、
 

一
事
に
 

精
通
す
 

る 
事
を
 

意
味
す
 

る
な
 

り。
 

新
聞
記
者
 

と
て
も
、
 

必
ず
し
も
 

何
で
も
 

知
る
 

を
 

要
せ
ず
。
 

經
濟
な
 

ら
經
濟
 

、
外
交
な
ら
 

外
交
、
 

軍
事
な
ら
 

軍
事
と
 

專
門
 

的
に
 

深
き
 

知
識
 

あ
る
が
 

肝
腎
な
 

り。
 

そ
の
 

方
 

が
 

新
聞
記
者
 

と
し
て
 

價
値
 

あ.
 

る 
も
の
な
 

り。
 

知
ら
ず
 

蘇
 

峯
に
專
 

門
 

的
 

知
識
 

あ
り
 

や
 

否
や
。
 

又
ょ
 

く 
新
聞
 

記
 

者
は
、
 

布
 

衣
の
 

宰
相
と
の
 

語
 

あ
る
が
、
 

知
ら
ず
、
 

蘇
峯
 

は、
 

布
 

衣
の
 

宰
相
た
 

る
の
 

器
量
 

あ
り
 

や
 

否
や
。
 

■
余
は
、
 

蘇
峯
 

に
面
晤
 

し
た
る
 

こ
と
な
し
。
 

其
 

文
 

と
て
も
、
 

絕
え
ず
 

讀
ん
で
 

居
る
 

と
い
 

ふ
譯
 

で
も
な
 

く、
 



蘇
峯
に
 

就
い
て
 

知
れ
る
 

所
、
 

多
く
は
 

世
上
の
 

噂
な
 

れ
ば
 

、
或
は
 

誤
解
な
 

き
を
 

保
せ
 

ず
。
 

元
来
、
 

批
評
、
 

殊
 

に
 

人
物
評
は
、
 

人
を
 

評
す
る
 

に
あ
ら
ず
 

し
て
、
 

己
を
 

評
す
る
な
 

り
。
 

人
を
 

罵
る
 

は
 

•
己
を
 

罵
る
な
 

り
。
 

今
 

の
 

余
の
 

主
觀
に
 

映
す
 

る
蘇
峯
 

は
、
 

至
極
 

調
法
な
る
 

新
聞
記
者
た
 

る
に
 

過
ぎ
ざ
る
 

な
り
。
 

余
は
、
 

前
後
 

二
 

囘
蘇
峯
 

の
 

演
說
を
 

聞
け
り
。
 

そ
の
 

云
 

ふ
 

所
は
、
 

氣
'
 

か
 

利
き
た
り
。
 

音
聲
 

は
ど
ぅ
 

も 
快
感
を
 

與
へ
ざ
 

る 
一
種
の
 

し
や
が
 

れ
聲
な
 

り
。
 

そ
の
 

聲
に
て
 

其
 

人
と
な
り
を
 

想
像
す
 

る
に
、
 

常
人
 

以
上
を
 

感
ず
べ
 

き
 

人
と
は
 

思
 

は
れ
ず
。
 

鳥
に
 

た
と
 

ふ
れ
ば
 

鴣
な
 

り
。
 

鴉
は
、
 

好
ん
で
、
 

腐
れ
た
 

る 
腸
な
 

ど
を
 

食
 

ふ
。
 

ょ
き
 

聲
 

の
出
づ
 

べ
き
 

箸
な
 

し
。
 

知
ら
ず
、
 

鴉
の
 

腹
中
、
 

何
も
の
 

か
 

あ
る
。
 

天
下
の
 

名
士
.
、
 

蘇
峯
 

と
も
 

あ
る
べ
き
 

人
を
、
 

鴉
に
 

比
す
る
 

は
、
 

大
に
氣
 

の
 

毒
な
 

れ
ど
 

も，
 

實
際
 

余
が
 

蘇
 

峯
の
聲
 

を
 

聞
い
て
 

感
ぜ
し
 

所
を
 

直
言
す
 

れ
ば
 

、
鴉
 

以
上
に
は
 

思
 

は
れ
ざ
る
 

な
り
。
 

聞
く
、
 

蘇
峯
 

は
、
 

日
曜
 

每
に
 

、
必
ず
 

逗
子
の
 

別
 

莊
に
勉
 

く
と
。
 

此
 

一
事
を
 

以
て
 

察
す
る
 

に
、
 

蘇
峯
 

は
規
 

則
 

正
し
く
 

1 
ょ
く
 

己
れ
 

に
克
ち
 

得
る
 

の
 

人
な
 

り
。
 

世
の
 

事
務
を
 

執
る
 

に
、
 

必
要
な
る
 

性
格
な
 

り
。
 

か
く
て
、
 

活
き
た
 

る 
新
聞
 

機
械
た
 

る
を
 

得
べ
 

し。
 

聞
く
、
 

蘇
峯
が
 

當
年
 

御
用
新
聞
 

記
者
た
り
 

し
や
、
 

每
朝
 

、
雨
が
 

降
 



ら
う
が
、
 
火
が
 
降
ら
う
 
が
、
 
御
用
が
 
あ
ら
う
 
が
、
 あ
る
ま
い
 
が
、
 
必
ず
 
元
老
の
 
玄
關
に
 
伺
候
せ
 
り
と
。
 
こ
れ
 

日
曜
 
每
に
逗
 
子
に
 
赴
く
 
者
は
 
さ
も
 
あ
る
べ
き
 
事
な
 
り
。
 
三
 太
夫
た
 
る
 も
の
は
、
 
必
す
 
こ
の
 
通
り
な
ら
 
ざ
る
 

ベ
か
ら
 
ざ
る
な
 
り
。
 
御
用
 
記
者
は
、
 

三
 太
夫
に
 
あ
ら
ず
。
 
苟
 く
も
、
 
我
が
 
政
見
、
 
時
の
 
政
府
と
 
合
す
る
 
所
 

あ
れ
ば
、
 
筆
を
 
執
つ
 
て
攻
府
 
を
 助
け
、
 
反
對
 
派
を
 
壓
し
 
、
以
て
 
我
が
 
政
見
を
 
貫
き
、
 
政
府
を
 
し
て
 
我
が
 
經
 

綸
を
 
行
は
 
し
む
。
 
名
は
 
御
用
 
記
者
と
 
い
ふ
 
も、 

實
は
 
依
然
と
し
て
 
#
 衣
の
 
宰
相
な
 
り
。
 
ょ
し
や
、
 
實
 際
の
 

宰
相
の
 
上
に
 
あ
ら
ず
 
と
も
、
 
其
 外
に
 
あ
り
、
 
其
 下
に
は
 
あ
ら
ざ
る
 
な
り
。
 
之
に
 
反
し
て
、
 

た
 
> 政

府
の
 
意
 

を
迎
 
へ、 

政
府
の
 
申
譯
 
の
み
を
 
な
さ
 
ば
、
 
そ
れ
 
こ
そ
 
眞
の
 
御
用
 
記
者
、
 
布
 衣
の
 
宰
相
は
、
 
下
つ
 
て
 三
 太
夫
と
 

な
る
。
 
殿
樣
の
 
仰
せ
ら
れ
る
 
こ
と
は
、
 
何
事
 
も 御

 無
理
 
御
尤
 
、
謹
ん
で
 
承
 は
れ
と
 
忠
義
 
顔
す
 
る
い
は
 
ゆ
る
 

三
 太
夫
 
根
性
は
、
 

一
片
 氣
骨
 
あ
る
 
男
子
の
 
爲
 す
に
 
忍
び
ざ
る
 
所
な
 
り
。
 
わ
れ
 
蘇
峯
が
 
御
用
 
記
者
と
 
し
て
の
 

態
度
は
、
 
前
者
な
 
り
し
 
か
 後
者
な
 
り
し
 
か
を
 
知
ら
す
。
 
さ
き
 
頃
、
 
萬
 朝
 報
に
 
て、 

淸
浦
 
家
の
 
諸
子
の
 
無
賴
 

荒
淫
な
る
 
こ
と
を
 
記
せ
し
 
が
、
 五
月
 
十
六
 
日 G

 同
 新
聞
に
 
記
し
て
 
日
く
 
「
淸
浦
 
家
に
 
關
 す
る
 
當
 社
の
 
記
事
に
 

就
き
、
 
淸
浦
 
氏
と
 
同
鄉
 
の
關
保
 
あ
る
 
德
富
 
蘇
峯
が
 
、
當
 
社
に
 
来
り
て
 
語
り
た
 
る 所

に
 
ょ
れ
ば
、
 
淸
浦
 
家
の
 



家
庭
に
、
.
 

紊
亂
 

と
い
 

ふ
 

語
に
 

相
當
 

す
る
 

如
き
 

事
實
 

は
認
 

む
る
 

に
 

由
な
 

し。
 

淸
浦
 

氏
は
 

同
情
に
 

富
む
。
 

品
行
 

方
正
な
 

り。
 

夫
人
と
 

琴
瑟
相
和
す
。
 

夫
人
は
 

賢
 

良
の
 

聞
え
 

あ
り
。
 

人
竝
 

よ
り
も
 

子
を
 

愛
す
る
 

方
に
 

て、
 

夜
 

分
歸
 

り
の
 

遲
き
 

時
な
 

ど
は
*
 

深
更
ま
で
 

も 
端
座
し
て
 

待
つ
 

程
な
 

り。
 

さ
れ
ば
 

子
に
 

甘
 

過
ぐ
 

る 
こ
と
は
、
 

或
 

は
 

云
 

ふ
を
 

得
べ
 

け
れ
ど
、
 

最
も
 

圓
满
な
 

る 
家
庭
な
る
 

こ
と
は
 

十
分
に
 

認
め
ら
 

る
」
 

と。
 

も
し
 

之
を
 

事
實
な
 

り
と
 

す
れ
ば
、
 

蘇
峯
 

饒
舌
、
 

淸
浦
 

家
を
 

辯
 

護
 

せ
ん
と
し
て
、
 

淸
浦
 

家
の
 

非
を
 

あ
ば
き
た
 

る 
も
の
な
 

り。
 

人
 

拉
 

よ
り
も
 

子
を
 

愛
す
。
 

否
、
 

子
に
 

甘
 

過
ぐ
。
 

こ
の
 

や
う
な
 

女
は
、
 

诀
 

し
て
 

賢
 

良
と
 

い
ふ
べ
 

か
ら
 

^
 

。 
道
樂
 

息
子
は
、
 

必
ず
 

こ
の
 

や
う
な
 

母
を
 

有
す
る
 

也
。
 

萬
 

朝
 

報
に
 

記
し
た
 

る
が
 

如
き
、
 

淸
浦
 

家
の
 

諸
子
の
 

無
賴
荒
 

淫
な
 

る
は
、
 

全
く
 

こ
の
 

夫
人
の
 

致
す
 

と
こ
ろ
た
ら
 

ず
ん
 

ば
 

あ
ら
ざ
る
 

な
り
。
 

要
す
る
に
、
 

こ
の
 

蘇
峯
の
 

辯
 

護
を
 

し
て
 

事
實
な
 

ら
し
む
 

れ
ば
 

、
蘇
峯
 

は、
 

萬
 

朝
 

報
の
 

記
事
に
 

證
 

明
を
 

與
へ
 

た
る
に
 

外
な
ら
 

ざ
る
な
 

り。
 

こ
の
 

や
う
な
 

人
に
、
 

御
用
 

記
者
と
 

な
ら
れ
て
 

は、
 

政
府
 

も 
有
難
 

迷
惑
の
 

思
 

ひ
を
 

な
す
こ
と
、
 

な
ほ
 

淸
浦
家
 

の
 

如
く
な
る
 

べ
き
な
 

り。
 

一面より 云へ ば、 蘇峯は 、文章 家な り。 當年 、一個 無名の 靑年 にして 「將來 の 日本」 を 著 



は
し
、
 
『
國
民
 
之
 友
』
 を
 發
 行
し
、
 
そ
の
 
清
新
な
る
 
文
章
は
、
 
實
に
 
天
下
を
 
風
靡
し
、
 
明
治
の
.
 時
文
に
 
一
紀
 

元
を
 
劃
せ
 
り
。
 
明
治
の
 
操
觚
者
 
中
、
.
 第
一
の
 
才
子
と
 
も
い
 
ふ
べ
 
し
。
 
余
の
 
如
き
は
、
 
蘇
峯
の
 
文
章
に
 
感
化
 

せ
ら
れ
た
 
る 
一
人
な
 
り
。
 
こ
の
 
點
は
 
、
わ
れ
 
あ
く
ま
で
も
 
感
謝
せ
 
ざ
る
を
 
得
ず
。
 
そ
の
後
、
 
凡
そ
 
二
 十
 年
、
 

蘇
峯
 
は
、
 

一
度
 も
 筆
を
 
絕
た
ず
 
。
思
想
 
豐
富
 
、
文
章
ま
す
/
 
\
 
暢
達
し
た
り
。
 
兎
に
も
角
に
も
 

一 代
の
 
文
 

章
 家
と
 
い
ふ
べ
き
 
か
な
。
 

文
章
 
上
の
 
恩
は
、
 
恩
と
 
し
て
、
 
こ
、
 
に
、
 
蘇
峯
の
 
文
章
に
 
就
い
て
、
 
余
の
 
感
す
る
 
所
を
 
申
さ
 
ば
、
 
蘇
峯
が
 

調
法
な
る
 
新
聞
記
者
な
る
 
が
 如
く
、
 
そ
の
 
文
章
 
も
や
は
 
り
 調
法
な
る
 
文
章
な
 
り
。
 
篇
を
 
終
る
 
ま
で
 
も、 

す
ら
 

と 面
白
く
 
讀
め
 
る
が
、
 
さ
て
 
讀
み
 
終
り
て
 
は
 何
も
 
殘
り
 
居
ら
ず
。
 
威
壓
 
す
る
 
の
强
み
 
も
な
 
け
れ
は
、
 
人
 

を
 ひ
き
つ
け
る
 
溫
か
み
 
も
な
 
し
。
 文
章
 
家
は
 
文
章
 
家
 な
れ
 
ど
も
、
 
文
章
の
 
大
家
と
は
 
云
 ふ
べ
 
か
ら
ざ
る
 
な
り
。
 

世
に
は
、
 
蘇
峯
 
見
た
 
や
ぅ
な
 
型
の
 
人
 も 
少
な
か
ら
ず
。
 
事
務
を
 
執
り
て
、
 
世
に
 
生
活
す
 
る
に
、
 
至
極
 
調
 

法
な
 
り
。
 
間
違
 
ひ
な
し
。
 
俗
に
 
所
謂
 
喰
 ひ
は
 
ぐ
れ
な
 
し。 

之
を
 
官
吏
に
 
あ
て
は
 
む
れ
ば
、
 
判
任
官
 
以
上
な
 

り
。
 
勅
任
官
の
 
貫
目
な
 
し
。
 
先
 
〇
 奏
 任
官
と
 
し
て
、
 
恰
當
の
 
人
材
な
 
り
。
 
其
 弟
、
 
蘆
 花
は
 
蘇
峯
 
ほ
ど
の
 
俗
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才
な
 
し。 

勅
任
、
 
奏
 任
、
 
判
 任
 以
外
に
 
逸
出
す
。
 
其
 文
は
、
 
天
下
の
 
逸
品
な
 
り
。
 
蘇
峯
 
は
、
 
奏
任
宫
 
的
の
 

處
 ょ
り
 
逸
出
せ
 
ざ
る
べ
し
。
 

思
 ふ
に
 
蘇
峯
 
は
、
 
才
の
 
人
な
 
り
。
 
才
の
爲
 
に
累
せ
 
ら
れ
 
て
、
 
大
き
く
 
も
な
 
れ
 

す
、
 
高
く
 
も
な
 
れ
ず
 
。
今
の
 
や
ぅ
な
 
具
合
に
 
て
 行
け
ば
、
 

一
生
の
 
間
、
 
如
何
 
ば
か
り
、
 
多
く
 
書
を
 
讀
む
 
も、 

如
何
 
ば
か
り
、
 
多
く
 
文
を
 
作
る
 
も、 

い
は
 
ゆ
る
 
垢
ぬ
 
け
の
 
せ
ざ
る
 
な
り
。
 
其
 人
 や
、
 
大
に
 
間
に
合
 
ふ
 人
な
 

り
。
 
常
人
 
以
上
に
 
あ
ら
ず
。
 
其
 文
 や
、
 
勸
 工
場
 
物
な
 
り
。
 
床
の
間
に
 
お
く
べ
き
 
品
柄
に
は
 
あ
ら
ざ
る
 
な
り
。
 



夏
 
目
漱
石
 

夏
 
目
 
漱
石
論
 

絕
 代
の
 
奇
才
と
 
い
ふ
べ
き
 
哉
。
 
大
學
を
 
出
で
、
、
 
田
舎
の
 
中
學
敎
 
員
と
 
な
り
 
居
り
し
 
間
は
、
 
日
本
 
派
の
 

一
#
 人
と
 
し
て
、
 

一
部
の
 
人
に
 
知
ら
れ
し
 
の
み
な
 
り。 

さ
ま
で
 
奇
と
 
す
る
 
に
は
 
足
ら
 
ざ
り
 
し 也

。
 
進
ん
で
、
 

高
等
 
學
 校
の
 
敎
員
 
と
な
り
し
 
も、 

こ
れ
は
 
鰻
上
り
と
 
い
ふ
 
も
の
に
 
て、 

さ
ま
で
 
奇
 と
す
る
 
に
は
 
足
ら
ず
。
 

留
學
を
 
命
ぜ
ら
れ
、
 
歸
 り
て
、
 
大
 學
の
敎
 
員
と
 
な
り
し
 
は、 

秀
才
に
は
 
相
違
な
 
け
れ
ど
も
、
 
他
に
 
其
 類
 も 

少
な
か
ら
 
ざ
る
 
こ
と
な
れ
ば
、
 

さ
ま
で
 
奇
 と
す
る
 
に
は
 
足
ら
ず
。
 

一
朝
、
 
『
我
輩
は
 
猫
で
 
あ
る
 
J
 
を
 著
は
 

す
に
 
至
り
て
、
 
夏
目
漱
 
石
の
 
奇
才
、
 

こ
、
 
に
 始
め
て
 
穎
脫
 
せ
り
。
 
啻
に
 
其
 作
が
 
奇
拔
な
 
る
の
 
み
な
ら
す
、
 

大
學
敎
 
員
に
 
し
て
、
 
而
も
 
四
十
 
歳
 近
く
に
 
な
り
て
、
 
始
め
て
 
小
説
を
 
草
し
、
 
而
も
 
其
 小
說
が
 
文
壇
を
 
風
靡
す
 



る
と
 
い
ふ
 
事
實
が
 
奇
拔
 也。 

や
が
て
、
 
大
學
敎
 
員
の
 
職
を
 
な
げ
ぅ
つ
 
こ
と
 
敝
 履
の
 
如
く
、
 

tf' ん
 じ
て
、
}
 

生
を
 
一
枝
の
 
筆
に
 
托
す
る
 
に
 至
り
て
 
は、 

益
奇
拔
 
也
。
 

つ
ら
/
、
 
漱
石
 
の
學
や
 
文
 や
 人
格
 
や
を
 
察
す
る
 
に、 

奇
骨
 
あ
る
の
 
士
な
る
 
こ
と
、
 
明
治
の
 
文
壇
、
 
實
に
 

空
前
な
 
り。 

日
本
 
派
の
 
俳
壇
に
 
あ
り
て
、
 
正
 岡
 子
規
は
、
 
趣
味
 
ひ
ろ
く
、
 
大
才
な
 
る
點
に
 
於
て
、
 
大
將
株
 

の
價
値
 
あ
り
。
 
內
藤
鳴
 
雪
は
 
風
韻
 高
き
點
 
に
 於
て
、
 
俳
壇
の
 
仙
 也
。
 
漱
石
 
は、 

奇
拔
を
 
以
て
、
 

一
頭
 地
を
 

拔
く
 
。
他
の
 
諸
子
は
、
 
凡
骨
 
も
し
く
は
、
 
小
才
 
子
の
 
徒
、
 
多
く
 
言
 ふ
に
 
足
ら
ず
。
 
漱
石
 
は、 

滑
稽
を
 
も 兼

 

ね
た
り
。
 r か
み
な
り
の
 

づ
 に
乘
り
 過
ぎ
て
 落
ち
に
 け
り
』
 は
、
 ま
だ
 月
竝
の
 痕
跡
 も あ
れ
 ど
 『
某
は
 雀
 

に
て
 
候
 案
山
子
 
殿
』
 
な
ど
に
 
至
り
て
 
は
、
 
滑
稽
の
 
妙
を
 
き
は
 
め
て
、
 
ょ
く
 
漱
石
 
一
家
の
 
特
色
を
 
發
撣
 
せ
る
 

も
の
な
 
り。 

は
じ
め
、
 

帝
 

國
文
學
 

に、
 

『
倫
 

敦
塔
』
 

出
 

〇
 

る 
や、
 

わ
れ
 

激
賞
し
て
 

日
く
、
 

帝
 

國
文
學
 

空
前
の
 

美
文
な
 

り 

と。
 

其
 

後
、
 

『
我
輩
は
 

猫
で
 

あ
る
』
 

の
 

上
 

卷
出
づ
 

る 
や
、
 

わ
れ
 

少
し
く
 

之
を
 

抑
へ
 

た
り
。
 

抑
へ
 

た
る
は
、
 

其
 

大
成
を
 

期
し
た
 

る
な
 

り。
 

飮
 

酒
、
 

道
樂
 

、社
交.
。 

旅
行
 

等
の
 

註
文
 

も、
 

こ
の
 

意
に
 

外
な
ら
 

ず
。
 

然
る
に
、
 

中
 



卷に 至りて は、 苦沙彌 先生、 二 杯の 晚 酒の 處を四 杯まで 飮み 過す。 細君 苦々 しき 顔を なす。 

先生 

日く 

『桂月が 

飮 
めと 

勸め 

たり』 

『桂月とは 

何ぞ』 

『さすがの 

桂月 

も、 

細君に 

逢つ 

ては、 

一 

文の 

價値 

もな 

し。 

桂月は 

現今 

一流の 

批評家な 

り。 

その 

桂月の 

言 
ふ 
事故、 

よき 

事な 

り』 

とい 

へば 

『桂月 

だつ 

て、 

梅 
月 
だつ 

て、 

よけいな 

お 
世話な 

り 
1 
とい 

ふ。 
『酒の 

みならず、 

交際を 

し 

て、 

道樂 

をして、 

旅行を 

しろと 

す、 

めたり』 

『なほ、 

悪き 

にあらず 

や』 

と、 

細君 

柳眉を 

さか 

だつ 

るに 

至りて、 

われ 

覺ぇず 

案を 

拍ちぬ 

。 
_ 
劣、 

余の 

如き 

もの、 

愚 
評が、 

作家に 

對 
して、 

こ
、
 
ま
で
 
反
應
が
 
あ
る
か
と
 
思
へ
 
ば
、
 
大
い
に
 
張
 合
が
 
あ
る
と
 
い
ふ
 
も
の
な
 
り。 

漱
石
 
は、 

な
ほ
 
余
の
 
言
 

を
氣
 
に
せ
し
 
と 見

ぇ
て
、
 
他
の
 
處
に
 
於
て
、
 『
桂
月
は
 
主
人
の
 
事
を
 
穉
氣
が
 
あ
る
と
 
言
つ
 
て
 居
 6
』
 
と 記

せ
 

り。 
問
 ふ
に
 
落
ち
ず
 
し
て
、
 
語
る
 
に
 落
つ
。
 
そ
ん
な
 
事
 言
 ふ
が
、
 
卽
ち
 
穉
氣
な
 
り。 

し
か
し
、
 
冷
や
か
す
 

こ
と
は
、
 
さ
て
 
措
き
、
 
上
卷
の
 
三
 四
 倍
大
の
 
も
の
に
し
た
 
し
と
 
註
文
せ
 
し
に
、
 
ぅ
れ
し
 
や
、
 
中
卷
 
出
で
 
た
 

り、 
下
卷
 出
で
 た
り
。
 容
量
に
 於
て
も
、
 

大
作
の
 資
格
を
 備
ふ
る
 も
の
と
 な
れ
り
。
 

玆
に
 
、
余
は
、
 
さ
き
に
、
 
上
 卷
に
對
 
し
て
、
 
頌
 よ
り
も
、
 
む
し
ろ
 
規
を
 
以
て
し
て
、
 

抑
へ
 
た
ろ
 
批
評
を
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取
消
し
て
、
 

言
は
 

む
と
 

す
、
 

一
九
の
 

『
膝
 

栗
毛
』
 

三
 

馬
の
 

『
浮
世
 

風
呂
』
 

が
 

傑
作
な
る
 

以
上
は
、
 

『
我
輩
は
 

猫
で
 

あ
る
』
 

は
、
 

或
點
に
 

於
て
 

は
、
 

た
し
か
に
、
 

そ
れ
以
上
の
 

傑
作
な
 

り
。
 

空
前
の
 

作
 

也
と
。
 

寫
生
 

文
に
、
 

寫
 

生
の
 

必
要
 

あ
り
。
 

晝
 

家
に
 

モ
デ
ル
の
 

必
要
 

あ
ら
 

ば
 

T
 

我
輩
は
 

猫
で
 

あ
る
』
 

も、
 

モ
デ
ル
 

あ
る
べ
 

し。
 

漱
 

石
の
 

人
と
な
り
 

も 
あ
ら
 

は
れ
て
 

居
る
な
 

る
べ
 

し。
 

さ
れ
 

ど、
 

そ
れ
よ
り
も
、
 

直
接
 

世
に
 

あ
 

ら
は
れ
 

た
る
 

事
實
に
 

就
い
て
 

吟
味
す
 

る 
方
が
、
 

早
 

手
 

廻
し
 

也
。
 

漱
 

石
の
 

朝
日
 

新
酐
 

社
に
 

入
る
 

や、
 

入
社
の
 

辭
を
 

草
し
た
り
。
 

『
大
學
 

は
 

我
を
 

冷
遇
し
た
り
。
 

年
俸
 

僅
々
 

八
百
圓
 

、
衣
食
に
 

も
事
缺
 

く。
 

故
に
 

我
を
 

優
遇
 

す
 

6 
新
聞
社
に
 

入
れ
り
』
 

と
の
 

言
 

あ
り
。
 

其
學
 

ぶ
處
が
 

英
學
 

故
、
 

知
ら
す
 

英
 

國
の
氣
 

風
に
 

か
ぶ
れ
て
、
 

そ 

れ
を
當
然
の
事
と
思
ふ
の
か
も
知
れ
ず
。
又
天
眞
爛
漫
、
己
れ
を
样
ら
ぬ
つ
も
り
か
も
し
れ
ね
ど
、
余
を
 

以
て
 

見
れ
ば
、
 

例
の
 

穉
氣
む
 

し
ろ
 

愛
す
べ
き
 

點
も
 

あ
れ
 

ど、
 

立
つ
 

鳥
、
 

水
を
 

濁
さ
ず
 

と
い
 

ふ
 

事
を
 

解
せ
 

ざ
 

る
な
 

り。
 

大
學
の
 

諸
 

公
、
 

多
く
は
 

皆
 
駿
馬
 

也
。
 

而
も
 

槽
櫪
の
 

間
に
 

一
生
を
 

送
る
 

の
 
駿
馬
な
 

り。
 

冷
遇
に
 

腹
 

立
て
、
、
 

去
る
な
ら
 

去
る
 

で、
 

大
い
に
 

好
し
。
 

さ
れ
 

ど
 

行
き
が
 

け
の
 

駄
賃
、
 

大
學
の
 

惡
口
言
 

ふ
の
 

必
要
、
 

い
づ
く
 

に
か
 

在
る
。
 

『
文
 

學
 

論
』
 

の
 

梓
に
 

上
る
 

や
 

漱
石
 

大
い
に
 

怒
り
、
 

校
正
 

者
を
 

し
て
 

謝
罪
 

狀
を
 

新
聞
に
 

出
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さ
し
め
 

た
り
。
 

更
に
 

活
版
屋
と
 

爭
 

へ
り
。
 

そ
の
 

活
版
屋
と
 

爭
 

ひ
し
は
、
 

愚
の
 

や
ぅ
な
 

れ
ど
 

も、
 

活
版
屋
を
 

警
戒
し
て
、
 

出
版
 

上
に
 

利
益
を
 

與
 

へ
た
り
 

と
す
れ
ば
、
 

大
愚
と
 

云
 

ひ
て
 

可
也
。
 

さ
れ
 

ど
 

校
正
 

者
の
 

謝
罪
 

廣
 

告
に
 

至
り
て
 

は、
 

全
く
 

痴
愚
な
 

り。
 

公
私
の
 

區
別
を
 

知
ら
ざ
る
 

な
り
。
 

校
正
 

者
 

疎
漏
な
ら
 

ば
、
 

私
に
 

於
て
 

は、
 

大
に
 

校
正
 

者
を
 

叱
る
べ
し
。
 

さ
れ
 

ど、
 

公
に
 

於
て
 

は、
 

責
を
 

引
き
て
、
 

自
ら
 

謝
罪
せ
 

ざ
る
べ
 

か
ら
ず
 

0 

元
來
 

、
自
著
を
 

自
ら
 

校
正
せ
 

ぬ
と
 

い
ふ
 

こ
と
は
、
 

讀
 

者
に
對
 

し
て
、
 

不
忠
 

實
き
 

は
ま
る
 

こ
と
な
り
 

。
さ
れ
 

ど
 

自
ら
 

信
用
す
 

る 
人
な
ら
 

ば
 

' 
之
に
 

托
す
る
 

も、
 

止
む
 

を
 

得
ざ
る
 

揚
合
も
 

あ
る
べ
 

し。
 

そ
の
場
合
に
は
、
 

校
正
の
 

誤
謬
は
 

校
正
 

者
の
 

罪
に
 

あ
ら
す
 

し
て
、
 

漱
 

石
の
 

罪
 

也
。
 

其
 

罪
を
 

校
正
 

者
に
 

の
み
 

嫁
し
て
、
 

己
れ
 

ひ
 

と
り
、
 

い
、
 

子
と
 

な
ら
む
 

と
す
る
 

は、
 

餘
り
 

得
手
勝
手
な
る
 

我
儘
 

者
 

也
。
 

一
寸
 

氣
が
 

利
い
て
、
 

大
い
に
 

間
 

が
 

拔
け
 

た
り
。
 

所
謂
 

頭
 

か
く
し
て
、
 

尻
隱
さ
 
 

> 
 

る
の
 

類
 

也
 

〇
卽
ち
 

滑
稽
 

也
。
 

腹
に
 

悪
意
 

あ
る
に
 

あ
ら
ず
、
 

罪
な
 

く、
 

無
邪
氣
 

也
。
 

穉
氣
 

、
む
し
ろ
 

愛
す
べ
き
 

也
。
 

事
實
 

上
の
 

漱
 

石
、
 

旣
に
斯
 

く 
滑
稽
を
 

帶
び
 

た
り
。
 

こ
れ
を
 

『
我
輩
は
 

猫
で
 

あ
る
』
 

に
擬
 

す
る
 

に、
 

ハ、
 

ァ、
 

出
て
 

居
る
 

は
、
/
 

\
 

。
そ
の
 

爲
 

め
に
、
 

『
我
輩
は
 

猫
で
 

あ
る
 

J
 

に、
 

一
種
の
 

滑
稽
を
 

添
へ
 

た
り
。
 

大
學
の
 

薄
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遇
を
 
怒
り
 
•
校
正
 
者
の
 
£1 漏

を
 
怒
り
、
 
活
版
屋
の
 
不
埒
を
 
怒
る
 
の
漱
 
石
は
、
 
苦
沙
彌
 
と
な
り
て
、
 

金
 田
夫
 

人
の
 
鼻
の
 
大
な
 
る
が
、
 
癥
 に
さ
は
 
り
て
 
怒
り
た
り
。
 
墙
 外
で
、
 

サ
ベ
 

ー 
ジ 、

チ
 
ー 
と
惡
口
 
言
 は
れ
て
、
 
怒
 

か
て
 
飛
び
出
し
た
り
。
 
湯
屋
に
 
て
學
 
生
と
 
喧
嘩
し
た
り
。
 
野
球
の
 
丸
を
 
な
げ
 
込
ま
れ
て
、
 
怒
り
て
 
學
 生
を
 

柿
へ
 
た
り
。
 
校
長
を
 
呼
び
た
り
。
 

そ
の
 
結
果
 
始
め
の
 
怒
り
 
も
何
處
 
へ
や
ら
、
 
龍
 頭
 蛇
 尾
に
 
收
ま
 
り
て
、
 
門
 

が
 鳴
る
、
 
御
兔
 
、
丸
を
 
拾
は
 
し
て
 
下
さ
い
と
、
 
頻
繁
に
 
學
 生
の
 
入
り
 
來
る
 
こ
と
が
 
增
し
 
た
る
 
だ
け
に
て
、
 

丸
の
 
飛
來
 
は， 

依
然
と
し
て
 
も
と
の
 
如
き
な
 
り。 

苦
沙
彌
 
先
生
が
 
瘸
癥
を
 
起
し
、
 
は、 

右
に
 
あ
げ
た
る
 
揚
 

合
の
 
み
に
 
て、 

そ
れ
 
も 至

つ
 
て
 無
 邪
氣
な
 
る、 

罪
の
 
無
き
 
怒
り
 
也
。
 
平
生
は
、
 
洒
落
 
也
、
 
飄
 逸
也
。
 
白
き
 

鼻
毛
を
 
拔
き
 
、
珍
ら
 
し
が
り
 
て、 

う 
為
た
 
て
、
、
 
面
白
が
る
 
也
。
 
細
君
 
來
て
 
、
家
計
の
 
不
足
を
 
訴
 ふ
れ
ば
，
 

そ
の
 
鼻
毛
に
 
て、 

お
つ
 
拂
 ひ
て
、
 
う
れ
し
が
る
 
也
。
 
氣
が
 
き
い
た
 
や
う
に
 
て
 間
が
 
拔
 け、 

間
拔
け
 
た
や
う
 

に
て
、
 
氣
が
 
き
、
、
 
機
智
に
 
と
み
、
 
想
像
力
に
 
も 富

め
り
。
 
盗
賊
に
 
物
を
 
取
ら
れ
て
も
、
 
く
や
し
が
 
ら
す
。
 

そ
の
 
盜
 ま
れ
た
 
る 品

物
が
 
も
ど
る
 
と 聞

き
て
も
、
 
さ
ま
で
、
 
う
れ
し
が
り
 
も
せ
ず
。
 
友
に
 
對
 し
て
も
"
 
來
 

る 者
は
 
拒
ま
ず
、
 
去
る
 
者
は
 
追
は
 
ず
。
 
細
君
の
 
言
 ふ
が
 
如
く
、
 
巡
查
を
 
恐
れ
 
敬
 ふ
は
、
 
內
氣
 
に
し
て
、
 
眞
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面
目
に
 

し
て
、
 

臆
病
な
 

れ
ば
な
 

り。
 

我
家
に
 

入
り
た
 

る
盜
賊
 

を
、
 

そ
れ
と
は
 

知
ら
す
 

に
、
 

刑
事
 

巡
査
と
 

思
 

ひ
 

あ
や
ま
り
て
、
 

慇
黻
に
 

之
に
 

頭
を
 

下
げ
た
 

る
は
 

頗
る
 

滑
稽
な
 

り.
。 

迷
亭
に
 

注
意
せ
ら
れ
 

て
 

も、
 

な
ほ
 

厝
 

ら
ず
 

に、
 

其
 

^
 

を
 

通
す
 

は、
 

ま
す
^
-
滑
稽
 

也
。
 

內
氣
 

に
し
て
 

臆
病
な
る
 

は、
 

天
才
 

者
の
 

I 
の
 

資
格
 

也
。
 

し
や
 

あ
^
-
と
 

蛙
の
 

M
 

を
す
 

る 
も
の
に
、
 

到
底
 

大
な
 

る
發
 

達
な
 

し。
 

姪
の
 

少
女
、
 

小
慧
な
 

り。
 

苦
 

沙
彌
先
 

生
の
 

あ
ま
の
 

じ
や
く
な
る
 

こ
と
を
 

看
破
せ
 

り。
 

買
つ
 

て
 

く
れ
と
 

言
へ
 

ば
、
 

買
つ
 

て
 

く
れ
ず
、
 

い
ら
な
い
 

と 

云
へ
 

ば
 

買
つ
 

て
 

く
れ
る
 

と
い
 

ふ
 

秘
訣
を
 

知
り
て
、
 

い
ら
な
い
 

と 
云
 

ひ
て
、
 

蝙
蝠
傘
を
 

買
つ
 

て
 

も
ら
へ
 

り。
 

得
々
 

と
し
て
 

之
を
 

叔
母
に
 

語
る
。
 

そ
ん
な
ら
 

返
せ
と
 

苦
沙
彌
 

先
生
に
 

云
 

は
れ
て
、
 

忽
ち
 

泣
き
出
す
な
 

ど、
 

目
の
前
に
 

見
る
 

や
う
な
 

り。
 

迷
亭
 

も、
 

寒
月
 

も、
 

越
智
 

東
風
 

も、
 

多
々
 

良
 

三
 

平
 

も、
 

何
れ
も
み
 

な
 

苦
沙
彌
 

先
生
の
 

變
 

形
に
 

過
ぎ
ず
。
 

谜
亭
は
 

洒
落
の
 

や
う
な
 

れ
ど
 

小
心
 

也
。
 

う
そ
を
つ
け
 

ど
も
、
 

惡
意
 

は
な
し
。
 

パ 

ナ
マ
帽
 

の
 

說
明
 

を
爲
 

し、
 

薷
麥
の
 

食
 

ひ
か
た
 

を
說
 

明
す
 

る
な
 

ど、
 

馬
鹿
の
 

や
う
な
 

れ
ど
 

、
馬
鹿
に
は
 

あ
ら
 

ず
。
 

寒
月
は
 

金
 

田
 

令
孃
に
 

ほ
れ
て
、
 

吾
妻
橋
ょ
り
 

身
を
 

投
ず
 

る
ま
で
の
 

馬
鹿
者
な
 

れ
ど
 

、
橋
の
 

下
に
は
 

あ
 

ら
で
 

、
橋
の
 

上
に
 

身
を
 

投
げ
た
 

る 
利
口
者
 

也
。
 

蛙
の
 

目
玉
を
 

硏
究
 

し、
 

博
士
論
文
を
 

草
し
、
 

博
士
と
 

な
り
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て
、
 

金
 

田
の
 

女
婿
と
 

な
ら
む
 

と
 

思
 

ふ
ま
で
の
 

馬
鹿
者
 

か
と
 

思
へ
 

ば
、
 

い
つ
の
 

間
に
 

や
ら
、
 

國
 

ょ
り
 

細
君
を
 

つ
れ
て
 

來
た
る
 

利
口
者
 

也
。
 

越
智
 

東
風
は
 

我
が
 

愛
す
る
 

美
人
が
 

他
に
 

嫁
す
 

る
と
 

聞
き
て
も
、
 

や
き
も
ち
 

も 

嬈
か
ず
 

、
失
戀
 

し
て
、
 

華
厳
の
 

瀧
に
 

赴
き
 

も
せ
ず
、
 

喜
ん
で
 

祝
の
 

歌
を
 

つ
く
る
 

ま
で
に
 

洒
々
 

落
々
 

た
り
。
 

徹
 

頭
徹
 

尾
、
 

滑
稽
に
 

富
み
て
、
 

そ
の
 

滑
稽
に
は
、
 

機
智
 

あ
り
、
 

警
句
 

あ
り
、
 

い
や
み
 

無
く
、
 

く
す
ぐ
り
 

無
し
。
 

諷
刺
の
 

出
來
る
 

ほ
ど
の
 

度
量
な
 

き
 

人
 

也
。
 

否
、
 

諷
剌
の
 

出
來
る
 

ほ
ど
の
 

惡
 

人
に
 

弗
ざ
る
 

也
。
 

直
截
に
 

し
て
、
 

天
眞
 

爛
漫
、
 

い
つ
は
ら
ず
、
 

ぶ
ら
ず
、
 

街
は
 

ず
し
て
、
 

氣
品
 

自
ら
 

高
し
。
 

終
に
 

猫
が
 

ビ 
ー 

ル
に
 

醉
 

ひ
て
、
 

甕
 

中
に
 

落
ち
、
 

脫
す
 

る
に
 

路
な
 

き
を
 

知
り
て
、
 

未
練
 

も 
言
は
 

ず
、
 

愚
痴
 

も
こ
 

ほ
さ
ず
、
 

泰
然
と
 

し
て
 

死
す
 

る
に
 

至
り
て
、
 

漱
 

石
の
 

面
目
、
 

所
謂
 

畫
 

龍
に
 

晴
を
點
 

ず
る
の
 

趣
 

あ
り
。
 

漱
 

石
の
 

作
、
 

冷
 

か
な
る
 

や
ぅ
な
 

れ
 

ど
も
、
 

眞
に
冷
 

か
な
る
 

に
 

非
す
。
 

腹
に
は
*
 

萬
 

斛
の
淚
 

あ
る
 

人
な
 

り。
 

さ
れ
 

ど、
 

自
 

か
ら
 

修
養
す
 

る
と
 

こ 

ろ
 

深
く
、
 

理
性
 

も
發
 

達
せ
り
。
 

生
死
 

得
 

喪
の
 

上
に
 

超
脱
す
。
 

こ
の
 

猫
の
 

最
期
と
 

中
卷
の
 

序
と
 

を
對
照
 

す
れ
 

ば
、
 

面
白
 

か
る
べ
し
。
 

留
學
 

中
、
 

正
 

岡
 

子
規
が
 

重
病
の
 

苦
狀
を
 

書
き
た
 

る 
手
紙
を
 

送
り
け
れ
ば
、
 

長
々
 

と 

返
書
を
 

お
く
れ
り
。
 

子
規
 

そ
れ
を
 

面
白
が
り
て
、
 

今
一
度
 

お
こ
し
て
 

く
れ
と
、
 

あ
は
れ
 

な
る
 

事
を
 

言
 

ひ
來
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れ
り
 
。
さ
れ
 
ど、 

我
は
 
我
の
 
仕
事
 
あ
る
を
 
以
て
、
 
返
書
を
 
送
ら
 
ざ
り
 
き
。
 
子
規
む
な
 
し
く
 
死
せ
 
り。 

一
寸
、
 

こ
の
 
事
を
 
聞
か
 
ば
、
 
人
 或
は
 
不
人
情
と
 
思
 ふ
べ
 
し
。
 
然
れ
 
ど
も
 
不
人
情
に
は
 
あ
ら
ず
 
〇
漱
 
石
の
 
所
謂
 
非
人
 

情
 也
 〇
漱
石
 
孟 善

人
 
也
。
 
淚
あ
る
 
人
な
 
り。 

さ
れ
 
ど、 

自
ら
 
生
死
 
得
 喪
の
 
上
に
 
超
脫
 
す
。
 
子
規
の
 
病
苦
は
 

氣
の
 
毒
と
は
 
云
へ
 
ど、 

達
人
に
 
あ
り
て
 
は
、
 

一
死
 
も
と
よ
り
 
大
事
 
件
に
は
 
あ
ら
ざ
る
 
な
り
。
 

一
般
の
 
俗
人
 

な
ら
、
 
い
ざ
 
知
ら
ず
。
 
正
 岡
 子
規
と
 

も あ
る
べ
き
 
人
な
ら
、
 
亦
然
 
6 ベ

 ̂
 箸
な
 
り。 

根
蒂
 
に
こ
の
 
悟
脫
あ
 

り
、
 
故
に
 
猫
の
 
最
後
 
も 見

事
 
也
。
 
漱
石
 
自
身
の
 
最
後
 
も、 

亦
 同
じ
く
 
見
事
な
る
 
べ
き
な
 
り
。
 
明
治
の
 
文
壇
"
 

わ
れ
 
漱
石
に
 
於
て
、
 
高
士
の
 
俤
を
 
見
る
。
 

i
t
 #
 
も
戾
 
あ
る
 
人
の
 
滑
稽
に
 
し
て
、
 
は
じ
め
て
 
眞
 
の
 
滑
稽
な
 
り
。
 
さ
な
く
 
ば
"
 
い
や
み
と
 
な
り
、
 
駄
洒
 

落
と
な
 
り、 

く
す
ぐ
り
と
 
な
り
て
、
 
輕
薄
 
の
氣
紛
 
々
と
し
て
 
近
づ
く
 
ベ
か
ら
 
す
。
 『
我
輩
は
 
猫
で
 
あ
る
』
 

一 

篇
 、
一
寸
 
冷
 か
な
る
 
や
ぅ
 
な
れ
 
ど
も
、
 
徹
頭
徹
尾
、
 
面
白
可
笑
し
く
 
讀
 ま
る
 
{
は
、
 
作
者
 
其
 人
の
 
腹
に
 
淚
 

あ
る
が
 
故
な
 
り。 

又
漱
 
石
の
 
人
格
の
 
高
き
 
が
 故
な
 
り。 

唯
漱
 
石
は
、
 
事
實
 
上
に
 
も、 

下
ら
ぬ
 
事
に
 
癇
癥
を
 

起
し
、
 
そ
れ
が
 
&
 
二
 あ
ら
 
は
れ
て
、
 
自
然
の
 
滑
稽
と
 
な
る
。
 
穉
氣
と
 
云
へ
 
ば
、
 
穉
氣
な
 
れ
ど
 
も、 

む
し
ろ
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愛
す
べ
き
 
も
の
な
 
り
。
 
世
 も
し
 
輩
に
 
漱
 石
の
 
滑
稽
の
 
み
を
 
味
 ひ
、
 
警
句
の
 
み
を
 
味
 ふ
 も
の
 
あ
ら
 
ば
、
 
こ
れ
 

ょ
く
 
漱
 石
の
 
作
を
 
讀
む
 
者
と
 
云
 ふ
べ
 
か
ら
ず
。
 
草
枕
の
 
主
人
公
が
 
陶
淵
 
明
の
 

『採， 一菊 東
 籬
下
一
 
悠
然
 
見
 二 

南
山
 
1』 を

 激
賞
し
た
 
る
は
、
 
や
が
て
 
之
れ
 
漱
 石
の
 
趣
味
な
 
り
。
 
漱
石
は
 
英
文
 
學
に
 
精
通
し
、
 
哲
學
 
的
頭
腦
 

を
 有
し
、
 
西
洋
の
 
新
 知
識
に
 
富
め
 
ど
も
、
 
根
本
は
 
漢
詩
、
 
俳
句
、
 
禪
 、
武
士
道
な
 
ど
に
 
含
ま
れ
た
 
る
氣
品
 

を
 身
 解
し
た
 
る 人

な
る
 
べ
し
。
 
淵
 明
 も
し
 
小
 說
を
 
作
ら
 
ば
、
 
漱
 石
に
 
似
た
 
る も

の
が
 
出
来
る
べ
し
。
 
雪
 舟
 

も
し
 
小
說
を
 
作
ら
 
ば
、
 
や
は
り
 
漱
 石
に
 
似
た
 
る も

の
が
 
出
來
 
る
べ
 
し
。
 
石
 川
 丈
 山
 も
し
 
小
說
を
 
作
ら
 
ば
、
 

や
は
り
 
漱
 石
に
 
似
た
 
る も

の
が
 
出
来
る
べ
し
。
 
社
會
の
 
趣
味
 
墮
 落
し
、
 
浮
薄
に
 
し
て
、
 

唯
、
 
新
を
 
追
 ひ
、
 

藝
術
も
 
徒
に
 
西
洋
の
 
糟
 粕
を
甞
 
め
て
 
得
々
 
た
る
 
世
の
中
に
、
 
雪
 舟
、
 
揲
幽
な
 
ど
の
 
名
 轟
は
、
 
ど
し
—
、
 
西
 

洋
に
飛
 
び
 出
し
つ
、
 
あ
る
な
 
り
。
 
氣
品
 
と
い
 
ふ
こ
と
 
を
 解
せ
 
ざ
る
 
者
は
 
去
つ
 
て
 自
然
 
派
の
 
小
說
 
を
讀
 
め
、
 

自
然
 
派
の
 
小
說
 
は
、
 
ま
た
 
獨
特
の
 
別
趣
 
味
 あ
る
 
也
。
 
氣
品
を
 
解
す
 
る も

の
、
 
漱
 石
の
 
小
說
を
 
讀
ま
ば
 
、
塵
 

外
の
 
仙
境
に
 
遊
び
た
 
る
の
 
心
地
す
べ
き
 
也
。
 
こ
の
 
點
に
 
於
て
、
 
明
治
 
輕
文
學
 
壇
上
、
 
漱
石
が
 
獨
步
 
也
。
 

さ
ら
ば
、
 

漱
石
は
 

、
氣
 

品
の
 

極
に
 

達
し
 

居
る
 

か
と
 

云
 

ふ
に
。
 

余
は
、
 

否
と
 

答
 

ふ
べ
 

し。
 

味
噌
の
 

味
噌
く
 



さ
き
は
、
 
眞
の
 
味
噌
に
 
弗
ず
 
と
か
 
云
 ひ
ぬ
。
 
氣
品
の
 
氣
品
 
く
さ
き
 
も、 

亦
 上
 乘
の
氣
 
品
に
は
 
あ
ら
ざ
る
 
な
 

り
。
 
寫
生
 
文
と
 
題
す
 
る 論

文
の
 
中
に
、
 
漱
石
 
は
、
 
寫
生
 
文
の
 
要
を
 
說
き
 
て
、
 
寫
生
文
 
家
の
 
社
會
 
人
生
に
 
對
 

す
る
 
は
、
 
親
の
 
子
に
 
對
す
 
る
が
 
如
し
と
 
云
へ
 
り
。
 
こ
れ
 
だ
け
な
ら
 
大
に
 
好
し
。
 
然
る
に
、
 
其
 理
由
を
 
問
へ
 

ば
、
 
子
が
 
犬
に
 
吠
 立
ら
 
れ
て
 
、
あ
わ
て
、
 
に
げ
て
、
 
菓
子
を
 
落
し
て
、
 
泣
い
た
 
か
ら
と
 
て
、
 
親
は
 
其
 子
と
 

同
じ
く
 
泣
く
 
能
は
 
ざ
る
な
 
り
と
 
云
 ふ
。
 
漱
石
 
の
ま
 
だ
 氣
品
 
く
さ
き
 
も、 

こ
、
 
也
。
 
其
 作
の
 
冷
や
か
に
 
見
 ゆ
 

る も
、
 
こ
、
 
也
。
 
子
と
 
同
じ
 
心
に
 
な
り
て
、
 
子
と
 
it ハに

 遊
び
、
 
子
と
 
共
に
 
鬼
戲
 
も
な
 
し、 

子
と
 

±fc ハに
 笑
 ひ
 

子
と
 
北
 ハ
に
 泣
き
、
 
し
ば
ら
く
 
小
我
を
 
沒
し
 
て
こ
 
そ
、
 
ま
こ
と
の
 
親
な
 
れ
 。
氣
品
 
も
こ
、
 
に
 到
り
て
、
 
渾
然
 

た
る
 
大
氣
品
 
也
。
 
潔
癖
に
 
し
て
 
理
智
 
の
す
 
ぐ
れ
た
 
る
漱
 
石
に
は
、
 
無
理
な
る
 
註
文
 
か
も
し
れ
 
ざ
れ
 
ど、 

漱
 

石
 も
し
 
其
大
を
 
望
ま
 
ば
、
 
自
か
ら
 
力
め
て
 
其
理
智
 
を
く
 
ら
ま
す
べ
し
。
 
愚
に
な
る
 
の
 趣
を
 
解
す
べ
し
。
 

西
 

園
 寺
 侯
が
 
聰
明
 
純
潔
の
 
資
を
以
 
て
、
 
豺
狼
の
 
ょ
り
あ
 
ひ
の
 
や
ぅ
な
 
政
界
に
 
立
ち
、
 
政
友
黨
 
の
總
理
 
と
な
り
、
 

內
 閣
總
理
 
大
臣
と
 
な
れ
る
 
は、 

之
を
 
能
く
せ
 
る
に
 
ょ
る
な
 
り。 

書
を
 
讀
み
 
居
り
て
 
は、 

漱
 石
の
 
理
智
 
は、 

益
 長
ず
 
べ
し
。
 
し
ば
ら
く
 
書
卷
 
を
攤
 
ち
、
 
世
の
 
愚
物
、
 
俗
物
に
 
伍
し
て
、
 
外
部
の
 
圭
角
を
 
去
れ
ば
、
 
そ
れ
 



で
ょ
 

き
 

事
 

也
。
 

余
の
 

飲
酒
、
 

道
樂
 

、
社
交
、
 

旅
行
 

云
々
 

を
 

云
 

ひ
し
は
、
 

要
す
る
に
、
 

愚
に
 

な
れ
と
の
 

事
な
 

り
。
 

必
ず
し
も
 

小
說
に
 

酒
を
 

描
け
、
 

道
樂
を
 

描
け
と
の
 

事
に
は
 

あ
ら
ざ
る
 

な
り
。
 

單
に
氣
 

品
の
 

み
な
ら
 

ば
、
 

明
治
の
 

世
と
 

雖
 

も、
 

佛
に
 

名
僧
 

あ
る
べ
く
、
 

野
に
 

高
士
 

あ
る
べ
 

し
。
 

漱
 

石
の
 

み
に
 

限
ら
ざ
る
 

な
り
。
 

藝
術
 

上
の
 

手
腕
と
 

し
て
、
 

漱
 

石
に
 

多
と
 

す
べ
き
は
、
 

其
 

獨
創
力
 

也
。
 

獨
創
 

力
な
き
 

氣
 

品
は
、
 

氣
品
な
 

れ
ど
 

も、
 

陳
腐
と
 

な
る
べ
し
。
 

漱
 

石
は
 

奇
才
 

也
、
 

月
竝
を
 

嫌
 

ひ
、
 

常
套
を
 

忌
む
。
 

杜
甫
 

は
 

『
語
 

不
レ
驚
 

レ 人
 

死
不
レ
 

休
』
 

と 
云
 

ひ
た
る
 

が
、
 

漱
 

石
に
 

も
こ
の
 

槪
 

あ
り
。
 

何
事
に
 

も
 

古
人
、
 

も
し
く
は
 

西
洋
 

人
の
 

糟
粕
 

を
甞
 

め
ず
。
 

今
の
 

自
然
 

派
の
 

作
家
が
、
 

西
洋
の
 

自
然
 

派
の
 

糟
粕
 

を
嘗
む
 

る
が
 

如
 

t
 

は
、
 

漱
石
の
 

蛇
 

竭
視
 

す
る
 

所
な
る
 

べ
し
。
 

漱
石
は
 

其
小
說
 

の
み
な
ら
ず
、
 

其
 

文
章
に
ま
で
、
 

自
家
の
 

新
機
軸
を
 

出
し
て
、
 

す
べ
て
 

所
謂
 

夏
 

目
 

式
 

也
。
 

こ
れ
 

藝
術
 

上
の
 

一
大
 

要
件
 

也
。
 

大
を
缺
 

き
て
 

は
、
 

大
家
と
 

云
 

ふ
べ
 

か
ら
す
。
 

大
 

家
と
 

云
 

ふ
べ
 

か
ら
ざ
る
 

の
み
な
ら
ず
 

藝
術
 

上
の
 

生
命
な
 

き
な
り
。
 

ト
ル
ス
ト
ィ
を
 

眞
似
 

て
、
 

ト
ル
ス
ト
ィ
 

ま
で
 

至
り
、
 

モ
ー
 

パ
ス
 

サ
ン
を
 

眞
似
 

て
モ
ー
 

パ
ス
 

サ
ン
ま
で
に
 

至
り
 

た
れ
ば
 

と
て
，
 

一
時
の
 

愛
嬌
に
は
 

な
 

れ
 

、
こ
け
を
 

ど
し
 

に
は
な
 

れ
 

、
藝
術
 

史
上
、
 

何
等
 

存
在
の
 

價
値
な
 

き
な
り
 

0 『
我
輩
は
 

猫
で
 

あ
る
』
 

は
た
し
 

か
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に
 
一
種
の
 
夏
 目
 式
 也
。
 
所
謂
 
非
人
情
 
小
說
の
 
『
草
枕
』
 
は
、
 
猫
と
は
、
 
と
び
は
な
れ
て
、
 

亦
 
一
種
の
 
夏
 目
 式
 

也
 0 『

二
百
十
日
』
 

も 『
坊
ち
ゃ
ん
』
 
も
、
 
皆
 夏
 目
 式
な
 
り
。
 
短
篇
に
 
至
る
 
ま
で
、
 
そ
れ
ぐ
 
特
色
 
あ
り
。
 
『一 

夜
』
 
は
、
 
漱
石
が
 
自
 
か
ら
 
『
我
輩
は
 
猫
で
 
あ
る
』
 
の
 中
に
、
 
『
先
達
て
も
、
 
私
の
 
友
人
で
 
送
籍
と
 
い
ふ
 
男
が
、
 

一
夜
と
 
い
ふ
 
短
篇
を
 
か
き
ま
し
た
 
が
，
 
誰
が
 
讀
ん
 
で
も
 
朦
朧
と
 
し
て
、
 
取
り
と
 
め
が
 
つ
か
な
い
 
の
で
、
 
當
 

、
こ
 
逢
つ
 
て
"
 
篤
と
 
主
意
の
 
あ
る
 
所
を
 
乳
し
て
 
見
た
 
の
で
す
 
が
、
 
當
人
も
 
そ
ん
な
 
事
は
 
知
ら
な
い
 
よ
と
 
云
 

つ
て
、
 
取
り
合
は
 
な
い
 
の
で
あ
り
ま
す
。
 
全
く
 
其
邊
が
 
詩
人
の
 
特
色
 
か
と
 
思
 ひ
ま
す
』
 

と 
云
へ
 
る
が
 
如
く
 

ま
こ
と
に
 
禪
 問
答
み
 
た
や
ぅ
 
に
て
、
 
と
ん
と
 
分
り
 
か
ね
る
 
も
の
な
る
 
が
、
 
と
に
か
く
"
 

一
種
の
 
特
色
 
あ
り
。
 

そ
の
他
、
 
幻
影
の
 
楣
 、
薤
露
 
行
、
 
趣
味
の
 
遺
傳
 
、
琴
の
 
空
音
な
 
ど
、
 
い
づ
れ
 
も 夏

 目
武
な
 
る
が
、
 

一
篇
は
 

一
篇
の
 
特
色
 
あ
り
て
、
 
似
寄
つ
 
た
も
の
 
な
く
、
 
い
よ
^
 
■
出
で
、
、
 
い
よ
'
^
 
新
、
 
い
よ
/
、
 
奇
 、
以
て
 

才
の
大
 
な
る
 
を
 知
る
べ
し
。
 

か
く
 
小
說
其
 
物
が
 
世
に
 
夏
 目
 式
と
 
云
は
 
る
が
、
 
文
章
 
も
 亦
 夏
 目
 式
と
 
云
は
 
る
。
 
形
容
、
 
譬
喻
な
 
ど、 

あ
 

り
 
ふ
れ
た
 
^
 司
 
^
 、 

一
つ
 
も
 用
ゐ
ず
 
。
皆
自
 
か
ら
 
新
に
 
工
夫
し
て
、
 
而
 か
も
 
妥
帖
 
也
。
 
毫
も
 
4- 硬

な
ら
 
ず
 



警
句
 
續
出
 
、
應
 
接
に
 
遑
 あ
ら
ず
。
 
文
才
に
 
も
 長
け
 
た
る
 
人
な
る
 
哉
。
 
文
は
 
長
 け
れ
ど
も
、
 
句
は
 
短
く
、
 
從
 

つ
て
、
 力
 あ
り
。
 複
雜
な
 る こ

と
を
 明
白
に
 描
き
出
す
。
 所
謂
、
 痒
い
 所
に
 手
の
 届
く
 と
は
、
 漱
 石
の
 文
 

章
の
 
事
 也
。
 
對
話
 
の
う
け
 
具
合
 
も
、
 
今
の
 
小
說
 
家
の
 
中
に
 
て
は
、
 
上
出
來
 
の
 方
 也
。
 
西
洋
の
 
新
 知
識
に
 
加
 

へ
て
、
 
漢
文
、
 
漢
詩
、
 
俳
句
の
 
素
養
 
も 深

 か
る
べ
し
。
 
和
歌
 
和
文
の
 
素
養
は
 
餘
り
 
見
ぇ
ざ
る
 
や
う
な
 
れ
ど
 

も
、
 
文
法
 
語
格
な
 
ど
の
 
間
違
は
、
 

幾
ん
 
ど
 無
く
し
て
、
 
文
章
 
家
と
 
し
て
も
、
 

一
種
の
 
異
彩
を
 
放
て
る
 
名
 

文
 家
た
 
る
を
 
失
は
 
す
。
 
漱
石
は
 
新
を
 
好
み
、
 
奇
を
 
愛
す
れ
 
ど
も
、
 
妄
り
に
 
小
才
を
 
恃
み
 
て
、
 
格
を
 
破
り
た
 

る
に
 
非
ず
。
 
十
分
な
 
文
學
の
 
素
養
 
あ
り
て
、
 

一
且
格
 
に
 入
り
て
、
 
而
 し
て
 
後
、
 
格
を
 
出
で
 
た
る
な
 
り
 d 

故
 

に
 前
人
を
 
襲
蹈
せ
 
ず
し
て
、
 
自
ら
 
法
度
 
あ
る
な
 
り
。
 

今
、
 
朝
日
 新
聞
に
 出
し
つ
、
 
あ
る
 
『
虞
美
人
草
』
 
は、 

未
完
な
 
れ
ば
 、
し
ば
ら
く
 言
は
 ざ
る
べ
 
し。 

在
來
 

の
 作は
、
 

『
我
輩
は
 

猫
で
 

あ
る
』
 

の
 外、 
『
野
 

分
』
 

の
 一篇
を
 

除
き
て
 

は、 
漾
虛
 

集
と
 

鶉
 
籠
と
 

に
 まと
ま
れ
り
。
 

r
 我
輩
は
 
猫
で
 
あ
る
』
 

は
、
 
漱
 石
の
 
名
を
 
成
さ
し
 
め
た
 
る
 だ
け
 
あ
り
て
、
 
ど
う
し
て
も
、
 

第
一
の
 
傑
作
 
也
 
0 

之
に
 
次
ぎ
て
 

、『 草
枕
』
 

と 
『
坊
ち
ゃ
ん
』
 

と
が
 
見
る
べ
し
。
 

人
 或
は
 
漱
石
が
 
小
說
の
 
技
倆
を
 
疑
 ふ
 も
の
 
あ
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り。 
さ
れ
 
ど、 

坊
ち
ゃ
ん
が
 
書
け
れ
ば
、
 
小
說
の
 
技
倆
は
、
 
十
分
 
也
。
 
坊
ち
ゃ
ん
は
 
ょ
く
 
躍
動
す
。
 
所
謂
 

小
 說
の
格
 
に
は
 
ま
り
た
 
る も

の
 
也
。
 

か
ぅ
 
ま
で
 
坊
ち
ゃ
 
ん
を
 
躍
動
さ
せ
る
 
に
は
、
 
作
者
 
自
身
を
 
描
け
る
 
に
 非
す
 
ん
ば
 
、
出
來
 ざ
る
 
事
 也
。
 
當
 年
*
 

『
油
 地
獄
』
 
は
、
 
齋
藤
綠
 
雨
の
 
傑
作
と
 
稱
 せ
ら
れ
た
 
る も

の
な
る
 
が
、
 
極
め
て
 
内
 氣
な
 
る、 

恥
 か
し
が
り
 
の
、
 

初
心
な
る
 
主
人
公
は
、
 
綠
雨
 
自
身
な
 
り
と
 
す
れ
ば
、
 
我
儘
で
、
 
氣
が
 
勝
ち
て
、
 
員
 嫌
 ひ
で
、
 
而
 か
も
 
無
 邪
 

氣
な
る
 
坊
ち
ゃ
ん
は
、
 
漱
石
 
自
身
な
る
 
べ
し
。
 
『
草
枕
』
 
は
 之
と
 
異
な
り
て
"
 
格
を
 
出
で
 
た
る
 
所
謂
 
非
人
情
 

小
說
な
 
〇
〇
 
文
章
 
最
も
 
美
な
 
り
。
 
警
句
 
最
も
 
多
し
。
 
漱
石
 
自
ら
 
說
明
 
せ
る
 
如
く
、
 
美
を
 
美
と
 
し
て
 
描
け
る
 

小
說
 
也
。
 
弗
 人
情
の
 
一
麄
家
 
、
溫
泉
 
場
に
 
赴
き
て
、
 
非
人
情
の
 
美
人
に
 
遇
 ひ
、
 
之
を
 
描
か
ん
 
と
す
れ
 
ど、 

何
處
か
 
足
ら
ぬ
 
處
 あ
り
。
 
さ
れ
 
ど
 
•
こ
、
 
ぞ
 と
つ
き
 
と
め
る
 
こ
と
 
出
來
 
ざ
り
 
し
に
、
 
停
車
 
揚
裡
 
、
人
を
 
送
り
 

し
 時
、
 
そ
の
美
 
人
の
 
顔
に
、
 
『
憐
れ
』
 
が
 浮
び
 
出
し
を
 
見
て
、
 
こ
れ
 
だ
く
、
 

こ
れ
 
麄
に
な
 
る
と
 
喜
び
た
り
 

と 云
 ふ
だ
け
 
に
て
、
 
筋
を
 
云
へ
 
ば
、
 
極
簡
な
 
れ
ど
 
も、 

筆
 底
 花
を
 
生
じ
、
 
描
寫
 
神
に
 
入
り
、
 
美
を
 
極
め
、
 

妍
を
 
つ
く
し
、
 
人
を
 
し
て
 
憲
裡
に
 
逍
遙
す
 
る
の
 
思
 あ
ら
し
む
。
 
そ
の
美
 
人
の
 
頭
に
 
『
憐
れ
』
 
を
 缺
き
 
て、 
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翥
に
な
 
ら
ざ
 
る
を
 
知
る
 
の
漱
 
石
は
"
 
我
が
 
作
に
 
も 同

じ
く
 
『
憐
れ
』
 
を
缺
 
く
の
 
不
可
な
る
 
を
 知
ら
ざ
る
 
ベ
 

か
ら
ず
。
 
思
 ふ
に
 
漱
石
 
は、 

尋
常
の
 
藝
術
家
 
以
上
に
 
自
分
の
 
下
ら
ぬ
 
こ
と
を
 
自
知
 
せ
る
 
だ
け
の
 
明
 あ
る
 

べ
し
。
 
こ
れ
 
『
我
輩
は
 
猫
で
 
あ
る
』
 
の
 成
れ
る
 
所
以
 
也
。
 
さ
れ
 
ど
、
 
人
 も 皆

 下
ら
ぬ
 
も
の
と
 
思
 ふ
な
る
 
ベ
 

し
。
 
こ
れ
 
『
憐
れ
』
 
を
缺
 
け
る
 
所
以
 
也
。
 

余
は
 
お
も
に
 
藝
術
 
家
と
 
し
て
の
 
漱
石
を
 
見
た
り
。
 
卽
ち
漱
 
石
の
 
輕
文
學
 
の
み
を
-
見
た
り
。
 

漱
 石
に
は
 

r
 文
學
 
論
』
 
の
 
大
著
 
あ
り
。
 
『
文
藝
 
の
哲
 
學
的
價
 
値
』
 と
い
 
ふ
 長
 論
文
 
も
 
あ
り
。
 
そ
の
他
に
 
も
 
論
文
 
あ
り
て
、
 

硬
 文
學
に
 
於
て
も
、
 
亦
 有
力
の
 
士
也
 
。
漱
 
石
の
 
如
き
 
作
家
が
、
 
新
聞
 
小
說
の
 
中
に
 
あ
る
は
、
 
は
き
だ
め
の
 

鶴
と
 
云
は
 
V 、 

或
は
 
誇
張
に
 
失
す
る
 
か
も
 
知
れ
ず
、
 
安
普
請
の
 
小
 借
家
の
 
金
屏
風
と
 
で
も
 
言
は
 
む
か
。
 
新
 

聞
に
 
小
說
を
 
草
し
て
 
ょ
り
 
未
だ
 
久
し
か
ら
 
ざ
る
に
、
 
讀
 者
の
 
評
判
、
 
は
や
は
 
じ
め
 
の
 や
ぅ
に
 
も
は
 
く、 

毀
 

譽
 相
 半
せ
 
ろ
が
 
如
し
 

0 『
我
輩
は
 
猫
で
 
あ
る
』
 
に
輕
 
快
な
る
 
滑
稽
の
 
み
を
 
味
 ひ
て
、
 
漱
石
が
 
新
機
軸
の
 
氣
品
 

を
 味
は
 
ざ
る
の
 
致
す
 
所
た
ら
 
ず
ん
 
ば
 あ
ら
ざ
る
 
な
り
。
 

鼠
の
 

見
た
 

る 
夏
 

目
の
 

猫
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夏
 

目
の
 

猫
は
 

死
ん
だ
。
 

元
來
 

、
我
等
 

鼠
族
の
 

仇
敵
 

だ
が
、
 

夏
 

目
の
 

猫
は
、
 

一
度
 

も
、
 

我
輩
に
 

仇
し
た
 

事
 

は
 

無
 

か
つ
た
。
 

此
點
 

で
も
、
 

わ
が
 

輩
は
、
 

う
れ
し
く
 

思
つ
 

て
 

居
る
。
 

今
、
 

そ
の
 

猫
が
、
 

ビ
ー
ル
 

に
 

醉
つ
ぱ
 

ら
 

つ
て
、
 

水
 

甕
の
 

中
へ
 

落
ち
て
、
 

死
ん
で
 

仕
舞
つ
 

た
の
を
 

見
て
 

は
、
 

實
 

に
、
 

氣
の
 

毒
で
 

た
ま
ら
ぬ
。
 

む
か
 

し、
 

武
田
の
 

軍
が
 

や
ぶ
れ
て
、
 

勝
賴
の
 

首
が
 

信
 

長
の
 

前
に
 

持
 

出
さ
れ
る
 

と、
 

信
 

長
は
 

之
に
 

唾
を
 

吐
き
 

か
け
 

た
が
、
 

家
康
は
 

之
に
 

反
し
て
、
 

敵
な
が
ら
 

も
、
 

大
將
の
 

首
 

だ
と
 

云
つ
 

て
、
 

丁
寧
に
 

禮
を
 

施
し
た
 

と
い
 

ふ
 

話
 

で
あ
る
。
 

一
寸
、
 

こ
の
 

信
 

長
と
 

家
：
 

康
 

と
の
 

や
り
 

口
を
 

見
る
 

と、
 

信
 

長
の
 

方
が
、
 

亂
 

暴
で
、
 

家
康
の
 

方
が
 

情
誼
に
 

あ
つ
い
 

や
う
に
 

思
 

は
れ
る
 

が
、
 

少
し
 

立
ち
入
つ
 

て
 

腹
の
 

中
を
 

さ
ぐ
つ
 

て
 

見
る
 

と
、
 

信
 

長
の
 

方
が
、
 

却
つ
 

て
 

正
直
で
、
 

天
眞
 

爛
漫
な
 

處
も
 

あ
る
。
 

家
康
の
 

方
は
、
 

形
は
、
 

如
何
に
も
、
 

情
諠
 

に
あ
つ
 

く
て
、
 

禮
 

儀
を
 

辨
 

へ
て
 

居
る
 

し、
 

ま
ん
ざ
ら
 

心
に
 

も 
無
い
 

こ
と
で
 

も
な
か
ら
 

う
が
、
 

ま
た
、
 

こ
の
 

や
う
に
 

し
て
、
 

甲
 

斐
の
國
 

人
を
 

な
つ
.
 

け
よ
う
と
 

い
ふ
 

策
略
が
 

こ
も
つ
 

て
 

居
た
 

か
も
 

知
れ
ぬ
。
 

今
、
 

我
輩
は
、
 

畜
生
た
り
 

と
雖
 

も、
 

信
 

長
の
 

や
う
な
 

蠻
的
な
 

こ
と
は
 

し
な
い
。
 

人
に
 

よ
く
 

思
 

は
れ
よ
う
と
 

い
ふ
 

策
略
 

も
な
い
。
 

心
底
か
ら
、
 

氣
の
 

毒
に
 

思
う
て
、
 

甕
の
 

ふ
ち
に
 

上
つ
て
、
 

猫
の
 

屍
骸
に
 

向
つ
て
、
 

手
を
 

あ
は
せ
 

て
、
 

伏
し
 

拜
ん
だ
 

。
南
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我
輩
は
、
 
夏
 目
の
 
猫
の
 
み
に
、
 
こ
の
 
禮
意
を
 
表
す
る
 
の
で
は
 
無
い
。
 
多
年
、
 
我
輩
に
 
仇
し
た
 
猫
に
對
 
し
 

て
 も、 

こ
れ
く
 
ら
ゐ
 
の
禮
 意
を
 
表
す
る
 
だ
け
の
 
度
量
を
 
も
つ
 
て
 居
る
。
 
夏
 目
の
 
猫
の
 
最
期
の
 
覺
悟
 
は
、
 
ま
 

こ
と
に
 
見
事
で
 
あ
つ
た
と
、
 
我
輩
は
 
敵
な
が
ら
 
も
、
 
感
服
せ
 
ざ
る
を
 
得
な
い
。
 
も
が
い
て
 
見
た
 
が
、
 
到
底
 

駄
目
と
 
悟
つ
 
て
、
 
落
ち
つ
い
て
、
 

心
 し
づ
か
に
 
死
ん
だ
 
の
は
、
 
あ
つ
ぱ
れ
、
 
大
人
 
君
子
の
 
態
度
で
 
あ
る
。
 

今
の
 世
の
 修
養
の
 な
い
 厭
世
 者
、
 煩
悶
 者
に
、
 少
し
 丸
藥
 に
で
 も
し
て
 飮
 ま
し
て
 や
り
た
い
。
 こ
ん
な
 點
 

に
な
る
 
と、 

我
輩
は
、
 
平
生
、
 
猫
 以
上
の
 
覺
悟
が
 
あ
る
つ
 
も
り
 
だ
。
 
駄
法
螺
 
ぢ
や
な
 
い
。
 
ま
あ
 
我
輩
の
 
や
 

う
な
 
鼠
の
 
身
に
 
も
な
 
つ
て
 
見
 給
へ
。
 
人
間
は
、
 
我
輩
に
 
對
 し
て
、
 
常
に
 
悪
意
を
 
も
つ
 
て
 居
る
。
 
猫
を
 
使
つ
 

て
、
 
我
等
を
 平
げ
 つ
く
さ
う
 と
し
て
 居
る
。
 
殊
に
 ペ
ス
ト
が
 流
行
り
 だ
し
て
か
ら
、
 

我
輩
の
 首
は
、
 
毎
日
、
 

交
番
 所
の
 巡
査
の
 
實
驗
に
 
供
せ
ら
れ
 
る
。
 
死
 馬
の
骨
 五
 百
 金
と
は
、
 
む
か
し
の
 
話
し
に
 
聞
い
た
 
が
、
 
あ
は
 

れ
 や
、
 
我
輩
 
死
 鼠
の
 
骨
は
、
 
わ
づ
か
 
五
錢
 
、
そ
れ
で
も
、
 
慾
に
 
目
の
 
な
き
 
世
上
の
 
人
間
、
 
わ
 づ
か
五
 
餞
の
 

目
く
 
さ
れ
 
金
に
 
迷
う
て
、
 
ど
し
—
-
 
我
輩
を
 
征
伐
し
 
に
か
、
 
る
。
 
斯
樣
 
に
、
 へ 我

輩
は
 
四
面
 
皆
 敵
の
 
中
に
 
生
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活
せ
 
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 
わ
が
 
輩
の
 
命
は
、
 
風
前
の
 
燈
 よ
り
も
、
 
果
敢
な
い
 
も
の
で
あ
る
。
 
實
に
 
苦
し
い
 
と
も
 

つ
ま
ら
な
い
 
と
も
、
 
何
と
も
 
云
へ
 
な
い
 
境
涯
で
 
あ
る
が
、
 
そ
の
代
り
、
 
死
と
 
い
ふ
 
問
題
は
、
 
平
生
 
硏
究
せ
 

ざ
る
を
 
得
ぬ
。
 
明
治
 
太
平
の
 
世
に
 
生
れ
た
 
弱
蟲
の
 
人
間
 
こ
そ
、
 
自
分
が
、
 
命
が
 
惜
し
い
 
と 
思
 ふ
 心
か
ら
 
割
 

り
 出
し
て
、
 
死
の
 
問
題
を
 
非
常
に
 
お
も
く
 
見
て
 
居
る
 
が
、
 
む
か
し
の
 
武
士
で
は
、
 
御
馬
 
前
の
 
討
死
と
 
い
ふ
 

事
は
、
 
生
れ
て
か
ら
 
覺
悟
 
せ
ね
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
死
ぬ
 
る こ

と
は
、
 
何
で
も
な
い
。
 
命
は
、
 
い
つ
で
も
、
 

の
し
 

付
け
て
進
上
す
る
つ
も
り
で
居
る
。
日
本
人
が
戰
爭
に
つ
よ
い
の
は
、
こ
の
心
が
け
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
 

こ
へ
 
ゆ
く
 
と、 

わ
が
 
輩
 も
、
 
大
に
 
日
本
 
武
士
 
的
 だ
。
 
い
つ
で
も
 
命
は
、
 
進
上
す
 
る
。
 
そ
れ
 
も
、
 
四
面
 
皆
 敵
 

の
 苦
し
い
 
境
遇
か
ら
、
 
自
然
に
 
養
成
せ
ら
れ
 
た
の
で
 
あ
る
。
 
た
つ
た
 
五
錢
 
で
は
 
情
け
な
い
 
が
、
 
も
つ
 
と
價
 

が
 
あ
つ
て
、
 

死
 
馬
の
骨
の
 

五
 
百
 金と
ま
で
 

は
 行か
ず
 

と
も
、
 

せ
め
て
、
 

二
 三百
 

金
に
な
る
 

な
ら
、
 

我
輩
は
 

い
つ
で
も
 死
ん
で
 あ
げ
る
。
 

こ
そ
<
 

臺
灣
の
 彩
 票
を
 買
 ふ
 お
 方
の
 爲
 め
に
 死
ん
で
 あ
げ
 ま
せ
う
。
 

懸
賞
 

小
說
 
に
う
 
き
 身
を
 
や
つ
す
 
お
 方
の
 
爲
め
に
 
死
ん
で
 
あ
げ
 
ま
せ
う
。
 
金
 故
に
 
男
を
 
賣
る
お
 
方
の
 
爲
め
な
 
ら
、
 

な
ほ
 
更
 死
ん
で
 
あ
げ
 
ま
せ
う
。
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夏
 目
の
 
猫
は
、
 
わ
が
 
輩
に
 
と
つ
て
 
は
、
 
恩
人
で
 
あ
る
。
 
然
し
、
 
恩
は
 
恩
、
 
缺
點
 
は
缺
點
 
と
し
て
 
•
わ
が
 

輩
が
、
 
公
平
に
 
判
斷
 
を
 r
 し
て
 
見
る
 
と、 

夏
 目
の
 
猫
は
、
 
猫
と
 
し
て
は
、
 
あ
ま
り
 
褒
め
た
 
も
の
で
は
 
無
 か
 

つ
た
。
 
鼠
を
 
取
る
 
の
は
、
 
猫
の
 
本
職
と
 
古
來
相
 
揚
が
き
 
ま
つ
て
 
居
る
。
 
然
る
に
 
夏
 目
の
 
猫
は
、
 
鼠
を
 
取
ら
 

ず
に
、
 
噴
り
 
に
、
 
下
ら
ぬ
 
こ
と
ば
 
か
り
"
 
し
や
べ
 
り
つ
 

V' け
た
。
 
之
を
 
人
に
 
た
と
 
へ
る
 
と、 

文
士
 
見
た
 
や
 

ぅ
な
 
も
の
 
だ
。
 
何
等
の
 
智
德
 
も
な
 
く、 

見
識
 
も
な
 
く、 

た
 
V 靑
年
戀
 
愛
の
 
情
に
 
か
ら
れ
て
、
 
少
し
 
ば
か
り
、
 

女
の
 
衣
服
 
言
語
を
 
觀
察
 
せ
る
 
を
、
 
楣
に
 
と
り
て
、
 
國
民
 
た
る
の
 
本
分
は
、
 
つ
く
さ
ず
に
、
 
筆
と
 
り
て
、
 
下
 

ら
ぬ
觀
 
察
を
 
か
き
こ
ね
 
る
が
、
 
今
の
 
文
士
と
 
い
ふ
 
も
の
で
あ
る
が
、
 

夏
 目
の
 
猫
は
、
 
丁
度
、
 
そ
れ
と
 
同
じ
 

事
 だ
。
 
然
し
、
 
門
前
の
 
小
僧
、
 
な
ら
は
 
ぬ
 經
を
 
ょ
む
。
 
夏
 目
の
 
猫
は
、
 
主
人
が
 
學
者
 
で
あ
つ
 
て、 

さ
つ
ぱ
 

り
し
た
、
 
脫
 俗
し
た
 
處
が
 
あ
る
 
tf け

に
、
 
今
の
 
世
の
 
文
士
連
 
中
ょ
り
も
、
 
も
 
そ
つ
と
、
 
氣
 の
き
い
た
 

面
白
い
 

事
を
 
云
つ
 
て
 居
る
。
 
そ
の
 
あ
ん
ば
い
で
 
進
ん
で
 
い
つ
た
ら
、
 

も 
そ
つ
と
、
 
氣
 の
き
い
た
、
 
面
白
い
 
事
を
、
 

ぞ
く
-
^
 
言
 ひ
だ
す
 
で
あ
つ
 
た
ら
ぅ
 
に、 

俄
に
 
死
ん
で
 
仕
舞
つ
 
て、 

實
に
 
惜
し
い
 
こ
と
を
 
し
た
。
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高
山
 

樗
牛
 樗
 

牛
の
 

一
生
 

明
治
 

三
十
 

五
 

年
將
に
 

暮
れ
む
 

と
し
て
、
 

文
 

m
 

一
夜
 

湘
 

南
の
 

濱
に
墮
 

ち
ぬ
。
 

嗚
呼
 

ゆ
か
し
と
 

思
 

ひ
し
 

_
倉
 

の
 

地
、
 

樗
牛
の
 

亡
き
 

骸
を
荼
 

毘
に
 

す
る
 

の
 

處
と
な
 

ら
む
 

と
は
 

思
 

ひ
か
け
 

き
 

や
。
 

わ
れ
 

鎌
 

倉
を
 

訪
ひ
 

し
こ
と
、
 

前
後
 

四
囘
 

、
は
じ
め
は
 

歴
史
の
 

古
蹟
を
 

親
し
く
 

看
む
 

と
て
、
 

ひ
そ
か
に
 

雀
躍
し
た
 

り
き
。
 

以
後
、
 

雀
躍
す
 

る
ま
で
に
 

は
 

至
ら
ず
 

と
も
、
 

な
ほ
 

何
と
な
く
 

ゆ
か
し
と
 

思
へ
 

ゎ
〇
而
 

し
て
 

阼
日
 

の
歡
樂
 

一
夢
に
 

歸
 

し
て
、
 

終
に
 

こ
、
 

に
 

友
の
 

葬
を
 

送
ら
ざ
る
 

を
 

得
ず
。
 

わ
れ
 

君
と
 

同
じ
年
に
 

大
學
に
 

入
り
た
 

れ
ど
 

も、
 

君
は
 

第
二
 

高
等
 

學
 

校
よ
り
 

し、
 

我
は
 

第
 

I 
高
等
 

學
 

校
よ
 

り
せ
 

り。
 

君
は
 

哲
學
を
 

修
め
、
 

我
は
 

國
 

文
を
 

修
め
た
り
 

〇
入
學
 

し
て
よ
り
 

一
年
 

餘
り
 

ま、
 

^
 

え
て
 

咱
識
ら
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ず
。
 
帝
 國
文
學
 
起
る
 
に
 及
び
て
、
 
は
じ
め
て
 
相
識
れ
 
り
。
 
酒
 間
 曾
て
 
樗
牛
醉
 
ひ
て
 
戲
れ
に
 
余
に
 
謂
つ
 
て
 日
 

く、 
君
は
 
體
が
 
弱
さ
ぅ
な
 
り。 

必
ず
 
早
く
 
死
せ
 
む
。
 
君
 死
な
 
ば
、
 
わ
れ
 
弔
文
を
 
作
ら
む
 
と。 

わ
れ
 
日
く
、
 

柳
に
 
雪
折
れ
な
 
し
。
 
君
 こ
そ
 
早
く
 
死
に
 
さ
ぅ
な
 
れ
 。
君
 
死
な
 
ば
、
 
わ
れ
 
弔
文
 
草
せ
 
む
と
。
 
座
に
 
芥
舟
 
、
醒
 

雪
 諸
子
 
あ
り
き
。
 
必
ず
や
、
 
記
憶
せ
 
る
な
ら
 
む
。
 
爾
 來
わ
づ
 
か
に
 
七
 八
 年
、
 
惡
譃
 
、
讖
 
を
な
 
し
て
、
 
樗
牛
 

先
づ
 
死
せ
 
り
。
 
嗚
呼
 
誰
か
 
思
は
 
む
 や
、
 
蒲
柳
の
質
の
 
我
が
身
 
死
せ
 
ず
し
て
、
 
壯
健
な
 
り
し
 
樗
牛
 
先
 
〇
 死
せ
 

む
と
は
。
 
又
 思
は
 
む
 や
、
 
碌
 々
と
し
て
、
 
生
き
て
 
甲
斐
な
 
き
 我
が
身
の
、
 
瓦
と
 
全
く
し
て
、
 

才
 に
、
 
學
に
 

天
下
の
 
重
 望
を
 
貧
 ひ
し
 
樗
牛
 
の
碎
 
け
む
と
は
。
 

天
下
 
知
る
 
と 知

ら
ざ
る
 
と、 

樗
 牛
の
 
死
を
 
聞
き
て
、
 
誰
か
 
哀
悼
せ
 
ざ
 
6 も

の
 
あ
ら
む
。
 
然
る
に
、
 
眞
に
 

哀
悼
す
べ
き
 
は
、
 
死
せ
 
る 今

日
の
 
樗
牛
 
に
あ
ら
ず
 
し
て
、
 
病
の
 
爲
に
 
留
學
 
を
辭
 
せ
ざ
る
 
を
 得
 ざ
り
 
し
當
年
 

の
樗
牛
 
に
あ
り
。
 
嗚
呼
 
絕
大
の
 
秀
才
が
、
 
文
部
省
ょ
り
 
拔
擢
 
せ
ら
れ
て
、
 
西
洋
に
 
留
學
 
せ
む
 
と
せ
し
 
は
、
 

蛟
龍
の
 
雲
 雨
を
 
得
た
 
る
に
 
比
す
る
 
も
、
 
必
ず
し
も
 
大
袈
裟
に
 
あ
ら
ず
。
 
然
る
に
 
二
豎
 
無
情
、
 
こ
の
 
才
人
を
 

拉
し
 
去
つ
 
て
、
 
病
床
に
 
と
ざ
し
ぬ
。
 
當
時
 
、
樗
 
牛
が
 
心
中
 
果
し
て
 
如
何
な
 
り
し
ぞ
 
や
。
 
爾
來
少
 
康
な
 
き
に
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あ
ら
 

^
 

り
し
 

も、
 

愁
雲
 

常
に
 

穩
 

牛
の
 

身
に
 

た
な
び
き
し
 

や
 

必
せ
 

り。
 

而
 

し
て
 

藝
が
 

身
を
 

助
く
 

る
不
仕
 

合
、
 

病
 

間
な
 

ほ
 

筆
を
 

執
つ
 

て
、
 

天
下
の
 

讀
 

者
に
 

ま
み
え
ざ
る
 

を
 

得
 

ざ
り
 

し
は
、
 

氣
 

保
養
に
 

な
り
し
 

こ
と
 

も 
あ
り
し
 

な
る
 

ベ
 

け
れ
ど
も
、
 

時
に
は
 

苦
し
く
 

思
 

ひ
し
な
る
 

べ
し
。
 

病
つ
 

ひ
に
 

重
り
て
、
 

病
院
の
 

一
室
を
 

わ
が
 

天
地
と
 

限
ら
る
、
 

に
 

至
り
て
 

は
、
 

こ
れ
 

傷
を
 

員
へ
 

る 
猛
獅
を
 

檻
內
に
 

押
し
込
む
 

る
に
 

異
な
ら
ず
。
 

多
情
 

多
感
な
る
 

樗
 

牛
、
 

豈
 

に
ょ
く
 

之
に
 

堪
へ
む
 

や
。
 

一
日
な
が
ら
 

ふ
れ
ば
、
 

一
日
の
 

苦
痛
 

あ
り
。
 

樗
牛
む
 

し
ろ
 

甘
ん
じ
て
 

瞑
目
せ
 

し
な
ら
 

む
か
。
 

樗
 

牛
、
 

病
床
に
 

悟
脫
 

し
て
、
 

枯
木
 

冷
 

灰
な
ら
 

む
に
は
、
 

餘
 

り
に
才
 

あ
り
。
 

餘
 

り
に
 

活
氣
 

あ
り
。
 

樗
牛
は
 

一
生
 

何
 

か
 

活
動
せ
 

ず
に
は
 

居
ら
れ
ざ
る
 

べ
し
。
 

晚
年
ニ
 

ィ
チ
 

H 
に
 

私
淑
し
て
、
 

美
的
生
活
を
 

唱
 

へ
し
は
、
 

思
 

ふ
に
、
 

そ
の
 

眞
 

面
目
な
ら
 

む
か
。
 

か
ば
 

か
り
 

勝
氣
 

に
て
 

才
す
 

ぐ
れ
た
 

る 
絕
大
の
 

才
人
が
、
 

空
し
く
 

病
院
 

に
 

呻
吟
し
て
、
 

思
 

ふ
や
ぅ
 

に
學
 

問
を
 

硏
究
 

す
る
 

能
は
 

ず
、
 

事
業
を
 

な
す
 

能
は
 

ず
、
 

本
能
 

的
 

性
情
を
 

逞
し
ぅ
 

す
る
 

能
は
 

ざ
る
は
、
 

げ
 

に
こ
の
 

世
な
が
ら
 

地
獄
な
 

り
。
 

悲
し
か
ら
 

ず
 

や
。
 

美
的
生
活
 

論
は
*
 

こ
の
 

才
人
が
 

現
世
の
 

地
獄
に
 

煩
悶
し
た
 

る 
さ
け
び
 

聲
な
 

り
き
。
 

わ
れ
 

社
 

會
の
爲
 

め
、
 

文
壇
の
 

爲
に
 

、
樗
牛
 

の
 

死
を
 

ft
 

ま
 



ざ
る
を
 
得
ず
。
 
然
れ
 
ど
も
、
 
死
生
、
 
命
 あ
り
。
 
樗
 牛
の
 
如
く
、
 
多
く
 
活
動
し
た
ら
 
む
に
は
、
 
三
十
 
年
の
 
生
 

涯
も
 
短
し
 
と
は
せ
 
ず
。
 
花
々
 
し
き
 
か
な
、
 
樗
牛
の
 
一
生
。
 
明
治
の
 
世
、
 
才
人
 
多
し
。
 
さ
れ
 
ど
、
 
樗
 牛
の
 
如
 

く、 
花
々
 
し
き
も
の
、
 
果
し
て
 
幾
人
 
か
 あ
る
。
 
わ
れ
 
等
 凡
人
の
 
一
生
は
、
 
牛
の
 
重
荷
を
 
員
ぅ
て
、
 

の
 そ
の
 

そ
と
 
步
む
が
 
如
し
。
 
樗
 牛
の
 
一
生
は
、
 
駿
馬
の
 
名
人
を
 
乘
せ
て
 
走
れ
る
な
 
り
。
 
も
し
く
は
 
電
氣
の
 
空
に
 
き
 

ら
 
め
け
る
な
 
り
。
 

わ
れ
 
大
學
 
以
前
の
 
樗
牛
を
 
知
ら
す
。
 
大
學
に
 
入
り
た
 
る 後

の
 
樗
牛
 
は
、
 
學
生
 
に
あ
ら
ず
 
し
て
、
 
名
士
な
 

り
き
0
樗
牛
が
靑
年
時
代
の
才
情
を
逞
し
ぅ
し
、
才
筆
を
揮
ひ
し
瀧
口
入
道
一
篇
、
名
を
か
く
し
て
、
讀
 

賣
 新
聞
 
懸
賞
の
 
歴
史
 
小
說
の
 
選
に
 
入
り
、
 
世
み
 
な
 
そ
の
 
才
筆
に
 
驚
き
て
、
 
作
者
の
 
何
人
な
る
 
か
を
 
物
色
し
 

て
 止
ま
 
ざ
り
 
し
が
、
 
何
ぞ
 
知
ら
む
、
 
こ
れ
 
冷
 か
な
る
 
哲
學
 
を
硏
究
 
す
る
、
 
大
學
 
の
一
學
 
生
が
 
筆
の
 
す
 さ
び
 

な
ら
む
 
と
は
。
 
樗
牛
 
も
し
 
こ
の
 
方
面
に
 
向
つ
 
て
 進
み
し
 
な
ら
む
 
に
は
、
 
優
に
 
一
代
の
 
小
說
 
家
と
 
な
り
し
 
な
 

る
べ
 
け
れ
ど
、
 
樗
 牛
の
 
才
氣
 
あ
り
あ
ま
り
て
 
多
能
な
る
、
 
豈
に
區
 
々
た
る
 
明
治
の
 
小
說
 
家
と
、
 
任
を
 
同
じ
 

ぅ
し
て
 
甘
ん
 
ず
る
 
も
の
な
ら
 
む
 や
。
 



樗
牛
が
 

大
學
 

時
代
の
 

半
ば
に
 

し
て
、
 

帝
 

國
文
學
 

起
り
-
 

樗
牛
 

掾
大
の
 

筆
を
揮
 

ひ
て
、
 

帝
 

國
文
學
 

は
 

幾
ん
 

ど
 

樗
牛
が
 

獨
舞
 

臺
の
觀
 

あ
り
。
 

そ
の
 

四
號
以
 

前
の
 

時
文
は
、
 

幾
ん
 

ど
み
 

な
 

樗
牛
 

I 
人
の
 

筆
な
 

り。
 

爾
來
人
 

り
か
は
 

り、
 

立
ち
 

か
は
 

り、
 

二
人
に
 

て
 

書
き
、
 

三
人
に
 

て
 

書
き
、
 

四
 

人
に
 

て
 

書
き
、
 

五
六
 

人
に
 

て
 

書
く
 

も、
 

竟
に
樗
 

牛
 

一 人
の
 

當
 

時
に
 

如
か
ず
。
 

旣
 

に
し
て
 

樗
牛
は
 

太
陽
に
 

移
り
て
 

評
論
に
 

才
筆
を
 

揮
 

ひ、
 

評
論
 

壇
の
 

先
輩
た
 

る 
逍
遙
、
 

鷗
外
 

諸
氏
と
 

對
 

峙
 

し
て
 

備
然
 

た
る
 

一
大
 

强
國
 

の
觀
 

を
な
 

し、
 

逍
遙
、
 

II
 

外
、
 

筆
を
 

中
止
す
 

る
に
 

及
び
て
、
 

天
下
の
 

評
論
 

壇
は
、
 

終
に
 

樗
牛
 

一
人
の
 

舞
臺
 

と
な
れ
 

り。
 

か
く
 

筆
を
 

執
る
 

の
 

傍
、
 

櫻
痴
 

、
逍
遙
 

諸
 

名
士
と
 

伍
し
て
、
 

演
 

劇
の
 

改
善
を
 

圖
り
 

し
こ
と
 

も 
あ
り
き
。
 

而
も
な
 

ほ
學
 

業
を
 

怠
ら
す
、
 

桑
 

木
，
 

姊
崎
 

諸
氏
と
 

共
に
、
 

秀
才
 

多
 

し
と
 

稱
せ
 

ら
れ
た
 

る 
明
治
 

二
 

十
九
 

年
 

卒
業
の
 

哲
學
 

科
學
生
 

中
の
 

優
等
な
 

り
き
。
 

何
ぞ
そ
 

れ
縛
 

々
と
し
て
 

餘
 

J 裕
あ
る
 

や
。
 官
立
の
 

學
 

校
に
 

藉
を
有
 

せ
ざ
る
 

一
雜
誌
 

記
者
の
 

樗
牛
が
 

、
留
學
 

の
 

命
に
 

接
し
た
 

る
は
、
 

實
に
當
 

時
の
 

異
 

數
な
 

り。
 

病
の
 

爲
に
 

留
學
を
 

得
 

ざ
り
 

し
か
 

ど
も
、
 

病
 

間
 

筆
を
 

呵
 

し
て
 

論
文
を
 

草
 

す
れ
ば
、
 

文
學
 

博
士
の
 

學
 



位
は
、
 

忽
ち
 

そ
の
 

膝
に
 

落
ち
ぬ
。
 

規
則
 

通
り
に
、
 

大
學
院
 

五
 

年
の
 

年
限
に
 

於
て
、
 

論
文
を
 

草
し
て
 

博
士
と
 

な
り
た
る
 

も
、
 

ま
た
 

異
數
 

と
す
べ
き
 

な
り
。
 

君
が
 

大
學
に
 

入
り
て
 

よ
り
、
 

死
に
 

至
る
 

ま
で
、
 

僅
に
 

九
 

年
 

半
、
 

そ
の
 

終
り
の
 

二
 

年
 

半
は
、
 

病
床
に
 

惱
 

み
し
が
、
 

實
に
 

君
は
 

短
き
 

年
月
に
 

於
て
、
 

花
々
 

し
く
 

活
動
せ
 

り
。
 

伊
 

藤
 

侯
 

や
大
隈
 

伯
が
、
 

三
 

四
十
 

年
 

か
、
 

り
て
 

政
治
 

界
に
 

贏
ち
 

得
た
 

る 
重
 

望
を
、
 

君
は
 

僅
々
 

數
 

年
間
に
 

て
、
 

文
 

壇
に
 

羸
ち
 

得
た
り
。
 

男
子
 

生
れ
て
、
 

こ
、
 

に
 

至
る
。
 

ま
た
 

以
て
 

偉
と
 

す
る
 

に
 

足
る
。
 

君
 

願
く
 

ば
 

瞑
目
せ
 

よ
。
 

五
十
 

年
 

も 
一
生
な
 

り
。
 

三
十
 

年
 

も 
一
生
な
 

り
。
 

百
日
紅
の
 

夏
 

一 
夏
を
 

飾
る
 

も
、
 

花
の
 

一
期
。
 

山
 

櫻
の
 

ば
つ
 

と
ひ
ら
 

き
て
ば
 

つ
と
 

散
る
 

も
、
 

ま
た
、
 

花
の
 

I 
期
な
 

り
。
 

君
は
 

な
ほ
 

朝
 

陽
に
 

映
發
 

し
て
 

•
元
氣
 

よ
く
 

散
り
 

行
く
 

山
 

櫻
の
 

如
き
 

か
。
 

男
子
は
、
 

寧
ろ
 

太
く
 

短
く
 

花
々
 

し
く
 

や
つ
て
の
 

け
て
、
 

惜
 

ま
れ
て
 

死
な
む
 

。
君
の
 

勝
氣
な
 

る
、
 

一
日
 

も
懶
眠
 

す
る
 

能
は
 

す
。
 

爲
に
 

或
は
 

君
の
 

死
期
を
 

早
め
し
 

か
も
 

知
る
 

ベ
か
ら
 

ざ
れ
 

ど
も
、
 

さ
れ
 

ど
も
、
 

君
の
 

短
き
 

一
生
を
 

花
々
 

し
か
ら
し
 

め
た
り
。
 

ま
た
 

何
ぞ
 

憾
み
む
 

や
 

〇 
さ
る
に
 

て
 

も
、
 

無
情
な
 

る 
明
治
 

三
十
 

五
 

年
の
 

年
波
は
、
 

天
下
の
 

秀
才
、
 

樗
 

牛
を
 

誘
 

ひ
 

去
つ
て
、
 

日
本
の
 

文
壇
に
 

深
き
 

恨
み
を
 

き
ざ
 

め
り
 

3 
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D
 
本
領
は
、
 
い
づ
れ
 
に
あ
り
 
し
か
、
 
知
る
べ
か
ら
ず
。
 
さ
れ
 
ど
 
君
は
 
何
事
で
 
も
よ
 
し
た
 

V
 
花
々
 
し
 

く 
活
動
し
て
 
の
け
 
t; と. 期

せ
し
 
に
は
 
あ
ら
ざ
る
 
か
。
 
君
、
 
一
面
は
 
非
常
に
 
熱
す
。
 
加
 ふ
る
に
 
才
情
 
、
才
筆
 

を
 以
て
す
。
 
君
が
 
本
來
の
 
面
目
は
、
 
そ
れ
 
詩
人
 
的
 か
。
 
さ
れ
 
ど
 君
は
 
ま
た
 
世
才
に
 
長
 じ、 

常
識
に
 
富
む
。
 

而
し
て
 
冷
 か
な
ろ
 
處
 あ
り
。
 
卽
ち
胸
 
熱
し
て
、
 
頭
 ひ
や
、
 
か
な
り
。
 
君
 や
ま
た
 
傑
出
せ
 
る
學
 
者
と
 
な
り
 
得
 

べ
き
 
能
力
を
 
有
す
。
 
も
し
 
君
の
 
手
よ
り
 
文
と
 
書
物
と
 
を
 奪
 ひ
 去
る
 
も
 君
は
 
な
ほ
 
才
物
な
 
り
。
 
政
治
 
界
に
志
 

し
た
ら
 
t; こ

よ
、
 
よ
し
 
^
 、 
大
臣
た
 
る
の
 
貫
目
は
 
な
し
と
 
す
る
 
も
、
 
少
く
 
と
も
 
沼
 南
、
 
蘇
峯
 
ぐ
ら
 
ゐ
の
成
 

功
は
 
あ
り
し
 
な
る
べ
し
。
 
さ
れ
 
ど、 

政
治
 
界
に
 
頭
角
を
 
あ
ら
は
 
さ
む
に
は
、
 
年
 効
を
 
要
し
、
 
履
歴
を
 
要
し
、
 

多
少
の
.
 
情
 實
を
も
 
要
す
。
 
單
に
 
力
量
の
 
み
に
 
て
 成
功
す
べ
き
 
に
あ
ら
ず
。
 
君
は
 
そ
の
 
ま
ど
ろ
し
 
き
を
 
厭
 ひ
 

て
、
 
念
を
 
政
治
に
 
絕
ち
 
て
、
 
文
壇
に
 
活
動
せ
 
し
に
は
 
あ
ら
ざ
る
 
か
。
 
君
は
 
餘
り
に
 
多
角
、
 
多
方
面
な
 
り
。
 

何
事
 
も
 
人
よ
り
 
遙
に
 
傑
出
す
 
。
君
が
 
萬
 古
 
不
朽
の
 
大
學
 
者
、
 
大
 評
論
家
、
 
大
 文
章
 
家
た
 
る
 
能
は
 
^
 
り
し
は
 

年
齡
之
 
を
 許
さ
 

V' り
し
な
 
り
〇
少
 
く
と
 
も 今

 十
 年
、
 
壯
健
 
に
し
て
 
生
存
し
た
ら
 
む
に
は
、
 
學
問
界
 
か
、
 
文
 

章
界
 
か
に
、
 
不
朽
の
 
大
事
 
業
を
 
印
せ
 
し
な
る
べ
し
。
 
君
は
 
學
者
 
と
し
て
は
、
 
主
と
し
て
 
美
學
を
 
硏
究
せ
 
む
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と
し
た
れ
 

ど
、
 

君
の
 

病
と
 

君
の
 

夭
折
と
は
 

終
に
 

君
を
 

し
て
 

美
學
 

上
に
 

新
面
目
を
 

開
か
し
 

む
る
 

ま
で
に
 

成
功
 

せ
し
め
 

ざ
り
 

き
。
 

君
が
 

文
壇
に
 

才
筆
を
 

揮
 

ひ
し
は
、
 

生
前
に
 

こ
そ
 

花
々
 

し
か
り
 

け
れ
。
 

時
代
を
 

つ
く
る
 

ほ
 

ど
の
 

影
響
は
 

な
か
り
 

し
が
 

如
し
。
 

逍
遙
が
 

小
 

說
神
髓
 

を
 

著
は
 

し
て
、
 

日
本
の
 

小
說
を
 

一
變
 

し
た
る
 

が
 

如
き
 

痕
跡
は
 

殘
ら
ざ
 

ら
む
 

。
さ
れ
 

ど
、
 

少
壯
の
 

身
を
 

以
て
、
 

評
論
を
 

獨
 

占
し
、
 

獨
 

立
濶
步
 

、
獅
子
頭
を
 

地
に
 

た
 

れ
て
 

吠
ぇ
、
 

百
獸
 

を
し
て
 

走
り
 

且
つ
 

お
そ
れ
し
 

む
る
 

の
 

觀
を
呈
 

し
た
る
 

は
、
 

男
子
の
 

能
事
 

畢
れ
 

り
と
 

言
は
 

ざ
る
べ
か
ら
ず
。
 

夭
折
し
た
 

る
は
、
 

命
な
 

り
。
 

君
 

願
く
 

は
 

瞑
せ
 

ょ
。
 

も
し
 

君
の
 

成
功
に
 

し
て
 

稱
す
べ
 

き
も
の
を
 

擧
ぐ
れ
 

ば
、
 

君
の
 

自
ら
 

好
ま
ざ
る
 

所
に
 

せ
ょ
、
 

そ
れ
 

雜
誌
記
 

者
た
 

る
に
 

あ
る
か
。
 

君
 

や
、
 

政
治
家
に
は
 

な
り
 

得
べ
き
 

も、
 

恐
ら
く
は
、
 

才
物
の
 

域
に
 

し
て
、
 

眞
に
 

偉
大
 

と
な
り
 

得
べ
き
 

を
 

保
す
 

る
 

能
は
 

ず
。
 

君
や
讀
 

書
を
 

好
め
り
。
 

ま
た
 

才
筆
を
 

有
す
。
 

到
底
 

君
は
 

筆
と
 

書
物
と
 

を
な
 

げ
 

ぅ
つ
べ
 

か
ら
ず
。
 

も
し
 

單
に
學
 

力
の
 

み
を
 

以
て
す
れ
 

は
、
 

大
學
 

出
身
者
の
 

中
 

に
て
も
、
 

君
に
 

す
ぐ
 

れ
た
 

る
人
少
 

か
ら
す
。
 

才
筆
の
 

み
を
 

以
て
す
れ
ば
、
 

恐
ら
く
は
、
 

當
代
 

獨
步
 

と
ま
で
は
 

勝
れ
た
ら
 

ざ
ら
 

む
。
 

た
 

V 
才
學
 

才
筆
 

兼
備
す
 

る
點
 

は
、
 

君
は
 

實
 

に
獨
步
 

な
り
。
 

詩
人
 

的
 

情
熱
を
 

も 
有
し
、
 

學
者
的
 

思
案
 

思
 



索
 力
を
 
も 有

し
、
 
世
才
も
ぅ
と
 
か
ら
ず
、
 
氣
が
 
き
、
 
て
、
 
觀
察
 
奇
警
 

識
見
 
凡
な
 
G ず

。
 
筆
を
 
f
 れ
 'は 

千
 言
 立
 ど
こ
ろ
 
に
 成
り
、
 
才
氣
 
人
を
 
刺
し
、
 
才
情
橫
 
逸
す
。
 
學
は
哲
 
學
美
舉
 
を
 主
と
し
て
 
、
宗
教
、
 
敎
 育
、
 

歴
史
 
及
び
、
 
語
學
 
は
英
獨
 
和
漢
に
 
亙
り
、
 
東
西
の
 
文
學
 
美
術
に
 
通
ず
。
 
文
藝
の
 
評
論
と
 
し
て
、
 
君
 ば
か
り
 

適
當
な
 
る も

の
は
、
 
他
に
 
之
を
 
見
ず
。
 
余
 や
 悉
く
 
君
の
 
論
旨
に
 
感
服
す
 
る 能

は
 
ざ
り
 
し
か
 
ど、 縱

橫
の
 
論
、
 

堂
々
 
の
 筆
、
 
恰
も
 
戰
國
 
武
士
の
 
風
 あ
り
。
 
言
 ふ
 所
 ま
が
り
た
 
る も、 

と
に
か
く
 
人
を
 
し
て
 
傾
聽
せ
 
し
む
る
 

に
 足
る
 
は、 

君
の
 
才
力
の
 
非
凡
な
 
り
し
を
 
知
る
べ
し
。
 
い
つ
も
 
斬
新
の
 
言
を
 
吐
か
む
 
こ
と
は
 
期
し
 
難
き
 
も 

の
な
 
れ
ど
 
、
君
の
 
論
は
 
い
よ
—
^
 
出
で
、
、
 
い
よ
-
^
 
新
に
、
 
讀
者
 
は
翹
 
足
し
て
、
 
每
月
 
君
の
 
評
論
の
 
出
 

づ
る
 
を
樂
 
し
め
り
。
 
か
く
て
、
 
君
は
 
常
に
 
文
壇
に
 
問
題
を
 
提
供
せ
 
り。 

君
 
一 た
び
 
口
を
 
開
け
ば
、
 
反
響
 
四
 

方
に
 
起
る
。
 
群
る
 
批
評
家
、
 
こ
も
 
f
 
鋒
を
 
君
に
 
む
け
て
、
 
可
と
 
稱
し
 
、
否
と
 
叫
ぶ
。
 
君
、
 
よ
き
 
敵
と
 
見
 

れ
ば
 
鋒
を
 
交
へ
、
 
木
 葉
 武
者
と
 
見
れ
ば
、
 

一 睨
し
て
 
過
ぐ
 
〇
壯
な
 
る
か
な
 
。
君
が
 
評
論
 
壇
に
 
於
け
 
る 花

々
 

し
き
 
態
度
は
、
 
當
年
關
 
羽
が
 
千
里
 
獨
行
 
せ
し
 
に
も
 
比
す
べ
 
し。 

君
を
 
目
し
て
、
 
雜
誌
 
記
者
と
 
し
て
 
成
功
せ
 

る も
の
と
 
い
は
ず
 
ん
ば
 
、
そ
れ
 
誰
を
 
か
い
は
む
 
。
嗚
呼
 
君
に
 
し
て
 
不
治
の
病
に
 
か
、
 
ら
ず
 
、
依
然
と
し
て
 



書
を
 
讀
み
 
、
美
學
 
を
硏
究
 
し* 

官
位
に
 
戀
 々
た
ら
ず
、
 
妄
り
に
 
大
學
 
の
敎
授
 
と
な
ら
む
 
こ
と
を
 
望
ま
ず
、
 

現
世
の
 
地
位
は
、
 
布
 衣
の
 
一
雜
誌
 
記
者
に
 
甘
ん
じ
、
 
ま
す
-
^
 
識
見
を
 
長
ず
 
る
 
と
共
に
ま
す
^
^
 
才
筆
を
 

揮
 ひ
 r-' よ

ろ
 
づ
を
な
 
げ
 ぅ
ち
、
 

一
身
を
 
さ
、
 
げ
て
 
、
之
に
 
熱
中
せ
 
し
な
ら
 
ば
、
 
明
治
の
 
文
壇
は
 
い
か
ば
 
か
 

り 花
々
 
し
か
る
べ
き
 
ぞ
 や
。
 
借
い
 
か
な
、
 
今
や
 
君
卽
 
ち
な
 
し
。
 

余
は
 
君
を
 
忍
ぶ
 
の
 情
 切
な
り
。
.
 
一
々
 
君
を
 
批
評
す
 
る
に
 
堪
へ
す
 
。
さ
れ
 
ど、 

な
 ̂
 こ
の
 
才
人
の
 
爲
 に
、
 

語
る
 
所
 あ
ら
ざ
る
 
を
 得
ず
。
 
余
は
 
君
の
 
文
章
を
 
愛
讀
 
す
る
 
も
の
、
 
一
人
な
 
り
。
 
君
の
 
文
は
 
華
麗
よ
り
 
入
り
 

て、 
莊
 重
に
 
進
め
り
。
 
而
も
な
 
ほ
 才
氣
を
 
失
は
 
ず
。
 
瀧
 口 入

道
は
、
 
や
、
 
浪
六
 
流
の
 
臭
氣
 
あ
り
。
 
我
 袖
の
 

記
に
 
至
つ
 
て
、
 
體
を
西
 
文
に
 
取
り
て
 
才
筆
 
才
情
を
 
逞
し
ぅ
 
せ
り
。
 
淸
見
 
瀉
一
篇
 
に
 至
り
て
 
は
、
 
は
じ
め
て
 

粉
 華
を
 
去
り
て
、
 
素
顔
の
 
美
人
を
 
露
出
す
。
 
文
情
楚
 
に
し
て
、
 
情
 哀
切
な
 
り
。
 
恨
む
 
ら
く
は
、
 
君
の
 
美
文
 

の
 多
か
ら
 
ざ
る
 
こ
と
を
。
 
君
は
 
詩
才
を
 
有
し
な
が
ら
、
 

な
ど
 
多
く
 
詩
を
 
つ
く
ら
 
ざ
り
 
け
む
。
 
君
の
 
論
文
 
も 

近
 松
を
 
評
論
せ
 
し
 頃
は
、
 
才
 華
爛
發
 
せ
し
 
と
共
に
、
 
多
少
 
穉
氣
も
 
あ
り
き
。
 
日
本
 
主
義
を
 
唱
 
へ
し
 
前
後
は
 

や
、
 
乾
燥
に
 
傾
き
し
 
が
、
 月
光
 
美
、
 平
家
 
雜
感
を
 
草
す
 
る 頃

に
は
、
 

い
よ
 
ノ 、

圓
 
熟
し
 
來
 り、 

粉
 華
を
 
去
り
 



て、 
才
氣
を
 
失
は
 
す
。
 
長
編
は
 
莊
重
 
に
し
て
 
堂
々
 
た
り
。
 
短
文
は
 
銳
 く
し
て
 
奇
な
 
り。 

さ
れ
 
ど、 

な
ほ
、
 

輕
妙
 
自
在
の
 
趣
は
 
得
 ざ
り
 
し
が
 
如
し
。
 
君
が
 
評
論
家
と
 
し
て
の
 
態
度
は
、
 
は
じ
め
は
、
 
成
る
べ
く
、
 
詩
人
 

的
 情
熱
を
 
抑
へ
 
て、 

冷
靜
 な
る
 
哲
學
 者
を
 粧
 
へ
り
。
 
平
家
 雜
感
 あ
た
り
ょ
り
、
 
多
情
多
恨
な
る
 
才
子
の
 
面
 

目
を
 
ほ
の
め
か
し
、
 
美
的
生
活
、
 
淸
盛
 
論
、
 
日
蓮
 論
 等
に
 
至
り
て
 
は
、
 
最
早
 
ひ
や
、
 
か
な
る
 
哲
學
 
者
に
 
あ
 

ら
す
 
し
て
、
 
溫
か
な
 
る 詩

人
な
 
り。 

さ
れ
 
ど、 

君、 
詩
人
と
 
な
ら
む
 
に
は
、
 
餘
 り
に
 
才
 あ
り
。
 
學
者
 
と
な
 

ら む
に
は
、
 
餘
 む
に
 
情
 あ
り
。
 
思
 ひ
 切
つ
 
て 放

言
を
 
吐
か
む
 
に
は
、
 
餘
 り
に
 
如
才
な
し
。
 
君
は
 竟
に
 
才
子
た
 

る
を
 
免
れ
ず
。
 
晚
 年
の
 
作
、
 
煩
悶
の
 
聲
 あ
り
し
 
を
咎
む
 
る
な
 
か
れ
。
 
蟲
け
ら
 
の
 類
は
、
 
た
、
 
か
れ
て
も
 
音
 

な
し
。
 
虎
 や
、
 
獅
子
 や
、
 
難
に
 逢
へ
 
ば
、
 
怒
號
 せ
ざ
る
 を
 得
ず
。
 
到
底
 枯
木
 冷
 灰
と
 な
る
 能
は
 ざ
る
ま
で
 

に
、
 
才
氣
と
 
活
氣
と
 
あ
る
 
樗
牛
が
 
病
中
の
 
作
、
 
虎
獅
の
 
怒
號
に
 
類
す
 
る も

の
 
あ
る
、
 
ま
た
 
止
む
 
を
 得
ん
 
や
。
 

樗
牛
が
 
學
者
 
も
し
く
は
 
評
論
家
と
 
し
て
の
 
俤
は
 
.
，
お
も
に
 
明
治
 
二
 十
八
 
年
 以
後
 
太
陽
に
 
散
見
す
。
 
自
ら
ょ
 

り
ぬ
 
き
て
 
集
め
た
 
る
 も
の
は
 
時
代
 
管
 見
、
 
文
藝
 
評
論
 
あ
り
。
 
世
界
 
文
明
 
史
 、
近
世
 
美
學
な
 
ど
も
、
 
樗
 牛
の
 

爲
に
 
重
き
を
 
な
す
 
も
の
な
る
 
ベ
く
、
 
釋
迦
傳
 
、
淸
 
盛
傳
 
は
、
 
少
年
の
 
讀
物
 
と
し
て
 
作
り
し
 
に
 過
ぎ
ざ
る
 
も
 

38 



な
ほ
 
樗
牛
が
 
筆
の
 
美
な
る
 

一 班
を
 
伺
 ふ
べ
 
し。 

要
す
る
に
、
 
夭
折
せ
 
し
樗
 牛
、
 
雜
誌
記
 
者
と
 
し
て
 
成
功
せ
 
り
と
 
云
 ふ
 も
の
、
、
 
未
だ
 
十
分
に
 
そ
の
 
能
力
 

を
發
 
揮
し
た
り
 
と
は
 
云
 ふ
べ
 
か
ら
ず
。
 
余
輩
は
、
 
文
壇
の
 
爲
に
 
、
二
 
豎
の
 
無
情
な
る
 
を
 痛
 歎
せ
 
ず
ん
 
ば
 あ
 

ら
ず
 
。
余
 
や
 曾
て
 
戲
 れ
に
樗
 
牛
と
 
弔
文
を
 
爭
 ひ
し
と
 
い
へ
 
ど
も
*
 

も
と
 
文
章
の
 
み
に
 
就
い
て
、
 
多
少
の
 
自 

信
 あ
り
た
り
 
し
に
 
過
ぎ
ず
。
 
而
 し
て
 
余
の
 
禿
 筆
は
、
 
終
に
 
遺
憾
な
 
く
樗
 
牛
を
 
弔
す
 
る こ

と
 
能
は
 
ず
。
 
あ
、
 

わ
れ
 
終
に
 
筆
を
 
焚
か
む
 
か
な
。
 
余
 や
樗
 牛
と
 
學
朋
な
 
る も、 

天
分
 
こ
と
な
れ
り
。
 
才
や
 
、
學
や
 
、
識
見
 
や
、
 す
 

ベ
て
の
 
點
に
 
於
て
、
 
君
を
 
友
と
 
呼
ば
む
 
に
は
、
 
君
は
 
あ
ま
り
に
す
 
ぐ
れ
た
り
。
 
樗
牛
や
 
、
何
事
 
も 我

が
 
師
 

な
り
。
 
常
に
 
君
の
 
示
敎
を
 
受
け
た
り
。
 
今
や
 
幽
明
 
さ
か
 
ひ
を
 
異
に
し
て
、
 
ま
た
 
相
 見
る
 
こ
と
 
能
は
 
す
。
 
止
 

ん
ぬ
 
る
か
な
。
 
思
へ
 
ば
、
 
は
か
な
き
 
人
の
 
世
、
 
今
日
は
 
弔
 ふ
 も、 

明
日
は
 
弔
は
 
る。 

明
日
 
知
ら
ぬ
 
身
と
 
思
 

へ
ど
 
も 暮

れ
ぬ
 
間
の
 
今
日
は
 
人
 こ
そ
 
悲
し
 
か
り
 
け
れ
、
 

と 詠
 じ
け
 
む
。
 
樗
牛
を
 
弔
 ふ
に
 
當
 り
て
、
 
こ
の
 
歌
 

の
は
な
 
は
 V- 切

な
る
 
を
 感
ぜ
ず
 
ん
ば
 
あ
ら
ず
。
 



帝
 

國
文
學
 

創
刊
 

時
代
に
 

於
け
 

る 
樗
牛
君
 

當
 

年
の
 

文
壇
、
 

硬
文
學
 

と
し
て
は
 

德
 

富
蘇
峯
 

先
生
の
 

『
國
民
 

之
 

友
』
 

あ
り
、
 

三
 

宅
 

雪
嶺
 

先
生
の
 

『
日
本
人
』
 

あ
り
。
 

軟
文
學
 

と
し
て
は
 

坪
 

內
遒
遙
 

先
生
の
 

『
早
稻
 

田
 

文
學
』
 

あ
り
、
 

淼
鷗
外
 

先
生
の
 

『
梛
草
 

氏
』
 

あ
り
 

0 

國
文
界
 

に
は
 

落
 

合
 

池
邊
兩
 

先
生
 

盛
名
 

あ
り
き
。
 

高
等
 

中
學
 

時
代
、
 

校
友
 

會
雜
 

誌
に
 

腕
を
 

鍛
ひ
 

た
る
 

文
科
 

大
 

學
の
 

連
中
、
 

何
 

か
 

一
と
 

旗
 

あ
げ
た
く
て
 

た
 

先
ら
ず
、
 

終
に
 

我
等
 

二
 

學
 

年
の
 

連
中
-
中
心
と
 

な
り
て
、
 

『
帝
 

國
 

文
學
』
 

を
 

起
し
た
り
 

。
其
 

中
心
 

中
の
 

中
心
は
、
 

高
山
 

樗
牛
君
 

也
。
 

庶
務
を
 

總
理
 

し
て
 

女
房
役
を
 

つ
と
め
た
 

る
は
、
 

岡
 

[H
 

正
 

美
 

君
な
 

り。
 

外
 

山
、
 

井
上
、
 

上
田
 

諸
 

先
生
 

大
に
 

力
を
 

添
 

へ
ら
れ
た
 

る
が
、
 

中
心
は
 

先
輩
に
 

在
ら
ず
 

し
て
、
 

學
生
 

に
あ
り
 

き
。
 

然
る
に
 

世
間
に
 

て
は
 

帝
 

國
文
學
 

を
 

文
科
 

大
學
 

の
機
關
 

雜
誌
の
 

如
く
に
 

思
 

ひ
て
、
 

大
 

に
歡
迎
 

し
た
り
き
。
 

樗
牛
 

君
は
 

之
ょ
り
 

先
、
 

そ
の
 

處
女
 

作
の
 

瀧
 

口
人
 

道
、
 

讀
賣
 

新
聞
の
 

懸
賞
 

小
 

說
に
當
 

選
し
て
、
 

文
壇
の
 

耳
目
を
 

聳
動
せ
 

し
め
た
り
 

き。
 

其
 

叔
父
 

太
 

田
資
順
 

氏
、
 

大
日
 

本
 

岡
 

書
 

株
式
 

會
社
に
 



在
り
て
 
勢
力
 
あ
り
。
 
談
は
叔
 
媛
の
 
間
に
 
诀
し
 
、
先
輩
 
側
に
 
て
は
、
 
洋
行
 
歸
り
 
ほ
や
^
-
 
の
 上
田
 
先
生
 
專
ら
 

事
に
 
當
 り， 大

日
 
本
圖
書
 
株
式
 會
 社
よ
り
 
出
版
す
 
る 
こ
と
、
 
な
り
、
 
初
 號
の
賣
 
高
 八
 千
 部
に
 
上
り
た
 
る
は
、
 

當
 時
の
 
文
學
雜
 
誌
と
 
し
て
は
 
異
數
な
 
り
き
。
 
初
の
 
委
員
は
 
狩
 野
 直
 喜
 君
、
 
鹽
井
雨
 
江
 君
、
 (
以
上
 
三
年
 
生
)
 

高
山
 
樗
牛
 
君
、
 
島
久
 
次
郞
 
君
、
 (
以
上
 
二
年
生
)
 
上
田
 
敏
 君
、
 
岡
 田
 正
 美
 君
、
 
內
 海
月
 
杖
 君
、
 (
以
上
 
一
年
生
)
 

の
 七
 人
な
 
り
き
。
 
四
號
 
よ
り
 
委
員
 
改
選
せ
ら
れ
 
た
り
。
 
卽
ち
 
、
畔
 
柳
芥
舟
 
君
、
 
佐
々
 
醒
雪
 
君
、
 
武
島
 
羽
衣
 

君
、
 
藤
 岡
 勝
 二
君
、
 
余
 (
以
上
 
二
 年
生
)
 
上
田
 
敏
 君
、
 
岡
 田
 正
 美
 君
 (
以
上
 
一
年
)
 
の
 七
 人
と
 
な
れ
り
。
 

三
 號
 

ま
で
の
 
雜
誌
 
は、 

樗
牛
 
一
人
に
 
て
 書
き
た
り
。
 
而
 し
て
 
余
 等
 委
員
と
 
な
り
し
 
時
に
は
、
 
樗
牛
 
君
は
 
旣
に
太
 

陽
の
 
時
評
に
 
執
筆
し
て
、
 
逍
遙
 鷗
外
の
 
先
輩
と
 
對
峙
 
し、 

天
下
を
 
三
分
し
て
 
其
 
一
を
 有
つ
 
の
槪
 
あ
り
き
。
 

實
に
樗
 
牛
 君
は
、
 
學
才
も
 
あ
り
、
 
文
才
 
も あ

り
、
 
世
才
 
も あ

り
、
 
學
生
 
中
よ
り
 
旣
に
 
紳
士
的
に
 
し
て
、
 
同
 

學
中
 
、
一
頭
 
地
を
 
拔
き
 
、
妄
り
に
 
他
に
 
追
隨
を
 
許
さ
 
V り

き
。
 
幕
末
 
長
 州
の
 
先
輩
 
中
に
 
て、 

高
 杉
 晋
作
獨
 

り 
一
頭
 地
を
 
拔
き
 
、
伊
藤
 
公
、
 
山
縣
 
公
、
 
井
上
 
侯
 等
、
 
い
づ
れ
 
も 

一
目
 以
上
を
 
置
き
た
，
 り
と
の
 
事
な
る
 
が
、
 

樗
牛
 
君
の
 
我
等
 
同
學
に
 
於
け
 
る も、 

亦
斯
の
 
如
き
 
か
と
 
思
 は
れ
た
り
。
 
編
輯
 
終
る
 
每
に
 
、
委
員
 
一
同
 牛
肉
 



店
に
 

會
飮
 

す
る
 

が
、
 

此
上
 

も
な
 

き
 

慰
藉
な
 

り
き
。
 

樗
牛
君
 

折
々
 

來
り
會
 

し
た
り
。
 

而
 

し
て
い
ろ
^
.
 

世
話
を
 

燒
き
 

た
り
。
 

編
輯
 

所
に
は
、
 

醒
雪
 

君
の
 

下
宿
を
 

充
て
た
り
。
 

當
時
 

誰
も
 

『
帝
 

國
 

文
學
』
 

が
 

一
學
生
 

の
 

下
宿
 

に
て
 

編
輯
 

せ
ら
る
、
 

も
の
と
は
 

思
 

ひ
か
け
 

ざ
り
 

し
な
る
べ
し
。
 

樗
牛
 

君
は
 

力
が
 

非
凡
な
る
 

代
り
に
、
 

同
人
 

に
對
 

し
て
、
 

ち
と
 

傲
慢
な
 

り
き
。
 

一
夜
、
 

醒
雪
 

君
の
 

下
宿
に
、
 

樗
牛
 

君
と
 

枕
を
 

竝
べ
て
 

一
泊
せ
 

し
こ
と
 

ぁ
 

り。
 

忠
告
す
 

る
は
、
 

こ
の
 

時
な
 

り
と
 

て、
 

わ
れ
 

露
骨
に
 

そ
の
 

傲
慢
な
る
 

こ
と
を
 

諫
め
し
 

に、
 

樗
牛
君
 

日
く
、
 

余
は
 

常
に
 

人
を
 

凌
が
む
 

こ
と
を
 

期
す
。
 

そ
の
代
り
に
 

裡
 

面
に
 

於
て
 

人
一
倍
の
 

努
力
を
 

す
る
 

也
と
。
 

吾
此
語
 

を
 

聞
き
て
、
 

男
ら
し
き
 

覺
悟
な
 

り
と
 

感
じ
入
り
、
 

ま
た
 

言
 

ふ
 

所
を
 

知
ら
 

ざ
り
 

き
。
 

駿
 

尾
に
 

附
す
 

る
と
の
 

語
 

ぁ
る
が
、
 

わ
れ
、
 

淺
學
 

菲
才
の
 

身
な
が
ら
、
 

樗
牛
 

君
を
 

始
め
、
 

其
 

他
 

諸
 

秀
才
の
 

驥
尾
に
 

附
 

し
た
る
 

御
蔭
に
 

て、
 

在
學
 

中
、
 

旣
に
 

文
名
を
 

知
ら
れ
、
 

筆
を
 

以
て
 

世
に
立
つ
 

に
 

至
極
 

都
合
ょ
 

か
り
き
。
 

樗
牛
君
 

世
を
 

去
つ
 

て
ょ
り
 

旣
に
 

十
餘
 

年
、
 

自
ら
 

顧
み
て
 

我
 

愚
を
 

知
る
 

に
つ
け
て
、
 

ま
す
^
^
 

君
の
 

偉
な
る
 

を
 

感
ぜ
す
 

ん
ば
ぁ
 

ら
ざ
る
 

也
。
 



正
 
岡
 
子
規
 

子
規
の
 

旬
 

鎌
 
倉
 
や
 
畑
の
 
中
に
 
月
 
一
つ
 

さ
す
が
に
 
俳
句
の
 
大
家
、
 
正
 岡
 子
規
な
 
り。 

國
 破
れ
て
 
山
河
 
あ
り
。
 
邸
閣
の
 
跡
は
、
 
今
、
 
畑
と
 
な
る
。
 

天
邊
 
一
輪
の
 
月
、
 
曾
て
 
昔
の
 
繁
華
を
 
照
ら
し
、
 
今
の
 
寂
寥
を
 
照
ら
す
。
 
土
窟
の
 
鮮
血
、
 
化
し
て
 
靑
苔
 
と
な
 

り、 
八
幡
 
祠
畔
の
 
銀
杏
、
 
空
し
く
 
天
に
 
聳
ゆ
 
。
五
山
の
 
華
 鱗
 眠
り
て
 
吼
ぇ
ず
 
、
長
 
谷
の
 
大
佛
 
、
千
年
の
 
興
 

亡
を
 
ょ
そ
に
、
 
超
然
と
 
し
て
 
趺
 座
す
。
 
忽
ち
 
鼙
鼓
の
 
如
く
 
聞
 ゆ
る
は
、
 
由
井
ヶ
 
濱
に
打
 
寄
す
 
る
浪
の
 
音
な
 

る
べ
 
し。 

千
古
の
 
絕
唱
 
。
子
規
の
 
傑
作
。
 
芭
蕉
の
 
『
夏
草
 
や
つ
は
 
も
の
 
ど
も
の
 
夢
の
 
跡
』
 
に
 ま
さ
 

と 

萬
々
 
な
り
。
 
殊
に
 
鎌
 倉
を
 
詠
ず
 
る 詩

と
 
し 5
 
實
に
 
空
前
な
 
り。 恐

ら
 
4
 
覆
な
る
 
ベ
し
。
 
つ
い
で
に
 
言
 



ふ
、
 

鎌
 

倉
 

も 
近
年
 

人
家
た
ち
 

つ
 

V 
く
や
ぅ
 

に
な
り
 

て
、
 

幽
寂
の
 

趣
は
 

大
に
 

減
じ
た
り
 

。
子
規
の
 

こ
の
 

句
は
、
 

明
治
 

二
十
 

年
 

前
の
 

鎌
 

倉
を
 

見
て
 

作
り
し
 

な
る
 

V 
し。
 

子
規
の
 

遺
著
 

子
規
 

死
し
て
、
 

そ
の
 

遺
著
 

世
に
出
 

〇
 

る 
も
の
 

少
な
か
ら
 

す
。
 

そ
の
 

詳
傳
を
 

も
の
し
た
 

る 
も
の
 

さ
へ
 

あ
り
。
 

さ
れ
ど
余
は
な
ほ
望
む
、
子
規
の
全
集
を
出
さ
ん
こ
と
を
。
一
葉
に
全
集
あ
り
〇
透
谷
に
全
集
あ
り
0
紅
 

葉
、
 

露
 

伴
、
 

證
 

•
臨
 

外
な
 

ど
も
、
 

生
前
 

旣
に
 

そ
の
 

作
 

ほ
>
 
 

ま
と
ま
れ
り
。
 

子
規
 

豈
に
 

全
集
な
 

か
る
べ
 

け
 

む
 

や
。
 

子
規
、
 

病
床
に
 

あ
る
 

こ
と
、
 

七
 

八
 

年
、
 

日
夕
 

血
と
 

共
に
 

俳
句
を
 

吐
け
り
 

〇
天
 

、
才
人
を
 

虐
 

す
る
 

こ
と
 

节
 

甚
し
い
 

哉
。
 

さ
れ
 

ど、
 

子
規
に
 

し
て
 

强
壯
 

な
り
し
 

な
ら
 

•は
、 

或
は
 

其
 

力
を
 

事
業
家
と
 

し
て
 

竭
 

し
、
 

俳
 

家
と
 

し
て
 

專
 

注
せ
 

ざ
り
 

し
か
も
 

知
る
べ
か
ら
ず
。
 

兎
に
角
に
、
 

子
規
の
 

生
命
は
 

俳
句
に
 

あ
り
。
 

後
 

こ 
非
 

旬
の
 



歴
史
を
 
草
す
 
る も

の
 
あ
ら
 
ば
、
 
德
川
 
時
代
の
 
芭
蕉
、
 
そ
の
 
門
下
の
 
十
哲
、
 
及
び
 
蕪
 村
、
 
及
び
 
明
治
時
代
の
 

子
規
を
 
特
筆
せ
 
ざ
る
を
 
得
ざ
る
 
べ
し
。
 
子
規
の
 
俳
句
は
 
悉
く
 
ま
と
め
て
 
置
き
た
 
き
も
の
 
也
。
 
俳
句
、
 
其
 他
 

文
學
に
 
關
 す
る
 
評
論
 
も、 

子
規
 
獨
特
の
 
見
地
 
あ
り
。
 
之
を
 
添
へ
 
む
 乎
。
 
一
種
 新
體
の
 
短
歌
 
も、 

子
規
が
 
幾
 

分
の
 
力
を
 
盡
せ
 
り。 

第
三
に
は
、
 
之
を
 
缺
く
べ
 
か
ら
ず
。
 
第
 四
に
は
、
 
數
十
篇
 
の
 新
體
詩
 
あ
る
べ
 

し。 
な
 

ほ
佘
太
 
曾
て
 
子
規
の
 
漢
詩
を
 
見
た
り
 
き
。
 
小
說
を
 
も 見

た
り
 
き
。
 
こ
れ
 
等
は
、
 
子
規
の
 
爲
 め
に
 
重
き
を
 
な
 

す
に
 
足
ら
 
ざ
れ
 
ど
も
、
 
才
人
が
 
多
 藝
の
一
 
端
を
 
示
す
 
も、 

ま
た
 
可
な
ら
 
む
 乎
。
 
か
く
て
*
 
ひ
と
ま
と
め
と
 

せ
 ば
、
 
た
し
か
に
、
 
明
治
の
 
文
壇
に
、
 

一
種
の
 
異
彩
を
 
放
つ
べ
き
 
も
の
な
る
 
べ
し
と
 
信
ず
。
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尾
 

崎
 

紅
葉
を
 

弔
 

ふ
 

憶
 

ひ
 

起
す
。
 

今
ょ
り
 

幾
ん
 

ど
 

一
年
の
 

昔
と
は
 

な
り
ぬ
 

る
 

明
治
 

三
十
 

五
 

年
の
 

暮
 

、
紅
葉
は
 

胃
癌
に
 

か
、
 

り
 

て
"
 

十
一
月
に
 

至
り
て
、
 

終
に
 

起
た
ず
。
 

之
を
 

聞
く
、
 

か
の
 

時
の
 

會
飮
 

は
、
 

酒
 

櫻
に
 

あ
ら
 

は
れ
た
 

る 
最
後
 

の
 

紅
葉
な
 

り
き
と
 

か
や
。
 

舊
袍
 

の
酒
痕
 

、
な
ほ
 

存
 

し
て
、
 

人
は
 

旣
 

に
こ
の
 

世
に
 

あ
ら
ず
 

〇
綠
酒
 

紅
 

登
、
 

今
 

や
、
 

人
生
の
 

恨
事
と
 

な
る
。
 

悲
し
い
 

か
な
。
 

文
學
 

上
に
 

於
け
 

る 
紅
葉
の
 

功
 

勞
は
 

、
こ
ゝ
 

に
 

之
を
 

說
か
ず
 

。
單
 

に
社
會
 

ょ
り
 

見
る
 

に
、
 

紅
葉
は
、
 

江
戸
 

つ
 

兒
の
粹
 

に
し
て
、
 

や
、
 

俳
味
を
 

帶
び
 

た
る
 

も
の
な
 

り
 

O
 
 

j 
種
の
 

凝
り
性
に
 

し
て
 

物
ず
 

き
な
り
し
 

こ
と
、
 

こ
れ
 

江
 

戶
つ
兒
 

的
に
 

し
て
 

文
に
 

巧
な
 

り
し
 

所
以
な
 

り
。
 

容
貌
は
、
 

に
が
み
ば
し
つ
た
 

好
男
子
、
 

縱
橫
の
 

舌
、
 

46 



最
も
對
 
話
に
 
長
 じ、 

機
智
 
人
を
 
刺
し
、
 
應
答
 
流
る
、
 
が
 如
く
、
 
ま
こ
と
に
 
席
上
の
 
花
な
 
り
き
。
 
態
度
 
皋
 止
、
 

氣
が
 
き
、
 
て
、
 
垢
拔
 
け
が
し
た
り
 
し
が
、
 
筆
蹟
 
も、 

亦
よ
 
く
そ
の
 
人
と
な
り
を
 
あ
ら
は
 
し
，
 
輕
快
 
滑
脱
に
 

し
て
、
 

一
種
の
 
雅
致
 
あ
り
き
。
 
啻
に
 
筆
の
 
力
の
 
み
な
ら
ず
、
 
直
に
 
五
 尺
の
 
身
を
 
以
て
、
 
硯
友
 
社
の
 
諸
 秀
才
 

を
惹
 

し
、
 
更
に
 
門
下
 
幾
多
の
 
俊
髦
を
 
感
化
せ
 
り
。
 

換
菓
篇
 
一
部
、
 
腐
敗
せ
 
る 今

の
 
世
に
、
 
溫
 々
た
る
 
師
弟
の
 
淸
誼
を
 
具
體
 
的
に
 
表
出
せ
 
り
。
 
君
、
 
筆
を
 
な
 

げ
ぅ
 
つ
も
、
 
な
ほ
 
社
交
 
揚
裡
の
 
一
名
 物
た
り
 
し
こ
と
 
を
 失
は
 
す
。
 

之
を
 
聞
く
、
 
君
の
 
將
に
 
死
な
ん
 
と
す
る
 
や
、
 
看
病
せ
 
る 門

人
を
 
よ
び
よ
せ
て
、
 
今
 世
の
 
名
殘
 
に
と
 
て
、
 

一
々
 
そ
の
 
面
を
 
熟
視
し
、
 
視
終
 
つ
て
、
 
い
づ
れ
 
も
み
な
、
 
ま
づ
い
 
顔
を
 
し
て
 
居
る
な
 
あ
と
 
言
 ひ
け
り
 
と
か
 

や
。
 
紅
葉
の
 
面
目
、
 
こ
の
 
片
言
の
 
中
に
 
躍
動
せ
 
る
を
 
覺
ゆ
 
。
門
人
の
 
顔
を
 
視
て
 
、
た
だ
 
涙
を
 
こ ほ

す
 
の
み
 

な
ら
ば
、
 
平
凡
な
る
 
事
な
 
れ
ど
 、
淚
を
 
か
く
し
て
、
 
ぅ
は
べ
 
に
、
 
わ
ざ
と
 
ひ
や
か
す
 
處
 、
こ
れ
 
紅
葉
が
 
對
 

話
に
 
長
ぜ
る
 
所
以
に
.
 
し
て
、
 
兼
ね
て
 
市
井
の
 
江
 戶
つ
兒
 
た
る
に
 
と 

V' ま
ら
ず
 
し
て
、
 
文
人
と
 
し
て
 
生
命
 
あ
 

り
し
 
所
以
な
 
り
。
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紅
葉
の
 

句
 

羽
子
板
 
や
そ
つ
 
と 風

 ほ
ど
 
柳
腰
 

紅
葉
は
、
 
小
說
の
 
大
家
な
 
り
。
 
ま
た
 
俳
句
の
 
一
方
の
 
雄
 也
。
 
俳
句
を
 
以
て
、
 
小
說
 
を
つ
 
く
り
、
 
好
ん
で
 

人
事
を
 
詠
ず
。
 
老
誧
の
 
店
 前
、
 
松
 It の

 色
 鮮
や
か
な
 
り
。
 
車
上
 
賀
正
の
 
客
、
 
醉
眼
 
朦
朧
と
 
し
て
、
 
し
き
り
 

に
 振
り
向
く
。
 
箱
入
り
娘
 
年
 十
七
 
八
、
 
色
は
 
雪
ょ
り
も
 
白
く
、
 
島
田
髯
 
の
 ほ
 つ
れ
 
毛
 春
風
に
 
ゆ
ら
ぐ
。
 
隣
 

家
の
 
娘
 も 加

は
 
り
、
 
内
 小
僧
、
 
大
 僧
、
 
番
頭
、
 
圓
く
な
 
り
て
、
 
追
 羽
 子
を
 
爲
す
 
。
小
僧
は
 
ひ
ど
く
 
打
た
れ
 

て
、
 
泣
き
 
さ
う
な
 
聲
を
 
出
す
な
 
る
べ
 
し
。
 
娘
う
 
け
 そ
こ
な
 
ひ
て
、
 
羽
子
板
 
腰
邊
に
 
集
ま
れ
 
ど、 

た
 
V う

つ
 

眞
 似
で
す
 
ま
す
。
 
と
り
わ
け
て
、
 
番
頭
は
 
目
を
 
そ
の
 
腰
邊
に
 
注
ぐ
な
 
る
べ
 
し
。
 
一
幅
の
 
活
晝
圖
 
、
情
景
 
躍
 



東
歸
の
 

露
 

伴
 

幸
 

田
 

露
 

伴
 

翁
 

•
墨
堤
の
 

草
 

蘆
を
 

出
で
、
、
 

京
都
 

大
學
の
 

講
師
た
り
 

し
こ
と
 

凡
そ
 

一
年
、
 

早
く
 

も
官
を
 

擲
 

ち
て
 

歸
 

臥
す
。
 

思
 

ふ
に
、
 

三
徑
 

未
だ
 

荒
れ
ず
、
 

墨
 

江
の
 

鱸
、
 

秋
 

正
に
 

肥
え
た
り
。
 

一
竿
の
 

風
月
、
 

墨
堤
は
 

翁
を
 

得
て
、
 

爲
 

め
に
 

寂
寞
な
ら
 

ざ
る
 

也
。
 

翁
が
 

辭
 

職
の
 

原
因
を
 

聞
く
 

に、
 

京
都
 

大
學
 

に
て
 

は、
 

翁
を
 

教
授
に
 

推
薦
し
た
 

る
に
、
 

文
部
省
に
 

て
は
、
 

暫
 

ら
く
 

助
教
授
と
 

な
し
 

置
き
て
、
 

然
る
 

後
に
 

敎
授
 

と
せ
む
 

と
て
、
 

議
協
は
 

ざ
り
 

し
よ
り
 

出
で
 

た
り
と
の
 

事
 

也
。
 

果
し
て
 

然
り
 

と
す
れ
ば
、
 

こ
れ
 

俗
氣
 

と
俗
氣
 

と
の
 

衝
突
 

也
。
 

學
問
界
 

に
は
に
 

が
^
^
し
き
 

事
 

也
。
 

翁
 

や
 

博
學
 

多
才
、
 

而
 

し
て
 

年
な
 

ほ
壯
 

也
。
 

今
後
、
 

官
學
 

に
は
 

容
れ
 

ら
れ
す
 

と
す
る
 

も、
 

な
ほ
 

早
稻
 

田
を
 

は
じ
め
、
 

私
學
少
 

な
か
ら
ず
。
 

創
作
 

界
に
 

は、
 

さ
ば
か
り
 

大
な
る
 

こ
と
を
 

期
待
す
べ
か
ら
ざ
る
 

も、
 

翁
の
 

靈
 

筆
は
、
 

依
然
と
し
て
 

天
下
の
 

雄
 

也
。
 

翁
に
は
、
 

な
ほ
 

未
來
 

あ
り
。
 

自
重
し
て
 

可
也
。
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鹽
井
雨
 

江
 

世
界
 
唯
一
の
 
大
佛
を
 
仰
ぎ
、
 
春
日
燈
 
籠
の
 
數
を
數
 

へ、 
七
 本
 杉
を
 
撫
 し
：
 群
る
 
神
 鹿
に
 
餌
を
 
與
へ
 
、
靑
 

葉
に
 
巫
女
の
 
舞
 ふ
を
 
見
、
 
若
草
 
山
に
 
畿
内
の
 
山
川
を
 
顧
 望
し
て
、
 
數
日
の
 
旅
寢
 
い
と
 
樂
 し
か
り
し
 
奈
良
の
 

舊
都
 
、
掛
け
て
も
 
思
 は
ん
や
、
 
親
友
の
 
遺
骸
を
 
抱
い
て
 
哭
す
 
る
の
 
地
と
 
な
ら
ん
 
と
は
。
 
わ
れ
 
筆
を
 
携
 
へ
て
 

箱
 根
 U
 
中
に
 
入
り
、
 
著
述
 
成
る
 
ま
で
、
 
山
を
 
出
で
 
ず
と
 
自
 
か
ら
 
誓
 ひ
、
 
人
に
 
も
 誓
 ひ
、
 
浮
世
の
 
夏
を
 
よ
そ
 

に
し
て
 
秋
を
 
迎
ふ
る
 
程
に
、
 
野
 尻
 先
生
の
 
手
簡
、
 
忽
ち
 
奈
 良
よ
り
 
來
 る。 

鹽
井
雨
 
江
 胃
癌
に
 
權
れ
 
り。 

:!£ 

治
醫
松
 
本
醫
學
 
士
斯
 
く
と
 
診
 斷
し
 
、
京
都
の
 
賀
屋
 
望
月
 
兩
醫
 
學
馎
士
 
も 同

じ
く
 
斯
 く
と
 
診
 斷
せ
 
り。 

主
 治
 

醫
の
 
注
意
に
 
因
り
て
、
 
未
だ
 
之
を
 
本
人
に
 
告
げ
ず
、
 
家
族
に
 
も 告

げ
ず
、
 
さ
れ
 
ど
 妻
 君
に
 
だ
け
は
 
知
ら
す
 

る
 
必
要
 
あ
り
と
 
思
 ふ
。
 
來
 
つ
て
 
之
を
 
告
げ
よ
 
と
 あ
る
に
、
 
余
は
 
自
 
か
ら
 
死
を
 
宣
告
せ
ら
れ
 
た
る
 
如
く
に
 
感
 

じ
ぬ
。
 
淚
を
 
湖
畔
の
 
秋
風
に
 
揮
 ひ
て
 
山
を
 
下
り
、
 
東
京
に
 
歸
 り
て
 
雨
 江
の
 
二
 妹
に
 
1J る。 

二
 妹
み
 
な
 嫂
に
 



も 
知
ら
 

さ 
V'
 

れ
と
 

い
ふ
。
 

た
ま
/
、
 

余
の
 

從
弟
 

、
支
那
に
 

赴
か
ん
 

と
し
て
、
 

來
 

つ
て
 

別
を
 

告
ぐ
 

。
二
 

妹
の
 

言
に
 

和
し
て
、
 

诀
 

し
て
 

知
ら
す
な
。
 

妻
 

君
に
 

知
ら
 

す
れ
ば
、
 

心
の
底
 

自
 

か
ら
 

擧
 

動
の
 

末
に
 

露
 

は
れ
て
、
 

病
人
に
 

悟
ら
る
 

ベ
 

け
れ
.
 

は、
 

い
ょ
/
、
 

危
篤
と
 

な
る
 

ま
で
は
、
 

知
ら
 

さ 
V'
 

る
を
 

可
と
す
と
 

い
ふ
。
 

わ
れ
 

平
 

生
從
 

弟
を
 

信
じ
、
 

己
れ
 

の
 

年
を
 

忘
れ
て
 

之
に
 

兄
事
す
。
 

殊
に
 

從
弟
は
 

少
時
ょ
り
 

多
病
に
 

し
て
、
 

病
の
 

事
に
 

通
ず
 

る 
こ
と
 

庸
醫
 

を
し
て
 

三
舍
を
 

避
け
し
 

む
る
 

ば
か
り
 

な
れ
ば
、
 

金
く
 

其
 

言
に
 

從
は
ん
 

と 
決
心
す
 

。
妹
の
 

福
 

子
、
 

麄
筆
を
 

擲
 

ち
て
 

奈
 

良
に
 

赴
き
、
 

己
れ
 

一
人
 

承
知
し
て
 

看
病
せ
 

む
と
 

い
ふ
に
、
 

さ
ら
ば
と
 

て
 

わ
れ
 

先
 

づ
發
 

し
て
 

奈
 

良
に
 

赴
き
ぬ
。
 

雨
 

江
 

喜
ん
で
 

余
を
 

迎
 

へ、
 

先
づ
 

口
を
 

開
い
て
 

日
く
、
 

余
の
 

病
は
 

胃
癌
に
 

非
ず
 

や
と
 

思
 

ひ
し
に
、
 

賀
屋
博
 

上
の
 

診
斷
に
 

由
れ
ば
"
 

胃
癌
に
 

非
ず
 

と
の
 

事
な
 

れ
ば
 

、
安
心
せ
 

り
と
。
 

わ
れ
 

之
に
 

機
を
 

得
て
 

答
へ
 

て
 

日
く
、
 

余
の
 

叔
兄
も
 

胃
癌
に
 

死
せ
 

り。
 

母
 

も 
胃
癌
に
 

死
せ
 

り。
 

君
 

も 
或
は
 

然
ら
す
 

や
と
 

疑
 

ひ
し
が
、
 

胃
癌
に
 

非
す
 

と 
聞
き
て
 

安
心
せ
 

り
と
。
 

居
る
 

こ
と
 

二
 

一日
、 

雨
 

江
 

問
ぅ
て
 

日
く
、
 

松
 

本
 

醫
學
士
 

は
 

何
と
 

言
 

ひ
 

居
る
 

ぞ
 

と。
 

氽
答
 

へ
て
 

日
く
、
 

EE
 

瘀
に
は
 

あ
ら
 

ざ
れ
 

ど
も
、
 

大
患
な
 

れ
ば
 

、
油
 

斷
す
べ
 

か
ら
ず
 

と 
云
 

ひ
 

居
れ
り
 

と
〇
氽
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は
 之
に
 
機
を
 
得
て
 
謂
つ
 
て
 日
く
、
 
君
と
 
我
と
 
い
づ
れ
 
が
 先
き
 
に 死

ぬ
 
る
か
 
も 知

れ
ざ
る
 
が
、
 
わ
れ
 
先
き
 
に
 

死
な
 
ば
、
 
五
 人
の
子
 
あ
り
。
 
君
の
 
員
 擔
大
な
 
り。 

君
 若
し
 
先
き
 
に
 死
ぬ
 
る
と
 
も、 

君
の
 
子
は
 
二
 人
の
 
み
。
 

わ
れ
は
 
二
兒
を
 
喪
へ
 
り。 

君
の
 
二
子
を
 
引
受
く
 
る
は
 
わ
が
 
二
子
が
 
生
き
て
 
居
る
 
と 同

じ
 
事
な
 
り。 

又
 わ
れ
 

に
 母
な
 
し。 

君
の
 
母
を
 
引
受
く
 
る
は
 
我
 母
が
 
生
き
て
 
居
る
 
と 同

じ
 
事
な
 
り。 

毫
も
 
負
擔
 
に
は
 
非
ず
。
 
請
 ふ
 

心
を
 
安
ん
 
ぜ
 よ
と
。
 
雨
 江
は
 
衰
弱
し
て
 
居
れ
 
ど、 

全
く
 
病
床
に
 
橫
は
 
る
ま
で
に
 
は
 非
ず
。
 
食
慾
 
も あ

り
。
 

朝
夕
 
饌
を
 
共
に
 
す
。
 
酒
を
 
饗
せ
ら
 
る
、
 
ま
、
 
に、 

わ
れ
は
 
朝
飮
み
 
、
畫
飮
 
み、 

晚
に
飮
 
む
。
 
雨
 江
は
 
全
く
 

杯
を
 
手
に
 
せ
ず
。
 
わ
れ
 
雨
 江
と
 
相
識
り
 
て
よ
り
 
二
 十
餘
 
年
、
 
雨
 江
と
 
共
に
 
飮
む
 
酒
は
、
 
い
つ
も
 
昔
 か
り
き
。
 

今
や
 
雨
 江
は
 
始
め
て
 
共
に
 
飮
む
 
能
は
 
ず
。
 
瀕
死
の
 
親
友
を
 
前
に
 
置
き
て
、
 
わ
れ
 
獨
り
飮
 
む
 酒
、
 
豈
に
旨
 
か
 

ら
ん
 
や
。
 
老
母
は
 
我
 子
が
 
不
治
の
病
に
 
罹
れ
り
 
と
は
、
 
つ
ゆ
 
知
ら
ず
 
•
余
に
 
謝
し
て
 
日
く
、
 

遙， 々
來
 
り
た
る
 

に、. 正
 男
の
 
其
に
 
飲
む
 
能
は
 
ざ
る
が
 
殘
念
な
 
り。 

病
 癒
ぇ
な
.
 は、 

又
 来
て
、
 
飮
ん
で
 
く
れ
よ
 
と。 

あ
、
、
 

わ
れ
 
こ
の
 
世
に
 
於
て
 
雨
 江
と
 
共
に
 
飲
む
 
の
 期
 あ
ら
ん
 
や
。
 
年
 七
十
に
 
垂
ん
 
と
し
て
、
 

唯
一
 
人
の
 
息
子
に
 
先
 

立
た
る
、
 
明
日
の
 
歎
 や
 如
何
に
と
 
思
へ
 
ば
、
 
胸
 ふ
さ
が
り
て
、
 
言
葉
 
も 出

で
 
ず
。
 
十
日
の
 
間
、
 
雨
 江
の
 
家
 



に飮 みし 酒の 半は 涙な りき。 

わ
 

わ
は
 

雨
 

江
を
 

慰
め
ん
 

と 
欲
し
て
、
 

强
 

ひ
て
 

氣
を
 

張
り
ぬ
。
 

飲
酒
 

談
笑
-
平
常
の
 

如
く
に
 

粧
 

ひ
ぬ
。
 

日 

每
訪
 

ひ
來
る
 

吉
田
學
 

軒
を
 

要
し
て
 

碁
を
 

圍
 

み、
 

雨
 

江
を
 

し
て
 

見
物
せ
 

し
む
。
 

我
心
 

豈
に
 

碁
に
 

あ
ら
ん
 

や
。
 

雨
 

江
に
 

勸
む
れ
 

ば、
 

雨
 

江
 

勇
氣
を
 

鼓
し
て
、
 

唯
一
 

囘
 

我
と
 

鬪
 

ひ
て
 

止
み
ぬ
。
 

こ
れ
 

や
 

雨
 

江
が
 

碁
の
 

打
 

仕
舞
 

な
る
べ
き
。
 

わ
れ
 

二
度
と
は
 

勸
め
 

ざ
り
 

き。
 

胃
癌
と
 

い
ふ
 

病
は
、
 

今
の
 

醫
術
 

に
て
 

は
 

治
す
 

る 
能
は
 

ざ
る
 

難
病
な
る
 

が、
 

治
す
 

る 
能
は
 

ざ
れ
ば
 

と
て
、
 

醫
藥
を
 

進
め
ざ
る
 

を
 

得
ず
。
 

ま
し
て
 

胃
癌
を
 

治
し
た
り
 

と
て
、
 

諸
 

所
ょ
り
 

勸
め
來
 

る
 

藥
あ
 

る
に
 

於
て
 

を
 

や
。
 

わ
れ
 

一
の
 

蜜
り
 

藥
を
 

持
ち
 

ゆ
き
て
、
 

之
を
 

腹
部
に
 

ぬ
る
に
、
 

痛
み
 

薄
ら
ぐ
 

と
い
 

ふ。
 

い
と
 

瞳
し
。
 

手
に
 

て
 

患
 

部
を
 

壓
 

し
て
 

如
何
な
.
 

6 
病
を
 

も 
治
す
 

と
い
 

ふ
 

人
、
 

九
州
に
 

在
り
。
 

從
弟
 

こ
の
 

人
に
 

か
、
 

り
て
 

病
を
 

治
せ
し
 

こ
と
 

あ
り
。
 

是
非
と
も
 

雨
 

江
に
 

勸
め
 

よ
と
 

云
 

ふ
ま
、
 

に、
 

之
を
 

す
、
 

め
た
 

る
が
、
 

雨
 

江
は
 

信
ぜ
ざ
る
 

さ
ま
 

な
り
。
 

信
ぜ
 

ざ
れ
ば
 

致
し
 

か
た
な
し
。
 

且
つ
 

松
 

本
 

醫
學
士
 

に
 

問
へ
 

ば
、
 

舟
 

車
に
 

て
 

身
體
を
 

動
か
す
 

こ
と
は
 

胃
癌
に
 

大
害
 

あ
り
と
 

い
ふ
に
、
 

こ
の
 

一
種
の
 

精
神
的
 

療
法
は
 

斷
念
せ
 

ざ
る
を
 

得
 

ざ
り
 

き。
 

雨
 

江
に
 

漢
方
 

醫
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の
藥
 
を
勸
 
む
る
 
人
 あ
り
。
 
雨
 江
 余
に
 
其
 可
否
を
 
問
 ふ。 

す
べ
て
 
醫
藥
の
 
効
能
の
 
一
半
は
、
 
之
を
 
信
ず
る
 
に
 

在
り
。
 
君
 信
じ
て
 
之
に
 
就
け
と
 
云
へ
 
ば
、
 
雨
 江
 行
き
て
 
藥
を
 
も
ら
 
ひ
來
 
る。 

さ
れ
 
ど、 

二
た
 
び
 行
き
し
 
時
 

に
は
*
 
雨
 江
を
 し
て
 信
ず
る
 能
は
 ざ
ら
 し
む
る
 
こ
と
 あ
り
き
。
 
雨
 江
 之
を
 余
に
 語
る
。
 
愚
鈍
 余
の
 如
き
 
も 

の
に
て
も
、
 

げ
 に
と
 
思
 ひ
ぬ
。
 
最
早
 
口
實
を
 
設
け
て
、
 
强
 ひ
て
 
信
ぜ
し
 
む
べ
 
く
も
 
あ
ら
ず
 
と
 
思
 ひ
 あ
き
ら
 

め
た
り
 

0 雨
 江
の
 
漢
方
 
醫
に
 
行
き
し
 
こ
と
 
二
 度
、
 
二
度
 
共
、
 
歸
 り
來
れ
 
ば
、
 
疲
勞
甚
 
し
く
、
 
腹
の
 
痛
み
 
加
は
 
る。 

松
 本
 醫
學
士
 
の
 言
へ
 
る
が
 
如
く
、
 
身
を
 
動
か
す
 
こ
と
は
、
，
 
雨
 江
の
 
病
に
 
大
害
 
あ
る
な
 
り。 

嗚
呼
 
雨
 江
は
、
 

こ
の
 
世
に
 
あ
り
て
 
は
 最
早
 
外
出
す
 
る 能

は
 
ず
。
 
わ
れ
 
平
生
 
遊
行
を
 
好
む
。
 
雨
 江
の
 
暇
 あ
る
 
侮
に
、
 
誘
 ひ
て
 

典
に
 
遊
行
せ
 
り。 

雨
 江
と
 
北
 ハに す

れ
ば
、
 
如
何
 
ば
か
り
 
樂
 し
か
る
べ
き
 
奈
良
公
 
園
な
ら
 
ま
し
 
も
の
を
 
と 
思
 

へ
ど
 
甲
斐
な
 
し
。
'
 
を
り
/
、
 
二
 兒
を
 
つ
れ
て
 
散
步
 
す
。
 
上
な
る
 
は
 男
に
 
T. 十

歲
 
、
下
な
る
 
は
 女
に
 
て
 五
 ̂
 、 

明
日
は
 
孤
兒
 
と
な
る
べ
き
 
身
の
上
と
 
も 知

ら
ず
、
 
唯
嬉
 
々
と
し
て
 
余
に
 
從
ひ
 
ゆ
く
 
に、 

わ
れ
 
何
と
な
く
 
淚
 

な
き
を
 
得
 ざ
り
 
き
。
 



明
治
天
皇
 
崩
御
 
あ
ら
せ
ら
れ
た
 

る 年
な
 
り。 

日
本
 
國
中
 
、
人
と
 
い
ふ
 
人
は
 
皆
 慟
哭
し
て
、
 
天
日
爲
 
め
に
 

光
な
 
き
ば
 
か
り
な
る
 
に、 

奈
 良
に
は
 
わ
け
て
 
天
地
の
 
悲
み
を
 
止
め
て
、
 
大
木
の
 
風
に
 
倒
れ
し
 
も
の
、
 
其
數
 

を
 知
ら
ず
。
 
公
園
 
一
面
、
 
實
に
慘
 
澹
た
 
6 光

景
な
 
ろ
を
 
•
雨
 
江
の
 
身
に
 
思
 ひ
 あ
は
せ
 
て、 

こ
れ
 
も 淚

の
種
 

な
り
。
 
二
子
の
 
喜
ぶ
 
こ
と
 
も
や
と
 
て、 

鹿
に
 
煎
餅
を
 
與
ふ
 
る
に
、
 
女
の
子
は
 
鹿
を
 
恐
る
、
 
さ
ま
な
 
り。 

去
 

つ
て
 
猿
 澤
池
や
 
鏡
 池
に
 
至
り
、
 
二
子
を
 
し
て
 
思
 ふ
 存
分
、
 
費
用
を
 
惜
ま
す
 
し
て
 
煙
に
 
缝
を
與
 
へ
し
む
 
6 こ 

と 
度
 か
さ
な
り
ぬ
。
 
女
の
子
 
後
に
は
、
 
勿
 體
な
 
け
れ
ば
 
と
て
、
 

自
 か
ら
 
辭
す
 
る
に
 
至
る
。
 
不
便
 
や
、
 
五
歲
 

の
 幼
女
、
 
旣
に
 
金
錢
の
 
尊
き
 
こ
と
を
 
知
れ
る
な
 
り。 

雨
 江
 余
に
 
二
三
の
 
出
版
物
を
 
依
囑
 
す
。
 
あ
、
 
金
に
 
緣
な
き
 
我
等
 
同
士
は
、
 
不
治
の
病
に
 
か
、
 
り
て
も
、
 

な
ほ
 
腦
漿
を
 
し
ほ
り
て
、
 
藥
資
を
 
得
る
 
の
 方
法
を
 
講
ぜ
ざ
る
 
を
 得
ざ
る
 
な
り
。
 
さ
る
に
 
て
 も
 
雨
 江
の
 
诀
心
 

如
何
に
と
 
氣
遣
 
ひ
し
に
、
 

一
夕
 余
に
 
一
首
の
 
歌
を
 
示
し
ぬ
。
 

命
！
：
 に
 そ
は
 
唯
 露
の
 
身
と
は
 
知
れ
 
思
 ひ
 お
く
 
子
の
餘
 
り 小

さ
き
 

是
あ
る
 
哉
く
-
。
 
こ
の
 
決
心
 
あ
る
 
以
上
は
、
 
わ
れ
は
 
ま
た
 
何
を
 
か
 言
は
 
0
 。
病
の
 
胃
癌
た
り
 
何
た
る
 
か
は
 



つ
ゆ
 

雨
 

江
に
 

知
ら
す
 

る
の
 

必
要
な
 

き
な
り
.
 

雨
 

江
は
 

十
三
 

年
 

前
に
 

父
を
 

喪
へ
 

り
。
 

同
胞
と
 

て
は
、
 

唯
 

二
 

妹
 

の
存
 

す
る
 

の
み
。
 

さ
ら
で
 

だ
に
 

學
問
上
 

わ
れ
 

雨
 

江
に
 

兄
事
せ
 

る
に
、
 

一 
妹
 

我
に
 

嫁
し
て
、
 

今
は
 

義
兄
な
 

り
 

0 

福
 

子
 

看
病
に
 

來
る
 

と
も
、
 

奈
 

良
に
 

親
友
 

あ
り
と
 

も、
 

わ
れ
を
 

除
き
て
 

は
、
 

近
親
に
 

男
な
 

し
。
 

わ
れ
 

留
ま
り
 

て
、
 

雨
 

江
の
 

終
焉
ま
で
 

看
病
せ
 

ざ
る
べ
 

か
ら
 

ざ
れ
 

ど
も
、
 

都
に
 

仕
事
を
 

控
 

へ
た
る
 

身
な
り
。
 

さ
れ
 

ど
、
 

や
 

-
か
て
 

死
ぬ
べ
き
 

親
友
を
、
 

老
い
た
 

る 
母
と
、
 

幼
な
 

き
 

子
と
、
 

弱
き
 

女
の
 

身
の
 

妻
 

君
と
、
 

妹
と
 

に
 

打
 

^
 

せ
て
、
 

我
れ
 

い
か
で
 

か
 

立
ち
去
ら
る
べ
き
。
 

心
に
 

泣
き
、
 

面
に
 

笑
 

ひ
て
、
 

雨
 

江
の
 

家
に
 

淹
留
 

す
る
 

こ
と
 

一
日
 

又
 

一 

日
。
 

十
日
 

ば
か
り
の
 

月
日
は
、
 

唯
 

夢
の
 

如
く
に
 

過
ぎ
ぬ
。
 

始
め
 

わ
れ
 

奈
 

良
に
 

來
る
 

や
、
 

雨
 

江
に
 

氣
の
 

毒
の
 

思
 

さ
せ
 

じ
と
 

て
、
 

病
 

氣
 

見
舞
の
 

爲
 

め
に
 

の
み
 

來
れ
 

り
と
は
 

言
は
 

ず
。
 

桃
 

山
 

御
陵
を
 

參
拜
 

し、
 

兼
ね
て
 

畿
内
の
 

山
水
を
 

探
ら
ん
 

爲
め
 

に
來
れ
 

り
と
 

聲
言
 

せ
り
。
 

一
日
 

桃
 

山
 

御
陵
に
 

詣
で
 

、
、
一
の
 

目
的
は
 

達
し
ぬ
。
 

雨
 

江
 

は
 

赤
目
 

四
十
 

八
 

瀧
の
 

奇
を
說
 

い
て
 

止
ま
ず
。
 

こ
の
 

夏
、
 

吉
 

田
、
 

村
 

島
の
 

二
子
と
 

共
に
 

遊
べ
り
 

。
紀
行
を
 

草
 

せ
ん
と
 

思
へ
 

ど、
 

今
は
 

筆
を
 

執
る
 

氣
力
な
 

し。
 

君
 

請
 

ふ
 

一
遊
し
て
 

之
を
 

記
せ
ょ
 

と 
云
 

ふ
。
 

我
れ
 

頷
き
し
 

が
、
 

平
生
の
 

旅
行
 

癖
 

も
何
處
 

へ
や
ら
、
 

こ
の
度
は
 

山
水
の
 

間
に
 

優
 

遊
す
 

る
の
 

餘
裕
な
 

か
り
き
。
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心
 待
に
 
待
ち
し
 
福
 子
、
 
奈
 良
に
 
來
る
 
。
直
に
 
入
れ
ち
 
が
 ひ
て
 
立
ち
去
る
 
も 
如
何
に
 
や
と
 
思
 ひ
て
、
 
な
ほ
 

二
 三
日
は
 
逗
留
し
 
け
る
 
が
、
 
名
殘
の
 
つ
く
る
 
期
な
け
れ
ば
 
と
て
、
 
漸
く
 
思
 ひ
 切
つ
 
て
 雨
 江
の
 
家
を
 
辭
 す
。
 

今
は
 
笑
顔
を
 
以
て
 
相
 別
る
 
と
も
*
 
再
び
 
奈
 良
に
 
來
ら
む
 
日
は
、
 
涕
淚
 
一
家
に
 
溢
る
べ
し
 
と 
•
雨
 
江
の
 
家
を
 

顧
み
て
、
 
覺
ぇ
ず
 
淚
 下
る
。
 
福
 子
 送
つ
 
て
 猿
澤
の
 
池
に
 
至
る
。
 

二
 兒
隨
 
ふ
。
 
例
に
 
よ
り
て
 
鯉
に
 
麩
を
 
與
へ
 

し
む
。
 
釆
女
祠
 
外
、
 
柳
條
 
枯
れ
て
、
 

生
 駒
 お
ろ
し
 
身
に
 
し
む
。
 
卿
の
 
境
遇
は
 
苦
し
 
か
る
べ
 
け
れ
ど
、
 
强
ひ
 

て
 勇
氣
を
 
鼓
し
て
 
兄
 君
に
 
盡
 さ
れ
よ
 
と 
云
へ
 
ば
、
 
唯
は
 
い
と
 
ば
か
り
に
て
、
 
涕
淚
 
眼
に
 
溢
る
。
 

二
 兒
は
何
 

故
に
 
泣
く
 
と
は
 
知
ら
ず
、
 
例
に
 
よ
り
て
 
嬉
 々
た
る
に
、
 
ひ
と
き
は
 
物
の
 
あ
は
れ
 
を
覺
ぇ
 
、
福
 
子
の
 
前
に
 
こ 

ら
 
へ
し
 
涙
、
 
背
き
て
 
後
 ほ
ろ
/
、
 
と 下

る
。
 

都
の
 
子
供
へ
の
 
土
產
 
物
な
 
ど
 買
 ひ
て
、
 
奈
良
驛
 
に
い
た
り
、
 
切
符
を
 
買
は
 
む
と
 
T
 > 
腹
を
 
探
 ぐ
れ
ば
 
腹
 

卷
な
 
し
。
 
わ
れ
 
平
生
 
旅
行
す
 
る 毎

に
、
 
大
金
は
 
腹
卷
に
 
入
れ
、
 
小
金
は
 
袂
に
 
投
げ
込
み
 
置
く
 
を
 常
と
 
す
。
 

土
 產
物
買
 
ふ
 ほ
ど
は
 
袂
の
 
小
金
に
 
て
 間
に
 
あ
 ひ
し
が
、
 
切
符
を
 
買
 ふ
に
は
 
間
に
合
は
 
ず
。
 
雨
 江
の
 
家
に
 
置
 

忘
れ
た
 
ろ 
こ
と
を
 
思
 ひ
 起
し
て
 
車
を
 
飛
ば
す
。
 

一
家
 驚
き
て
、
 
何
故
 
歸
 り
た
る
 
ぞ
と
問
 
ふ
。
 
金
の
 
入
り
 
居
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る
 腹
卷
を
 
置
き
忘
れ
て
、
 
切
符
を
 
買
 ふ
こ
と
 
能
は
 
ざ
れ
ば
、
 
そ
れ
を
 
取
り
に
 
戾
 り
た
る
な
 
り
と
 
云
へ
 
ば
、
 

雨
 江
 笑
 ひ
、
 
老
母
 
笑
 ひ
、
 
二
 兒
笑
 
ひ
、
 
妻
 君
 笑
 ひ
、
 
福
 子
 笑
 ひ
、
 
見
舞
に
 
來
り
 
居
れ
る
 
須
藤
 
夫
人
 
も
ま
た
 

笑
 ふ。
 こ
れ
が
 

鹽
井
家
 

に
 於
け
 る 最
後
の
 

哄
笑
な
る
 

べ
し
と
 

思
へ
 ば
、
 悲
し
く
 

も あ
り
、
 可
笑
し
く
 

も あ
 

り
。
 
余
 も
ま
た
 
顔
に
 
笑
 ひ
 •
次
の
 
發
 車
ま
で
は
 
と
て
、
 
元
氣
を
 
粧
ひ
 
て
、
 
酒
を
 
飮
み
 
直
し
ぬ
。
 

わ
れ
 

物
心
 

覺
ぇ
 

て
ょ
り
 

醫
師
 

に
か
、
 

り
た
る
 

こ
と
な
 

け
れ
ど
、
 

青
年
時
代
の
 

暴
飲
暴
食
、
 

不
規
則
の
 

勉
 

强
等
 

、
今
に
た
、
 

り
て
 

胃
腸
 

弱
し
。
 

殊
に
 

十
日
の
 

間
、
 

汗
を
 

出
す
 

ま
で
の
 

運
動
を
 

せ
す
 

し
て
、
 

無
理
に
 

飮
 

み
し
 

酒
の
 

結
果
、
 

歸
 

京
の
 

後
に
 

現
 

は
れ
、
 

頭
腦
 

茫
然
と
 

し
て
、
 

何
事
 

も 
手
に
 

つ
か
ず
。
 

奈
良
 

へ
は
 

知
ら
 

さ 

じ
と
 

力
め
 

た
れ
 

ど
、
 

い
つ
し
か
 

知
れ
た
り
 

。
雨
 

江
 

手
紙
の
は
 

し
に
、
 

病
み
ょ
 

わ
る
 

我
 

身
 

泣
く
 

度
す
 

こ
や
 

か
に
 

君
 

ま
し
 

ま
せ
と
 

祈
ら
る
、
 

哉
 

瀕
死
の
 

病
人
に
、
 

こ
の
 

や
ぅ
な
る
 

思
を
 

さ
せ
て
 

は
相
濟
 

ま
す
と
 

思
へ
 

ど
、
 

今
は
 

詮
方
な
 

し
。
 

わ
れ
は
 

平
生
 

運
動
し
て
 

汗
を
 

出
す
 

を
 

以
て
、
 

唯
一
の
 

養
生
 

法
と
 

せ
り
。
 

こ
の
 

運
動
不
足
の
 

爲
め
 

に
、
 

す
こ
し
 

健
康
を
 

損
 

ひ
た
れ
 

ど、
 

運
動
 

す
れ
ば
 

癒
る
 

病
な
 

り
。
 

心
を
 

勞
す
る
 

こ
と
な
 

か
れ
と
 

W
 

ひ
わ
け
 

し
て
、
 



行
く
 
秋
の
 
あ
は
れ
 
を
 添
 ふ
ろ
 
鹿
の
 
聲
 病
み
ぬ
 
る
 君
の
 
如
何
に
 
間
 く
ら
む
 

と
 
云
 ひ
や
り
 
け
る
 
に
、
 
雨
 江
 返
し
、
 
 

, 

病
む
 
胸
の
 
先
づ
 
破
れ
 
来
て
 
い
か
に
と
 
も 聞

き
 
だ
に
 
か
ね
つ
 
夜
半
の
 
鹿
の
 
音
 

余
の
 
雨
 江
を
 
訪
 ひ
し
は
、
 
鹿
の
 
鳴
く
 
頃
な
 
り
き
。
 
歌
の
 
上
に
 
の
み
 
知
り
た
 
る
 鹿
の
 
聲
は
 
如
何
な
る
 
聲
に
か
 

と 
心
が
け
た
 
る
が
、
 
夜
に
 
入
り
て
、
 
今
 鹿
が
 
鳴
け
り
 
と 雨

 江
の
 
注
意
し
て
 
く
る
、
 
こ
と
 
二
 三
度
 
あ
り
し
 
も 

_ 

い
ょ
/
 
ヽ
聞
耳
 
立
 
つ
れ
ば
、
 
鹿
は
 
鳴
か
 
ざ
り
 
き
。
 

三
 宅
 花
圃
女
 
史
 、
親
戚
の
 
人
 胃
癌
を
 
治
し
た
り
 
と
て
、
 
女
子
大
 
學
の
弘
 
田
 由
 己
 子
 女
史
に
 
こ
と
づ
て
、
、
 

一
の
 藥
を
 
知
ら
せ
 
く
れ
ら
 
る
。
 
日
く
、
 
初
期
な
ら
 
ば
、
 
必
す
 
治
す
 
と
。
 
福
 子
に
 
言
 ひ
や
り
 
て
、
 
之
を
 
飲
ま
 

し
め
け
 
る
が
、
 
あ
、
 
如
何
せ
ん
。
 

雨
 江
の
 
胃
癌
は
 
初
期
に
は
 
あ
ら
 
ざ
り
 
き
。
 
妻
 君
に
 
も
 
知
ら
 
さ
じ
と
 
つ
と
 

め
た
 
る
が
、
 
野
 尻
 先
生
の
 
言
へ
 
る
が
 
如
く
、
 
知
ら
ざ
る
 
ベ
か
ら
 
ざ
る
 
必
要
 
起
り
 
て
 毛
 戶
法
學
 
博
士
ょ
り
 
知
 

ら
せ
 
ら
れ
 
た
り
。
 
さ
れ
 
ど
 老
母
に
は
 
秘
し
た
 
り
。
 
雨
 江
に
 
秘
 し
た
れ
 
ど、 

善
 敏
の
資
 
な
れ
ば
、
 

自
 
か
ら
 
そ 

れ
と
语
 
り
け
 
む
、
 
手
紙
の
は
 
し
に
、
 
『
胃
 瘸
 で
は
い
 
か
ん
と
 
洒
落
れ
 
て
 も
 
追
 付
か
ず
』
 
な
ど
 
言
 ひ
こ
し
た
り
 



危
篤
と
 

な
る
 

一
週
間
ぐ
 

ら
ゐ
 

前
に
 

知
ら
せ
ら
れ
た
 

し
と
、
 

主
 

治
 

醫
に
賴
 

み
お
き
 

け
る
 

に
、
 

大
正
 

二
 

年
と
 

改
ま
り
て
 

間
も
な
く
、
 

一
週
間
ょ
り
は
 

長
び
 

く
べ
 

け
れ
ど
も
、
 

如
何
な
る
 

變
化
 

起
る
 

か
も
 

知
れ
 

ざ
れ
ば
、
 

君
 

若
し
 

直
に
 

來
る
 

能
は
 

ず
ん
 

ば
、
 

妻
 

君
で
 

も 
早
く
 

來
れ
 

と、
 

士
 

C 田
學
 

軒
を
 

經
て
言
 

ひ
こ
す
。
 

妻
は
 

直
に
 

末
の
 

男
の
子
を
 

つ
れ
て
 

奈
 

良
に
 

赴
け
り
。
 

余
は
 

職
業
 

上
 

止
む
を
得
ず
 

十
日
 

ば
か
り
 

お
く
れ
た
り
 

き
。
 

前
日
 

甚
し
 

く 
出
血
し
て
 

病
勢
 

一
頓
し
 

た
れ
 

ど
、
 

氣
は
な
 

ほ
た
 

し
か
な
 

り
。
 

余
を
 

見
て
、
 

松
 

本
 

醫
學
士
 

は
 

何
と
 

云
 

ひ
 

居
 

る 
ぞ
と
問
 

ふ
 

。
危
篤
な
 

れ
ど
 

も、
 

失
望
す
べ
き
 

ほ
ど
に
は
 

非
ず
 

と 
云
へ
 

ば
、
 

PI
 

默
 

し
て
ぅ
な
 

づ
 

く。
 

萬
 

一 

の
 

事
 

あ
ら
ん
 

後
の
 

事
 

二
つ
 

三
つ
 

語
り
 

あ
 

ひ
け
る
 

が
、
 

苦
痛
 

甚
 

し
く
な
 

り
け
れ
ば
、
 

そ
の
 

日
は
 

そ
の
 

ま
、
 

に
 

し
て
 

止
み
ぬ
。
 

三
日
の
 

後
、
 

氣
持
 

ょ
く
な
 

り
し
を
 

機
と
 

し
て
、
 

後
事
を
 

問
 

ひ
も
し
*
 

言
 

ひ
も
し
 

け
る
 

が
、
 

雨
 

江
の
 

口
に
 

す
る
 

こ
と
は
、
 

余
の
 

平
生
 

思
 

ふ
 

所
に
 

た
が
は
 

ず
。
 

雨
 

江
と
 

余
と
の
 

間
 

遺
言
と
 

し
て
 

多
く
 

語
る
 

を
 

要
せ
ざ
る
 

な
り
。
 

そ
の
後
 

七
 

八
日
、
 

雨
 

江
は
 

四
十
 

五
 

歳
を
 

一
期
と
 

し
て
、
 

終
に
 

起
た
ず
。
 

淡
雪
の
 

降
れ
 

る
 

日
な
 

り
。
 

死
に
 

臨
み
て
、
 

老
母
 

も 
枕
頭
に
 

來
 

り
ぬ
。
 

二
 

兒
も
來
 

り
ぬ
。
 

門
下
生
の
 

松
 

浦
 

精
一
 

氏
 

も 
恰
も
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神
戶
 
よ
り
 
來
 り
ぬ
。
 
雨
 江
 そ
れ
 
t
 
遺
言
し
 
け
る
 
が
、
 
兒
に
向
 
ひ
て
 
は
、
 
將
來
 
如
何
な
る
 
目
に
 
逢
 ひ
て
も
、
 

我
れ
 
が
つ
 
い
 •
て
 居
つ
 
て
 や
る
 
か
ら
、
 
心
を
 
た
し
か
に
 
持
て
と
 
い
ふ
。
 
病
中
の
 
作
、
 

事
 あ
ら
 
ば
 我
 名
を
 
呼
べ
よ
 
其
 處
に
 
我
れ
 
答
へ
 
て
 
い
づ
く
 
道
し
 
る
べ
 
せ
む
 

の
 意
を
 
口
に
 
出
し
け
 
る
な
 
り
。
 
母
に
 
向
 ひ
て
 
は
、
 
し
つ
 
か
り
な
さ
れ
 
よ
と
 
い
ふ
。
 

死
な
れ
 
じ
な
 
老
い
ま
す
 
母
の
 
明
日
の
 
世
を
 
弱
き
 
妻
子
に
 
打
 任
 か
せ
つ
、
 

と
は
、
 
病
中
の
 
吟
な
 
り。 

老
母
に
 
さ
き
だ
ち
、
 
幼
兒
を
 
遺
す
 
心
の
中
 
や
 如
何
な
ら
 
む
。
 『
大
町
 
君
 左
樣
な
 
ら
』
 

の
 
h
 一一 一 n を

此
 
世
の
 
言
 ひ
を
 
さ
め
と
 
し
て
、
 
雨
 江
は
 
白
玉
 
樓
 中
の
 
人
と
な
り
ぬ
。
 

雲
井
に
 
も 
わ
け
 
上
ら
ん
 
と 若

 駒
の
 
勇
み
し
 
春
 も 
あ
り
に
 
し
も
の
を
 

雨
 江
、
 
氣
銳
に
 
志
 高
 か
り
し
 
も、 

志
 終
に
 
伸
ぶ
 
る
を
 
得
 ざ
り
 
き
。
 
さ
れ
 
ど
、
 

身
は
 
終
に
 
草
 U
 果
て
ぬ
 
る 露

な
 
れ
ど
淸
 
か
り
し
 
世
ぞ
ほ
 
こ
り
な
 
り
け
 
る 

辭
世
百
 
首
を
 
作
ら
ん
 
と
し
て
、
 
八
十
 
五
 首
に
 
至
り
て
 
そ
の
 
儘
に
 
な
り
 
居
れ
る
 
手
帖
、
 
空
し
く
 
枕
頭
に
 
橫
 

は
る
。
 
嗚
呼
 
鹽
井
正
 
男
の
 
一
生
は
 
寂
寞
た
り
 
き
。
 
さ
れ
 
ど、 

淸
き
 
詩
人
と
 
し
て
 
鹽
井
雨
 
江
は
 
千
 萬
 年
の
 
後
 



ま
で
 
も 
生
く
べ
き
な
 
り 0 

雨
 

江
 

も
 

余
 

も 
嘗
て
 

野
 

尻
 

先
生
の
 

敎
授
を
 

ぅ
け
た
 

る 
こ
と
 

あ
り
き
。
 

先
生
は
 

舊
師
の
 

身
を
 

以
て
-
懇
ろ
に
 

雨
 

江
の
 

病
床
を
 

訪
ひ
'
 

最
後
の
 

火
葬
に
ま
で
 

も 
臨
ま
る
。
 

雨
 

江
 

知
る
 

あ
ら
 

ば
、
 

感
涙
に
 

堪
へ
 

ざ
ら
 

む
。
 

現
 

に
敎
を
 

受
け
つ
、
 

あ
る
 

奈
良
 

女
子
高
 

等
 

師
範
 

學
 

校
の
 

生
徒
は
 

云
 

ふ
 

も 
更
な
り
。
 

も
と
女
 

子
 

大
學
 

に
て
 

敎
を
 

ぅ
け
し
 

人
達
は
、
 

雨
 

江
の
 

重
患
を
 

聞
い
て
、
 

慰
問
つ
 

ぶ
 

さ
に
 

至
る
。
 

雨
 

江
は
 

そ
れ
ら
の
 

人
々
 

の
 

あ
つ
き
 

情
 

を
 

こ
め
た
 

る 
蒲
 

圍
寢
卷
 

の
 

中
に
、
 

こ
の
 

世
を
 

去
り
ぬ
。
 

野
 

尻
 

先
生
の
 

厚
志
に
 

よ
り
て
、
 

葬
式
は
 

い
と
 

見
事
 

に
 

新
 

薬
師
 

寺
に
 

於
て
 

營
 

ま
れ
た
り
。
 

白
毫
寺
 

畔
の
 

火
葬
場
ま
で
 

も、
 

國
語
 

漢
文
 

科
の
 

生
徒
は
 

み
な
 

隨
ひ
ゆ
 

き、
 

嗚
咽
の
 

聲
 

、
高
 

圓
山
も
 

動
く
 

ば
か
り
な
る
 

に、
 

余
は
 

十
數
 

年
の
 

昔
を
 

想
 

ひ
 

起
さ
 
 

> 
 

る
を
 

得
ず
。
 

一
夕
 

酒
酣
に
 

し
て
、
 

ふ
と
し
た
 

る 
事
の
 

つ
い
で
に
、
 

わ
れ
 

死
な
 

ば
 

I 席
に
 

卷
き
て
 

海
に
 

で
も
 

投
じ
て
 

く 
〇 
れ
ば
可
 

な
り
と
 

い
へ
'
 

は
、
 

雨
 

江
は
、
 

然
ら
す
 

、
可
憐
の
 

少
女
 

子
の
 

一
群
に
 

送
ら
る
、
 

こ
そ
 

我
 

望
み
な
 

れ
と
云
 

ひ
し
 

こ
と
 

あ
り
け
 

る
が
、
 

今
事
實
 

と
な
り
て
 

眼
前
に
 

現
 

は
れ
た
 

る 
こ
そ
 

悲
し
 

け
れ
。
 

每
年
二
 

月
 

八
日
の
 

夜
、
 

若
草
 

山
の
 

山
燒
 

は
、
 

奈
 

良
に
 

於
け
 

る
 

行
事
の
 

一
な
る
 

が
、
 

雨
 

江
の
 

31
-'
 

骨
を
 

^
 

し
 



て
奈
 良
を
 
去
る
 
時
は
，
 
恰
も
 
其
 夕
に
 
際
し
た
り
。
 
學
 校
の
 
職
員
 
其
 夫
人
を
 
始
め
、
 
心
 あ
る
 
人
々
、
 
雨
 江
の
 

所
謂
 
可
憐
の
 
少
女
 
子
の
 
一
群
ま
で
 
も
、
 
泣
い
て
 
遺
骨
を
 
送
る
。
 
赤
き
 
心
の
 
迸
り
 
出
で
 
し
と
の
 
み
 思
 は
れ
て
、
 

若
草
の
 
一
山
 殷
赤
 
と
な
り
て
 
天
を
 
衝
く
 
。
そ
の
 
山
中
に
は
 
雨
 江
の
 
足
跡
 
も あ

ら
む
。
 
嗚
呼
 
詩
人
 
雨
 江
の
 
遺
 

骨
は
、
 
古
今
 
未
聞
の
 
一
種
の
 
門
火
に
 
送
ら
れ
て
 
奈
 良
の
 
古
都
を
 
去
り
け
 
る
な
 
り。 

〇 

余
の
 
今
 住
む
 
家
は
、
 
も
と
 
鹽
井
雨
 
江
の
 
住
み
し
 
家
 也
。
 
借
家
な
る
 
が
 •
樹
木
は
 
皆
 雨
 江
の
 
植
焱
た
 
る 所

 

也
。
 
^
 あ
り
、
 
竹
 あ
り
、
 
桐
 あ
り
、
 
杉
 あ
り
、
 
靑
桐
 
あ
り
、
 

一 庭
の
 
主
と
 
も 
云
 ふ
べ
き
 
松
 も 
あ
り
し
 
が
、
 

惜
し
 
や
祜
れ
 
た
り
。
 

栗
、
 桃
、
 柿
、
 
荔
な
 
ど、 

遺
植
 
今
に
 
子
供
を
 
喜
ば
し
む
。
 
桑
 も 少

な
か
ら
ず
。
 

雨
 江
は
 

曾
て
 
蠶
を
養
 
ひ
し
 
こ
と
 
あ
り
き
。
 
雨
 江
は
 
猶
鷄
を
 
飼
 ひ
し
 
こ
と
 
も あ

り
き
。
 
家
に
は
 
唯
藏
 
書
の
 
堆
 か
り
し
 

の
み
 
〇
借
 
家
は
 
借
家
な
 
れ
ど
 
、
も
と
 
家
主
が
 
雨
 江
の
 
註
文
 
通
り
に
 
建
て
、
 
吳
れ
 
た
る
 
家
 也
。
 
見
か
け
 
粗
末
 

な
れ
 
ど
も
、
 
中
は
 
寬
か
 
に
し
て
 
住
 心
地
 
善
く
、
 

日 當
り
も
 
善
く
、
 
風
通
し
 
も 善

し
。
 

人
と
；
 ふ
り
は
、
 
住
居
の
 
釀
 に
も
 
見
え
て
、
 

雨
 江
は
 
此
處
に
 
眞
面
 
目
な
る
、
 
質
素
な
る
、
 
賢
實
な
 
る、 

平
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和
な
る
 

生
活
を
 

營
み
 

た
り
き
。
 

雨
 

江
の
 

本
領
は
、
 

第
一
に
 

詩
人
 

也
、
 

第
二
に
 

國
文
學
 

者
 

也
、
 

而
 

し
て
 

廣
か
 

ら
ず
 

と
も
 

深
き
 

國
文
學
 

者
 

也
。
 

第
三
に
 

教
育
家
 

也
。
 

而
 

し
て
眞
 

摯
 

に
し
て
 

感
化
 

力
の
 

深
き
 

教
育
家
 

也
。
 

家
 

庭
に
 

あ
り
て
 

は
、
 

子
 

煩
惱
な
 

る
と
 

共
に
、
 

親
に
 

や
さ
し
く
、
 

妻
に
 

や
さ
し
く
、
 

妹
に
 

や
さ
し
 

か
り
き
。
 

沉
 

交
を
 

好
ま
ず
、
 

而
 

し
て
 

交
る
 

所
に
 

厚
 

か
り
き
。
 

女
子
大
 

學
に
 

往
復
す
 

る
の
 

外
は
、
 

幾
ん
 

ど
 

外
出
せ
 

ず
。
 

背
 

中
を
 

少
し
 

丸
く
 

し、
 

眉
間
に
 

纖
を
 

寄
せ
、
 

さ
つ
 

さ
と
 

小
股
に
 

步
き
 

し
樣
 

、
今
 

も
な
 

ほ
 

目
に
 

見
る
 

や
ぅ
 

也
。
 

今
の
 

第
一
 

高
等
 

學
校
が
 

第
一
 

高
等
 

中
學
 

校
と
 

稱
せ
し
 

頃
、
 

余
は
 

本
科
 

一
年
に
 

於
て
、
 

雨
 

江
と
廿
 

：ハ
に 

學
び
 

た
る
 

こ
と
 

あ
り
け
 

る
が
、
 

雨
 

江
は
 

優
等
生
な
 

り
き
。
 

さ
れ
 

ど
 

余
は
 

そ
の
 

學
 

力
ょ
り
も
 

そ
の
 

人
と
な
り
に
 

推
 

服
し
た
り
 

き
。
 

雨
 

江
は
 

い
つ
も
 

級
の
 

總
代
 

と
な
り
て
 

周
旋
し
、
 

勞
を
辭
 

せ
す
、
 

難
を
 

恐
れ
ず
。
 

穉
氣
も
 

あ
 

り、
 

不
平
 

氣
も
 

あ
り
た
 

る
が
、
 

一
種
の
 

俠
氣
も
 

あ
り
た
り
。
 

文
才
 

も 
一
頭
 

地
を
 

拔
け
 

り。
 

雨
 

江
と
 

反
對
 

に、
 

余
は
 

劣
等
生
な
 

り
き
。
 

終
に
 

最
末
 

席
に
 

て
 

落
第
せ
 

り
。
 

余
の
 

一
つ
 

上
な
る
 

人
 

も
 

落
第
せ
 

り
。
 

其
 

人
は
 

爲
め
 

に
 

自
殺
せ
 

り
。
 

さ
れ
 

ど
 

余
は
 

自
殺
す
 

る
の
 

勇
氣
 

な
か
り
 

き
。
 

二
 

昔
 

も 
前
の
 

一
夢
 

也
。
 

近
く
 

數
年
 

前
、
 

雨
 

江
 

語
り
て
 

日
く
、
 

自
殺
し
た
 

る
 

人
は
 

常
に
 

余
の
 

家
に
 

來
れ
 

り
。
 

且
つ
 

哀
請
 

す
る
 

所
 

あ
り
し
 

を
 

以
て
、
 

余
は
 

爲
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め
に
 
運
動
し
て
 
見
た
 
る
が
、
 
あ
ら
ゆ
る
 
學
科
が
 
不
出
來
 
な
れ
ば
 
と
て
 
許
さ
れ
 
ざ
り
 
き。 

君
は
 
不
出
来
の
 
學
 

科
 も 

あ
れ
 
ど
、
 
出
來
の
 
ょ
き
 
學
科
も
 
あ
り
。
 
ご
の
 
人
な
ら
 
ょ
だ
 
見
込
 
あ
り
と
 
云
 は
れ
た
 
る
が
、
 
當
诗
 
余
は
 

君
と
 
親
し
か
ら
 
ざ
り
 
し
を
 
以
て
、
 
君
の
 
運
動
は
 
せ
 ざ
り
 
き
と
て
 
笑
 ふ。 

惜
む
 
ら
く
は
 
我
れ
 
當
時
 
君
の
 
家
へ
 

菓
子
 
折
で
 
も
 持
ち
 
ゆ
か
 
ざ
り
 
し
こ
と
 
を
と
 
て
、
 
余
 も 笑

 ひ
き
。
 

雨
 江
は
 
在
學
 
中
、
 『
山
 櫻
』
 
と 題

す
 
る 歌

の
 
雜
誌
 
を
發
 
行
し
た
 
る こ

と
 
あ
り
き
。
 
『
女
 鑑
』
 
に
は
、
 
每
號
艶
 

麗
な
る
 
筆
を
 
以
て
 
婦
人
の
 
傳
を
 
草
し
た
り
。
 
大
學
二
 
年
の
 
時
、
 
ス
コ
ッ
ト
の
 
傑
作
な
る
 
『
湖
上
の
 
美
人
』
 

を
 韻
文
に
 
飜
譯
 
し
て
 
梓
に
 
上
し
た
 
る
が
、
 
こ
れ
 
當
時
 
に
あ
り
 
て
は
 
破
天
荒
 
也
。
 
新
體
 
詩
は
 
外
 山
 井
上
 
矢
 

田
 部
 三
 博
士
に
 
創
 ま
り
、
 
落
 合
 先
生
に
 
中
し
、
 
雨
 江
に
 
成
る
 
と
で
 
も 云

 ふ
べ
き
 
か
。
 
外
 山
 博
士
 
等
は
 
七
 五
 

の
 形
に
 
新
 思
想
を
 
盛
り
た
り
。
 
さ
れ
 
ど
、
 
外
形
 
内
容
 
共
に
 
幼
穉
な
 
り
き
。
 
落
 合
 先
生
に
 
至
り
て
、
 
外
形
 
整
 

ひ
た
り
。
 
雨
 江
 出
で
、
 
內
容
 
外
形
 
共
に
 
始
め
て
 
美
術
品
 
的
と
 
な
れ
り
。
 
和
洋
を
 
融
和
し
て
 
一
丸
と
 
な
せ
る
 

の
槪
 
あ
り
。
 
殊
に
 
『
湖
上
の
 
美
人
』
 
の
 如
 会
長
 
篇
を
 
一
絲
 亂
れ
す
 
我
 韻
文
に
 
移
し
た
 
る 精

力
 
や
 非
凡
 
也
。
 

我
詩
界
 
に
貢
默
 
し
た
る
 
功
 勞
や
大
 
也
。
 
帝
國
文
 
學
出
づ
 
る
に
 
及
び
、
 
雨
 江
は
 
『
深
山
の
 
美
人
』
 
と 題

す
 
る
 韻
 



文
を
 

出
し
、
 

淸
麗
 

可
憐
の
 

趣
を
 

窮
め
て
 

雨
 

江
の
 

名
 

益
 

高
し
。
 

武
島
 

羽
衣
の
 

詩
 

名
 

次
い
で
 

擧
れ
 

り
。
 

わ
れ
 

二
子
 

の
 

驥
尾
に
 

附
し
て
 

韻
文
を
 

試
作
せ
 

し
こ
と
，
 

も 
あ
り
き
。
 

『
花
 

紅
葉
』
 

一
篇
 

は
、
 

二
子
の
 

美
文
 

韻
文
に
 

余
の
 

駄
作
 

を
 

加
へ
 

た
る
 

も
の
な
る
 

が
、
 

幸
に
 

し
て
 

天
下
の
 

靑
年
 

男
女
に
 

讀
ま
れ
 

た
り
。
 

そ
の
後
、
 

雨
 

江
に
は
 

『
暗
香
 

疎
 

影
』
 

の
 

著
 

あ
り
。
 

雨
 

江
の
 

長
所
は
 

新
體
 

詩
と
 

和
歌
と
 

に
あ
れ
 

ど、
 

美
文
 

小
說
 

に
も
 

雨
江
獨
 

得
の
 

妙
 

あ
り
。
 

雨
 

江
は
 

苦
吟
 

遲
筆
な
 

り
き
。
 

其
 

代
り
に
、
 

決
し
て
 

成
句
を
 

襲
用
せ
 

ず
し
て
 

悉
く
 

獨
創
的
 

也
。
 

雨
 

江
 

羽
衣
 

及
び
 

余
 

三
人
の
 

合
著
な
る
 

『
國
 

文
學
 

大
綱
』
 

に
は
、
 

雨
 

江
は
 

『
香
 

川
景
樹
 

J
 

を
 

草
せ
 

り
。
 

女
子
大
 

學
の
 

講
義
録
に
 

出
 

し
た
る
 

『
文
 

學
 

硏
究
』
 

も 
雨
 

江
の
 

苦
心
を
 

見
る
べ
し
。
 

『
新
 

古
今
 

集
 

講
義
』
 

は
、
 

尨
然
 

た
る
 

大
册
 

子
に
 

し
て
 

國
 

文
界
に
 

於
け
 

る 
不
朽
の
 

大
作
 

也
。
 

本
 

居
宣
長
 

す
ら
、
 

新
 

古
今
 

集
の
 

講
義
 

だ
け
は
 

失
敗
せ
 

し
 

程
に
 

て
、
 

古
来
 

講
義
ら
 

し
き
 

講
義
な
 

か
り
し
 

か
、
 

雨
 

江
の
 

講
義
 

出
で
、
、
 

殆
ど
 

完
全
に
 

近
く
、
 

後
進
 

者
を
 

益
 

- t
 

る 
こ
と
 

大
 

也
。
 

前
に
 

古
人
を
 

空
し
ぅ
 

す
る
 

も
の
と
 

云
 

ふ
べ
 

し
。
 

雨
 

江
は
 

明
治
 

二
 

年
 

一
月
を
 

以
て
 

但
馬
豐
 

岡
に
 

生
れ
た
り
。
 

父
は
 

豐
岡
 

藩
士
な
る
 

が
、
 

代
々
 

江
戶
 

詰
な
 

り
 

き
。
 

母
は
 

江
 

戶
の
人
 

也
。
 

雨
 

江
に
は
 

江
 

戶
兒
の
 

血
 

ま
じ
れ
る
 

が
、
 

重
厚
に
 

し
て
 

浮
華
 

輕
 

佻
を
 

嫌
へ
 

り。
 

氣
 



前
 さ
つ
ぱ
り
し
て
、
 

金
 ば
な
れ
 
綺
麗
 
也
。
 
洒
落
は
 
言
は
 
ざ
り
 
し
が
、
 
お
り
^
^
 
警
抜
の
 
言
を
 
吐
け
り
。
 

醉
へ
ば
 
氣
焰
大
 
に
 擧
れ
 
り
。
 
理
想
 
高
 か
り
し
 
も、 直

 覺
力
强
 
く、 

且
つ
 
辛
抱
 
强
く
 
し
て
、
 
行
、
 
常
軌
を
 
逸
せ
 

ず
。
 
父
は
 
氣
骨
 
あ
る
 
武
士
 
肌
の
 
善
人
 
也
。
 
軀
幹
も
 
長
大
 
也
。
 
雨
 江
は
 
其
氣
 
骨
を
 
受
け
 
傳
へ
 
た
る
が
、
 
體
つ
 

き
と
 
云
 ひ
、
 
心
ま
で
 
も
、
 
母
親
 
そ
つ
く
 
り
 也
。
 
父
は
 
維
新
の
 
際
、
 
藩
に
 
引
 込
み
し
 
が、， 

雨
 江
が
 
六
歲
の
 
時
 

上
京
せ
 
り
。
 
い
づ
く
 
も
 同
じ
 
舊
 武
士
の
 
境
遇
、
 
所
謂
 
士
族
 
0. 商

法
に
 
失
敗
せ
 
し
こ
と
 
も あ

り
。
 
明
治
 
以
後
 

は
 不
遇
な
 
り
き
。
 
こ
の
間
、
 
母
が
 
内
助
の
 
功
の
 
大
 な
る
 
も
の
 
あ
り
。
 
雨
 江
は
 
和
氣
の
 
溢
る
、
 
家
庭
に
 
生
長
 

し
て
、
 
所
謂
 
お
坊
樣
 
風
の
 
俤
も
 
あ
り
し
 
が
、
 
も
と
 
慧
性
 
也
。
 
殊
に
 
家
 道
の
 
辛
酸
を
 
嘗
め
て
 
•
分
別
 
あ
り
。
 

一
面
は
 
詩
人
 
的
に
 
し
て
、
 

一
面
は
 
家
庭
的
 
也
。
 
同
胞
と
 
て
は
、
 
姉
 
一
人
、
 
妹
 二
 人
の
 
み
な
り
け
れ
ば
、
 

少
 

時
よ
り
 
我
 責
任
の
 
大
な
 
り
し
 
こ
と
を
 
自
覺
 
し
た
り
し
 
な
る
べ
し
。
 
男
の
 
兄
弟
 
あ
ら
 
ば
と
 
n 
に
せ
し
 
こ
と
 
も
 

あ
り
き
。
 
雨
 江
は
 
眞
情
を
 
以
て
 
余
を
 
弟
視
 
せ
り
。
 
さ
れ
 
ど
 我
れ
 
は
眞
の
 
愚
弟
な
 
り
き
。
 
放
縱
 
不
遜
の
 
弟
な
 

り
き
。
 
往
時
を
 
追
懐
す
 
る
每
 
に
、
 
覺
ぇ
ず
 
慚
汗
 
背
を
 
浹
す
。
 

聞
く
、
 
雨
 江
の
 
家
の
 
系
圖
 
は
、
 
雨
 江
の
 
幼
時
、
 
類
 燒
に
遇
 
ひ
て
 
燒
失
 
せ
り
と
。
 
と
に
か
く
に
 
鹽
冶
 
氏
の
 



子
孫
 
也
。
 
從
 祖
父
は
、
 
靑
 年
の
 
頃
、
 
火
事
を
 
見
ん
 
と
て
 
疾
走
せ
 
し
に
、
 
誤
つ
 
て
轉
び
 
て
、
 
思
 ひ
が
け
ず
 
も、 

折
り
た
 
る も

の
 
あ
り
。
 

一
念
 發
 起
し
て
、
 
相
 州
 大
山
に
 
上
り
て
 
剃
髪
し
 
•
後
 
終
に
 
一
代
の
 
高
僧
と
 
な
れ
り
。
 

外
 曾
祖
父
は
 
豪
商
の
 
長
男
な
 
り
け
 
る
が
、
 
市
井
の
 
間
に
 
銖
錙
 
を
爭
 
ふ
を
 
屑
と
 
せ
ず
、
 

一
切
の
 
財
產
を
 
弟
に
 

付
し
て
 
別
襄
 
し、 

俳
句
の
 
宗
匠
と
 
な
り
て
、
 
諸
侯
に
ま
で
 
も 指

南
し
、
 
新
 宿
の
 
番
所
の
 
役
 吏
に
 
さ
へ
 
な
り
 

て、 
佩
刀
を
 
許
さ
る
、
 
身
と
 
な
れ
り
。
 
外
祖
父
 
ま
た
 
俳
句
を
 
善
く
せ
 
り。 

父
は
 
書
を
 
淡
 泉
 堂
に
 
學
び
 
て、 

其
 印
 可
を
 得
、
 
御
 家
 流
の
 
堂
に
 
上
り
し
 
人
 也
。
 
母
は
慧
 
性
に
 
し
て
 
婉
容
 あ
り
。
 
雨
 江
は
 斯
る
 家
柄
に
 
生
れ
 

た
る
 
也
。
 雨
 江
が
 
學
校
を
 
出
で
、
 
後
の
 
事
業
は
、
 
歌
 文
の
 
創
作
と
 
著
述
と
 
國
 文
學
硏
 
究
と
敎
 
育
と
 
な
り
き
。
 

51 文
 

學
中
 
、
殊
に
 
和
歌
に
 
造
詣
す
 
る 所

 あ
り
き
。
 
奈
 良
に
 
赴
任
す
 
る
に
 
際
し
、
 
余
に
 
謂
つ
 
て
 日
く
、
 
余
は
 
親
し
 

く 
大
和
 
附
近
を
 
遊
行
し
て
 
萬
 葉
 集
を
 
硏
究
せ
 
む
と
。
 
雨
 江
 平
生
 
旅
行
を
 
嫌
 ふ
に
は
 
あ
ら
ね
 
ど、 

ま
た
 
好
み
 

も
せ
 
ざ
り
 
し
が
、
 
晚
年
は
 
比
較
的
に
 
多
く
 
旅
行
し
た
り
 
き
。
 
萬
 葉
集
硏
 
究
の
 
傍
、
 
西
 行
 法
師
を
 
硏
究
 
し、 

腹
案
 
幾
ん
 
ど
 成
り
て
 
壽
命
 
早
く
 
盡
く
 
。
惜
し
い
 
哉
。
 
瀕
死
 
苦
悶
の
 
病
床
に
 
あ
り
な
が
ら
、
 

余
に
 
謂
つ
 
て
 日
 



く 
•
古
來
 

西
 

行
の
 

墓
と
 

稱
す
る
 

も
の
 

諸
 

所
に
 

あ
る
が
、
 

余
は
 

定
家
 

卿
の
 

家
集
に
 

よ
り
て
 

M
 

内
に
 

あ
る
 

も
の
 

が、
 

其
 

本
當
の
 

墓
な
る
 

を
 

信
ず
。
 

一
た
 

ひ
訪
 

ひ
し
が
、
 

僧
 

不
在
に
 

て、
 

要
領
を
 

得
 

ざ
り
 

き。
 

病
 

癒
え
な
 

ば、
 

是
非
 

今
一
度
 

住
い
て
 

訪
は
 

む
と
 

欲
す
と
。
 

以
て
 

其
 

熱
心
を
 

見
る
べ
し
。
 

病
中
 

自
 

か
ら
 

起
た
ざ
る
 

を
 

知
り
、
 

笑
つ
 

て
 

日
く
、
 

古
來
辭
 

世
は
 

大
抵
 

一
首
な
る
 

が
、
 

余
は
 

百
 

首
を
 

詠
ま
む
 

と
。
 

惜
し
 

や
、
 

詠
み
て
 

八
十
 

五
 

首
 

に
 

至
り
て
、
 

起
た
 

ざ
り
 

き
。
 

初
め
 
立
 敎
中
學
 
校
に
 
敎
鞭
を
 
執
り
、
 
出
 雲
の
 
簸
川
 
中
學
 
校
に
 
轉
 じ、 

女
子
大
 
學
 校
に
 
教
授
た
 
る こ

と
 
幾
 

ん
ど
十
 
年
、
 
思
 ふ
 所
 あ
り
て
、
 
奈
良
 
女
子
高
 
等
 師
範
 
學
校
 
敎
授
 
と
な
り
、
 
任
に
 
あ
る
 
こ
と
 
僅
に
 
三
年
な
 
り 

き
。
 
到
る
 
所
 生
徒
に
 
慕
 ひ
 仰
が
れ
ざ
る
 
は
 無
し
。
 
師
 と
し
て
 
一
種
 獨
 得
の
 
德
を
備
 
へ
た
り
。
 
殊
に
 
生
徒
の
 

作
文
を
 
添
削
す
 
る
に
 
懇
切
を
 
極
め
た
 
る 
こ
と
、
 
世
 幾
ん
 
ど
 其
 比
を
 
見
ず
。
 
雨
江
晚
 
年
に
 
創
作
の
 
少
な
 
か
り
 

し
は
、
 
生
徒
に
 
忠
實
 
に
し
て
 
•
精
力
の
 
大
部
分
を
 
作
文
 
添
削
に
 
注
ぎ
し
 
に
 由
る
 
也
。
 

、 

明治 四十 三年の 夏は、 雨 江の 一家と 余の 一家と 共に 沼津に 赴きて 海水に 浴せ り。 雨 江は 

其 
子の 

虛弱な 

るを 

憂へ 

たるが、 

海水浴は 

効能 

ありき。 

され 

ど、 

母には 

適せず。 

母は 

入湯を 
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好
む
。
 
翌
年
 
夏
は
、
 
母
に
 
も
 都
合
よ
 
く
、
 
子
に
 
も
 都
合
よ
 
く
せ
ん
と
 
て
、
 
溫
泉
と
 
海
水
浴
と
 
を
 兼
ね
た
 
る
 

城
綺
溫
 
泉
に
 
赴
け
り
。
 
こ
れ
 
雨
 江
の
 
故
鄕
 
也
。
 
よ
し
や
 
錦
 衣
は
 
纒
は
ず
 
と
も
、
 
天
下
一
品
の
 
詩
人
 
也
。
 
幼
 

少
 に
し
て
 
都
に
 
上
り
、
 
三
十
 
年
ぶ
り
に
 
し
て
 
再
び
 
故
鄕
 
の
靑
 
山
に
 
對
す
 
。
感
慨
無
量
な
 
り
し
な
る
 
べ
し
。
 

殊
に
 
そ
の
 
母
と
 
子
と
 
に
つ
く
 
せ
る
 
心
が
け
は
、
 
何
ぞ
 
一
に
 
可
憐
な
る
 
や
。
 
而
 し
て
 
誰
か
 
知
ら
ん
 
や
、
 
こ
れ
 

故
郷
の
 
見
納
め
の
 
旅
な
ら
 
む
と
は
。
 

雨
 江
は
 
平
生
 
楠
 公
を
 
崇
拜
 
せ
り
。
 
殊
に
 
小
 楠
 公
を
 
崇
拜
 
せ
り
。
 
金
剛
 
山
へ
は
 
生
徒
と
 

d±: ハに
 上
り
し
 
が
、
 

去
年
の
 
春
、
 
余
の
 
長
男
 
雨
 江
の
 
家
に
 
赴
き
し
 
時
は
、
 
長
男
を
 
伴
 ひ
て
 
再
び
 
金
 副
 山
に
 
上
れ
り
。
 
更
に
 
笠
 置
 

山
に
 
も
 
上
れ
り
。
 
而
 し
て
 
『
學
生
 
J
 に
 出
し
た
 
る 楠

 公
 遺
跡
 
紀
行
が
 
雨
 江
の
 
絕
筆
 
と
な
り
け
 
る も、 

一
種
の
 

因
綠
 
あ
る
を
 
覺
 ゆ
る
 
也
。
 

明
治
 
四
十
 
四
 年
 
一
月
、
 
わ
れ
 
一
家
の
 
近
況
を
 
十
七
 
字
に
 
し
る
し
て
、
 

雨
 江
に
 
お
く
り
し
 
こ
と
 
あ
り
。
 

芳
 文
は
 
固
形
物
 
食
 ふ
な
 
ど
 禁
ぜ
ら
れ
 

草
枯
れ
て
 
農
學
士
 
ち
と
 
閉
口
し
 



妹
を
 
文
 男
を
 
り
^
-
泣
か
す
 
也
 

水
浴
で
 
文
衞
文
 
男
は
 
元
氣
也
 

雪
中
を
 
文
 男
骒
で
 
跳
ね
 
廻
り
 

水
浴
を
 
愛
子
は
 
し
た
り
せ
 
ざ
つ
た
り
 

竹
馬
に
 
女
の
 
愛
子
ま
で
 
が
 乘
り
 

ち
ご
 
ま
げ
に
 
結
つ
 
て
 愛
子
は
 
嬉
し
が
り
 

四
郞
坊
 
は
 相
 も
 變
ら
ず
 
お
 馬
 書
け
 

四
 郞
坊
.
 は
や
つ
 
と
獨
 
り
で
 
箸
を
 
持
ち
 

蜜
拼
 
さ
へ
 
吸
へ
 
ば
 四
郞
は
 
御
機
嫌
で
 

四
郞
坊
 
は
 間
が
 
い
、
 
ん
ち
 
ょ
ぅ
と
 
片
言
で
 

雪
 達
 摩
 お
ば
あ
さ
ん
 
だ
と
 
皆
 笑
 ひ
 

母
の
 
會
 愛
子
は
 
こ
ん
ど
 
本
を
 
讀
み
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四
郞
の
 
お
も
ち
 
や
び
 
つ
く
り
 
箱
か
ら
 
蛇
が
 
出
で
 

雨
 江
の
 
返
事
に
、
 

母
ヒ
 

は
ま
め
 

で
 

毎
日
 

孫
の
 

世
話
 

か
ば
ん
 

さ
げ
て
 

さ
つ
 

さ
と
 

健
 

男
も
學
 

校
へ
 

お
 

淸
 

書
の
 

草
紙
を
 

健
 

男
 

二
 

册
ぁ
げ
 

や
ん
 

ち
 

や
ん
 

と 
學
校
健
 

男
の
 

日
課
な
 

り 

乳
の
ま
で
 

若
菜
 

も
ね
 

つ
く
 

や
ぅ
に
 

な
り
 

お
 

乳
を
 

ば
い
じ
る
 

は
ょ
 

い
か
と
 

若
菜
 

聞
き
 

君
が
代
は
 

千
代
と
 

若
菜
 

も
 

歌
 

ひ
だ
し
 

若
菜
が
 

と
な
ん
で
も
 

手
を
 

出
す
 

お
ち
 

や
つ
び
 

い
 

海
苔
の
 

罐
 

祖
母
が
 

太
鼓
に
 

孫
を
 

ど
り
 

を
 

ば
さ
ん
 

の
盡
に
 

時
々
 

は
 

弟
子
 

二
 

人
 



霜
燒
が
 
輕
い
 
で
奈
 
良
が
 
ね
だ
ん
 
あ
げ
 

お
 肴
が
 
無
い
 
の
で
 
奈
 良
の
 
價
は
 
き
ま
り
 

一
本
の
 
晚
酌
 
腰
辨
の
 
胸
を
 
下
げ
 

雨
江
奈
 
良
に
 
在
る
 
こ
と
 
三
年
、
 
而
 か
も
 
其
 居
は
 
舊
 東
大
寺
 
境
内
に
 
在
り
。
 
大
佛
 
殿
を
 
距
る
 
こ
と
 
僅
々
 

一 

二
 町
に
 
過
ぎ
ざ
る
 
に
、
 

一
度
 も
大
佛
 
を
拜
觀
 
し
た
る
 
こ
と
な
 
か
り
き
と
 
聞
く
。
 
別
に
 
意
味
 
あ
る
に
 
あ
ら
ず
。
 

唯
氣
が
 
向
か
ざ
る
 
を
 以
て
、
 
振
り
む
 
き
も
せ
 
ざ
る
 
也
。
 
雨
 江
は
 
一
に
 信
念
に
 
動
き
、
 
信
念
に
 
止
ま
れ
り
。
 

滔
々
 
た
る
 
名
奔
利
 
走
の
 
徒
と
 
貪
に
 
其
 趣
を
 
異
に
す
る
 
所
以
 
也
。
 
雨
 江
と
 
親
し
 
か
り
し
 
奈
良
 
女
子
高
 
等
 師
範
 

學
 校
の
 

一 敎
師
は
 
日
く
、
 
鹽
井
 
君
は
 
無
 愛
嬌
の
 
愛
嬌
 
者
な
 
り
と
。
 
同
じ
 
他
の
 
敎
師
 
日
く
、
 
鹽
井
 
君
の
 
顔
は
 

眼
が
 
可
愛
 
か
り
き
と
。
 

げ
 に
、
 
雨
 江
は
 
少
し
も
 
邊
幅
を
 
修
め
 
ざ
り
 
き
。
 
短
小
 
精
悍
の
 
槪
も
 
あ
り
て
、
 
慷
慨
 

悲
歌
せ
 
し
こ
と
 
も
 
あ
り
し
 
が
、
 
女
子
大
 
學
の
 
教
師
と
 
な
り
し
 
頃
ょ
り
、
 
鋒
鋩
自
 
か
ら
 
內
に
收
 
ま
り
て
 
溫
潤
 

玉
の
 
如
く
に
 
な
り
き
。
 
聞
く
、
 
雨
 江
、
 
奈
良
 
女
子
高
 
等
學
 
校
の
 
生
徒
を
 
伴
 ひ
て
 
吉
野
 
山
へ
 
修
學
 
旅
行
に
 
赴
 

き
し
に
、
 一 醉
漢
 、
女
生
徒
と
 

侮
り
て
 

戲
 れ
ん
と
 す
。
 雨
 江
 怒
つ
 て
 大
喝
す
。
 

酔
漢
 辟易
し
て
 

去
る
。
 平
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生
の
 
優
し
き
 
に
も
 
似
ず
、
 
猛
く
 
雄
々
 
し
き
に
、
 
生
徒
 
一
同
 敬
服
し
て
 
措
か
 
ざ
り
 
き
と
ぞ
 
。
さ
も
 
あ
る
べ
し
、
 

孔
子
 
日
く
、
 
仁
者
 
必
ず
 
勇
 あ
り
と
。
 

『
春
 日 野

に
 
時
雨
 
ふ
る
 
見
 ゆ
 明
日
ょ
り
は
 
紅
葉
 
か
ざ
、
 
む
 高
圓
の
 
山
』
 
と、 

萬
 葉
 歌
人
の
 
詠
 じ
け
 
む
、
 
高
 

圓
 山
麓
に
 
荼
毘
 
し
て
、
 
遺
骨
は
 
東
京
 
市
外
、
 
堀
 內
村
常
 
仙
 寺
に
 
葬
る
。
 
五
十
 
日 迄

は
 
と
て
、
 
位
牌
を
 
舊
棲
 

居
の
 
床
の
間
に
 
安
置
し
て
、
 
晝
夜
燈
 
火
と
 
線
香
と
 
を
斷
 
た
ず
。
 
春
は
 
い
つ
し
か
 
庭
に
 
入
り
て
、
 
窓
 前
の
 
梅
 

暌
き
 
そ
め
、
 
鶯
來
り
 
鳴
く
 
こ
と
 
頻
り
 
也
。
 
郡
の
 
か
た
 
ほ
と
り
、
 
人
家
た
 
て
こ
み
 
た
れ
 
ど
、
 
驚
は
 
な
ほ
 
舊
を
 

忘
れ
ざ
る
 
に
や
。
 
雀
 や
 鵠
の
聲
 
の
み
 
聞
き
な
 
れ
た
る
 
耳
に
、
 
い
と
な
つ
 
か
し
。
 
そ
れ
に
つ
 
け
て
も
 
忍
ば
る
 

る
は
、
 
雨
 江
の
 
人
と
な
り
 
也
。
 
雨
 江
を
 
譬
 ふ
れ
ば
、
 
梅
に
 
啼
く
鶯
 
也
。
 
た
 家
の
 
間
に
 
食
を
 
あ
さ
り
 
ま
は
 
る 

雀
 や
 鴉
に
は
 
あ
ら
ざ
る
 
也
。
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酒
 K
 死
せ
 
る 押

 川
春
浪
 

草
卞
も
眠
る
眞
夜
中
に
、
 
ど
ん
ん
、
 
と ] 1 戶

を
 
np く

も
の
 
あ
り
。
 
起
き
 
出
で
、
 
見
れ
ば
 

拥
 " 4- . v.^- と 

鷹
 野
 止
水
と
 
也
。
 
迎
へ
 
入
れ
て
、
 
對
酌
 
し
て
 
曉
に
 
達
す
。
 
止
水
 
去
れ
り
。
 
春
浪
な
 
ほ
 留
ま
り
て
、
 
な
ほ
 
對
 

酌
し
て
、
 
正
午
を
 
過
ぎ
た
り
。
 

北
 ハに 出

で
、
 
宮
崎
來
 
城
を
 
訪
 ひ
、
 
又
飮
む
 
。
夜
半
に
 
至
り
て
 
辭
し
 
去
る
。
 

春
浪
 
、
前
に
 
在
り
。
 
余
、
 
後
に
 
在
り
。
 
春
浪
 
ふ
と
 
立
ち
と
 
ま
り
、
 
五
紋
 
付
の
 
き
び
ら
 
の
 羽
織
を
 
脫
ぎ
 
、
之
 

を
 や
る
 
と
て
、
 
余
に
 
渡
さ
ん
 
と
す
。
 
余
は
 
要
ら
ぬ
と
 
て
、
 
受
取
ら
ず
。
 
さ
き
に
 
來
城
 
を
訪
 
は
ん
と
す
 
る
途
 

中、 
紹
 羽
織
の
 
ぐ
に
 
や
^
-
し
た
る
 
よ
り
は
、
 
き
び
ら
 
の
び
ん
 
と
し
た
る
 
が
、
 
見
て
も
 
氣
持
 
よ
し
。
 
殊
に
 

よ
く
 
君
に
 
似
合
へ
 
り
と
 
て
 褒
め
し
 
こ
と
 
あ
り
し
 
が
、
 
思
 ふ
に
 
春
浪
は
 
今
 俄
に
 
其
 言
を
 
思
 ひ
 出
し
た
 
る
な
る
 

べ
し
。
 

一 且
言
ひ
 
出
し
て
 
は
、
 
後
へ
は
 
引
か
ぬ
 
氣
 象
、
 
僕
 も
 要
ら
ず
、
 
君
 も 要

ら
す
、
 
さ
ら
ば
 
兩
 人
に
 
無
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用
な
る
 

も
の
な
 

り。
 

打
棄
 

て
ん
と
て
、
 

桑
畑
の
 

中
に
 

投
ぐ
〇
 

我
れ
 

拾
ひ
來
 

り
て
 

渡
さ
む
 

と
す
る
 

に、
 

受
取
 

ら
ず
 

。
肩
に
 

か
く
れ
ば
、
 

振
り
落
し
て
 

顧
み
 

も
せ
す
。
 

君
 

も 
要
ら
ず
。
 

僕
 

も 
要
ら
ず
 

。
こ
れ
で
は
 

愈
棄
つ
 

る
が
 

•
承
知
 

か
と
 

云
へ
 

ば
、
 

言
 

ふ
に
 

や
 

及
ぶ
 

と
い
 

ふ
。
 

さ
ら
ば
と
 

て
、
 

わ
れ
 

桑
®
 

の
 

中
に
 

投
げ
た
り
 

〇
東
 

大
久
 

保
な
る
 

前
 

田
 

俟
別
莊
 

の
 

裏
門
の
 

あ
た
り
 

也
。
 

一
方
は
 

土
手
、
 

一
方
は
 

田
-
明
月
 

天
に
 

冲
す
 

。
見
渡
す
 

限
り
、
 

人
家
な
 

く、
 

人
籟
 

全
く
 

絕
ぇ
 

て、
 

乾
坤
の
 

間
、
 

唯
鞋
 

聲
の
閤
 

々
た
る
を
 

聞
く
。
 

咋
夜
來
 

幾
ん
 

ど
 

一 

晝
夜
も
 

飲
み
つ
 

3 .
け
た
る
 

に、
 

余
は
 

疲
れ
た
り
 

。
さ
れ
 

ど、
 

所
謂
 

梯
子
酒
の
 

春
浪
の
 

事
な
 

れ
ば
 

、
こ
の
ま
 

ま
に
 

て
は
 

别
 

れ
 

ま
じ
。
 

三
士
 

ハ 
計
、
 

に
ぐ
 

る
に
 

若
か
ず
 

と 
思
へ
 

ど、
 

競
走
の
 

妙
を
 

得
た
 

る 
春
 

浪
の
事
 

な
れ
 

ば、
 

必
ず
 

追
 

ひ
 

付
か
れ
む
。
 

ょ
し
^
^
 

狸
 

寢
入
 

を
し
て
 

見
む
 

と
て
、
 

土
手
に
 

ど
つ
 

か
と
 

腰
を
お
ろ
し
、
 

春
 

浪
君
 

、
僕
は
 

眠
く
て
 

一
步
 

も
步
 

か
れ
ず
。
 

こ
、
 

に
寢
て
 

行
く
。
 

こ
れ
に
て
 

失
敬
と
 

云
へ
 

ば
、
 

君
を
 

棄
 

て
、
 

は
 

行
か
れ
ず
 

と 
云
 

ふ
。
 

馬
鹿
な
 

こ
と
を
 

云
 

ひ
 

給
 

ふ
な
。
 

路
傍
に
 

醉
臥
 

す
る
 

こ
と
が
 

僕
の
 

癖
な
る
 

こ
と
は
、
 

君
 

も 
承
知
せ
 

る 
所
な
ら
 

ず
 

や
。
 

殊
に
 

錢
は
一
 

文
 

も 
持
ち
 

居
ら
ず
。
 

た
つ
た
 

單
衣
 

一
枚
に
 

て
 

幕
 

天
 

席
 

地
、
 

巧 

も 
心
配
す
 

る 
こ
と
は
 

無
し
。
 

君
は
 

さ
つ
 

さ
と
 

行
き
 

給
へ
 

と 
云
 

ひ
す
て
、
 

仰
臥
す
 

〇 
草
に
 

置
け
る
 

露
、
 

肌
 

こ 



浸
む
。
 
春
浪
も
 
腰
を
お
ろ
し
け
 
る
が
、
 
W
 く
し
て
 
余
を
 
呼
ぶ
。
 
余
 答
へ
 
ず
。
 
余
の
 
手
を
 
引
く
、
 
余
な
 
ほ
 起
 

き
ず
。
 
余
の
 
兩
手
を
 
把
つ
 
て
 路
上
に
 
引
き
ず
る
。
 
余
な
 
ほ
狸
寢
 
入
を
 
續
 く
。
 
春
浪
 
終
に
 
閉
口
し
て
 
立
 去
れ
 

り
。
 
首
を
 
囘
ら
せ
 
ば
、
 
旣
に
 
十
年
一
昔
と
 
な
り
ぬ
。
 
當
時
 
春
浪
は
 
三
十
に
な
る
 
や
な
ら
ず
 
の
 血
 氣
 盛
り
、
 

盛
に
 
飮
み
 
て
、
 
盛
に
 
氣
焰
を
 
吐
け
り
。
 
春
 浪
も
余
 
も 
共
に
 
博
 文
 館
に
 
机
を
 
竝
べ
 
居
り
た
り
 
し
が
、
 
余
 博
 文
 

館
を
 
追
 は
れ
て
 
後
は
、
 
久
し
く
 
相
 見
る
 
の
 機
を
 
得
 ざ
り
 
き
。
 
明
治
 
四
十
 
五
 年
が
 
大
正
 
元
年
と
 
改
ま
り
て
 
ょ
 

り
 
ま' た

 
ニ
ヶ
 
月
と
は
 
經
 た
ぬ
 
程
の
 
事
 也
。
 
わ
れ
 
箱
 根
 山
上
に
 
た
て
こ
も
り
て
 
著
述
に
 
苦
心
し
 
け
る
 
に
、
 
思
 

一
 

ひ
が
け
ず
 
も、 

春
浪
に
 
邂
逅
す
。
 
さ
れ
 
ど、 

當
年
 
の
俤
は
 
何
處
 
へ
や
ら
、
 
病
み
 
衰
 
へ
て
、
 
形
容
 
枯
搞
 
せ
り
。
 

夫
人
 
看
護
に
 
と
て
、
 
附
添
 
へ
り
。
 

一
夕
 春
浪
君
 
夫
妻
を
 
ボ
 ー 

ト
に
乘
 
せ
て
、
 
余
 
一
人
に
 
て
 漕
ぐ
。
 
背
か
ぬ
 

氣
 の
春
浪
 
、
僕
に
 
一
つ
の
 
櫂
を
 
渡
せ
と
 
い
ふ
。
 
止
め
ょ
 
と 
云
へ
 
ど
も
 
背
か
す
。
 

一
つ
の
 
櫂
を
 
渡
し
た
 

る 

が
、
 
二
 三
分
に
 
し
て
 
止
み
ぬ
。
 
月
明
 
か
に
、
 
風
淸
 
く、 

#
 

• 
波
 湖
心
に
 
涌
く
。
 
西
に
 
富
士
山
、
 
東
に
 
鞍
掛
 
山
、
 

文
庫
 
山
、
 
南
に
 
三
國
 
山
、
 
北
に
 
神
 山
、
 
駒
ヶ
嶽
 
、
二
子
 
山
、
 
離
宮
 
塔
ヶ
 
島
の
 
上
に
 
縹
渺
 
た
り
。
 
む
か
し
の
 

春
浪
な
 
ら
ば
、
 
如
何
に
 
か
樂
 
し
か
ら
む
。
 
わ
れ
 
暗
に
 
涙
を
 
呑
む
。
 
夫
人
 
日
く
、
 
貴
方
は
 
相
 變
ら
ず
 
、
お
 
達
 



者
で
 
元
氣
で
 
結
構
 
也
と
。
 
病
め
 
6 夭

を
 
介
抱
せ
 
る 夭

 人
の
 
心
中
を
 
思
 ひ
て
、
 
わ
れ
 
更
に
 
暗
涙
を
 
呑
む
。
 

嗚
呼
 
春
浪
 
君
は
*
 
三
十
 
八
歲
の
 
壯
齡
を
 
以
て
、
 
世
を
 
去
れ
り
。
 
さ
る
 
文
人
の
 
連
中
の
 
机
を
 
竝
べ
 
た
る
 
處
 

に
て
、
 
春
浪
 
君
の
 
噂
は
 
じ
 ま
り
、
 
さ
て
、
 
春
浪
 
逝
け
り
。
 
こ
の
 
次
に
 
死
す
べ
き
 
文
士
は
 
誰
な
る
 
か
。
 
先
づ
 

大
町
 
桂
月
な
ら
 
ず
 や
と
 
云
 ひ
 あ
へ
 
り
と
 
か
や
。
 
如
何
な
 
れ
 は、 

斯
 か
る
 
こ
と
が
 
話
柄
と
 
な
り
し
 
ぞ
と
想
 
像
 

す
る
 
に、 

春
浪
は
 
大
い
に
 
酒
を
 
呑
め
り
。
 
故
に
 
早
世
せ
 
り。 

桂
月
 
も 善

く
 
飮
む
 
。
ま
た
 
同
じ
く
 
天
命
を
 
全
 

ぅ
す
る
 
能
は
 
ざ
ら
 
む
か
と
 
心
配
せ
ら
れ
 
た
る
に
 
あ
ら
さ
る
 
か
。
 
わ
れ
 
何
時
 
死
ぬ
 
る
か
を
 
知
ら
ざ
る
 
ガ
死
 

ぬ
る
ま
で
は
、
 
活
き
て
 
居
る
 
也
。
 f
 酒
不
 ri； 二 劉

 伶
 墓
 上
 土，』、 

死
し
て
 
は
 酒
は
 
飲
め
ざ
る
 
也
。
 
藤
 田
 東
 湖
 

が
 『
瓢
 兮
』
 の
 詩
の
 
中
に
 
日
く
、
 
『
夭
 壽
有
，
 
命
 非
 n 汝

罪
-
 
。
姓
名
 
且
附
 
n 驥
尾
，
 
偉
』
 
と。 

世
上
、
 
下
戸
の
 
徒
、
 

以
爲
 
へ
ら
く
、
 
酒
は
 
人
の
 
生
命
を
 
短
 か
く
す
と
。
 
さ
れ
 
ど、 

七
福
神
の
 
一
に
 數
 へ
ら
れ
た
 
る 福

 祿
壽
を
 
見
 

ょ。 
現
に
 
支
那
に
 
あ
り
た
，
 〇 し

 人
 也
。
 
賣
卜
を
 
業
と
 
し
て
、
 
酒
に
 
代
 ふ
。
 
朝
に
 
召
さ
れ
て
、
 
何
歲
な
 
る
か
 

と 問
 は
れ
た
 
る
に
*
 
臣
は
 
酒
を
 
飲
ま
ず
 
ん
ば
 
物
言
 
ふ
 能
は
 
ず
と
 
い
ふ
。
 
酒
を
 
飮
ま
さ
 
る。 

因
つ
 
て
 日
く
、
 

臣
は
黃
 
河
の
 
澄
む
 
を
 幾
度
 
も 見

た
.
 〇 と。 

黃
河
は
 
千
年
に
 
し
て
 
一
度
 澄
む
 
と
稱
せ
 
ら 

る。 
其
黃
河
 
の
 澄
む
 



を
 

見
た
 

る
福
祿
 

壽
は
數
 

千
年
 

も
活
 

き
た
る
 

譯
 

也
。
 

而
 

し
て
 

善
く
 

酒
を
 

呑
め
り
。
 

酒
豈
に
 

必
ず
し
も
 

人
の
 

生
 

命
を
 

短
く
 

す
る
 

も
の
な
ら
 

む
 

や
。
 

さ
れ
 

ど
 

春
浪
 

君
は
 

或
は
 

酒
の
 

爲
め
に
 

生
命
を
 

縮
め
ら
れ
た
 

6 
か
も
し
れ
 

ず
。
 

果
し
て
 

然
ら
ば
 

，
共
に
 

痛
飮
 

し
た
り
し
 

余
 

も、
 

其
 

貴
な
 

し
と
い
 

ふ
を
 

得
ず
。
 

恐
縮
 

千
 

萬
の
 

次
第
 

也
 

0 

嗚
呼
 

押
 

川
春
浪
 

君
は
 

逝
け
り
。
 

人
、
 

神
に
 

あ
ら
ざ
る
 

以
上
は
、
 

何
人
も
 

長
所
 

あ
る
と
 

共
に
 

短
所
な
 

き
に
 

は
 

あ
ら
ず
。
 

春
浪
 

君
は
 

酒
癖
の
 

み
な
ら
ず
、
 

他
に
 

短
所
 

も 
あ
り
し
 

な
る
べ
し
。
 

さ
れ
 

ど
、
 

春
浪
 

君
は
、
 

澆
 

季
の
 

世
に
、
 

ょ
く
も
 

斯
る
 

快
男
子
が
 

と 
思
は
 

る
、
 

人
な
 

り
き
。
 

金
錢
 

を
視
る
 

こ
と
 

土
芥
の
 

如
く
、
 

死
を
 

視
る
 

こ
と
 

歸
す
 

る
が
 

如
く
、
 

不
義
 

不
正
を
 

視
る
 

こ
と
 

蛇
蝎
の
 

如
く
、
 

明
治
の
 

文
壇
に
 

冒
 

險
小
說
 

の
 

一
派
を
 

開
き
 

て
 

士
氣
を
 

鼓
舞
し
、
 

兼
ね
て
 

運
動
に
 

青
年
を
 

鼓
舞
せ
 

り
。
 

雜
誌
の
 

『
冒
險
 

世
界
』
 

は
 

春
浪
に
 

依
り
て
 

創
 

ま
 

れ
 

り
。
 

後
、
 

轉
 

じ
て
、
 

『
武
俠
 

世
界
』
 

を
 

創
め
た
り
。
 

武
俠
 

冒
險
が
 

春
浪
 

か
、
 

春
浪
が
 

武
 

俠
冒
險
 

か
と
、
 

世
 

を
 

擧
 

つ
て
 

仰
望
せ
 

し
む
。
 

偉
な
る
 

哉
春
浪
 

君
、
 

君
の
 

肉
 

體
は
朽
 

つ
る
 

こ
と
 

あ
る
 

も、
 

君
の
 

精
神
は
 

死
す
 

る 
も 

の
に
 

あ
ら
ず
。
 

君
の
 

精
神
の
 

死
な
ん
 

と
き
は
、
 

卽
ち
 

我
が
 

日
本
 

帝
國
の
 

滅
亡
せ
 

む
 

時
 

也
。
 

日
本
 

帝
 

國
の
存
 

在
す
 

る 
限
り
は
、
 

君
 

や
 

死
せ
 

ず
。
 

嗚
呼
 

押
 

川
春
浪
 

君
、
 

願
く
 

は
 

瞑
目
せ
ら
れ
 

ょ
。
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一 

醉
中
の
 
小
 栗
 風
 葉
 

風
 葉
は
 
小
說
 
家
中
の
 
快
男
子
な
 
り。 

一
身
す
 
ベ
て
、
 
こ
れ
 
才
と
氣
 
、
胸
中
の
 
嘉
塊
 
、
酒
に
 
和
し
て
 
迸
り
 

出
づ
 
。
嘗
て
 
共
に
 

一 酒
 樓
に
飮
 
む
。
 

一
座
 五
六
 
人
、
 
み
な
 
文
壇
の
 
名
士
な
 
り。 

一
婢
 、
紙
を
 
展
べ
て
 
揮
毫
 

を
 乞
 ふ。 

み
な
 
諾
 し
て
 
書
す
。
 
句
 あ
り
。
 
詩
 あ
り
。
 
麄
あ
 
り。 

他
の
 
婦
 、
同
じ
く
 
乞
 ふ。 

ま
た
 
書
す
。
 

そ 

の
 婦
 、
生
 
意
氣
 
に
も
、
 
梅
花
の
 
傍
に
、
 
茅
屋
を
 
書
き
 
加
 ふ
。
 
風
 葉
 見
て
、
 
そ
の
 
紙
を
 
引
き
 
や
ぶ
き
、
 
呵
々
 

大
笑
す
。
 

か
、
 
る
處
 
に、 

風
 葉
の
 
面
目
 
躍
如
た
る
を
 
覺
ゆ
 
る
な
 
り。 
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田
 
岡
嶺
雲
 

不
仕
合
 
せ
な
る
 
田
 岡
嶺
雲
 

世
の
 
所
謂
 
不
仕
 
合
せ
な
る
 
人
を
 
大
別
 
す
れ
ば
、
 

一一 通
り
 
あ
り
。
 
そ
の
 
一
は
、
 
大
我
 
的
の
 
人
な
る
 
が
、
 
識
 

見
 あ
り
、
 
主
義
 
あ
り
、
 
信
念
 
あ
り
て
、
 

一
身
の
 
得
 喪
、
 
生
死
の
 
外
に
 
超
脫
 
し、 

世
の
 
爲
め
 
道
の
 
爲
 め
に
、
 

言
は
 
ね
ば
な
ら
ぬ
 
こ
と
を
 
言
 ひ
、
 
爲
 さ
ね
ば
 
な
ら
ぬ
 
こ
と
を
 
爲
す
 
も
の
な
 
り
。
 
そ
の
 
一一は、 

小
我
 
的
の
 
人
 

に
し
て
、
 
或
は
 
才
を
恃
 
み
、
 
或
は
 
氣
を
負
 
ひ
て
、
 
狷
 介
孤
峭
 
、
入
り
て
も
 
•
出
で
 
て
 も、 

兎
角
、
 
身
邊
の
 

事
が
 
瘊
に
 
さ
は
り
 
て
、
 
不
平
 
多
く
、
 
愚
痴
の
 
絕
ぇ
 
ざ
る
 
も
の
 
也
。
 
こ
の
 
二
者
 
い
づ
れ
 
に
し
て
も
、
 
世
の
 
所
 

謂
 仕
 合
な
る
 
べ
き
 
笞
な
 
し
。
 
而
 し
て
、
 
形
は
 
同
じ
く
 
不
仕
 
合
な
 
れ
ど
 
も、 

そ
の
 
心
に
は
 
雲
泥
の
差
 
あ
り
。
 

前
者
は
 
小
我
の
 
外
に
、
 
大
我
 
あ
り
。
 
仕
 合
不
仕
 
合
に
は
、
 
必
ず
し
も
 
重
き
を
 
置
か
ず
。
 
風
 吹
か
 
ば
 吹
け
、
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雨
 

降
ら
 

ば
 

降
れ
、
 

鼎
 

鑊
何
 

ぞ
辭
せ
 

ん
 

。
一
身
は
 

七
 

裂
 

八
 

裂
に
 

任
 

か
す
。
 

如
何
に
 

迫
害
せ
 

ら
 

る
、
 

も
 

人
を
 

怨
 

み
ず
。
 

死
す
 

と
も
 

天
を
 

咎
め
ず
。
 

後
者
は
 

小
我
の
 

外
に
、
 

大
我
な
 

し
。
 

小
 

達
す
れ
ば
 

天
に
 

も
 

昇
る
 

心
地
し
、
 

小
窮
 

す
れ
ば
、
 

地
獄
に
 

も 
落
ち
た
 

る 
心
地
す
。
 

氣
隨
が
 

通
ら
 

ざ
れ
ば
 

と
て
 

人
を
 

怨
み
*
 

我
儘
が
 

通
ら
 

ざ
れ
 

ば
と
 

て
 

天
を
 

咎
む
 

。
前
者
の
 

不
仕
 

合
は
 

覺
悟
の
 

上
な
 

り
。
 

不
仕
 

合
の
 

中
に
、
 

樂
 

天
地
 

あ
り
。
 

後
者
の
 

不
仕
 

合
は
、
 

覺
悟
を
 

經
た
る
 

も
の
に
 

あ
ら
ず
。
 

不
仕
 

合
の
 

中
に
 

閒
日
 

月
な
 

し。
 

前
者
を
 

譬
 

ふ
れ
ば
、
 

巖
 

頭
に
 

吠
 

ゆ
る
 

獅
子
 

也
。
 

後
者
を
 

譬
 

ふ
れ
ば
、
 

藩
裡
 

に
も
が
 

く 
小
羊
 

也
。
 
 

• 

田
 

岡
嶺
雲
 

嘗
て
 

高
等
 

學
 

校
に
 

入
り
 

た
れ
 

ど
も
、
 

病
の
 

爲
 

に
退
學
 

し、
 

後
に
 

文
科
 

大
學
の
 

選
科
を
 

卒
業
し
 

て、
 

敎
員
 

と
な
り
、
 

新
聞
記
者
と
 

な
り
、
 

津
 

山
に
 

赴
き
、
 

水
 

戸
に
 

赴
き
、
 

支
那
に
 

赴
き
 

た
れ
 

ど、
 

志
を
 

得
 

ず
。
 

終
に
 

不
治
の
病
に
 

罹
り
て
、
 

一
室
の
 

外
に
 

出
 

6 
能
は
 

ず
 

3 
妻
 

も
な
け
れ
ば
 

子
 

も
な
 

し。
，：
 

領
 

雲
の
 

如
#
 

は
 

世
の
 

所
謂
 

不
仕
 

合
な
る
 

も
の
 

也
。
 

さ
れ
 

ど
 

知
ら
す
、
 

前
者
 

か
、
 

後
者
 

か
。
 

わ
れ
 

嶺
 

雲
の
 

文
を
 

讀
 

む
こ
と
 

久
し
。
 

嶺
 

雲
の
 

文
に
は
、
 

氣
あ
 

り
、
 

熱
 

あ
り
、
 

血
 

あ
り
、
 

淚
あ
 

り。
-:
 

領
雲
 

ょ
く
 

人
を
 

罵
る
。
 

さ
れ
 

ど
、
 

人
を
 

僧
ん
で
 

罵
る
 

に
あ
ら
ず
。
 

主
義
に
 

因
り
て
 

罵
る
 

也
。
 

嶺
雲
 

ょ
く
 

世
を
 

嘲
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る
。
 

さ
れ
 

ど
、
 

世
を
 

恨
ん
で
 

嘲
る
 

に
 

#
 

ず
。
 

信
念
に
 

因
り
て
 

嘲
る
 

也
。
 

窮
 

し
て
 

屈
せ
ず
。
 

苦
ん
で
 

其
 

志
を
 

墮
さ
ず
 

。
不
治
の
病
に
 

罹
り
て
も
、
 

窮
愁
の
 

言
を
 

吐
か
す
。
 

悠
然
と
し
て
 

學
を
 

講
じ
、
 

泰
然
と
 

し
て
 

文
を
 

作
る
。
 

文
を
 

作
る
 

が
 

故
に
、
 

文
士
と
 

言
は
 

V 
、 

言
 

ふ
べ
 

け
れ
ど
も
、
 

武
士
の
 

血
を
 

傳
へ
た
 

る 
文
士
 

也
。
 

不
 

仕
 

合
と
は
 

云
へ
、
 

斷
じ
 

て
こ
れ
、
 

前
者
の
 

不
仕
合
 

也
。
 

わ
れ
 

嶺
 

雲
の
 

不
仕
 

合
な
る
 

を
悲
 

む
。
 

さ
れ
 

ど
、
 

不
仕
 

合
の
 

中
に
、
 

儼
然
と
し
て
 

武
士
 

的
 

態
度
を
 

有
す
る
 

を
欽
 

す
。
 

世
は
 

封
建
時
代
を
 

去
る
 

こ
と
 

久
し
く
な
る
 

に
つ
れ
 

て、
-:
 

領
雲
の
 

如
き
 

武
士
.
 

的
 

文
士
、
 

漸
く
 

其
 

跡
 

を
絕
 

た
ん
と
 

す
。
 

嗚
呼
 

わ
が
 

嶺
雲
 

自
愛
せ
 

ょ
。
 

數
 

奇
な
る
 

田
 

岡
嶺
雲
 

わ
が
 

友
 

田
岡
嶺
 

雲
、
 

終
に
 

日
光
の
 

客
舍
に
 

逝
き
ぬ
。
 

嶺
雲
が
 

醫
師
 

ょ
り
 

不
治
の
病
を
 

宣
告
せ
ら
れ
 

た
る
 

は
旣
に
 

數
 

年
の
 

前
に
 

在
り
。
 

醫
師
は
 

日
く
、
 

一
年
 

半
の
 

命
し
 

か
 

無
 

か
る
べ
 

し
と
。
 

さ
る
に
 

j 
年
 

半
を
 

經
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と
も
、
 
死
せ
 
ず
。
 
其
 後
 更
に
 
一
年
 半
を
 
經
れ
 
ど
も
、
 
な
ほ
 
死
せ
 
ざ
り
 
き
。
 
其
 間
、
 
嶺
雲
は
 
泰
然
と
 
し
て
 
生
 

死
を
 
度
 外
に
 
付
し
た
り
。
 
而
 し
て
 
靜
に
 
書
を
 
讀
め
 
り
。
 
矻
 々
と
し
て
 
著
述
に
 
從
事
 
せ
り
。
 
毫
も
 
死
神
の
 
直
 

ち
に
 
後
に
 
逼
れ
 
る
を
 
知
ら
ざ
る
 
が
 如
し
。
 
數
奇
傳
 
の
 
一
部
、
 
實
に
其
 
最
後
の
 
著
述
な
 
り
。
 
在
來
我
 
國
に
自
 

叙
 傳
な
 
き
に
 
非
る
 
が
、
 
數
奇
傳
 
の
 如
き
 
瑕
瑜
掩
 
は
ざ
る
 
思
 ひ
 切
つ
 
た
る
 
書
き
方
の
 
自
叙
 
傳
は
 
、
全
く
 
空
前
 

也
。
 
嗚
呼
 
嶺
雲
は
 
數
奇
傳
 
を
 以
て
 
死
せ
 
り
。
 

一
死
 大
に
振
 
ひ
た
る
 
哉
。
 
西
 行
 法
師
 
歌
つ
て
 
日
く
 
『
願
は
 
く 

は
 花
の
 
下
に
て
 
我
 死
な
ん
 
そ
の
き
 
さ
ら
ぎ
 
の
 望
月
の
 
頃
』
 
と
。
 
同
じ
く
 
死
ぬ
 
る
な
ら
 
關
東
 
第
一
の
 
名
山
な
 

る 日
光
 
山
の
 
下
、
 
世
に
 
も 淸

洌
を
 
極
む
 
る
大
 
谷
川
の
 
畔
 。
嶺
 
雲
は
 
死
所
を
 
得
た
 
る 哉

。
 



晚
 成
の
 
人
た
 
る
べ
き
 
齋
藤
 
野
の
 
人
 

嗚
呼
、
 
齋
藤
 野
の
 
人
 逝
け
り
。
 
わ
れ
、
 
は
じ
め
て
 
野
の
 
人
に
 
逢
 ひ
し
 
時、 

謂
つ
て
 
日
く
、
 
君
は
 
不
肖
の
 

弟
な
 
り
と
。
 
わ
れ
、
 
在
来
 
こ
の
 
筆
法
の
 
惡
謔
を
 
初
見
の
 
人
に
 
試
み
し
 
こ
と
 
少
な
か
ら
 
す。 

嘗
て
 
之
を
 
馬
揚
 

孤
蝶
に
 
試
み
た
り
 
き
。
 
橫
井
時
 
雄
に
 
も 試

み
た
り
 
き
。
 
新
 渡
 戶
馎
士
 
に
も
 
試
み
た
り
 
き
。
 

余
は
 
か
く
 
野
の
 
人
に
 
向
つ
て
 
試
み
し
 
時
、
 
野
の
 
人
の
 
之
に
 
應
ぜ
し
 
態
度
ょ
り
 
判
じ
て
、
 
诀
 し
て
 
不
宵
の
 

弟
に
 
あ
ら
ざ
る
 
こ
と
を
 
知
れ
り
。
 
近
く
 
太
陽
に
 
出
で
 
た
る
 
嘲
 風
 博
士
の
 
弔
文
を
 
讀
み
 
、
そ
れ
と
 
拉
 び
て
 
出 

で
た
 
る 野

の
 
人
の
 
絕
筆
 
、
吾
が
 
意
志
の
 
一
篇
を
 
讀
 み
て
、
 
益
々
 
不
肯
の
 
弟
に
 
あ
ら
ざ
る
 
こ
と
を
 
知
れ
り
。
 

野
の
 
人
の
 
兄、 

高
山
 
搏
牛
 
は、 

絕
大
の
 
奇
才
な
 
り。 

そ
の
 
才
 や、 

そ
の
 
學
や
 
、
其
 
人
物
 
や
、
 
才
 華
爛
發
 

常
人
を
 
し
て
 
走
 ゎ 

且
つ
 
畺
れ
 
し
む
。
 
さ
れ
 
ど、 

野
の
 
人
 だ
け
の
 
精
神
 
氣
魄
 
あ
り
し
 
や
 否
や
は
 
疑
問
 
也
。
 
樗
 



牛
 心
 交
の
 
友
な
 
ろ 嘲

 風
 も 

云
へ
 
り
、
 
意
志
の
 
繁
固
な
 
る こ

と
は
、
 
稼
 牛
 そ
の
 
弟
に
 
及' は

ず
と
。
 

野
の
 
人
は
 
其
 兄
よ
り
 
數
年
 
お
く
れ
て
 
大
學
を
 
出
で
 
た
る
 
も、 

兄
の
 
如
き
 
名
は
 
無
し
。
 
そ
の
 
名
の
 
如
く
、
 

野
の
 
人
な
 
り
。
 
名
を
 
求
め
ず
。
 
榮
 達
を
 
求
め
ず
。
 
妻
ま
で
 
も 求

め
ず
。
 
兄
弟
み
 
な
 肺
病
に
 
倒
れ
、
 
己
れ
 
も 

亦
 同
じ
く
 
肺
病
に
 
罹
り
た
 
る も、 

窮
愁
の
 
言
を
 
吐
か
ず
。
 
さ
れ
ば
 
と
て
、
 
茫
然
自
失
せ
 
る
に
は
 
あ
ら
ず
。
 

よ
く
 
貧
に
 
處
 し、 

錢
盡
 
く
る
 
も
晏
 
然
と
し
て
、
 

一
日
 
も
硏
 
究
の
步
 
を
と
 

V' め
ず
。
 
十
九
 
世
紀
 
文
明
の
 
由
る
 

所
を
 
窮
め
て
、
 
希
臘
 
主
義
に
 
到
達
し
、
 
希
臘
 
語
を
 
修
め
て
、
 

ホ 
メ
ー
 
ル
の
 
原
詩
を
 
味
 
ひ
、
 
餘
勇
 
日
本
に
 
及
 

び
て
、
 
北
齋
を
 
或
點
に
 
於
て
 
世
界
一
と
 
稱
 し、 

在
 來
奈
良
 
朝
の
 
美
術
史
を
 
硏
究
 
せ
し
 
も
の
、
 
妄
を
 
辨
ぜ
む
 

と
す
。
 
こ
れ
 
豈
 に
不
肯
 
の
 弟
な
ら
 
む
 や
。
 

樗
 牛
の
 
文
は
、
 
氣
が
 
利
き
て
、
 
而
 か
も
 
步
趨
 
堂
々
 
た
り
。
 
野
の
 
人
の
 
文
は
、
 
多
少
の
 
才
も
 
あ
り
、
 
殊
に
 

氣
熱
も
 
あ
り
 
た
れ
 
ど
、
 
緩
く
 
し
て
 
間
の
 
拔
け
た
 
る 所

 も あ
り
。
 
文
字
の
 
使
用
の
 
お
 ほ
つ
 
か
な
き
 
所
 さ
へ
 
あ
 

り
。
 
察
す
る
 
に
、
 
こ
れ
 
漢
學
の
 
素
養
の
 
有
無
 
深
淺
 
に
よ
り
て
 
岐
れ
 
た
る
 
所
 多
き
 
に
あ
ら
ざ
る
 
か
。
 
少
 く
と
 

も、 
文
字
の
 
使
用
の
 
技
倆
は
、
 
こ
れ
よ
り
 
岐
れ
 
た
る
べ
 
し
と
 
信
ず
。
 
嘲
 風
 博
士
 
と
て
も
、
 
亦
 之
を
 
兔
れ
ず
 

0 



唯
 野
の
 
人
に
 
比
す
れ
ば
、
 

や
、
 
氣
が
 
利
き
て
、
 
女
性
的
 
優
美
の
 
分
子
 
あ
る
を
 
異
な
れ
り
 
と
す
。
 
さ
は
 
云
へ
 

誠
意
を
 
以
て
 
兄
を
 
引
導
し
、
 
ま
た
 
弟
を
 
引
導
す
。
 
高
山
 
兄
弟
は
、
 
生
前
 
も、 

死
後
 
も、 

嘲
 風
の
 
厚
情
に
 
浴
 

す
る
 
こ
と
 
大
也
 
。
淚
 
あ
る
の
 
人
と
 
云
 ふ
べ
き
 
哉
。
 
わ
れ
 
野
の
 
人
と
 
相
 見
し
 
こ
と
 
二
 三
 囘
に
 
過
ぎ
ざ
る
 
が
、
 

同
じ
く
 
大
久
保
 
村
に
 
住
め
り
。
 
日
夕
 
其
 門
前
を
 
往
來
す
 
。
而
 
し
て
 
入
ら
ず
。
 
野
の
 
人
 も 亦

 我
を
 
訪
は
ず
 

。 

折
 0
ノ
\
 
其
 家
よ
り
 
ピ
ア
ノ
の
 
音
の
 
洩
 る
、
 
を
 聞
き
た
り
。
 

こ
れ
 
不
治
の
病
に
 
雌
伏
す
 
る 人

の
 
手
す
 
さ
び
 

か
と
、
 
心
に
は
、
 
世
の
 
無
情
を
 
感
ぜ
 
ざ
り
 
し
に
 
も あ

ら
ず
。
 
さ
き
に
 
小
 泉
 八
 雪
 先
生
 
も、 

同
じ
く
 
大
久
保
 

村
に
 
逝
け
り
。
 
大
久
保
 
村
何
ぞ
 
精
神
の
 
人
に
 
緣
あ
る
 
や
。
 
わ
れ
は
 
未
だ
 
佛
敎
の
 
不
死
 
不
 生
、
 
耶
蘇
 
敎
の
靈
 

魂
 不
滅
を
 
信
す
 
る
ま
で
に
 
は
 至
ら
 
ざ
れ
 
ど
も
、
 
精
神
の
 
不
滅
は
、
 
之
を
 
信
ず
。
 
精
神
に
 
大
小
 
强
弱
 
あ
り
。
 

野
の
 
人
の
 
精
神
は
 
强
 く
し
て
 
大
 也
。
 
宇
 笛
 間
に
 
印
象
す
 
る こ

と
 
深
 か
る
べ
 
し。 

戶
山
 
原
頭
、
 
銃
 聲
絕
 
え
て
、
 

天
地
 
閬
寂
た
 
6 の

 夜
、
 
八
 雲
 先
生
と
 
野
の
 
人
と
 
S
 精
神
 
相
會
 
し
て
、
 
天
花
繽
 
紛
 、
異
 香
よ
 
も
に
 
迸
る
 
こ
と
 

も
や
 
あ
ら
む
。
 
m
 に、 

早
熟
の
 
人
 あ
り
。
 
晚
成
の
 
人
 あ
ゎ
。
 
野
の
 
人
は
 
晚
成
の
 
人
な
る
 
べ
し
。
 
典
 志
の
 
半
 

ば
に
 
し
て
 
逝
き
た
 
る
は
、
 
惜
む
べ
 
け
れ
ど
も
、
 
其
 精
神
は
 
永
刼
 波
動
し
て
 
絕
え
じ
 
野
の
 
人
 瞑
せ
 
よ。 

87 



一
代
の
 
才
人
 
齋
藤
綠
 
雨
 

棺
を
 
蓋
ぅ
て
 
名
、
 
定
ま
る
。
 
綠
雨
 
死
せ
 
り
。
 

一 一
三
 度
 面
晤
せ
 
し
に
 
過
ぎ
ざ
る
 
も、 

そ
の
 
文
才
に
 
感
歎
す
 

る
 も
の
な
 
り
。
 
友
と
 
し
て
 
^
 は
む
 
に
 由
な
 
し。 

む
し
ろ
 
冷
 か
に
 
そ
の
 
長
所
を
 
評
論
す
 
る
が
、
 
亡
き
 
文
士
を
 

弔
 ふ
 所
以
な
ら
 
ず
と
 
せ
む
 
や
。
 

綠
雨
が
 
一
生
の
 
間
、
 
世
に
 
殘
し
 
た
る
は
、
 

十
 數
篇
の
 
小
說
と
 
皮
肉
 
漫
評
と
 
あ
る
に
 
過
ぎ
ず
。
 
殊
に
 
晚
年
 

は
*
 
全
く
 
小
說
の
 
筆
を
 
絕
 ち
て
、
 
を
り
^
-
 
漫
評
を
 
も
の
せ
 
し
の
み
。
 
そ
の
 
皮
肉
の
 
筆
は
、
 
ほ
と
ん
ど
 
綠
 

雨
の
 
獨
壇
な
 
り
き
。
 
余
は
 
必
ず
し
も
 
そ
の
 
小
說
に
 
感
服
せ
 
ず
。
 
そ
の
 
評
論
に
 
も 感

服
せ
 
ず
。
 
さ
れ
 
ど
 
一
種
 

の
 文
章
 
家
と
 
し
て
、
 
そ
の
 
文
才
に
 
感
服
せ
 
ざ
る
を
 
得
ず
。
 
綠
雨
 
は
、
 
明
治
 
年
間
、
 
最
も
 
文
章
に
 
苦
心
し
た
 

る
 
一
人
な
 
り
。
 
鏤
心
雕
 
骨
と
は
、
 
こ
の
 
人
の
 
謂
 ひ
か
。
 
そ
の
 
筆
、
 
銳
 く
し
て
 
氣
力
 
あ
り
。
 
思
 ふ
に
、
 
そ
の
 



人
、
 
氣
を
以
 
て
 勝
れ
た
 
る
 
も
の
に
 
て
"
 
心
 
こ
ま
か
く
、
 
觀
察
 
凡
な
ら
 
ず
。
 
そ
の
 
文
を
 
屬
す
る
 
や
、
 
經
營
慘
 

澹
 、
一
字
 
苟
 く
も
せ
 
す
。
 
句
々
 
す
べ
て
 
金
玉
な
 
り
。
 
满
腔
 
詩
趣
 
あ
り
、
 
巧
緻
 
纖
麗
 
"
恰
も
 
錦
 e
 の
 如
き
 
叙
 

事
の
 
文
 も 

あ
れ
ば
、
 
放
言
 
痛
罵
、
 
奇
矯
 
極
め
て
 
人
の
 
肺
腑
を
 
刺
す
 
漫
評
の
 
筆
 も あ

り
。
 
才
 情
と
 
就
 癖
 不
平
 

の
氣
 
と
を
 
兼
ね
 
備
 
へ
て
、
 
よ
く
 
美
し
く
 
又
よ
 
く
奇
な
 
り
。
 
殊
に
 
其
寸
鐵
 
殺
人
的
の
 
評
論
は
、
 
綠
 雨
の
 
前
に
 

綠
雨
な
 
く、 

綠
 雨
の
 
後
に
 
綠
雨
な
 
か
ら
む
。
 

そ
の
 
文
、
 
日
本
の
 
文
壇
に
 
異
彩
を
 
放
て
り
。
 
餘
り
鎞
 
鍊
に
過
 
ぐ
れ
ば
、
 
文
 却
っ
て
 
生
 氣
を
失
 
ふ
こ
と
 
あ
 

り
。
 
紅
葉
の
 
如
き
は
 
時
に
 
こ
の
 
弊
 あ
る
を
 
免
れ
 
ざ
り
 
し
か
 
ど
"
 
綠
 雨
に
"
 
こ
の
 
弊
な
 
か
り
し
 
は
、
 
才
 あ
る
 

の
み
な
ら
ず
、
 
か
ね
て
 
氣
あ
 
り
た
れ
ば
 
な
り
。
 

余
は
 
ま
た
 
綠
 雨
に
 
於
て
、
 
藝
術
的
 
良
心
を
 
見
る
。
 
こ
の
 
點
は
 
、
紅
葉
に
 
相
 同
じ
。
 
文
士
、
 
文
を
 
賣
れ
 
ば
、
 

境
 i
i
 上
、
 
濫
作
せ
 
ざ
る
を
 
得
ざ
る
 
こ
と
 
あ
れ
 
ど
も
、
 
藝
術
的
 
精
神
 
あ
る
 
も
の
は
、
 
決
し
て
 
氣
に
 
入
ら
ぬ
 
作
 

を
 公
に
 
せ
ず
。
 

一
生
 窮
境
に
 
在
り
た
 
る
が
 
如
し
。
 
彼
が
 
才
筆
と
 
名
聲
 
と
を
 
以
て
す
れ
ば
、
 

多
く
 
文
を
 
作
り
 

て
、
 
身
を
 
窮
境
よ
り
 
脫
せ
む
 
こ
と
は
、
 
必
ず
し
も
 
難
か
ら
 
ざ
る
べ
 
し
。
 
さ
れ
 
ど
、
 
彼
は
 
氣
に
 
人
ら
 
ざ
れ
ば
、
 



妄
り
に
 
作
ら
 
ざ
り
 
し
な
り
。
 
如
何
に
 
窮
 す
る
 
も 妄

り
に
 
作
ら
 
ざ
り
 
し
な
り
。
 
さ
れ
ば
、
 
彼
の
 
作
は
 
多
か
ら
 

ず
。
 
さ
れ
 
ど、 

そ
の
 
作
は
、
 
總
て
み
 
な
 彼
の
 
心
血
を
 
灑
ぎ
 
た
る
 
好
 文
字
な
 
り
。
 
綠
雨
の
 
評
論
は
、
 
觀
 一 2
 

方
に
 
偏
し
、
 
す
ね
 
過
ぎ
、
 
ひ
が
み
 
過
ぎ
、
 
繼
兒
的
 
眼
孔
を
 
以
て
、
 
人
生
を
 
觀
た
 
る
が
 
如
き
 
弊
 あ
れ
 
ど
も
、
 

寸
言
の
 
中
に
、
 
往
々
 
直
觀
的
 
眞
理
を
 
見
る
。
 
多
く
 
書
を
 
讀
み
 
、
多
く
 
古
人
の
 
思
想
の
 
跡
を
 
た
ど
 
0 

て
、
 
正
 

大
 ら
し
く
 
議
論
の
 
陣
を
立
 
つ
る
は
、
 
難
き
 
に
似
て
、
 
實
は
 
易
し
。
 
こ
け
お
ど
し
に
は
 

都
合
ょ
 
け
れ
ど
、
 

さ 

ま
で
 
價
値
 
あ
る
 
も
の
に
 
あ
ら
ず
。
 
綠
雨
 
や
、
 
才
と
氣
 
と
を
 
以
て
、
 
書
物
 
以
外
に
、
 
人
生
を
 
直
觀
 
す
。
 
而
し
 

て
ょ
 
く 奇
警
な
る
 も
の
 あ
り
。
 
適
切
な
る
 も
の
 
あ
り
。
 
こ
れ
 村
學
究
 輩
の
 容
易
に
 企
及
す
べ
か
ら
ざ
る
 所
。
 

綠
 雨
の
 
評
論
は
、
 
こ
の
 
點
に
 
於
て
 
價
値
 
あ
る
な
 
り
。
 

綠
雨
 
は
も
と
 
小
說
を
 
以
て
 
文
壇
に
 
立
ち
た
 
る も

の
な
る
 
が
、
 
何
故
に
 
之
を
 
早
く
 
廢
し
た
 
る
か
。
 
思
 ふ
に
、
 

目
の
 
方
が
 
肥
え
す
 
ぎ
て
、
 
其
 手
腕
 其
 藝
術
的
 
良
心
に
 
か
な
は
 
ざ
る
を
 
自
覺
 
し
た
る
 
に
 [A1 る

な
る
 
ベ
 し
。
 
綠
 

雨
は
、
 
明
治
の
 
一
小
說
 
家
な
 
れ
ど
 
も
、
 
終
に
 
第
一
流
の
 
小
說
 
家
に
は
 
あ
ら
ず
。
 
そ
の
 
漫
評
は
、
 
或
は
 
自
ら
 

本
意
と
 
せ
 
〇 も
の
に
 
あ
ら
ざ
る
 

ベ
け
 れ
ど
 も
、
 
彼
の
 本
色
は
、
 
却
つ
 
て
 之
に
 あ
ら
は
 
れ
 rl り

。
 
時
に
 通
を
 90 



ふ
り
 
廻
は
 
す
が
 
如
き
は
、
 
た
ま
^
-
以
て
 
そ
の
 
心
 こ
ま
か
く
、
 
觀
察
 
の
す
 
る ど

き
を
 
見
る
べ
し
。
 
齒
 牙
に
 

か
く
る
 
に
も
 
足
ら
ざ
る
 
攻
擊
 
に
も
、
 
必
ず
 
答
へ
 
で
は
 
止
ま
 
^
 
り
し
は
、
 
量
な
 
き
に
 
似
 
た
れ
 
ど
も
 

ま
た
 
詩
 

人
的
 
性
格
と
 
し
て
 
妨
げ
ず
。
 

之
を
 
要
す
る
に
、
 

そ
の
 
人
奇
 
に
し
て
、
 
文
も
從
 
つ
て
 
奇
な
 
り
。
 
一
生
の
 
心
血
を
 
文
章
に
 
寄
せ
て
、
 
そ
の
 

文
、
 
千
古
、
 
文
壇
に
 
異
彩
を
 
放
つ
 
に
 
足
り
、
 
詩
人
に
 
最
も
 
重
ん
ず
べ
き
 
藝
術
的
 
良
心
を
 
具
へ
、
 
村
學
 
態
度
 

を
は
な
 
れ
 、
眞
理
 
を
 It 觀

 し
た
る
 
は
綠
 
雨
の
 
特
長
に
 
し
て
、
 
綠
雨
が
 
文
人
に
 
し
て
 
生
命
 
あ
る
 
所
な
 
り
。
 

あ
は
れ
 
や
、
 
一
代
の
 
才
人
、
 
早
く
 
不
治
の
病
に
 
罹
り
、
 
幾
ん
 
ど
 
一
生
を
 
B
 軻
 落
魄
の
 
間
に
 
過
し
、
 
末
路
 
殊
に
 

悲
慘
を
 
極
め
て
、
 
有
情
の
 
士
を
 
し
て
、
 
酸
鼻
に
 
堪
へ
 
ざ
ら
 
し
む
る
 
も、 死

 す
れ
ば
 
凡
て
 
夢
 也
。
 
天
は
 
綠
雨
の
 

肉
體
を
 
苦
め
 
た
り
。
 
さ
れ
 
ど
 綠
雨
の
 
才
筆
は
 
永
く
 
天
地
の
 
間
に
 
留
る
 
。
之
を
 
以
て
、
 
彼
に
 
か
ふ
べ
 
け
 t; や

。
 

若
し
 
余
が
 
綠
雨
 
に
あ
き
 
た
ら
ぬ
 
所
を
 
云
は
 
V 、 

過
敏
、
 
奇
矯
、
 
狹
量
 
、
す
ね
る
 
こ
と
、
 
ひ
が
む
 
こ
と
、
 

通
が
 
る こ

と
な
 
ど
に
 
失
し
て
、
 
正
大
、
 
高
雅
、
 

一蒙 壯
 、
洒
脫
 
、
溫
藉
 
な
ど
の
 
趣
を
 
缺
く
 
。
紅
葉
を
 
藝
 者
の
 

文
字
 
あ
る
 
者
と
 
す
れ
ば
、
 
綠
雨
は
 
酌
婦
の
 
文
字
 
あ
る
 
者
な
 
り
。
 
典
に
 
女
性
的
 
文
士
な
 
り
。
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才
の
人
 
福
 地
櫻
痴
 

櫻
痴
は
 
、
才
の
 
人
な
 
〇 と

は
、
 
萬
 ロ
ー
 
 音
に
 
云
 ふ
 所
な
る
 
べ
し
。
 
元
來
 
、
才
は
 
、
世
に
 
必
要
な
る
 
も
の
 

な
れ
 
ど
も
、
 
尊
く
 
は
 あ
ら
ぬ
 
も
の
 
也
。
 
櫻
痴
は
 
、
才
の
 
人
の
 
中
の
 
才
の
人
 
也
。
 
才
の
 
人
は
、
 
浮
世
に
 
衣
食
 

す
る
 
に
は
、
 
調
法
な
 
れ
ど
 
、
づ
ぬ
 
け
て
、
 
え
ら
く
 
は
な
れ
ず
。
 
才
の
 
人
な
る
 
櫻
痴
 
は， 

何
を
 
さ
せ
て
も
、
 

人
拉
 
よ
り
は
、
 
少
し
よ
 
く
出
來
 
た
り
。
 

口 も 達
者
 
也
、
 
本
 も
よ
 
め
る
、
 
字
 も 

か
け
る
、
 
世
才
 
も 
あ
り
、
 
學
 

才
も
 
あ
り
。
 
之
を
 
役
人
に
 
す
れ
ば
、
 
書
記
官
、
 
も
し
く
は
、
 
秘
書
官
の
 
材
 也
。
 
大
臣
の
 
器
に
 
あ
ら
ず
。
 
會
 

社
に
 
も
ち
 
ゆ
け
ば
、
 
重
役
に
 
な
り
 
得
べ
き
 
も、 

社
長
と
 
な
り
て
、
 
奇
 利
を
 
博
し
 
得
べ
き
 
手
腕
 
も
な
 
く、 

貫
 

目
 も
な
か
る
べ
し
。
 

む
か
し
は
、
 

大
久
保
 

、
木
戶
 

、
伊
藤
、
 

大
隈
諸
 公
に
 愛
せ
ら
れ
し
 

と
の
 
事
な
る
 が
、
 

こ
れ
 
そ
の
 
才
の
憐
 
ま
れ
し
 
な
る
べ
し
。
 
到
底
、
 
櫻
痴
 
は
、
 
使
は
 
る
、
 
人
 也
。
 
使
 ふ
 人
に
 
非
ず
。
 
げ
 に
櫻
痴
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の
 
一
身
は
 

す
べ
て
 
こ
れ
才
 
◦
い
ろ
^
^
*
 
の
才
、
 か
 有
り
す
 
ぎ
て
、
 
智
 無
し
。
 
あ
つ
て
も
 
小
 也
。
 
學
な
 
し。 

あ
つ
て
も
、
 
こ
わ
と
 
い
ふ
 
專
 門
の
 
學
は
 
あ
ら
ず
。
 
識
な
 
し
。
 
あ
つ
て
も
 
遠
大
に
は
 
あ
ら
ず
。
 
淚
な
 
し
。
 
あ
 

つ
て
も
 
血
を
 
ふ
く
め
る
 
淚
は
 
あ
ら
ず
。
 
た
 
V 輕

薄
な
 
ら
ず
 
、
不
人
情
な
ら
 
ず
と
 
い
ふ
ま
で
 
也
 。
小
才
 
子
よ
 

り
は
、
 
少
し
 
上
の
 
才
子
 
也
。
 
氣
は
 
あ
れ
 
ど
も
、
 
膽
は
 
無
し
。
 
少
し
 
ば
か
り
の
 
瘦
 我
慢
は
 
あ
れ
 
ど
も
、
 
骨
は
 

無
し
。
 
情
に
 
も
ろ
く
 
し
て
、
 
酷
薄
な
 
事
は
 
せ
ず
。
 
潔
癖
に
 
し
て
、
 
人
に
 
迷
惑
 
か
け
す
。
 
野
心
 
あ
り
、
 
名
譽
 

心
 
盛
な
 

れ
ど
銅
 

臭
は
 

帶
び
ず
 

。
こ
の
 

點
が
 

、
少
し
 

ば
か
り
 

詩
人
 

肌
 

也
"
 

全
く
の
 

俗
物
に
は
 

非
ず
。
 

さ
れ
 

ど
 

詩
人
に
 
非
ず
。
 
高
士
に
 
弗
ず
。
 
仁
人
に
 
あ
ら
ず
。
 
政
治
家
に
 
あ
ら
ず
。
 
學
 者
に
 
非
ず
。
 
一
 蒙 傑
に
 
非
ず
。
 
少
 

.
し
大
 な
る
 
才
子
 
也
。
 
世
に
 
調
法
な
る
 
人
 也
。
 
毒
に
 
も
な
ら
 
ね
ば
、
 
か
く
べ
つ
、
 
藥
 に
も
な
ら
 
ず
。
 



一
代
の
 
文
章
 
家
 藤
 岡
東
圃
 

嗚
呼
、
 
藤
 岡
 東
圃
は
 
果
し
て
 
死
し
た
 
る
か
。
 
凡
そ
 
十
日
 
前
、
 
外
濠
 
線
の
 
電
車
の
 
中
に
 
て、 

偶
然
 
久
し
ぶ
 

り
に
 
て
 相
 逢
 ふ
。
 
電
車
の
 
中
と
 
て
、
 
精
し
 
く 
相
 語
る
 
に
 由
な
 
か
り
き
。
 
誰
か
 
圖
ら
む
 
や
、
 
今
日
 
忽
ち
 
^
 KI' 

音
に
 
接
せ
む
 
と
は
。
 

思
へ
 
ば
、
 
電
車
の
 
中
の
 
邂
遐
 
は
、
 
今
生
の
 
見
納
な
 
り
き
。
 
其
 時
、
 
東
圃
は
 
弱
り
た
 
る 病

體
 
也
。
 
さ
れ
 
ど
、
 

東
圃
 
の
病
體
 
は
、
 
今
日
に
 
始
ま
り
た
 
る
に
 
非
ず
。
 
十
數
年
 
前
、
 
余
が
 
東
圃
を
 
見
知
り
た
 
る 時

、
 
旣
 に
病
體
 

な
り
き
。
 
白
 巾
を
 
頸
に
 
ま
き
て
、
 
ぜ
い
^
-
言
 
ひ
 居
り
た
り
 
き。 

な
ほ
 
聞
け
ば
、
 
束
圃
 
の
病
體
 
は、 

そ
の
 

時
に
 
始
ま
り
た
 
る
に
 
弗
ず
。
 
少
年
の
 
時
旣
に
 
喘
息
に
 
か
、
 
り
て
、
 
四
十
 
一
年
の
 
一
生
を
 
病
の
 
中
に
 
送
り
た
 

る 也
。
 
わ
れ
は
 
じ
め
 
て
 見
し
 
時
、
 
肺
結
核
 
か
と
 
思
 ひ
し
が
、
 
喘
息
と
 
聞
い
て
 
安
心
し
 
ぬ
。
 
喘
息
の
 
人
は
 
肺
 



結
核
に
 
か
、
 
る 
こ
と
な
し
と
 
聞
い
て
、
 
益
々
 
安
心
し
 
ぬ
。
 
世
に
 
所
謂
 
柳
に
 
雪
折
れ
な
 
し
。
 
束
圃
は
 
蒲
柳
の
 

質
の
 
ま
、
 
に
 長
つ
 

V き
が
す
べ
 
し
と
 
思
 ひ
 居
り
し
 
に
、
 
嗚
呼
 
天
 公
は
 
何
の
 
意
ぞ
 
。
一
朝
 
俄
に
 
東
圃
を
 
五
雲
 

閣
 上
に
 
招
き
ぬ
。
 

W
 
間
と
は
、
 

げ
 
に
、
 
東
圃
の
 
謂
 
也
。
 
東
圃
は
 
病
中
に
 
聞
 
日
月
を
 
得
た
 
る
 
人
 
也
。
 
病
中
の
 
讀
 
書
に
 
樂
境
を
 

得
た
 
る 人

な
 
り
。
 
わ
れ
 
世
の
 
學
者
 
文
人
に
 
逢
 ひ
た
る
 
こ
と
 
少
な
か
ら
 
す
。
 
さ
れ
 
ど、 

東
 圃
の
顔
 
ば
か
り
 
俗
 

氣
の
 
無
き
 
顔
を
 
見
た
 
る
 こ
と
な
し
。
 
東
圃
は
 
四
十
 
一
歳
に
 
な
り
て
も
、
 
童
顔
 
也
。
 
否
、
 
佛
顔
也
 
。
わ
れ
 
東
 

圃
に
逢
 
ひ
し
 
侮
に
、
 
何
と
な
く
 
尊
く
 
感
ぜ
ら
れ
て
、
 
覺
ぇ
ず
 
襟
を
 
正
さ
す
 
ん
は
 
あ
ら
ず
。
 

十
數
年
 
前
、
 
平
田
鏗
 
二
 郞
 氏
と
の
 
共
著
と
 
な
り
た
る
 
日
本
風
 
俗
史
は
 
、
わ
れ
 
嘗
て
 

一 讀
し
た
 
り
き
。
 

こ 

れ
當
 
時
に
 
あ
り
て
 
は
、
 
破
天
荒
の
 
著
 也
。
 
數
年
 
前
、
 
世
に
出
で
 
た
る
 
[1 文

學
 
全
史
 
平
安
朝
 
編
 も 

一 讀
 し
た
 

り
き
。
 
日
本
の
 
文
 學
史
は
 
少
な
か
ら
 
ざ
れ
 
ど
、
 
東
圃
の
 
著
に
 
於
て
、
 
わ
れ
 
始
め
て
 
文
學
の
 
鑑
識
を
 
見
た
り
。
 

兼
ね
て
 
創
見
を
 
も
 見
た
り
。
 
以
爲
 
へ
ら
く
、
 
東
圃
は
 
優
に
 
博
士
た
 
る 力

量
 
あ
る
 
人
 也
。
 
大
 學
の
國
 
文
科
は
、
 

東
圃
 
あ
る
が
 
爲
め
に
 
重
き
を
 
成
せ
る
 
也
。
 
わ
れ
は
 
ま
た
 
異
本
 
山
家
 
集
に
、
 
東
 圃
の
西
 
行
 硏
究
も
 
凡
な
ら
 
ざ
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る
を
 
見
た
り
。
 
最
も
 
傑
作
と
 
稱
 せ
ら
る
、
 
近
世
 
繪
衋
史
 
は
、
 
わ
れ
 
未
だ
 
讀
ま
ざ
 
れ
ど
 
も、 

東
圃
が
 
繪
麄
に
 

關
 す
る
 
批
評
と
 
史
論
と
は
、
 
在
來
 
多
く
の
 
雜
 誌
に
 
於
て
 
見
た
り
。
 
東
圃
 
は
、
 
常
に
 
文
學
 
の
み
な
ら
ず
、
 
繪
 

堂. 圆に
 於
て
も
、
 
鑑
識
と
 
創
見
と
 
を
備
 
へ
た
り
。
 
そ
の
 
繪
盡
史
 
が
、
 
こ
の
種
の
 
著
述
に
 
て
 天
下
 
無
類
な
る
 
こ 

と
も
 
推
し
て
 
知
ら
る
、
 
な
り
。
 

な
ほ
 
東
圃
は
 
一
代
の
 
文
章
 
家
 也
。
 
少
く
 
と
も
、
 
國
 文
學
界
 
第
一
の
 
文
才
 
也
。
 
美
し
く
 
し
て
 
浮
華
な
ら
 
ず
。
 

漉
く
 
し
て
 
枯
淡
な
ら
 
ず
。
 
才
あ
 
り、 

情
 あ
り
、
 
氣
 あ
り
、
 
而
 か
も
識
 
あ
り
て
、
 
運
用
の
 
妙
、
 
波
瀾
の
 
巧
、
 

優
に
一
家
の
風
格
を
備
へ
て
、
天
下
の
逸
品
た
る
を
失
は
ず
。
東
圃
の
文
才
は
な
ほ
韻
文
に
も
及
び
た
り
 

き
。
 
嗚
呼
、
 
東
圃
は
 
篤
 學
の
 
君
子
 
也
。
 
文
章
の
 
大
家
 
也
。
 
仙
骨
 
あ
る
 
高
士
 
也
。
 
國
文
界
 
の
 大
家
 
也
。
 
美
術
 

界
 
一
方
の
 
重
鎭
 
也
。
 
然
る
に
 
今
や
 
亡
し
。
 

嗚
呼
、
 
東
圃
は
 
果
し
て
 
死
し
た
 
る
か
。
 
わ
れ
 訃
報
を
 
手
に
 
し
て
、
 
感
慨
 措
く
 
能
は
 
ず
。
 
起
ち
て
 
は
 坐
り
 

坐
り
て
 
は
 起
つ
。
 
初
春
の
 
日
影
 
ぅ
ら
、
 
か
に
、
 
そ
よ
 
と 吹

く
 
風
 だ
に
 
も
な
 
く、 

窓
 前
 
一
樹
の
 
梅
の
 
花
、
 
空
 

し
く
 
脈
々
 
と
し
て
 
淸
香
を
 
送
る
。
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交
番
 

R
 

小
便
し
た
 

る
芳
賀
 

博
士
 

中
 

村
 

敬
 

宇
、
 

或
 

時
 

交
番
と
 

便
所
と
 

を
 

間
違
へ
 

て、
 

交
#
 

に
 

小
便
せ
 

し
こ
と
 

あ
り
と
 

て、
 

世
に
 

有
名
な
 

り 
0 

敬
 

宇
は
 

强
度
 

の
迓
視
 

眼
 

な
れ
ば
、
 

斯
く
 

交
番
と
 

便
所
と
 

を
 

間
違
へ
 

た
る
な
 

り
と
 

云
ひ
傳
 

ふ
れ
 

ど
も
、
 

眞
僞
 

は
わ
か
ら
 

ず
。
 

も
し
も
 

單
に
 

近
視
眼
 

故
に
 

交
番
へ
 

小
便
し
た
 

る 
も
の
と
 

す
れ
ば
、
 

振
つ
 

た
 

話
に
は
 

弗
ず
。
 

先
年
 

芳
賀
 

博
士
 

も 
深
夜
 

交
番
に
 

小
便
し
、
 

爲
め
に
 

警
察
署
に
 

伴
れ
 

行
か
れ
、
 

過
料
 

金
を
 

取
ら
れ
し
 

こ
と
 

あ
 

り
。
 

例
の
 

大
酔
の
 

餘
 

り
に
 

交
番
と
 

便
所
と
 

を
 

間
違
へ
 

た
る
な
ら
 

む
と
 

云
 

ひ、
 

又
 

近
視
眼
の
 

故
に
 

交
番
と
 

便
 

所
と
 

を
 

間
違
へ
 

た
る
な
ら
 

む
と
 

云
 

ひ
て
、
 

世
人
は
 

之
を
 

一
笑
に
付
せ
り
。
 

淺
い
哉
 

凡
俗
の
 

見
解
 

や
。
 

余
は
 

六
 

七
 

度
の
 

近
視
眼
 

也
。
 

而
 

し
て
 

酒
 

も
人
竝
 

に
は
 

飲
む
 

も
の
 

也
。
 

如
何
に
 

近
視
眼
な
 

れ
ば
 

と
て
、
 

眼
 

鏡
を
 

掛
け
て
 

居
れ
ば
、
 

決
し
て
 

交
番
と
 

便
所
と
 

を
 

間
違
 

ふ
る
も
の
に
 

非
ず
。
 

又
 

如
何
に
 

醉
ひ
 

た
れ
ば
 

と
て
、
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所
謂
 『
上
 一！ 一、 

本
性
 
あ
り
』
 〇
诀
 
し
て
 
交
番
と
 
便
所
と
 
を
 間
違
 
ふ
 も
の
に
 
非
ず
。
 
よ
し
や
、
 
交
番
と
 
便
所
と
 

を
 間
違
 
ふ
る
と
 
も、 

巡
查
が
 
眼
を
 
開
い
て
 
居
り
 
さ
へ
 
す
れ
ば
、
 
交
番
の
 
中
へ
 
小
便
を
 
さ
せ
る
べ
き
 
箸
の
 
も 

の
こ
 
非
ず
 
。
交
番
に
 
小
便
 
せ
ら
る
、
 

は、 
必
ず
や
 
巡
査
が
 
眠
り
 
居
り
し
 
也
。
 
讀
者
 
諸
君
、
 
警
衞
の
 
任
に
 
當
 

れ
る
 
巡
查
が
 
、
夜
中
 
眠
り
て
 
可
な
 
6 も

の
な
る
 
乎
。
 

芳
賀
 
博
士
は
、
 
帝
 國
大
學
 
の
敎
授
 
也
。
 
國
文
の
 
大
家
 
也
。
 
帝
 國
大
學
 
の
 講
座
に
 
て、 

國
 文
を
 
講
義
し
て
 

居
れ
ば
、
 
そ
れ
に
て
 
濟
む
 
身
分
 
也
。
 
交
番
の
 
巡
查
が
 
眠
ら
ぅ
 
が
、
 
眠
る
ま
い
 
が
、
 
そ
ん
な
 
事
は
 
大
目
に
見
 

て
 可
 な
れ
 
ど
も
、
 
博
士
は
 
尋
常
 
一 樣
の
學
 
f
 
非
ず
。
 
血
 あ
り
、
 
淚
あ
 
り、 

骨
 あ
り
。
 
都
下
 
二
百
 萬
の
 
蒼
 

生
の
 
爲
め
に
 
、
巡
查
 
の
 職
を
 
盡
さ
 
v 

o 巡
査
を
 
見
遁
が
 
さ 

V' る 也
。
 
そ
れ
 
も 
一
度
な
ら
、
 
或
は
 
見
遁
か
 
す
 

べ
し
。
 
夜
 m
 く 歸

る
每
 
に、 

交
番
の
 
巡
査
の
 
眠
り
 
居
る
 
を
 見
て
 
は、 

豈
に
 
市
民
の
 
爲
め
に
 
公
憤
を
 
發
せ
さ
 

る
を
 
得
ん
 
や
。
 
そ
の
 
公
憤
 發
 し
て
、
 
小
便
と
 
な
れ
り
。
 
而
 し
て
 
眠
れ
る
 
巡
査
の
 
眼
を
 
覺
 ま
し
た
り
。
 
嗚
呼
 

芳
賀
 
博
士
は
 
口
を
 
以
て
せ
ず
 
し
て
、
 
小
便
を
 
以
て
 
巡
查
 
を
說
 
法
し
て
 
見
た
 
る 也

。
 

愚
な
る
 
巡
査
は
、
 
己
れ
 
の
 罪
を
 
棚
に
 
あ
げ
て
、
 
博
士
を
 
警
察
に
 
俘
れ
 
ゆ
け
り
。
 
規
則
 
通
り
に
 
過
料
を
 
取
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れ
り
 
。
愚
な
る
 
凡
俗
は
、
 
芳
賀
 
博
士
を
 
小
便
 博
士
と
 
嘲
れ
り
。
 
然
る
に
 
機
敏
な
る
 
『
萬
 朝
 報
』
 は
、
 
忽
ち
 
悟
 

る 所
 あ
り
。
 

一
夜
 深
更
 
社
員
を
 
擧
 つ
て
、
 
都
下
 
到
る
 
處
の
 
交
番
を
 
探
偵
せ
 
し
め
、
 
然
る
 
後
、
 
全
紙
を
 
其
 報
 

道
の
 
記
事
に
 
充
て
た
り
。
 
巡
查
の
 
勤
怠
 
一
々
 
紙
上
に
 
明
か
に
 
な
れ
り
。
 
是
に
 
於
て
、
 
都
下
の
 
巡
查
 
一
般
の
 

眠
覺
 
め
た
り
。
 
警
察
署
 
長
の
 
眠
覺
 
め
た
り
。
 
警
視
 
總
監
の
 
眠
覺
 
め
た
り
。
 
窓
れ
 
る
巡
查
 
は、 

そ
れ
 
f
 
處
 

罰
せ
ら
れ
た
り
。
 
こ
れ
ょ
り
 
後
、
 
交
番
に
 
小
便
す
 
る 人

な
 
き
の
み
な
ら
 
ず
、
 
在
來
頻
 
々
た
り
し
 
盜
難
や
 

、 

强
姦
や
 
、
あ
ら
ゆ
る
 
災
難
、
 
ば
つ
た
り
 
止
み
た
り
。
 
東
京
 
市
中
 
二
 百
 萬
の
 
蒼
生
の
 
財
產
 
生
命
は
、
 
芳
賀
博
 

士
の
 
小
 #
 の
 御
蔭
に
 
て
 安
全
な
る
 
を
 得
た
 
る 也

。
 
世
に
 
も 尊

き
 
芳
賀
 
博
士
の
 
小
便
な
ら
 
ず
 や
。
 



腹
の
 
せ
 t
 き
 山
路
 
愛
山
 

わ
れ
、
 
中
央
 
公
論
に
 
於
け
 
る 山

路
 
愛
山
の
 
新
靖
獻
 
遺
言
の
 
論
を
 
讀
 み
て
、
 
そ
の
 
人
と
な
り
を
 
ゆ
か
し
く
 

思
 ひ
ぬ
。
 
そ
の
 
論
の
 
要
に
 
日
く
 
「
嘗
て
 
靖
獻
 
遺
言
を
 
讀
 み
け
る
 
が
、
 
以
爲
 
へ
ら
く
、
 
こ
れ
 
失
敗
 
者
の
 
歴
史
 

な
り
。
 
男
子
 
飽
く
ま
で
 
も、 

我
が
 
力
を
 
發
展
 
す
べ
し
。
 
失
敗
 
者
の
 
歴
史
の
 
如
き
は
、
 
之
を
 
學
ぶ
の
 
必
要
な
 

し
と
。
 
然
る
に
、
 
今
に
い
た
 
り
て
、
 
又
以
爲
 
へ
ら
く
、
 
わ
れ
 
誤
れ
り
。
 
靖
獻
 
遺
言
は
 
失
敗
 
者
と
 
い
ふ
ょ
り
 

も
、
 
む
し
ろ
 
犠
牲
者
と
 
い
ふ
べ
き
 
者
の
 
歴
史
な
 
り
。
 
世
の
中
の
 
事
業
に
は
 
、
犠
牲
者
な
 
か
る
べ
 
か
ら
す
。
 

今
や
、
 
世
俗
 
滔
 々
と
し
て
 
利
己
主
義
の
 
途
に
奔
 
り
て
、
 
獻
身
 
犠
牲
の
 
精
神
を
 
解
す
 
る
 
も
の
 
稀
な
 
り
。
 
大
に
 

新
靖
獻
 
遺
言
を
 
起
し
て
、
 
こ
の
 
弊
風
を
 
矯
め
ざ
る
 
ベ
か
ら
 
す
」
 
云
々
。
 
余
 お
も
へ
 
ら
く
、
 
こ
れ
を
 
飾
ら
ず
 

街
は
 
ず
、
 
腹
か
ら
の
 
本
音
を
 
吐
き
た
 
る も

の
に
 
て、 

時
弊
に
 
的
中
せ
 
る
の
 
言
な
 
り
と
。
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然
る
に
、
 

近
く
 

五
月
 

十
五
 

日
の
 

國
民
 

新
聞
に
 

於
け
 

る 
愛
山
の
 

書
齋
獨
 

語
を
 

讀
む
に
 

至
り
て
、
 

わ
れ
は
、
 

大
に
 

失
望
し
 

ぬ
。
 

余
は
、
 

斷
言
 

せ
ざ
る
 

を
 

得
ず
、
 

さ
き
の
 

愛
山
の
 

言
は
、
 

腹
か
ら
の
 

本
音
に
は
 

あ
ら
 

ざ
り
 

き
。
 

愛
 

0J
* 

は、
 

ま
だ
^
-
*
 

靖
獻
 

遺
言
は
 

わ.
 

か
ら
ざ
る
 

な
り
と
。
 

其
書
齋
 

獨
 

語
の
 

言
を
 

摘
出
せ
 

む
に
、
 

「
わ
 

れ
秋
山
 

一
裕
 

氏
の
 

應
援
に
 

出
掛
け
た
 

る
に
 

•
反
對
 

派
の
 

壯
士
に
 

脅
迫
せ
ら
れ
 

て
、
 

演
說
を
 

中
止
し
た
 

り
と
、
 

或
る
 

新
聞
に
 

し
る
し
た
 

れ
ど
 

、
事
實
 

全
く
 

無
根
な
 

り
 

0 
J 

こ
れ
 

だ
け
な
ら
、
 

ま
だ
よ
 

し、
 

「
余
は
、
 

微
弱
の
 

一
漢
 

子
な
 

れ
ど
 

も、
 

所
謂
瓧
 

士
の
 

脅
迫
を
 

恐
る
、
 

に
あ
 

ら
ず
」
 

客
氣
 

あ
れ
 

ど
も
、
 

穉
氣
む
 

し
ろ
 

愛
す
べ
し
。
 

愛
山
は
、
 

斯
く
て
 

自
ら
 

氣
を
吐
 

き
た
る
 

つ
も
り
 

か
は
 

知
ら
ね
 

ど
も
、
 

實
は
 

、
こ
れ
 

愚
痴
な
 

り
。
 

言
 

ひ
わ
け
 

な
り
。
 

怯
 

犬
は
、
 

よ
く
 

吠
 

ゆ
。
 

腹
の
 

据
わ
つ
 

て
 

居
ら
 

ぬ
 

人
は
、
 

よ
く
 

威
張
り
た
が
る
。
 

自
信
の
 

な
き
 

者
は
、
 

よ
く
 

言
 

ひ
わ
け
 

を
し
た
が
る
。
 

ま
こ
と
に
 

自
信
 

あ
 

り
て
 

腹
の
 

据
わ
つ
 

て
 

居
る
 

人
な
ら
 

ば
、
 

空
威
張
り
は
 

せ
ず
、
 

下
ら
ぬ
 

こ
と
に
 

憂
身
を
 

や
つ
し
て
、
 

言
 

ひ
わ
 

け
は
 

せ
ざ
る
 

な
り
。
 

然
し
 

青
年
時
代
に
は
、
 

誰
も
 

肩
を
^
}
 

か
す
 

も
の
な
 

り
。
 

ど
ん
な
 

事
で
 

も
、
 

言
 

ひ
わ
け
 

し
て
、
 

我
が
身
の
 

潔
白
を
 

あ
ら
は
 

さ
ず
 

ん
ば
 

、
氣
が
 

す
ま
ざ
る
 

な
り
。
 

こ
の
 

胃
を
 

聳
 

か
す
 

こ
と
、
、
 

强
辯
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し
て
 
我
が
身
の
 
潔
白
を
 
あ
ら
は
 
す
 こ
と
、
 

は， 
修
養
の
 
途
に
 
あ
る
 
靑
 年
に
 
向
つ
 
て
は
、
 
必
ず
し
も
 
咎
む
べ
 

き
こ
と
 
に
は
 
あ
ら
す
。
 

否
、
 
こ
れ
 
あ
る
が
 
爲
 に
、
 
其
 人
は
 
向
上
 
も
し
、
 
發
展
 
も
す
 
る
な
 
り
。
 
潔
白
を
 
求
む
 

る
に
 
つ
れ
て
、
 
自
信
 
生
じ
、
 
神
佛
も
 
そ
の
 
心
に
 
や
ど
り
て
、
 
死
す
 
と
も
 
悔
ひ
 
ざ
る
に
 
至
る
な
 
り
。
 
惡
と
い
 

は
れ
、
 
賊
と
 
い
は
る
、
 
と
も
、
 
從
容
 
自
若
と
 
し
て
 
瞑
目
す
 
る
を
 
得
る
 
に
 至
る
な
 
り
。
 
ま
た
 
肩
を
聳
 
か
す
に
 

つ
れ
て
、
 
智
を
 
磨
き
、
 
勇
を
 
み
が
き
、
 
生
死
の
 
巷
に
 
出
入
し
て
、
 
膽
力
も
 
生
じ
、
 
腹
 も
出
來
 
て
、
 
壯
士
の
 

脅
迫
を
 
び
く
と
 
も 
思
は
 
ざ
る
に
 
至
る
べ
く
、
 
さ
す
れ
ば
、
 
脅
迫
せ
ら
れ
 
た
と
 
云
は
 
れ
ぅ
が
 
、
卑
怯
と
 
云
は
 

れ
ぅ
が
 
、
そ
ん
な
 
事
は
、
 
屁
と
 
も 
思
は
 
ざ
る
に
 
至
る
な
 
り
。
 
愛
山
は
、
 
未
だ
、
 
こ
れ
ら
、
 
い
づ
れ
 
の
 域
に
 

も
 至
り
 
居
ら
ぬ
 
と 見

ぇ
て
、
 
怯
 犬
の
 
如
く
 
吠
 ゆ
る
な
 
り
。
 
か
く
 
空
 威
張
す
 
る
は
、
 
ま
だ
 
壯
士
の
 
脅
迫
を
 
恐
 

れ
ぬ
 
ま
で
の
 
膽
力
 
な
く
、
 
自
信
 
も 無

き
 
こ
と
を
、
 
自
ら
 
あ
ら
は
 
せ
る
な
 
り
 

d 
穉
氣
 
む
し
ろ
 
愛
す
べ
 
し
と
は
、
 

卽
ち
 
こ
の
 
事
な
 
り
。
 
然
れ
 
ど
も
、
 
之
が
 
爲
に
 
、
竹
馬
の
友
の
 
舊
惡
を
 
筆
に
 
し
、
 
人
身
 
攻
擊
 
を
爲
 
す
に
 
至
つ
 

て
は
、
 
斷
じ
 
て
こ
れ
 
を
 許
す
べ
か
ら
ず
。
 
营
 に
靖
獻
 
遺
言
が
 
わ
か
つ
 
て
 居
ら
ざ
る
 
の
み
な
ら
ず
、
 

士
 人
の
 

風
上
に
は
 
置
く
べ
か
ら
ざ
る
 
な
り
。
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「
秋
 山
 氏
は
 
鄕
友
な
 
り
。
 
共
に
 
奧
村
 
先
生
に
 
學
び
た
 
る 少

年
 
時
代
の
 
學
友
な
 
り
。
 
こ
の
た
び
、
 
候
補
者
と
 

な
る
や
、
 
來
 り
て
 
援
を
乞
 
ふ。 

何
と
な
く
、
 
昔
な
 
つ
か
し
く
て
、
 
之
を
 
諾
せ
 
り。 

一
片
 舊
 友
の
 
it に

 報
い
 

む
と
 
す
る
な
 
り
。
 
衣
不
如
 
新
、
 
人
不
如
 
故
と
は
、
 
余
の
 
情
な
り
」
 

と 
云
 ふ
は
、
 
犬
に
 
好
し
。
 
さ
れ
 
ど、 「

秋
 

山
 氏
は
、
 
政
友
會
 
員
に
 
對
 し
て
は
、
 
余
は
 
准
 政
友
會
 
員
な
 
り
と
 
云
 ひ
、
 
進
步
黨
 
員
に
 
對
 し
て
は
、
 
余
は
 
准
 

進
 步
黨
な
 
り
と
 
云
 ひ
、
 
無
 所
屬
の
 
人
に
 
對
 し
て
は
、
 
余
は
 
純
然
た
る
 
獨
 立
の
 
客
な
 
り
と
 
云
 ふ
や
ぅ
な
 
る、 

曖
昧
な
る
 
人
な
 
り
」
 
そ
ろ
^
-
 
舊
 友
の
 
人
身
攻
撃
が
 
始
ま
り
た
り
。
 
「
秋
 山
 氏
は
、
 
金
 あ
る
 
ま
、
 
に、 

そ
の
 

功
名
、
 い
に
か
ら
 
れ
て
 
、
い
は
 
ゆ
る
 
運
動
 
屋
の
喰
 
ひ
 物
と
 
な
ら
む
 
と
す
る
 
こ
と
を
 
聞
け
り
。
 
其
 愚
 あ
は
れ
 
む
 

べ
し
」
 
人
身
 
攻
擊
が
 
、
ま
す
^
^
、
 
は
げ
し
く
な
 
り
ぬ
。
 

「
反
對
 
派
の
 
演
說
會
 
に
て
、
 
秋
 山
 氏
に
 
加
へ
 
た
る
 
人
身
 
攻
擊
 
は
げ
し
 
か
り
し
 
中
に
、
 
教
科
書
 
事
件
の
 
賄
賂
 

行
使
に
 
於
け
 
暴
實
 
e
f
 
は、 

公
 ■
判
 
荽
を
 
摘
み
 
f
 
た
る
 
も
の
に
し
て
 
、
奪
 
霞
す
 
る
の
 
途
 

な
し
。
 
秋
 山
 氏
は
 
助
く
べ
か
ら
ず
 
と
诀
 
心
せ
り
 

L. 人
身
 
攻
擊
 
も、 

こ
、
 
に
 至
り
て
、
 
そ
の
 
極
に
 
達
し
ぬ
。
 

よ
く
も
，
 
筆
を
 
こ
、
 
ま
で
 
進
む
 
る こ

と
を
 
得
た
 
る も

の
 
か
な
。
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な
ほ
 

愛
山
の
 

言
を
 

引
か
し
 

め
ょ
。
 

「
余
は
 

軟
山
 

氏
に
 

對
 

し
て
は
、
 

た
 

> 
 

一 
片
 

、
故
人
の
 

情
 

あ
り
し
 

の
み
。
 

さ
れ
 

ど
、
 

選
擧
 

期
日
 

旣
に
 

切
迫
し
た
る
 

苦
 

戰
惡
鬪
 

の
 

日
に
 

於
て
 

は
、
 

我
が
輩
の
 

如
き
 

讀
書
 

生
の
 

推
薦
 

演
說
 

は
、
 

寧
ろ
 

害
 

あ
る
 

も、
 

益
な
 

し
と
 

信
ず
」
 

ま
こ
と
に
 

故
人
の
 

情
 

あ
ら
 

ば
、
 

進
ん
で
 

そ
の
 

苦
 

戰
惡
鬪
 

に
 

入
つ
 

て
、
 

友
と
 

共
に
 

こ
そ
 

斃
 

る
べ
 

け
れ
。
 

か
く
て
 

こ
そ
 

眞
 

に
靖
獻
 

遺
言
を
 

讀
み
 

た
る
 

も
の
な
 

れ
 

。
か
く
て
 

こ
そ
 

新
靖
獻
 

遺
言
を
 

興
す
べ
し
 

と
い
 

ふ
だ
け
 

の
 

資
格
 

あ
る
 

も
の
な
 

れ
 

。
若
し
 

眞
に
秋
 

山
 

氏
の
 

當
選
が
 

天
下
に
 

害
 

あ
る
 

も
の
な
ら
 

ば
、
 

何
 

ぞ
選
皋
 

人
の
 

爲
に
 

、
天
下
の
 

爲
に
 

、
淚
を
 

揮
つ
 

て
、
 

馬
稷
を
 

斬
ら
ざ
る
 

。
「
一
書
を
 

殘
 

し
て
 

秋
 

山
 

氏
に
 

與
へ
 

、
氏
の
 

身
を
 

政
治
の
 

泥
海
に
 

投
じ
た
 

る
を
 

悲
む
の
 

情
を
 

述
べ
、
 

直
ち
に
 

歸
路
に
 

就
 

き
た
り
」
 

秋
 

山
 

氏
の
 

當
選
が
 

天
下
に
 

害
 

あ
る
と
 

ま
で
の
 

決
心
は
 

無
く
、
 

た
 

V'
 

政
 

海
を
 

泥
海
と
 

思
 

ひ
 

込
み
、
 

秋
 

山
 

氏
が
 

金
を
 

投
じ
て
、
 

運
動
 

屋
の
喰
 

ひ
 

物
に
な
る
 

を
 

悲
し
め
る
な
 

り。
 

一
片
 

故
人
の
 

情
 

あ
る
な
 

り。
 

眞
 

に
 

愛
山
は
、
.
 

自
ら
 

も
 

云
へ
 

る
 

如
く
、
 

可
憐
な
る
 

讀
 

書
生
な
 

り
。
 

そ
れ
ほ
ど
に
ま
で
 

故
人
に
 

情
 

あ
る
に
、
 

何
 

故
に
 

か
、
 

わ
ざ
^
/
-
 

五
月
 

十
五
 

日
卽
ち
 

選
擧
 

期
日
に
 

於
て
 

故
人
の
 

舊
惡
を
 

紙
上
に
 

公
に
 

し
た
る
。
 

「
秋
 

山
 

氏
 

本
陣
の
 

旅
館
に
 

行
か
す
、
 

予
が
 

定
宿
に
 

投
じ
、
 

自
ら
 

陴
營
を
 

張
り
た
 

る 
こ
と
の
 

聰
明
な
る
 

所
 

置
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な
り
し
 
を
 喜
べ
り
」
 

お
 目
出
度
い
 
か
な
、
 
愛
山
。
 
か
く
ま
で
に
 
聰
明
な
る
 
愛
山
は
、
 
「
靜
 岡
に
 
住
せ
し
 
こ
と
 

廿
年
餘
 
、
秋
 
山
 氏
が
 
運
動
 
屋
の
喰
 
ひ
 物
に
 
な
り
 
居
る
 
こ
と
、
 
そ
の
 
曖
昧
な
る
 
言
を
 
爲
す
 
こ
と
、
 
反
對
派
 
の
 

秋
 山
 氏
の
 
人
身
攻
撃
の
 
最
も
 
千
 萬
な
る
 
こ
と
は
、
 
少
し
く
 
知
人
を
 
訪
問
 
す
れ
ば
、
 
直
ち
に
 
知
り
 
得
る
」
 
の
み
 

に
し
て
、
 
卽
ち
 
、
反
對
 
派
の
 術
中
に
 
陷
〇
 
て、 

毫
も
 秋
 山
 氏
の
 得
點
を
 
樑
り
得
 ざ
り
 き
。
 
余
は
、
 
そ
の
 愛
 

山
の
 
聰
明
な
る
 
を
 悲
し
ま
ざ
る
 
を
 得
ざ
る
 
な
り
。
 

愛
山
の
 
い
は
 
ゆ
る
 
運
動
 
屋
の
喰
 
ひ
 物
と
 
な
り
し
 
秋
 山
 氏
は
、
 
靜
岡
 
市
に
 
於
て
、
 
僅
々
 
數
十
 
票
の
 
差
に
 
て
、
 

政
 海
の
 
名
士
、
 
ハ
ィ
ヵ
ラ
 
將
 軍
と
 
聞
ぇ
 
た
る
 
松
 本
 軍
 平
 君
を
 
斃
 し
て
 
漸
く
 
當
 選
し
た
り
。
 
そ
の
 
苦
戰
想
 
ふ
 

べ
き
な
 
り
。
 
善
惡
 
必
ず
し
も
 
二
 致
 あ
る
に
 
あ
ら
ず
。
 
そ
の
 
運
動
 
屋
の
喰
 
ひ
 物
と
 
な
る
 
の
 腹
を
 
他
に
 
ぅ
つ
さ
 

ば
、
 
國
 難
に
 
家
財
を
 
つ
く
し
て
、
 
愛
山
の
 
い
は
 
ゆ
る
 
新
靖
獻
 
遺
言
 
中
の
 
人
と
 
な
る
 
を
 得
べ
き
 
な
り
。
 
も
と
 

の
靖
獻
 
遺
言
の
 
文
 天
祥
の
 
如
き
 
も、 

ま
づ
 
富
裕
な
る
 
家
產
 
を
國
 
難
に
 
つ
く
し
、
 
終
に
 
其
 身
を
 
つ
く
し
た
り
 

し
な
り
。
 
余
は
 
斷
 言
す
、
 
運
動
 
や
の
 
喰
 ひ
 物
と
 
な
る
 
だ
け
の
 
腹
が
 
な
く
 
ば
、
 
と
て
も
、
 
泰
然
と
 
し
て
、
 
國
 

難
に
 
殉
す
 
る
の
 
人
と
は
 
成
れ
ざ
る
 
な
り
。
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思
 ふ
に
、
 
愛
山
は
 
善
人
な
 
り。 

わ
ざ
^
"
 
舊
 友
の
 
人
身
 
攻
擊
 
を
し
た
 
人
は
 
無
 か
る
べ
し
。
 

仁
 
V 壯

士
の
 

脅
迫
に
 
肩
を
 聳
 か
し
た
 
る 許

り
に
、
 
舊
 友
の
 
舊
惡
を
 
筆
に
 
し
た
 
も
の
な
る
 
べ
し
。
 
世
に
 
恐
ろ
し
き
 
は、 

い
 

は
 ゆ
る
 
腹
の
 
あ
る
 
惡
人
 
に
あ
ら
ず
 
し
て
、
 
腹
の
 
黑
き
 
善
人
な
 
り
。
 
新
靖
獻
 
遺
言
を
 
興
せ
と
 
大
呼
し
た
 
る 愛

 

山
は
、
 
舊
 友
の
 
犠
牲
た
 
る 能

は
 
ず
し
て
、
 
却
つ
 
て
舊
 
友
の
 
名
譽
 
を、 

わ
が
 
潔
癖
の
 
爲
に
 
犠
牲
に
 
供
し
た
 
る 

な
り
。
 
斷
然
 
、
こ
れ
 
大
事
を
 
其
に
 
す
べ
か
ら
 
ざ
る
の
 
人
な
 
り。 

余
は
 
確
信
す
、
 
愛
山
の
 
い
は
 
ゆ
る
 
新
靖
獻
 
遺
言
を
 
出
さ
ん
 
に
は
、
 
先
 〇
 愛
山
の
 
如
き
 
人
を
 
軍
門
の
 
血
 祭
 

に
 供
し
、
 
風
教
 
上
の
 
犧
牲
 
と
せ
ざ
る
 
ベ
か
ら
 
ざ
る
な
 
り。 

さ
ら
ば
、
 
愛
山
は
、
 
到
底
、
 
度
す
べ
か
ら
ざ
る
 
人
 か
と
い
 
ふ
に
、
 

否
、
 
否
、
 
然
ら
ず
 
。
愛
山
は
 
も
と
 

も
と
 
善
人
な
 
り。 

而
し
 
て
氣
を
 
員
 ふ
。
 
故
に
 
空
 威
張
が
 
し
た
く
、
 
腹
が
 
せ
ま
く
 
し
て
、
 
人
を
 
容
る
 
、
能
は
 

す
。
 
眞
に
 
修
養
し
て
、
 
膽
力
 
を
つ
 
け
、
 
腹
を
 
大
 に
し
、
 
銜
氣
 
、
虛
榮
 
心
を
 
去
ら
 
ば
、
 
そ
の
 
人
物
 
始
め
て
 
渾
 

然
と
し
て
 
大
な
 
る
べ
 
く、 

高
 か
る
べ
し
。
 

こ
、
 
に
 至
り
て
、
 
新
靖
默
 
遺
言
を
 
興
せ
と
 
大
呼
す
 
る
の
 
資
格
 
あ
 

る
べ
き
 
な
り
。
 

- 一， 1〇6 



冥
途
 
文
壇
 
消
息
 

冥
途
の
 
文
壇
 
も、 

格
別
 
か
は
 
り
し
 
こ
と
は
 
之
な
 
く 
候
が
、
 

一
つ
 
こ
の
頃
の
 
出
來
 
事
を
 
御
 報
道
 
申
 上
 候
。
 

尾
 崎
 紅
葉
が
、
 
M
 f
s
 を頰
 張
つ
 
一」、 

う
ま
い
^
^
と
、
 
舌
鼓
う
 
ち
 1
 
處
へ
 
、
高
山
 
樗
牛
が
 
S
 
て
來
 

て、 
こ
の
頃
 
何
 か
 御
作
 
あ
り
 
や
と
 
問
 ひ
 候
へ
 
ば
、
 
例
の
 
胃
病
で
 
筆
を
 
取
る
 
氣
に
 
も
な
ら
 
ず
。
 
婆
 婆
で
 
も 

我
輩
が
 
死
ん
で
 
か
ら
は
、
 
小
說
が
 
大
に
衰
 
へ
た
 
や
う
 
也
と
 
い
ふ
。
 
樗
牛
 
そ
の
 
話
を
 
う
け
と
つ
 
て
、
 
小
說
 
は
、
 

ま
さ
か
 
衰
へ
 
も
せ
ざ
る
 
ベ
 け
れ
ど
、
 
議
が
 
死
ん
で
 
か
ら
は
、
 
評
論
 
壇
は
、
 
全
く
 
駄
目
に
 
な
れ
り
 
と 威

張
 

る
。
 
然
し
、
 
高
山
 
君
、
 
我
輩
の
 
全
集
の
 
大
 に
賫
れ
 
る
の
を
 
見
 給
へ
。
 
日
本
一
の
 
小
說
 
家
は
、
 
こ
の
 
紅
葉
 
也
。
 

時
に
、
 
君
 2
f
 
出
で
 
し
や
う
な
—
、
 
議
 
の
 全
 f
t
—
 
れ
妻
 
か
と
 
云
へ
 
ば
、
 
軍
 
苦
笑
 

し
て
、
 
我
輩
の
 
評
論
が
、
 
君
の
 
T
 
な、 

へ
つ
 
f
 
な
 小
說
と
 
一
所
に
—
—
 

者
 か
と
つ
 
ぶ
や
く
 



處
へ
 
、
文
士
と
 
い
ふ
 
も
の
は
、
 
い
つ
も
 
下
ら
ぬ
 
こ
と
ば
 
か
り
 
言
 ふ
 も
の
 
哉
と
 
一
喝
し
て
、
 
副
 島
 蒼
海
 
伯
 入
 

り
來
 
る。 

落
 合
 直
 文
 氏
 之
に
 
向
 ひ
て
、
 
近
作
 
一
つ
 御
覽
に
 
人
れ
 
む
と
 
て
 口
吟
す
 
ら
く
、
 

緋
 威
の
 
鎧
を
 
つ
け
て
 
太
刀
は
 
き
て
 

樓
み
 
る 人

い
 
ま 有

り
 
や
 無
し
 
や
 

は
、
 

ァ 、
大
和
魂
を
 
有
せ
る
 
歌
人
は
、
 
足
下
 
一
人
に
 
や
と
て
、
 
蒼
海
 
伯
 微
笑
す
。
 
齋
藤
綠
 
雨
、
 
落
 合
 氏
に
 

向
 ひ
て
、
 
貴
殿
が
 
死
な
れ
て
 
ょ
り
 
門
下
 
四
散
し
、
 
い
づ
れ
 
も 小

人
 
か
輕
薄
 
才
子
 
か
に
て
、
 
歌
壇
 
振
は
 
す
、
 

晶
子
 
女
將
 
軍
の
藉
 
刀
に
 
き
り
ま
く
ら
れ
て
、
 
い
や
は
や
 
意
氣
 
地
な
 
き
 人
達
の
 
み
に
 
候
と
 
云
へ
 
ば
、
 
我
 門
下
 

に
は
、
 
輕
薄
 
才
子
が
 
多
く
て
、
 
不
埒
に
 
も、 

吾
輩
の
 
歌
を
 
改
め
て
、
 
全
集
に
 
出
し
た
 
る も

の
 
あ
ゎ
し
が
、
 

輕
薄
 
才
子
の
 
み
に
 
も あ

ら
す
、
 
中
に
は
 
感
心
な
 
も
の
 
も あ

り
て
、
 
大
に
憤
 
慨
 し
て
、
 
こ
の
度
 
歌
集
の
 
み
を
 

兌
に
 
出
し
て
、
 
原
作
の
 
ま
、
 
を
傳
 
へ
て
 吳
れ
 
た
り
。
 
は
、
 
ァ
と
 
、
淚
を
 
こ ほ

さ
れ
 
候
。
 
綠
雨
 
語
を
 
あ
ら
た
 

め
て
、
 
歌
 も だ

め
な
る
 
が
、
 
子
規
 
死
し
て
 
發
句
も
 
だ
め
に
な
り
 
候
と
 
云
へ
 
ば
、
 

夏
の
 
夜
を
 
鳴
き
 
あ
か
し
た
 
る 蛭

 哉
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と、 
一
隅
に
 
徽
吟
 
す
る
 
も
の
 
あ
り
。
 
誰
か
と
 
見
れ
ば
、
 
正
 岡
 子
規
に
 
候
。
 
さ
ぅ
 
す
れ
ば
、
 
我
等
は
、
 
蛙
に
 

見
た
 
て
ら
れ
た
 
る
か
と
、
 
紅
葉
が
 
ふ
き
 
出
す
 
處
 
へ、 

野
 口
寧
齋
 
入
り
 
來
て
 
、
蒼
海
 
伯
に
 
む
か
ひ
、
 
臺
閣
の
 

諸
 公
の
 
中
に
 
て
、
 
閣
下
が
 
無
論
 
第
一
の
 
詩
人
な
る
 
が
、
 
閣
下
に
 
つ
い
で
は
、
 
伊
藤
 
候
が
 
上
手
に
 
候
。
 
と 
云
 

へ
ば
、
 
伊
藤
 
も
 今
度
 
韓
國
の
 
統
監
に
 
な
り
て
、
 
末
路
に
 
花
を
 
唉
か
 
し
た
る
 
が
、
 
思
 ひ
 切
つ
 
て
、
 
韓
國
で
 
死
 

ん
で
 
仕
舞
へ
 
ば
、
 
ょ
け
れ
 
ど、 

あ
の
人
は
、
 
至
誠
の
 
氣
が
 
乏
し
け
れ
ば
、
 
あ
と
 
釜
に
、
 
桂
 伯
で
 
も
す
 
忌
て
、
 

ぢ
 き
に
 
還
つ
 
て
來
 
さ
ぅ
な
 
り
と
、
 
蒼
海
 
伯
が
 
言
 ふ
に
、
 
御
 說
御
尤
 
也
。
 

一
つ
 
伊
藤
 
侯
を
 
諷
剌
 
し
て
や
ら
む
 

と
て
"
 

功
名
 
餘
地
付
 

一一 兒
輩
一
 
 
老
向
 

U 邊
荒
 

1 P
 1 帝

 
恩
 一 

美
人
 
歌
 
罷
坏
土
 
冷
、
 
 
醉
魂
 
彷
彿
 

化，； 忠
魂
 
r 

と、 
寧
齋
が
 
口
吟
 
す
れ
ば
、
 
綠
雨
 
さ
し
 
出
で
、
、
 
起
句
の
 
踏
み
 
落
し
 
も 苦

し
い
 
し、 

轉
句
の
 
平
仄
の
 
轉
倒
 

も
 苦
し
い
。
 
寧
 齋
君
も
 
冥
途
へ
 
來
て
 
詩
が
 
下
り
た
り
 
と
咎
む
 
。
寧
齋
 
笑
つ
 
て
、
 
相
 か
 は
ら
ず
、
 
綠
雨
 
君
は
、
 

あ
ら
探
し
 
ば
か
り
 
せ
ら
る
、
 
も
の
 
哉
。
 
そ
ん
な
 
事
は
、
 
婆
 婆
で
 
い
ふ
 
事
 也
。
 
冥
途
の
 
詩
に
 
平
仄
 
も
へ
 
ち
ま
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も
 あ
る
 
も
の
に
 
^
 ず
と
、
 
負
け
 
惜
み
言
 
は
れ
 
候
。
 
綠
雨
 
し
ば
し
 
考
 
へ
し
が
、
 
僕
 も 

一
つ
 諷
刺
の
 
俳
句
を
 
つ
 

く
れ
り
 
と
て
、
 筆
し
 
ぶ
つ
て
 
金
 鍔
 欲
し
き
 
夜
長
 
哉
 

こ
れ
は
、
 
こ
の
 
席
上
の
 
誰
れ
 
や
ら
さ
ん
 
に
さ
し
 
あ
げ
ま
す
 
と 
云
へ
 
ば
 •
一
同
 
ど
つ
 
と 笑

 ひ
 候
。
 

文
士
な
 
ど
い
 
ふ
 手
 合
 ひ
は
、
 
冥
途
へ
 
參
 つ
て
も
、
 
こ
ん
な
 
下
ら
ぬ
 
こ
と
ば
 
か
り
 
致
 居
候
。
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文
壇
 
名
勝
 
誌
 

馨
 赤
門
 
川
 
 
大
學
 川
の
 

一 支
流
 
也
。
 

一
に
 文
科
 
川
と
 
稱
 す
。
 
大
學
 川
は
、
 
國
庫
 
川
よ
り
 
發
せ
 
る
大
川
 

也
。
 
六
つ
の
 
支
流
 
あ
り
、
 
法
科
 
川
、
 
醫
科
 
川
、
 
工
科
 
川
、
 
文
科
 
川
、
 
理
科
 
川
、
 
農
科
 
川
、
 
こ
れ
 
也
。
 
そ
の
 

中
に
 
て
、
 
文
科
 
川
、
 
最
も
 
幅
せ
 
ま
し
。
 
さ
れ
 
ど、 

深
し
。
 
支
流
よ
り
 
本
 川
へ
 
か
け
て
、
 
博
士
 
魚
を
 
產
 す
。
 

この：： T の
 名
物
 
也
。
 
之
を
 
柿
 ふ
る
に
は
、
 
推
薦
 
網
を
 
用
ゐ
 
る
を
 
最
も
 
便
と
 
す
。
 
巧
者
な
る
 
も
の
は
、
 
論
文
 

網
を
 
用
 ひ
て
 
之
を
 
柿
 ふ
。
 
ま
れ
に
は
、
 
洋
行
 
網
を
 
用
ゐ
て
 
も
 柿
へ
 
得
る
 
こ
と
 
あ
り
。
 
こ
の
 
川
に
は
、
 
ま
た
 

多
く
 
擧
士
 
魚
を
 
產
す
 
。
近
年
、
 
產
 出
額
 
多
き
 
を
 以
て
 

賣
れ
 
口
よ
 
か
ら
ず
。
 

⑩
早
稻
 
田
 川
 
 
流
域
は
 
赤
門
 
川
よ
り
 
遙
に
短
 
か
け
れ
 
ど
も
、
 
幅
は
 
之
に
 
ま
さ
る
。
 
寄
附
 
山
よ
り
 
發
し
 

大
隈
村
 
こ 至

り
て
、
 
は
じ
め
て
、
 
早
稻
田
 
川
の
 
名
 あ
り
。
 
近
年
し
 
き
り
に
、
 
早
稻
 
田
學
士
 
魚
を
 
產
 す
。
 
風
 



味
、
 

赤
門
 

川
の
 

學
士
 

魚
に
 

似
た
り
 

。
さ
れ
 

ど、
 

價
廉
な
 

る
を
 

以
て
、
 

需
用
 

ひ
ろ
し
。
 

⑱
道
遙
 

市
 
 

早
稻
田
 

川
の
 

川
 

n 
に
あ
る
 

大
都
會
 

也
。
 

港
を
 

ひ
か
へ
 

て
、
 

船
舶
 

幅
輳
 

す
。
 

そ
の
 

中
に
 

英
 

國
の
船
 

多
し
。
 

も
と
は
、
 

學
校
 

多
く
、
 

書
店
 

多
 

か
り
し
 

が
、
 

近
頃
は
、
 

劇
揚
 

大
に
榮
 

ゆ
。
 

脚
本
 

鉛
が
、
 

こ 

の
 

市
の
 

名
物
 

也
 

#
 

抱
 

月
 

町
 
 

道
遙
 

市
よ
り
 

程
遠
か
ら
 

ぬ
處
 

に
あ
り
 

て
、
 

可
成
り
 

繁
華
な
る
 

都
會
 

也
。
 

こ
の
 

町
 

も、
 

港
を
 

ひ
か
へ
、
 

近
年
、
 

獨
逸
 

船
、
 

つ
き
 

始
め
し
 

よ
り
、
 

逍
遙
 

市
の
 

繁
華
 

や
、
 

玆
 

に
ぅ
 

つ
れ
り
。
 

早
稻
田
 

文
學
校
 

と
い
 

ふ
 

有
名
な
る
 

學
校
 

。
も
と
 

逍
遙
 

市
に
 

あ
り
て
、
 

一 
時
廢
 

校
せ
 

し
が
、
 

近
頃
、
 

こ
の
 

町
に
 

再
興
し
、
 

可
 

成
り
に
 

盛
り
 

也
。
 

商
業
 

可
成
り
 

振
へ
 

ど
も
、
 

固
有
の
 

產
 

物
は
 

無
し
。
 

多
く
は
 

舶
來
品
 

也
。
 

#
 

巽
 

軒
 

山
 
 

赤
門
 

川
の
 

上
流
に
 

あ
る
 

連
山
 

也
。
 

其
 

主
峯
を
 

哲
學
峯
 

と
い
 

ふ
。
 

敎
育
峯
 

、
宗
教
 

峯
 

、
文
學
 

峯
 

、
美
術
 

峯
な
ど
 

、
左
右
に
 

ひ
ろ
が
り
て
、
 

橫
に
 

長
き
 

こ
と
、
 

そ
の
 

幾
 

里
な
る
 

を
 

知
ら
ず
 

。
遠
方
よ
り
 

望
 

め
 

ば
、
 

見
事
な
る
 

山
 

也
。
 

⑩
竹
 

風
神
 

社
 
 

>ー
 

ィ
チ
 

ヱ 
尊
を
 

祀
る
 

。
本
能
 

満
足
の
 

神
 

箱
を
 

出
し
 

靈
驗
 

い
や
ち
 

こ
に
し
て
、
 

一
時
は
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大
に
 

繁
昌
せ
 

り。
 

繁
昌
せ
 

し
に
 

つ
れ
て
、
 

旅
館
、
 

酒
樓
 

な
ど
の
 

大
な
る
 

も
の
 

多
く
 

出
來
 

た
り
。
 

こ
の
 

地
、
 

風
光
 

美
な
る
 

を
 

以
て
、
 

遊
客
 

多
し
。
 

翁
 萬
 年
 橋
 
 
大
學
 村
と
 
文
部
 村
と
の
 
間
に
 
架
せ
 
る
大
橋
 
也
。
 
長
さ
 
百
 間
。
 
國
語
 
山
を
 
望
む
 
に
は
、
 
此
 

橋
を
 
最
も
 
佳
と
 
す
。
 
國
語
 
山
の
 
秀
容
を
 
賞
せ
 
む
と
 
す
る
 
者
に
 
し
て
、
 
こ
の
 
橋
に
 
來
ら
 
ざ
る
は
 
無
し
。
 
こ
の
 

橋
に
 
上
ら
ざ
る
 
も
の
は
、
 
未
だ
 
共
に
 
國
語
 
山
の
 
美
を
 
談
ず
 
る
に
 
足
ら
ざ
る
 
也
。
 
四
 里
 ば
か
り
 
下
の
 
方
に
、
 
東
 

圃
橋
 
あ
り
。
 
二
 橋
の
 
中
央
に
、
 
芳
賀
橋
 
あ
り
。
 
三
 橋
と
 
も、 

長
さ
は
 
ほ
 V 相

 同
じ
く
、
 
唯
 
萬
 
年
 
橋
は
 
木
 

造、 
芳
賀
 橋
は
 
石
造
、
 
東
圃
 橋
は
 
鐵
造
 也
。
 
國
文
 
山
を
 
望
む
 
に、 

m
 も 佳

な
る
 
を、 

東
圃
 橋
と
 
な
す
。
 
芳
 

賀
橋
 

は、 
國
語
 

國
文
兩
 

山
の
 

眺
望
を
 

兼
ね
た
り
。
 

⑩
嘲
風
 

寺
 

巽
 

軒
 

山
の
 

麓
に
 

在
り
。
 

可
成
り
 

有
名
な
る
 

寺
 

也
。
 

本
尊
は
 

宗
 

敎
哲
學
 

菩
薩
 

也
。
 

印
度
 

傳
 

來
の
 

も
の
と
 

稱
 

し
て
、
 

世
 

之
を
 

珍
重
す
。
 

境
内
に
 

文
 

學
觀
音
 

堂
 

あ
り
。
 

女
人
 

多
く
 

參
詣
 

す
。
 

#
 

鷗
 

外
 

市
 

逍
遙
 

市
に
 

次
げ
る
 

大
都
會
 

に
し
て
、
 

赤
門
 

川
の
 

川
口
ょ
り
 

程
遠
か
ら
 

ぬ
處
 

に
あ
り
 

て、
 

海
に
 

臨
め
り
。
 

こ
、
 

に
は
、
 

獨
逸
の
 

商
船
 

多
く
 

集
ま
り
し
 

が
、
 

近
年
 

貿
易
 

衰
 

へ
て
、
 

市
は
 

さ
び
れ
し
 

が
、
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新
に
 
醫
科
大
 
學
出
來
 
て、 

や
、
 
人
氣
を
 
恢
復
せ
 
り。 

⑩
硯
友
 
湖
 八
景
 
 
眉
 山
の
 
秋
 月
、
 
廣
津
の
 
夕
 照
、
 
江
 見
の
 
歸
 帆
、
 
巖
 谷
の
 
晩
鐘
、
 
湖
の
 
西
岸
に
 

あ
 

り。 
和
 泉
の
 
夜
雨
、
 
小
 栗
の
 
晴
嵐
、
 
德
 田
の
 
落
雁
、
 
春
 葉
の
 
暮
雪
、
 
東
岸
に
 
在
り
。
 
近
年
 
東
岸
に
は
、
 
溫
 

泉
處
 
々
に
 
出
来
て
*
 
遊
客
 頗
る
 
多
し
？
 
就
中
 
小
 栗
 村
の
 
溫
泉
 
に
は
、
 
男
女
 
學
 生
の
 
來
り
浴
 
す
る
 
者
 多
し
。
 

⑩
 露
伴
院
 
 
郵
便
 
和
尙
の
 
開
山
に
 
係
る
。
 
堂
宇
 
甚
だ
 
壯
大
 
也
。
 
古
ょ
り
 
有
名
な
る
 
が、 賽

者
は
 
多
 か
 

ら
ず
 
。
支
 
坊
も
多
 
か
り
し
 
が、 

大
半
 
廢
れ
 
て、 

今
存
 
せ
る
 
は、 

鶴
 伴、 

關
 月
の
 
二 坊

 の
み
 
也
。
 

_
 溫
柿
山
 
 
山
上
に
 
歷
史
 
小
說
寺
 
あ
る
を
 
以
て
 
有
名
 
也
。
 
麓
に
 
女
人
 
堂
の
 
跡
、
 
今
猶
存
 
す
。
 

㊃
 篁
 村
の
 
關
の
 
舊
趾
 
 
む
か
し
は
、
 
有
名
な
る
 
關
所
な
 
り
し
が
、
 
今
は
 
廢
れ
 
た
り
。
 
さ
れ
 
ど
 
一
種
の
 

風
致
 
あ
る
 
處
な
れ
 
ば
、
 
風
 騷
の
士
 
、
時
に
 
其
關
趾
 
を
訪
ふ
 
も
の
な
 
し
と
せ
 
ず
。
 
右
人
の
 
吟
詠
 
少
な
か
ら
 
ざ
 

る
が
 中
に
、
 

堇
 村
の
 
關
 
 

能
飮
 
法
師
 

都
を
 
ば
 霞
と
 
北
 ハに 出

で
 
し
か
 
ど 
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あ
き
 風
ぞ
 吹
く
 隻
村
 の
關
 

㊃
 天
外
が
 
岬
 
 
長
く
 
海
中
に
 
突
出
す
。
 
崖
 高
く
、
 
浪
は
げ
 
し。 

魔
風
 
戀
風
 
吹
き
 
來
れ
 
ば
、
 
住
々
 
船
舶
 

を
 覆
す
。
 
地
理
を
 
知
れ
る
 
漁
夫
は
、
 
平
氣
 
に
て
 
こ
の
 
あ
た
り
の
 
沖
を
 
船
に
 
て
 通
れ
 
ど
 •
慣
れ
ざ
る
 
者
は
、
 

恐
れ
て
 
近
づ
か
ず
。
 

#
 赤
門
 
川
 沿
岸
の
 
社
寺
 
 
赤
門
 
川
は
 
舟
楫
の
 
便
 あ
る
を
 
以
て
、
 
其
 沿
岸
、
 
到
る
 
處
 •
可
成
り
 
榮
 え
て
、
 

社
寺
の
 
名
 あ
る
 
も
の
 
多
 か
り
し
 
が
、
 
今
は
 
多
く
は
 
廢
れ
 
た
り
。
 
新
に
 
出
來
 
た
る
 
社
寺
 
も あ

れ
 
ど、 

そ
の
 
名
 

少
し
 
あ
ら
 
は
れ
た
 
る
は
、
 
草
 平
 寺
 •
瓊
音
 
神
社
な
 
ど
に
 
て、 

羽
衣
 
神
社
、
 
醒
雪
 
寺
、
 
嶺
雲
 
寺
、
 
天
隨
 
寺
、
 

ii 洋
 寺
、
 
臨
 風
神
 
社
、
 
晚
翠
 
寺
、
 
芥
舟
 
神
社
な
 
ど
は
、
 
す
べ
て
、
 
す
た
れ
た
り
。
 
そ
の
 
村
々
 
の
 有
志
 
者
、
 

再
建
を
 
圖
 り
つ
、
 
あ
れ
ば
、
 
い
づ
れ
、
 
そ
の
 
中
に
 
再
興
す
 
も
の
 
あ
る
べ
 
し。 

⑩
早
稻
 
田
 川
 沿
岸
の
 
社
寺
 
 
此
川
も
 
舟
楫
の
 
便
 あ
る
を
 
以
て
、
 
沿
岸
の
 
諸
 所
に
 
村
落
 
多
し
。
 
社
寺
 
も 

可
成
り
 
あ
り
て
、
 
そ
の
 
中
に
は
、
 
す
た
れ
た
る
 
も
の
 
あ
れ
 
ど、 

新
に
 
起
り
 
て、 

可
成
り
 
名
 あ
る
 
も
の
 
多
し
。
 

春
雨
 
寺
、
 
梅
溪
 
神
社
、
 
醉
夢
院
 
、
孤
島
 
神
社
、
 
白
鳥
 
院
 、
未
明
 
寺
な
 
ど、 

可
成
り
 
有
名
 
也
。
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⑩
 晶
子
 
沼
 
 
和
歌
 
村
に
 
あ
り
て
、
 
大
な
る
 
沼
 也
。
 
新
派
 
葦
と
 
稱
す
る
 
一
種
の
 
葦
を
 
生
じ
、
 
其
 花
 頗
る
 

美
な
る
 
を
 以
て
、
 
來
り
 
賞
す
 
る も

の
 
も 多

し
。
 
こ
の
 
沼
に
は
、
 
鴛
鴦
 
常
に
 
多
く
 
浮
べ
り
。
 
こ
の
 
外
、
 
和
歌
 

村
に
は
 
沼
 多
し
。
 
鐵
幹
 
沼
、
 
薰
園
 
沼
、
 
柴
舟
 
沼
、
 
空
穗
 
沼
、
 
竹
 柏
 沼
な
 
ど、 

い
づ
れ
 
も 風

景
ょ
 
し。 

躬
治
 

沼
は
、
 
近
年
 
埋
め
ら
れ
て
、
 
田
と
 
な
れ
り
。
 

⑩
柳
村
 
公
園
 
 
赤
門
 
川
に
 
沿
へ
 
り。 

園
內
 
に、 

翻
譯
 
花
、
 
紹
介
 
花
 等
 多
く
、
 
ハ
ィ
ヵ
ラ
の
 
學
生
 
、
來
 

り 遊
ぶ
 
も
の
 
少
な
か
ら
ず
 
。
こ
 
0
 頃
、
 
象
徵
 
花
と
 
い
ふ
 
舶
來
の
 
花
 多
く
 
移
さ
れ
て
、
 
物
好
き
の
 
人
の
、
 
杖
 

を
牽
 
く
も
の
 
可
成
り
 
多
し
。
 
 

. 

#
 新
體
 
山
の
 
七
 湯
 
 
新
體
 
山
に
は
、
 
古
 來
溫
泉
 
多
 か
り
し
 
が
、
 
泉
 脈
 時
々
 
變
る
を
 
以
て
、
 
興
廢
 
一
な
 

ら
ず
 

。
藤
 

村
溫
泉
 

は
、
 
一
時
 

最
も
 

繁
昌
し
た
り
 

し
が
、
 

今
は
、
 

溫
泉
 

出
で
 

ざ
る
 

や
ぅ
に
 

な
れ
り
。
 

そ
の
 

代
 

り
に
、
 
炭
坑
 
發
見
 
せ
ら
れ
て
、
 
昔
に
 
ま
さ
り
て
 
繁
昌
す
。
 
泣
 堇
 、
有
 
明、 

泡
 鳴
、
 
白
星
、
 
花
 外
、
 
醉
茗
、
 

夜
雨
の
 
七
 溫
泉
 
、
こ
の
 
山
に
 
あ
り
。
 
夏
は
 
浴
客
 
多
し
。
 

#
 天
溪
が
 
岡
 
 
太
陽
 
村
に
 
あ
る
 
長
 岡
 也
。
 
山
海
 
田
野
を
 
見
渡
し
て
、
 
眺
望
ょ
 
し。 
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⑩
獨
步
 

島
と
 

花
 

袋
 

島
 
 

相
 

接
し
て
 

自
然
 

生
の
 

花
木
 

多
し
。
 

花
 

袋
 

島
に
は
 

文
章
 

世
界
 

神
社
 

あ
り
て
、
 

大
 

に
 

繁
昌
す
。
 

獨
步
 

島
に
は
、
 

新
 

古
文
 

林
 

神
社
 

あ
り
て
、
 

可
成
り
 

有
名
な
 

り
し
が
、
 

近
年
 

海
 

嘯
の
 

爲
 

め
に
 

奪
 

ひ
 

去
ら
れ
て
、
 

未
だ
 

再
興
せ
 

ず
。
 

_
 

漱
石
瀧
 
 

赤
門
 

川
の
 

上
流
に
 

あ
る
 

大
瀑
 

也
。
 

深
山
の
 

奧
に
あ
 

り
し
を
 

以
て
、
 

世
に
 

現
 

は
れ
 

ざ
り
 

し
 

が
、
 

四
 

五
 

年
 

前
、
 

一 
西
の
 

怪
猫
 

時
鳥
 

村
に
 

出
で
、
、
 

人
家
を
 

あ
ら
し
け
れ
ば
、
 

血
氣
の
 

若
者
 

ど
も
、
 

之
を
 

柿
へ
 

む
と
 

て、
 

其
の
に
 

ぐ
る
を
 

追
 

ひ
て
、
 

山
 

深
く
 

入
り
し
 

に、
 

思
は
 

ず
 

も、
 

こ
の
 

II
 

を
發
 

見
せ
り
。
 

直
下
 

百
 

丈
、
 

頗
る
 

奇
觀
 

也
。
 

觀
 

覽
者
穸
 

く
な
る
 

に
つ
れ
 

て、
 

本
年
、
 

瀧
の
 

傍
に
、
 

朝
日
 

褸
と
 

い
ふ
 

料
理
店
 

も 
出
 

來
た
 

り
。
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陶
庵
 
侯
に
 
謁
す
る
 
の
 記
 

明
治
 
四
十
 
年
 六
月
 
十
七
 
日
ょ
り
 
十
九
 
日
へ
 
か
け
て
、
 
西
 園
 寺
陶
庵
 
侯
、
 
小
說
 
家
を
 
招
待
し
 
給
 ふ
。
 
十
七
 

日
に
は
 
川
上
 
眉
 山、 

廣
 津
柳
浪
 
一
田
 
山
 花
 袋
、
 
小
 栗
 風
 葉
、
 
柳
 川
 春
 葉
の
 
五
 人
 ゆ
き
、
 
十
八
 
日
に
は
"
 
森
 

I
I
 外
、
 
巖
谷
 
小
波
、
 
後
藤
 
宙
 外
、
 
小
 杉
 天
外
、
 
泉
 鏡
 花
、
 
德
田
秋
 
聲
の
六
 
人
 ゆ
き
、
 
最
後
の
 
十
九
 
日
に
は
、
 

幸
 田
 露
 伴
、
 
塚
原
溘
 
柿
、
 
內
田
魯
 
庵
、
 
島
 崎
 藤
 村
、
 
國
木
 
田
獨
步
 
及
び
 
余
の
 
六
人
往
 
け
り
。
 
坪
 內
 逍
遙
、
 

長
 谷
川
 
四
 迷
、
 
夏
目
漱
 
石
の
 
三
人
は
、
 
辭
 し
た
り
と
の
 
事
な
 
り。 

首
相
の
 
招
待
 
狀
あ
る
 
や
、
 
余
は
 
左
の
 
句
を
 
お
く
り
ぬ
。
 

な
め
く
 
ぢ
の
 
罷
り
出
で
 
た
る
ぅ
て
 
な
 哉
 

野
人
 
禮
に
嫻
 
は
ず
な
 
ど
、
、
 
窮
 M
 な
 こ
と
 
言
は
 
ず
に
 
其
 意
を
 
あ
ら
は
 
し
た
る
 
積
り
 
也
。
 
眼
前
の
 
卽
景
 
也
。
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必
ず
し
も
、
 

自
 か
ら
 
蛞
蝓
な
 
り
と
 
卑
下
し
た
 
る
つ
 
も
り
に
 
も 非

ず
。
 
む
か
し
 
風
の
 
人
は
、
 
王
侯
の
 
召
し
に
 

應
ぜ
ず
 と
か
、
 
ま
た
、
 
今
や
ぅ
 の、 

へ ほ
 理
窟
い
 ふ
 人
は
、
 
さ
き
に
 俳
優
を
 よ
ば
れ
た
 る 後

な
 れ
ば
 と
か
 

云
 ふ
 も
の
 
あ
る
を
 
聞
き
た
り
。
 

二
 十
 人
の
ぅ
 
ち、 

皆
 小
說
を
 
作
る
 
人
な
る
 
に、 

余
 ひ
と
り
は
、
 
小
說
は
 
作
 

れ
ず
 。さ
れ
 ど、 侯
が
、
 宰
相
と
 

し
て
な
ら
 

ず
し
て
、
 

私
人
と
 し
て
、
 文
 藝
の
爲
 

め
に
、
 よ
び
 給 ふ
 事
な
 

り。 
よ
ば
れ
て
 
行
く
 
に、 

理
窟
 
も、 

へ
ち
ま
 
も、 

あ
つ
た
 
も
の
に
 
あ
ら
ず
。
 
よ
び
 
給
 ふ
に
 
も、 

も
と
よ
り
、
 

窮
窟
な
 
理
窟
は
 
な
か
る
べ
し
。
 
首
相
は
、
 
曾
て
 
會
津
 
戰
爭
に
 
臨
み
た
 
る 人

な
 
り。 

西
洋
に
 
遊
學
 
し
た
る
 
人
 

な
り
。
 
貴
紳
の
 
方
な
が
ら
 
も、 

山
林
、
 
及
び
 
市
井
の
 
氣
を
 
解
せ
 
る 人

 也
。
 
今
の
 
總
理
 
大
臣
 
也
。
 
文
武
 
あ
は
 

せ
 得
た
 
る
の
 
み
な
ら
ず
、
 
詩
を
 
も
の
し
、
 
俳
句
を
 
も
の
し
、
 
あ
ら
ゆ
る
 
藝
術
の
 
美
を
 
解
せ
 
る
な
 
り。 

か
、
 

る 首
相
が
、
 
文
 藝
の
士
 
を
 召
し
 
給
 ふ
は
、
 
從
來
 
、
市
井
の
 
氣
に
充
 
ち
た
 
る 我

が
 
小
說
 
家
に
 
と
り
て
は
、
 

此
 

上
 も
な
 
き
 好
機
 
會
な
 
り。 

首
相
は
 
久
し
く
 
佛
國
 
に
あ
り
 
て、 

佛
國
の
 
文
學
を
 
味
は
 
へ
る
 
よ
り
、
 
我
 日
本
の
 

小
說
 
家
の
 
有
樣
も
 
知
ら
む
 
と
す
。
 
我
 小
說
 
家
た
 
る も

の
 
も 親

し
く
 
侯
に
 
接
し
て
、
 
叩
く
 
所
 あ
ら
 
ば
、
 
自
ら
 

益
す
 
る
听
少
 
か
ら
ざ
る
 
べ
し
。
 
知
ら
ぬ
 
こ
と
は
 
候
に
 
を
 そ
は
 
6 が

よ
 
し。 

知
れ
る
 
者
は
、
 
侯
に
 
敎
ふ
る
 
も" 



功
 德
也
 
。
更
に
 
種
は
 
無
い
 
か
-
^
 
と 蚤

 取
 眼
す
 
る 新

聞
 
屋
に
 
材
料
を
 
與
 
へ
て
 
や
る
 
も、 

亦
 功
德
 也
。
 

午
後
 
五
 時
半
と
の
 
事
な
 
れ
ば
 
、
そ
の
 
刻
を
 
見
は
 
か
ら
 
ひ
て
 
行
く
。
 
不
知
 
庵
、
 
溫
 柿
、
 
藤
 村
、
 
獨
步
 
す
で
 

に
 座
に
 
つ
け
り
。
 
余
よ
り
 
少
し
 
お
く
れ
て
、
 
露
 伴
來
れ
 
り。 

首
相
の
 
外
に
は
、
 
竹
 越
 三
叉
 
あ
り
て
、
 
接
待
 

役
を
 
つ
と
め
た
り
。
 
八
疊
二
 
間
を
、
 
客
 座
敷
に
 
充
 つ。 

南
 ふ
さ
が
り
て
、
 
東
に
 
庭
 あ
り
。
 
敷
石
 
正
し
く
、
 

芝
生
し
 
げ
り
、
 
木
立
 
今
や
 
新
綠
 
を
帶
 
び
て
 
し
げ
る
 
上
に
、
 
陰
欝
た
 
る 五

月
雨
の
 
空
、
 
暮
に
 
及
び
て
、
 
殊
に
 

も
の
さ
び
し
。
 
露
伴
來
 
り
て
、
 
設
け
ら
れ
た
 
る 座

 蒲
 園
、
 
み
な
み
た
 
さ
れ
る
 
が
と
 
思
へ
 
ば
、
 
や
が
て
、
 
美
 

人
、
 
あ
ま
た
 
出
て
 
來
て
杯
 
膳
を
 
は
こ
ぶ
。
 
酒
宴
は
 
じ
 ま
れ
り
 
〇
電
燈
 
つ
き
て
、
 

忽
ち
'
 
一
座
 光
る
。
 
六
 七
の
 

美
人
、
 
更
に
 光
を
 添
 ふ
。
 
美
と
 い
ふ
は
 未
だ
し
、
 
艷
 と
い
 ふ
 も 未

 •たし。 
光
る
 
と
い
 
ふ
が
、
 
美
人
を
 形
容
 

す
る
 
に
 最
も
 
適
切
な
る
 
詞
な
 
り
と
 
見
 と
れ
た
り
。
 

侯
よ
 

く
飮
 

み、
 

よ
く
 

談
ず
 

。
毫
も
 

官
臭
 

を
帶
 

び
ず
。
 

三
叉
、
 

接
待
 

役
を
 

勤
め
て
 

一
座
を
 

賑
は
 

せ
り
。
 

侯
 

が
 

青
年
の
 

時
、
 

江
 

戶
に
來
 

り、
 

甲
府
へ
 

赴
き
、
 

柳
 

原
 

家
の
 

臣
と
稱
 

し
て
、
 

徽
典
 

館
に
 

ゆ
き
し
 

に、
 

案
外
に
 

學
 

問
の
 

出
 

來
る
 

と
て
 

仕
事
を
 

さ 
づ
け
て
、
 

報
_
 

を
與
へ
 

く
れ
し
な
 

ど、
 

物
語
り
 

給
 

ふ
。
 

傍
に
 

あ
り
し
 

三
叉
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は
、
 

そ
は
、
 

は
じ
め
て
、
 

ぅ
か
 

V 
ふ
 

所
な
 

り
と
 

い
ふ
。
 

談
は
 

、
侯
が
 

佛
國
の
 

小
說
を
 

談
ず
 

る
ょ
り
、
 

く
さ
 

ぐ
 

さ
の
 

こ
と
に
 

及
ぶ
。
 

侯
 

も 
三
叉
 

も 
座
談
に
 

長
ず
 

〇
博
識
 

な
る
 

魯
 

庵
、
 

世
智
に
 

長
け
 

た
る
 

露
 

伴
、
 

故
 

實
に
通
 

ぜ
る
蟲
 

柿
、
 

い'
 

つ
れ
 

も、
 

口 
も 

八
丁
、
 

手
 

も 
八
 

了、
 

話
柄
 

そ
れ
か
ら
 

そ
れ
へ
 

と 
移.
 

り
て
、
 

し
ば
し
 

も
絕
 

間
な
 

し。
 

恰
も
 

蘆
の
 

若
葉
に
、
 

行
々
 

子
の
 

鳴
き
 

交
す
 

ご
と
し
。
 

余
は
、
 

今
日
の
 

新
 

rf
l 

を
 

讀
み
 

、
咋
日
 

三
叉
が
 

接
 

待
 

役
に
 

な
り
て
、
 

客
に
 

そ
れ
 

ノ
ぐ
 

思
 

•ふ
 

所
を
 

か
、
 

せ
し
 

を
 

知
り
、
 

今
日
 

も 
亦
 

か
、
 

る 
事
 

あ
ら
ん
 

か
と
て
、
 

午
前
中
、
 

苦
心
し
て
、
 

一
つ
 

詩
を
 

作
り
出
せ
り
。
 

す
で
に
 

出
來
 

た
る
 

以
上
は
 

機
先
を
 

制
す
る
 

も
ょ
 

か
ら
む
 

と
て
、
 

三
叉
に
 

向
 

ひ
て
、
 

紙
筆
を
 

乞
 

ふ。
 

侯
き
、
 

つ
け
て
 

咋
 

夜
の
 

絹
 

帳
を
 

持
ち
 

來
れ
と
 

命
す
。
 

ま
だ
 

早
 

か
 

ら 
む
と
 

言
は
 

る
、
 

に、
 

三
叉
 

笑
つ
 

て、
 

大
町
 

君
は
、
 

醉
 

つ
て
は
 

駄
目
な
 

り。
 

醉
は
ぬ
 

中
に
、
 

書
か
せ
ざ
る
 

ベ
か
ら
 

す
と
 

い
ふ
。
 

酒
褸
な
 

ど
に
 

て
こ
 

そ
醉
 

ッ
ぱ
ら
 

ひ
も
 

す
れ
、
 

氣
を
 

入
れ
て
、
 

飮
ま
ば
 

、
斗
酒
 

何
ぞ
醉
 

は
ん
や
と
 

氣
 

張
る
 

も、
 

我
な
が
ら
な
 

ほ
 

若
い
 

哉
。
 

か
、
 

る 
程
に
、
 

侯
 

も 
接
待
 

役
の
 

三
叉
 

も、
 

一
座
を
 

廻
り
 

て、
 

杯
を
 

す
、
 

め
ら
 

る。
 

座
の
 

一
方
に
は
、
 

ぬ
め
、
 

旣
に
展
 

ベ
ら
 

れ
た
 

り。
 

美
人
 

墨
を
 

磨
す
。
 

侯
、
 

墨
の
 

濃
淡
を
 

吟
味
し
て
 

い
ざ
 

書
け
と
 

い
ふ
。
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風
流
 
宰
相
 
解
憐
才
 
3
 
 

詩
 酒
淸
筵
 
三
日
 
開
。
 

怪
雨
 
一
天
 昏
似
 
墨
。
 
 

文
 星
夜
 
墮
駿
 
河
臺
。
 

と
か
き
 
つ
け
た
り
。
 
諸
氏
 
も 
そ
れ
 

■
か
き
つ
け
た
 
る
が
、
 
余
は
 
か
さ
ね
て
 

五
月
雨
 
や
 首
相
 
文
士
を
 
召
し
 
給
 ふ
 

と
、
 
ま
た
、
 

書
き
 
加
へ
 
ぬ
。
 

銀
河
 
橫
天
 
流
不
 
息
。
 

と
は
、
 
藤
 村
の
 
書
せ
 
る 所

 也
。
 
露
 伴
は
、
 

武
藏
野
 
や
 草
 さ
ま
 
f
 
に
さ
み
 
だ
る
、
 

溫
柿
 
は、 

御
園
生
の
 
雨
の
 
め
ぐ
み
に
 
し
げ
り
な
ん
 

こ
と
の
 
小
 草
の
 
い
や
 
黑
む
 
ま
で
 

不
知
 
庵
は
、
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書
は
 

以
て
 

姓
名
を
 

記
す
 

る
に
 

足
る
。
 

と
し
る
 
し
た
り
 

0 

侯
が
 

『
こ
の
 

後
に
 

か
、
 

る
、
 

君
は
』
 

と、
 

し
る
し
け
 

る
に
、
 

獨
步
 

は、
 

『
國
木
 

田
 

獨
步
な
 

り
』
 

と
氣
 

を
き
 

か
 

せ
た
り
。
 

三
叉
は
、
 

善
 

飲
、
 

善
談
 

、
筆
は
 

と
ら
 

ざ
り
 

き
〇
侯
 

、
一
同
に
 

向
 

ひ
て
、
 

『
お
呼
び
 

申
し
て
 

諸
君
を
 

苦
し
ま
し
 

む
る
 

は
 

本
意
に
 

あ
ら
ず
』
 

と 
言
 

は
れ
た
 

る
は
、
 

さ
す
が
に
、
 

宰
相
の
 

稚
麇
な
 

り 
0 



偉
人
 
福
 澤
諭
吉
 
翁
 

病
ん
で
 
死
に
 
瀕
せ
む
 
と
は
、
 
わ
れ
 
夢
に
も
 
知
ら
ず
。
 
翁
の
 
痩
我
慢
 
說
を
尤
 
め
し
に
、
 
忽
ち
 
其
 Hh 音

を
 
聞
 

く。 
一
言
の
 
弔
詞
な
 
き
を
 
得
ず
。
 
尤
め
 
し
は
、
 
翁
の
 
一
部
分
 
也
。
 
玆
に
 
翁
の
 
全
體
 
と
し
て
は
、
 
翁
は
 
君
子
 

に
 非
ず
、
 

一豪 傑
に
 
#
 す
、
 
さ
れ
 
ど、 

一
種
の
 
偉
人
 
也
。
 
教
育
家
と
 
し
て
’
 
明
治
の
 
先
覺
 
者
と
 
し
て
、
 
社
會
 

の
 指
導
者
と
 
し
て
、
 
西
洋
文
明
 
輸
入
 
者
と
 
し
て
、
 

一
種
の
 
事
業
家
と
 
し
て
、
 
又
操
觚
 
者
と
 
し
て
、
 
明
治
 
年
 

間
、
 
最
も
 
大
な
る
 
も
の
、
 
一
人
也
。
 
幕
府
の
 
末
よ
り
 
明
治
の
 
初
め
に
 
か
け
て
 
は、 

類
 稀
な
る
 
學
者
な
 
り
き
。
 

超
凡
の
 
見
識
を
 
懷
き
た
 
る 人

な
 
り
き
。
 
文
明
の
 
輸
入
、
 
こ
れ
 
彼
が
 
唯
一
の
 
目
的
に
 
し
て
、
 
其
 
一
生
の
 
事
業
 

な
り
き
。
 
獨
立
 
自
尊
 
主
義
は
、
 
啻
に
 
之
を
 
口
に
せ
し
 
の
み
な
ら
ず
、
.
 
之
を
 
實
 行
し
、
 
且
つ
 
之
を
 
一
貫
し
た
 

幻 含
 〇 
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學
者
 

と
し
て
の
 

翁
は
、
 

如
何
な
 

り
し
 

ぞ
や
 

。
日
本
 

外
史
、
 

靖
獻
 

遺
言
、
 

更
に
 

進
ん
で
 

四
書
 

五
經
が
 

唯
一
 

の
學
 

間
な
 

り
し
 

時
に
、
 

彼
は
 

洋
 

學
を
學
 

び
ぬ
。
 

短
 

袴
 

高
 

履
、
 

腰
に
 

双
 

龍
を
 

橫
 

へ
て
、
 

勤
王
よ
、
 

攘
夷
よ
 

と 

呼
 

號
せ
し
 

時
に
、
 

彼
は
 

身
を
 

洋
學
に
 

委
ね
ぬ
。
 

彼
は
 

深
邃
な
 

る 
學
理
を
 

思
索
し
、
 

一
家
の
 

新
學
說
 

を
考
へ
 

出
す
 

だ
け
の
 

頭
腦
を
 

有
せ
 

ざ
り
 

し
か
 

ど、
 

學
 

問
の
 

幼
穉
な
 

り
し
 

明
治
の
 

初
年
に
 

あ
り
て
 

は、
 

洋
學
 

を
傳
ふ
 

る
に
 

足
る
 

だ
け
の
 

學
力
を
 

有
し
た
り
。
 

彼
は
 

常
識
の
 

最
も
 

圓
 

満
に
發
 

達
し
た
 

る 
人
 

也
。
 

其
大
な
 

る 
常
識
を
 

以
て
、
 

事
理
を
 

判
斷
 

し、
 

社
 

會
を
 

大
觀
 

す
。
 

こ
れ
 

其
 

適
と
 

す
る
 

所
。
 

せ
ま
く
 

一 
 

學
一
 

_
 

の
 

壺
奧
を
 

叩
く
 

は、
 

彼
の
 

常
識
の
 

許
さ
 

V'
 

る 
所
 

也
。
 

彼
は
 

學
問
 

の
す
 

ぐ
れ
た
 

る 
人
に
 

非
ず
、
 

常
識
の
 

す
ぐ
れ
た
る
 

人
 

也
。
 

彼
は
 

一
種
の
 

偉
人
 

な
れ
 

ど
も
、
 

天
才
 

的
 

偉
人
に
 

非
ず
 

し
て
 

常
識
的
 

偉
人
 

也
。
 

而
 

し
て
 

彼
の
 

常
識
は
 

社
會
を
 

驚
醒
 

し、
 

指
導
す
 

る
に
 

足
り
た
り
 

き
。
 

明
治
の
 

初
年
 

以
前
は
、
 

彼
は
 

た
し
か
に
 

唯
一
の
 

社
會
 

の
先
覺
 

者
た
り
 

き
。
 

啻
に
 

敎
鞭
を
 

執
り
て
、
 

人
を
 

導
き
し
 

の
み
な
ら
ず
、
 

書
を
 

著
は
 

し
て
、
 

社
會
 

一
般
を
 

指
導
せ
 

り。
 

其
 

感
化
、
 

其
 

勢
力
、
 

其
 

影
響
の
 

如
何
に
 

大
な
 

り
し
 

か
は
、
 

今
日
の
 

三
十
 

歳
 

以
下
の
 

人
は
、
 

或
は
 

之
を
 

知
ら
ざ
る
 

ベ
け
 

れ
ど
 

、
三
十
 

歳
 

以
上
の
 

人
に
 

し
て
、
 

苟
 

く
も
 

多
少
の
 

知
識
 

あ
る
 

人
は
、
 

之
を
 

認
め
ざ
る
 

も
の
な
 

か
る
べ
 

し。
 



明
治
 
二
 十
 年
 以
後
、
 
社
 會
の
學
 
問
 進
み
、
 
知
識
 
進
む
 
に
 至
り
て
 
は、 

翁
は
 
最
早
 
學
 者
に
 
非
ず
、
 
又
 先
覺
者
 

に
も
 
非
 ざ
り
 
き
。
 
さ
れ
 
ど、 

其
 著
書
 
其
 新
聞
に
 
論
ぜ
し
 
言
は
、
 
な
ほ
 
一
部
分
の
 
崇
拜
 
者
を
 
有
し
た
り
 
き
。
 

畢
竟
す
 
る
に
、
 
彼
の
 
著
書
は
、
 
學
 者
の
 
著
書
と
 
云
 は
ん
よ
り
は
、
 
寧
ろ
 
社
 會
先
覺
 
の
 著
書
と
 
云
 ふ
べ
 
し。 

而
 し
て
 
其
 著
書
、
 
明
治
 
二
十
 年
 以
前
は
、
 
能
く
 
一
世
を
 
風
靡
し
た
り
 
き
。
 

教
育
家
と
 
し
て
の
 
翁
は
、
 
如
何
な
 
り
し
 
ぞ
や
 
。
彼
は
 
國
語
 
國
史
の
 
素
養
な
 
く
し
て
、
 
國
體
を
 
解
せ
 
ず
、
 

漢
學
の
 
造
詣
 
深
か
ら
 
す
し
て
、
 
儒
教
の
 
所
長
を
 
も 解

せ
 
ざ
り
 
し
か
 
ど、 

ひ
と
 
通
り
 
西
洋
の
 
學
問
を
 
解
し
、
 

西
洋
の
 
事
情
を
 
解
し
、
 
殊
に
 
常
識
 
幾
ん
 
ど
圓
 
満
に
發
 
達
し
て
、
 

一
家
の
 
見
識
を
 
有
し
た
り
 
き
。
 
余
の
 
性
情
 

よ
り
 
云
へ
 
ば
、
 
彼
の
 
如
き
 
冷
 か
な
る
 
人
を
 
喜
ば
ず
。
 
さ
れ
 
ど、 

翁
は
 
人
を
 
教
育
し
て
、
 
僞
善
 
者
を
 
作
ら
 
ざ
 

り
き
。
 
余
は
 
國
體
 
よ
り
 
わ
り
 
出
さ
れ
た
 
る 忠

君
 
愛
國
說
 
、
儒
教
よ
り
 
出
で
 
た
る
 
仁
義
の
 
說
を
唱
 
ふ
る
 
者
を
 

喜
ば
ざ
る
 
に
 非
ず
。
 
然
 り
と
 
雖
も
 
、
彼
等
の
 
多
く
は
 
僞
善
者
 
也
。
 
口
に
 
仁
義
を
 
唱
 ふ
れ
 
ど
も
、
 
身
に
は
 
不
 

仁
 不
義
を
 
行
 ひ
、
 
忠
君
 
愛
國
の
 
假
 面
を
 
被
り
て
、
 
外
面
を
 
飾
り
、
 
體
裁
 
を
粧
 
ひ
て
 
人
を
 
欺
け
 
ど
も
、
 
裏
面
 

に
は
 
敗
德
 
汚
行
 
充
滿
 
し、 

心
に
は
 
涙
な
 
く
し
て
、
 
目
に
は
 
空
涙
を
 
こ ほ

し
、
 
言
は
 
よ
く
 
美
に
 
し
て
、
 
行
 ひ
、
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い
よ
^
-
非
 
也
。
 
か
く
て
 
教
育
せ
ら
れ
 
た
る
 
者
、
 僞
善
 
者
に
 
あ
ら
 
ざ
れ
ば
、
 

小
 慷
慨
 
家
 也
。
 
小
 不
平
 
家
 也
。
 

淺
薄
な
 
る 厭

世
家
 
也
。
 
社
會
の
 
事
業
を
 
建
設
せ
 
ず
し
て
 
破
壤
 
す
。
 
わ
れ
 
其
 弊
害
の
 
多
き
 
に
堪
 
へ
ざ
る
 
也
。
 

翁
の
 
渴
望
せ
 
し 所

は
、
 
文
明
開
化
 
也
。
 
理
想
と
 
せ
し
 
人
物
は
、
 
社
會
 
有
用
の
 
材
也
 
。
彼
は
 
あ
ま
り
 
道
德
を
 

口
に
せ
 
ざ
り
 
き
。
 
さ
れ
 
ど
 全
く
 
道
德
を
 
度
外
視
し
た
 
る
に
 
あ
ら
ず
。
 
晚
年
 
世
に
出
し
、
 
修
身
 
要
領
、
 
以
て
 

彼
が
 
道
 德
に
關
 
す
る
 
意
見
を
 
伺
 ふ
べ
 
し。 

彼
は
 
國
 體
流
義
 
、
儒
 
敎
流
義
 
の
道
德
 
を
說
 
か
ん
よ
り
も
、
 
社
會
 

の
 知
識
を
 
增
 し、 

富
を
 
增
し
 
、
完
全
に
 
し
て
 
圓
滿
な
 
る 社

 會
を
 
作
ら
む
 
こ
と
を
 
急
務
と
 
し
た
り
き
。
 

こ
れ
 
亦
 
一
種
の
 
見
識
た
ら
 
ず
ん
 
ば
 あ
ら
ず
。
 
な
ま
じ
つ
 
か
國
 體
流
義
 
、
儒
 
敎
流
義
 
よ
り
 
養
 は
れ
て
、
 
僞
 

善
 者
、
 
小
 慷
慨
 
家
、
 
小
 不
平
 
家
と
 
な
り
、
 
口
に
 
ば
か
り
 
立
派
な
る
 
こ
と
を
 
云
 ふ
 人
を
 
作
ら
む
 
よ
り
は
、
 
實
 

際
に
 
社
會
に
 
立
ち
働
く
 
人
を
 
作
ら
む
 
こ
と
の
 
益
 多
き
 
に
 如
か
ず
。
 
翁
は
 
口
の
 
人
よ
り
は
、
 
手
の
 
人
を
 
作
り
 

た
り
き
。
 
慶
應
四
 
年
の
 
未
だ
 
改
元
せ
ら
れ
 
ざ
り
 
し 時

に
 
慶
應
義
塾
た
ち
 
て
よ
り
 
こ
、
 
に
 三
十
 
餘
年
 
、
明
治
 

の
 半
 以
前
に
は
、
 
官
の
 
大
學
 
V
 野
の
 
慶
應
義
塾
と
 
双
々
 
相
對
 
立
し
た
り
 
き。 

殊
に
 
大
學
が
 
未
だ
 
多
く
 
有
用
 

の
 人
物
を
 
出
さ
 

V り
し
 
前
、
 
義
塾
よ
り
 
人
才
 
彬
 々
と
し
て
 
輩
出
し
た
り
 
き
。
 
銀
行
、
 
諸
會
 
社
、
 
商
業
、
 
實
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業、 在野の 政治家の 中に、 第一流の 
地歩を 占めし もの、 若しくは、 

有望な りし ものは、 大 

學 
出身者には 

なくして、 

多くは 

義塾の 

出身者な 

りき。 

翁は 
實 
に社會 

有用の 

材を 
薫陶したり 

き。 

社會は 

長へ 

に 
其 
大恩を 

記せざる 

ベから 

ず。 

而 
して 
翁は 
啻に 
鞭を 
執りて 

人材を 

作りし 

の 

みならず、 
PJ 著書、 

新聞に 
社會 を敎 育せ り。 

感化せ 
り。 

十目の 
視る 

所、 
十手の 

§ び さす 
所、 

明治 
年間、 

第一の 

敎育 
家は、 

翁に 
あらず 

して 
誰ぞや 

。 

翁
 

ま
た
 

操
觚
 

者
と
 

し
て
も
 

世
に
 

す
ぐ
れ
た
り
 

き。
 

著
書
に
、
 

新
聞
に
、
 

彼
は
 

多
く
 

筆
を
 

執
り
た
り
 

き
。
 

殊
に
 

彼
は
 

文
章
の
 

大
家
 

也
。
 

其
 

文
章
 

雄
大
に
 

あ
ら
ず
、
 

華
麗
に
 

あ
ら
ず
、
 

さ
れ
 

ど
 

平
明
に
 

し
て
 

趣
味
 

あ
る
 

大
文
字
 

也
。
 

才
 

氣
縱
橫
 

、
意
 

到
り
、
 

筆
隨
 

ひ、
 

步
 

趨
整
齊
 

、
絕
 

え
て
 

細
工
の
 

跡
を
 

見
ず
。
 

字
を
 

平
易
に
 

し*
 

句
を
 

簡
明
に
 

し、
 

奇
を
 

弄
せ
す
 

し
て
 

自
 

か
ら
 

奇
 

、
巧
を
 

弄
せ
ず
 

し
て
、
 

自
 

か
ら
 

巧
。
 

渾
成
 

に
し
て
 

玲
瓏
。
 

彼
 

の
 

徒
ら
に
 

字
 

煉
句
窯
 

、
彫
 

蟲
琢
 

刻
を
 

事
と
 

す
る
 

小
 

文
士
の
 

比
に
 

弗
ず
。
 

明
治
の
 

文
壇
に
-
 

1 
種
の
 

文
體
を
 

創
め
た
り
。
 

亦
 

偉
な
 

り
と
 

云
は
 

ざ
る
べ
 

け
ん
や
。
 

而
 

し
て
 

六
十
 

餘
年
 

、
野
に
 

あ
り
て
、
 

其
 

人
物
の
 

平
民
 

的
な
 

る
が
 

如
く
、
 

其
 

文
章
 

も 
亦
 

平
民
 

的
 

也
。
 

翁
の
 

人
物
 

文
章
 

能
く
 

相
 

一
致
し
て
、
 

明
治
の
 

社
會
を
 

飾
れ
り
。
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單
に
 
慶
應
義
塾
と
 
い
ふ
 
大
な
 
る、 

多
く
 
人
才
を
 
出
し
た
 
る、 

隨
て
 
社
會
に
 
非
常
の
 
影
響
を
 
與
へ
 
た
る
 
學
 

校
の
 
創
立
者
た
 
る
の
 
み
に
 
止
ま
る
 
も、 

翁
は
 
旣
に
 
偉
大
 
也
。
 
彼
は
 
亦
 時
事
 
新
報
と
 
い
ふ
 
一
種
 特
色
 
あ
る
 
大
 

新
聞
を
 
發
 行
し
、
 
新
聞
記
者
と
 
し
て
も
 
成
功
し
た
 
り
き
。
 
彼
は
 
一
種
の
 
事
業
家
に
 
あ
ら
ず
 
や
。
 
而
 か
も
 
妄
 

り
に
 
他
に
 
依
賴
 
せ
す
。
 
他
の
 
力
を
 
假
ら
ず
 
。
獨
立
 
自
尊
、
 
明
治
の
 
社
會
に
 
濶
步
ゼ
 
り。 

翁
 今
や
な
 
し。 

冷
 か
な
る
 
一
坏
 の
黃
 
土
、
 
長
へ
 
に
 偉
人
の
 
魂
を
 
埋
め
つ
 
く
し
ぬ
。
 
大
觀
 院
獨
立
 
自
尊
 
居
 

士
と
 
人
物
 
主
義
を
 
名
に
 
員
 ひ
た
る
 
墓
碑
の
 
立
て
る
 
處
は
 
、
卽
ち
 
翁
の
 
遺
骸
の
 
あ
る
 
處
 、
花
落
ち
、
 

水
流
 

る。 
年
 又
 年
。
 
知
ら
ず
、
 
國
民
は
 
何
を
 
か
此
 墓
前
に
 
捧
ぐ
べ
 
き。 

棺
を
 
蓋
ぅ
て
 
名
 定
ま
る
 
と
か
 
や
。
 
翁
の
 
人
物
は
 
高
し
 
と 云

 ふ
べ
 
か
ら
ず
。
 
寧
ろ
 
俗
物
 
也
。
 

pi 其
れ
 
俗
物
 

也。 
故
に
 
能
く
 
世
俗
に
 
適
切
な
る
 
人
材
を
 
養
成
せ
 
り。 

其
 主
義
を
 
一
貫
し
て
、
 
始
終
 渝
ら
 ざ
り
 
し
は
、
 
翁
 

を
 偉
大
な
ら
 
し
む
る
 
所
以
の
 
一
な
る
 
と
、
 
も
に
、
 
亦
 彼
の
缺
 
點
た
ら
 
ず
ん
 
ば
 あ
ら
ず
。
 
文
明
 
輸
入
は
、
 
大
 

な
る
 
功
 勞
に
は
 
相
違
な
 
け
れ
ど
も
、
 
屋
 上
屋
を
 
架
し
、
 
下
流
 
益
 濁
り
て
、
 
終
に
 
西
洋
 崇
拜
の
 
弊
に
 陷
 り
し
 

事
 あ
ゎ
き
。
 
翁
其
責
 
な
し
と
 
云
 ふ
べ
 
か
ら
ず
。
 
而
 し
て
 
主
義
を
 
一
貫
し
た
 
る 翁

は
、
 
猎
の
 
如
く
 
直
進
す
 
る 
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の
み
に
 
し
て
、
 
毫
も
 
か
へ
 
り
み
 
て
 弊
害
を
 
除
去
す
 
る こ

と
 
能
は
 
ざ
り
 
き
。
 

一
得
、
 

一
失
は
、
 
何
事
に
 
も
兔
 

れ
ざ
る
 
所
な
 
れ
ど
 
も、 

非
常
な
る
 
功
勞
 
あ
り
た
 
る
と
 
共
に
、
 
亦
 多
少
の
 
害
毒
を
 
流
し
た
 
る も

の
と
 
斷
言
せ
 

ざ
る
を
 
得
ず
。
 
明
治
の
 
初
よ
り
 
旣
に
 
富
と
 
云
 ふ
こ
と
 
に
 注
目
し
、
 
爵
位
よ
り
も
、
 
虛
 名
よ
り
も
、
 
金
が
 
第
 

一
と
 喝
破
し
、
 
個
人
を
 
富
ま
し
、
 
社
會
を
 
富
ま
さ
ん
 
と
つ
と
 
め
た
り
 
し
は
、
 
時
務
を
 
知
れ
り
 
と 云

 ふ
べ
 
け
 

れ
ど
 
も、 

其
 弊
 黄
金
 
崇
拜
 
を
釀
 
し、 

銅
臭
 
社
 會
に
滿
 
ち、 

廉
潔
の
 
風
 地
を
 
拂
ふ
に
 
至
り
ぬ
。
 
翁
 ま
た
 
其
責
 

な
し
と
 
云
 ふ
べ
 
か
ら
す
。
 
翁
の
 
常
識
は
、
 
幾
ん
 
ど
圓
 
滿
に
發
 
達
し
た
り
 
し
か
 
ど、 

人
は
 
萬
 能
な
る
 
能
は
 
ず
、
 

借
む
 
ら
く
は
、
 
國
體
の
 
美
を
 
解
せ
 
ざ
り
 
き。 

楠
 公
の
 
討
死
を
、
 
權
 助
の
 
縊
死
と
 
罵
り
し
 
が
 如
き
は
、
 

一 班
 

以
て
 
全
豹
を
 
推
す
べ
し
。
 
正
當
な
 
る
獨
立
 
自
尊
、
 
も
と
よ
り
 
喜
ぶ
べ
き
 
こ
と
な
れ
 
ど
も
、
 
眼
中
 
國
家
な
 
く、 

皇
室
な
 
き
に
 
至
り
て
 
は、 

日
本
 
國
民
 
と
し
て
、
 
決
し
て
 
之
を
 
許
す
べ
か
ら
ず
。
 
況
ん
や
 
社
會
敎
 
育
の
 
大
任
 

を
雙
 
肩
に
 
擔
 
へ
る
 
も
の
に
 
於
て
 
を
 や
。
 

余
は
、
 
翁
の
 
死
後
、
 
直
に
 
罵
倒
す
 
る
に
 
忍
び
ず
。
 
死
屍
を
 
鞭
ぅ
 
つ
に
 
忍
び
す
。
 
余
は
 
た
し
か
に
 
翁
の
 
大
 

な
る
 
を
認
む
 
。
翁
の
 
功
 勞
多
 
か
り
し
 
を
 感
謝
す
。
 
其
 人
物
 
事
業
は
、
 
立
志
 
傳
中
の
 
好
材
料
た
ら
 
ず
ん
 
ば
 あ
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ら
す
 
。
さ
れ
 
ど、 西

洋
 
崇
拜
、
 
黃
金
 
崇
拜
の
 
弊
を
 
知
ら
ず
/
、
 
釀
し
だ
 
し、 

且
つ
 
國
體
に
 
適
せ
ざ
る
、
 
寧
ろ
 

之
を
 
破
壤
 
す
る
 
所
信
 
あ
り
 
乙 こ

と
 
だ
け
は
*
 
死
に
 
め
ん
じ
て
も
 
な
ほ
 
默
過
 
す
る
 
能
は
 
ざ
る
 
所
 也
。
 
翁
の
 
如
 

き
 大
な
る
 
人
物
に
 
あ
り
て
 
は、 其

 
一
身
 行
爲
 
は
さ
ま
で
 
過
失
は
 
な
か
る
 
ベ
け
 
れ
ど
 
も、 其

 下
流
の
 
凡
人
 
も
し
 

く
は
 
少
年
の
 
士
を
誤
 
ま
り
し
 
こ
と
 
幾
何
 
ぞ
 や
。
 
鳴
 呼
 翁
を
 
弔
ぅ
て
 
及
ば
す
。
 
書
し
て
 
門
下
の
 
人
才
を
 
戒
む
。
 

終
に
 
臨
ん
で
、
 
な
ほ
 
一
言
せ
 
し
め
よ
。
 
翁
は
 
そ
れ
 廣
き
 
平
野
の
 
如
き
 
乎
。
 
高
山
 
も
な
 
く
大
川
 
も
な
 
し。 

金
の
 
出
 づ
る
山
 
あ
る
に
 
も あ

ら
ね
ば
、
 
銀
の
 
い
づ
る
 
山
 も あ

ら
ず
。
 

一
望
 茫
々
 
と
し
て
 
餘
り
 
趣
味
な
 
き
が
 

如
く
 
な
れ
 
ど
も
，
 
畑
も
大
 
く、 

田
 も ひ

ろ
し
。
 
穀
物
 
野
菜
 
こ
、
 
に
 生
 熟
す
る
 
也
。
 
而
 し
て
 
肥
料
の
 
異
臭
 
も 

折
々
 
人
の
 
鼻
を
 
襲
 ふ
 也
。
 

翁
の
 
瘠
 我
慢
 
說
を
駿
 
す
 

十
 年
の
 
昔
、
 
福
澤
諭
 
吉
氏
 
は、 

瘠
 我
慢
の
 
說
と
 
い
ふ
 
一
篇
を
 
草
し
、
 
勝
、
 
檀
本
二
 
氏
に
 
の
み
 
示
し
て
、
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世
に
は
 
公
に
 
せ
 ざ
り
 
し
が
、
 
其
說
 近
頃
 『
日
本
人
』
 
『
日
本
』
 
『
時
事
 
新
報
』
 
な
ど
に
 
現
 は
れ
 
出
で
 
ぬ。 

下
ら
ぬ
 

說
な
れ
 
ど
も
、
 
明
治
の
 
先
覺
者
 
•
門
下
生
 
多
く
、
 
信
者
 
も 多

き
 
福
 澤
雪
池
 
翁
の
 
言
と
 
し
て
は
、
 
我
國
體
 
上
、
 

默
過
 
す
る
 
を
 得
ず
。
 

薩
長
は
、
 
幕
府
の
 
祿
を
 
食
み
 
し
も
の
、
 
仇
敵
 
也
。
 
苟
 く
も
 
骨
 あ
り
て
 
耻
を
 
知
れ
る
 
者
は
、
 
仇
敵
の
 
組
織
 

せ
る
 
政
府
に
 
同
じ
く
 
立
つ
 
ベ
か
ら
 
す
。
 

勝、 
擾
本
二
 
氏
が
 幕
府
 
有
力
の
 
遺
臣
な
る
 
に、 

二
十
 年
の
 
久
し
き
、
 
お
め
 
く
と
 
薩
長
 
人
と
 
共
に
 
政
府
 

の
 上
に
 
立
ち
、
 
山
野
に
 
肥
遯
 
す
る
 
能
は
 
ず
。
 
卽
ち
瘠
 
我
慢
を
 
{寸 る 能

は
 
ざ
り
 
し
は
、
 
幕
府
に
 
對
 し、 

當
時
 

戰
死
の
 
友
に
對
 
し、 

又
自
 
か
ら
 
良
心
に
 
顧
み
て
、
 
大
に
 
疚
し
 
か
る
べ
き
 
に
あ
ら
ず
 
や
。
 
こ
れ
 
福
澤
 
氏
の
 
瘠
 

我
慢
 
說
の
 
大
要
 
也
。
 

一
寸
 氣
が
 
利
き
て
 
居
る
 
や
ぅ
 
な
れ
 
ど、 

實
は
 
國
體
を
 
辨
ぜ
ず
 
、
大
勢
を
 
解
せ
 
ざ
る
 
愚
 

論
な
る
 

に
 過ぎ
ず
。
 

. 

室
鳩
巢
 

、
曾
て
 

楠
 

公
を
 

非
難
し
て
 

、『
孔 

明
は
 

三
 

顧
せ
ら
れ
 

て
は
じ
め
て
 

起
ち
し
 

に、
 

楠
 

公
が
 

一
命
 

直
に
 

起
ち
た
 

る
は
 

功
名
を
 

承
む
 

る
に
 

急
な
る
 

も
の
な
 

り
』
 

と 
云
 

ひ
た
る
 

に、
 

賴
 

山
陽
 

世
を
 

隔
て
、
、
 

『
支
那
は
 

革
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命
の
 
國
 也
。
 
特
に
 
三
國
 
時
代
に
は
 
定
ま
れ
る
 
君
主
な
 
か
り
き
。
 
さ
れ
ば
 
こ
そ
、
 
功
名
の
 
野
心
な
 
き
孔
 
明
は
 

急
に
は
 
起
た
 
ざ
り
 
し
か
 
ど、 

我
 日
本
は
 
皇
室
 
國
家
 
同
時
に
 
起
り
 
た
る
 
國
也
 
。
人
民
は
 
一
王
の
 
赤
子
 
也
。
 
人
 

民
た
 
る 者

、
 
た
と
 
ひ
 勅
命
な
 
き
も
、
 
天
子
の
 
急
に
 
赴
か
ざ
る
 
ベ
か
ら
 
ず
。
 
況
 ん
や
勒
 
命
 あ
り
た
 
る
を
 
や
』
 

と
駁
擊
 
せ
し
 
は、 

今
ょ
り
 
六
 七
十
 
年
 前
の
 
事
 也
。
 
亦
 以
て
 
我
 國
體
を
 
知
る
べ
し
。
 
南
北
朝
の
 
際
に
、
 
南
朝
 

の
 遺
臣
に
 
し
て
 
北
朝
に
 
事
へ
 
し 者

 あ
ら
ん
に
は
、
 

そ
は
 
或
は
 
瘠
 我
慢
を
 
{ 寸る

 能
は
 
ざ
り
 
し 者

な
る
 
べ
し
。
 

今
日
 
政
 友
會
の
 
組
織
せ
 
る 政

府
に
、
 
憲
政
 
本
黨
の
 
人
が
 
あ
ら
 
ば
、
 
そ
は
 
破
廉
耻
 
、
無
 
節
の
 
徒
 也
。
 
然
れ
ど
 

も
、
 
幕
府
 
倒
れ
て
、
 
王
政
復
古
せ
 
る
 場
合
は
、
 
決
し
て
 
之
と
 
同
樣
に
 
見
る
べ
き
 
に
 
非
ず
。
 

大
義
、
 
親
を
 
減
す
。
 
皇
室
に
 
對
 し
て
は
、
 
將
軍
も
 
陪
臣
 
も、 

同
じ
く
 
臣
民
 
也
。
 
朝
廷
と
 
幕
府
と
は
 
決
し
 

て
兩
 
立
せ
 
る も

の
に
 
非
 ざ. り

き
。
 
こ
れ
 
日
本
の
 
國
體
 
也
。
 
德
川
 
幕
府
、
 

一
朝
 其
 非
を
 
悟
り
て
 
政
權
を
 
朝
廷
 

に
か
へ
 
し
ま
つ
り
 
し
は
 
•
こ
れ
 
皇
國
の
 
臣
民
と
 
し
て
 
至
當
な
 
る 事

 也
。
 
幕
府
の
 
遺
臣
が
 
出
で
、
 
朝
廷
に
 
事
 

ふ
る
は
、
 
こ
れ
 忠
良
な
る
 
皇
國
の
 
臣
民
 也
。
 
つ
ゆ
 非
難
す
べ
き
 
點
な
き
 
也
。
 

然
る
に
、
 
當
年
 
幕
府
に
 
あ
り
し
 
人
々
 
の
 其
 子
孫
 
等
は
 
日
く
、
 
『
朝
廷
と
は
 
云
 ふ
 も
の
、
、
 
實
 際
は
 
薩
が
天
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子
を
 
挾
ん
で
 
私
を
 
い
と
な
め
る
 
政
府
 
也
』
 
と。 

こ
れ
 
凡
人
に
は
 
免
れ
 
難
き
 
邪
推
な
 
れ
ど
 
、
權
 
利
の
 
勝
者
 
功
 

勞
あ
る
 
者
に
 歸
す
 
る
は
、
 
至
當
の
 
報
酬
 也
。
 
薩
長
 人
士
が
 
多
く
 政
府
の
 
上
に
 
立
ち
し
 
は
 自
然
の
 
勢
 也
。
 
然
 

れ
ど
も
 

行
政
 

上
、
 三
百
 
年
來
の
 

行
き
が
 

ゝ
り
も
 

あ
り
、
 

天
下
の
 

事
 之を
 
田
舍
 
武
士
に
 

の
み
 
委
す
べ
 

か
ら
ず
。
 

而
 し
て
 
雲
井
 
龍
 雄
の
 
如
く
 
叛
 謀
を
 
擧
げ
む
 
と
せ
し
 
は、 

こ
れ
 
國
賊
 
也
。
 
栗
 本
 鋤
 雲
の
 
如
く
 
野
に
 
か
く
れ
し
 

は
、
 
こ
れ
 
無
力
 
也
。
 
無
氣
力
 
也
。
 
眞
に
瘠
 
我
慢
の
 
何
た
る
 
か
を
 
解
し
、
 
骨
 あ
り
 
廉
耻
を
 
知
れ
る
 
有
力
の
 
士
 

は
、
 
朝
廷
の
 
上
に
 
立
ち
て
、
 
其
權
を
 
分
た
ざ
る
 
を
 得
ず
。
 

一
つ
 
や
 二
つ
の
 
椅
子
を
 
幕
府
の
 
遺
臣
に
 
分
ち
 
た
 

る
は
、
 
天
下
の
 
人
心
を
 
收
攬
 
せ
む
 
と
す
る
 
策
略
に
 
外
な
ら
 
ず
と
 
云
 ふ
は
、
 
こ
れ
 
徒
に
 
彼
を
 
邪
推
し
て
、
 
我
 

が
 眞
意
を
 
知
ら
ざ
る
 
も
の
 
也
。
 
殊
に
 
海
軍
の
 
事
、
 
阪
本
 
龍
馬
 
あ
ら
 
ば
 と
も
か
く
、
 
高
 杉
晉
作
 
あ
ら
 
ば
と
 
も 

か
く
、
 
豈
に
 
之
を
 
經
驗
 
乏
し
き
 
薩
長
 
武
士
に
 
任
 か
す
べ
 
け
ん
や
。
 
多
年
 經
驗
を
 
積
め
る
 
勝
 海
 舟
が
 
海
軍
 
卿
 

と
な
り
、
 
擾
本
武
 
揚
が
 
海
軍
 
中
將
 
と
な
り
し
 
は" 

國
家
 
に
と
 
り
て
も
、
 
外
 國
に
對
 
し
て
も
，
 
必
ず
 然
ら
ざ
 

6 を
 得
ざ
る
 
こ
と
 
也
。
 
且
つ
 
や
 勝
 伯
は
 
西
鄕
 
南
洲
と
 
肝
膽
相
 
照
し
、
 
其
 邪
心
な
 
き
を
 
知
り
、
 
談
笑
の
 
間
に
 

江
戶
 
城
を
 
附
 し
て
 
疑
は
 
ず
。
 
英
雄
は
 
英
雄
を
 
知
る
。
 
こ
の
間
の
 
消
息
、
 
豈
に
雪
 
池
 輩
の
 
俗
物
の
 
ょ
く
 
解
す
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る 所
な
 
ら
ん
 
や
。
 

勝
 伯
が
 
將
軍
 
を
し
て
 
恭
順
の
 
正
路
に
 
就
か
し
 
め
た
り
 
し
 時
、
 
大
 に
反
對
 
せ
し
 
頑
冥
の
 
徒
 多
 か
り
き
。
 
勝
 

伯
が
 
官
に
 
就
き
し
 
際
に
 
も
な
 
ほ
 之
を
 
非
難
し
た
 
る も

の
 
多
 か
り
き
。
 
勝
 伯
は
 
爲
 め
に
 
暗
殺
せ
ら
れ
 
む
と
 
せ
 

し
も
の
、
 
其
 幾
囘
な
 
る
を
 
知
ら
 
ざ
り
 
き。 

さ
れ
 
ど、 

こ
れ
 
薩
長
の
 
心
事
 
未
だ
 
天
下
 
一
般
に
 
明
か
な
ら
 
ざ
り
 

し
當
 
時
に
 
あ
り
て
 
は、 

な
ほ
 
恕
す
べ
 
し。 

な
ん
 
ぞ
圖
 
ら
ん
、
 

二
 十
 年
後
の
 
明
治
の
 
聖
代
に
 
あ
り
て
、
 
な
ほ
 

勝
 伯
の
 
心
を
 
解
せ
 
ざ
る
 
愚
物
 
あ
ら
む
 
と
は
。
 
嗚
呼
、
 
雪
 池
の
 
如
き
は
、
 
竟
 に
こ
れ
 
前
世
紀
の
 
ハ
ィ
カ
ラ
 
黨
 

乎
。
 
國
 家
よ
り
も
、
 
皇
室
よ
り
も
、
 
黃
金
が
 
重
く
、
 
大
義
名
分
 
よ
り
も
、
 

一
身
の
 
休
戚
が
 
大
切
な
 
り
と
 
す
 

る. の
 徒
、
 
動
も
す
れ
ば
 
愚
 言
を
 
弄
し
て
、
 
世
 道
を
 
害
し
、
 
人
の
子
を
 
賊
せ
 
む
と
 
す
。
 

翁
と
 
大
隈
伯
 

* 

官
學
以
 
外
の
 
大
な
 
る
學
 校
と
 
云
へ
 
ば
、
 
何
人
も
 
指
を
 
早
稻
田
 
大
學
と
 
慶
應
義
塾
 
と
に
 
屈
す
る
な
 
る
べ
 
し。 



慶
應
は
 

福
澤
 

翁
の
 

學
校
 

に
し
て
、
 

早
稻
 

田
大
學
 

は
大
限
 

伯
の
 

經
營
 

す
る
 

學
校
な
 

り 
〇
大
隈
 

伯
は
 

大
人
物
な
 

り
。
 

福
 

澤
翁
も
 

亦
 

大
人
槪
 

也
。
 

か
、
 

る 
大
人
物
の
 

校
長
と
 

い
ふ
 

こ
と
は
、
 

宫
私
を
 

通
じ
て
、
 

絕
ぇ
 

て
、
 

&
 

に
 

其
 

比
を
 

見
ざ
る
 

所
な
 

り。
 

福
 

雲
は
、
 

始
め
よ
り
 

敎
嘉
 

t
 

て
 

立
て
り
。
 

上
野
に
 

_
 

轟
き
、
 

鮮
血
 

迸
る
 

の
 

日、
 

同
じ
 

東
京
の
 

地
に
 

あ
り
て
、
 

靜
に
 

經
濟
の
 

書
を
 

講
ぜ
り
 

と
の
 

事
 

也
。
 

當
時
 

に
あ
り
 

て
は
、
 

大
な
 

る
學
者
 

也
。
 

又
大
な
 

る 

文
章
 

家
 

也
。
 

學
者
 

と
し
て
の
 

福
澤
 

翁
は
、
 

時
代
の
 

進
む
 

と
共
に
 

消
滅
す
 

ベ
 

け
れ
ど
も
、
 

文
章
 

家
と
 

し
て
の
 

翁
は
、
 

萬
 

古
 

生
命
 

あ
り
。
 

啻
に
 

文
章
 

家
と
 

し
て
の
 

生
命
 

あ
る
の
 

み
な
ら
ず
、
 

大
 

文
章
 

家
と
 

し
て
 

日
本
の
 

文
 

章
 

史
上
に
 

異
彩
を
 

放
つ
 

人
 

也
。
 

翁
は
 

學
者
 

と
い
 

ふ
よ
り
も
、
 

識
者
と
 

い
ふ
べ
き
 

な
り
 

〇
實
に
 

文
明
の
 

指
導
 

者
に
 

し
て
 

社
會
 

の
木
驛
 

た
り
き
。
 

明
治
の
 

前
半
、
 

人
才
を
 

出
せ
る
 

こ
と
は
、
 

官
學
 

よ
り
も
 

却
つ
 

て
 

私
立
 

の
 

慶
應
の
 

方
が
 

遙
に
多
 

か
り
き
。
 

豐
川
良
 

平
氏
は
 

慶
應
義
塾
の
 

出
身
な
る
 

が
、
 

慶
應
義
塾
に
 

對
せ
る
 

明
治
 

義
塾
の
 

長
と
 

な
り
、
 

馬
場
、
 

大
 

石
の
 

諸
氏
、
 

こ
れ
が
 

敎
 

員
た
り
 

し
が
、
 

振
は
 

ず
し
て
 

倒
れ
、
 

そ
の
 

跡
が
、
 

英
吉
利
 

法
律
 

學
安
 

と
な
り
、
 

^
 

I3u  - * 



學
院
 
と
な
り
、
 
今
の
 
中
央
 
大
學
 
と
な
る
。
 
み
な
 
明
治
 
義
塾
の
 
後
 身
に
 
し
て
、
 
揚
所
も
 
同
じ
 
所
 也
。
 
早
稻
田
 

の
學
校
 
起
り
 
し
は
、
 
明
治
 
義
塾
ょ
り
は
、
 
ず
っ
と
 
後
の
 
事
 也
。
 

大
隈
 伯
は
、
 
大
政
 
治
 家
 也
。
 
さ
れ
 
ど、 

外
務
大
臣
と
 
な
り
て
 
失
敗
し
、
 
總
理
 
大
臣
と
 
な
り
て
 
失
敗
し
、
 

朝
に
 
於
け
 
る 政

績
 
は、 

と
て
も
、
 
伊
藤
 
公
、
 
山
縣
 
公
な
 
ど
に
 
比
較
す
べ
く
 
も あ

ら
す
。
 
野
に
 
あ
り
て
も
、
 

進
 步
黨
の
 
總
理
の
 
地
位
 
も
た
も
た
れ
 
ず
、
 
滿
 腔
の
 
覇
氣
、
 
三
寸
の
舌
ょ
り
 
迸
り
 
出
で
、
、
 
大
演
說
 
家
と
 
な
 

り、 
大
 記
者
と
 
な
り
、
 
大
 批
評
家
と
 
な
り
、
 
又
 大
政
 
治
 家
と
 
な
る
。
 
吾
人
が
 
伯
の
 
長
廣
 
舌
を
 
聞
く
 
を
 得
る
 

は、 
そ
の
 
野
に
 
あ
る
の
 
お
蔭
 也
。
 
行
 ふ
 者
は
 
默
 し、 

行
 ふ
を
 
得
ざ
る
 
者
は
 
し
や
べ
 
る。 

古
今
 
同
一
 
轍
な
 
り
。
 

伯
は
 
行
 ふ
の
 點
 に
あ
り
 
て
は
 
第
一
流
の
 
政
治
家
と
 
し
て
 
遜
色
 
あ
れ
 
ど
も
、
 
そ
の
代
り
に
、
 
雄
 辯
の
 
論
客
と
 

し
て
、
 
世
界
に
 
鳴
る
。
 
亦
 
一
代
の
 
人
傑
な
る
 
哉
。
 
早
稻
 
田
の
 
學
校
は
 
伯
を
 
戴
け
る
 
が
 爲
め
に
 
榮
ぇ
 
、
伯
は
、
 

早
稻
 
田
の
 
學
校
 
を
經
營
 
せ
る
 
が
 爲
 め
に
、
 
大
 教
育
家
と
 
し
て
、
 
世
に
 
推
さ
る
。
 

伯
は
 
失
敗
せ
 
る 政

治
家
が
、
 
餘
力
を
 
以
て
、
 

一
面
に
 
敎
育
 
家
と
 
な
り
た
る
 
也
。
 
教
育
家
と
 
し
て
の
 
素
養
 

あ
る
に
は
 
非
ず
。
 
政
治
の
 
批
評
が
 
主
に
し
て
 
•
實
 
業
に
 
及
び
、
 
敎
 育
に
 
及
び
、
 
歴
史
に
 
も 及

び
、
 
知
識
は
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古
今
 
內
 外
に
 
亙
る
。
 
奥
行
は
 
な
け
れ
 
ど
も
、
 
幅
は
 
ひ
ろ
し
。
 
殊
に
 
伯
、
 
言
を
 
吐
け
ば
、
 
壯
快
な
 
り。 

獅
子
 

巖
 頭
に
 
吼
 ゆ
る
 
も、 

か
く
 
や
と
 
思
は
 
る。 

伯
の
 
立
揚
 
は、 

ど
う
し
て
も
、
 
經
世
家
 
也
。
 
人
を
 
敎
ふ
 
る
と
 
い
 

ふ
ょ
り
も
、
 
寧
ろ
 
世
を
 
評
す
る
 
の
點
に
 
於
て
、
 
其
 特
徵
を
 
見
る
。
 
聞
く
、
 
伯
は
 
手
紙
を
 
書
き
し
 
こ
と
な
し
 

と。 
書
に
 
對
す
る
 
趣
味
な
 
し
と
 
云
へ
 
ば
、
 
仕
方
な
し
。
 
伯
の
 
如
き
 
人
傑
の
 
書
な
ら
、
 
巧
拙
 
以
上
に
、
 
そ
の
 

人
傑
の
 
俤
が
 
あ
ら
は
 
れ
て
 
、
大
い
に
 
面
白
 
か
る
べ
き
 
を
と
 
惜
 ま
る
 

ゝ 也
。
 
又
 聞
く
、
 
佐
々
 
木
 安
五
郎
 
氏
、
 

嘗
て
 
伯
に
 
蒙
古
の
 
事
を
 
語
る
。
 
其
 後
、
 
伯
、
 
そ
の
 
知
識
を
 
土
臺
 
に
し
て
、
 
例
の
 
長
廣
 
舌
を
 
振
 ひ
し
に
、
 
之
 

を
 聞
き
 
居
り
し
 
佐
々
 
木
 氏
、
 
そ
の
 
誤
れ
る
 
を
 駁
 し* 

先
日
 
•
わ
ざ
と
、
 
う
そ
を
 
敎
へ
 
置
き
た
り
 
と
て
 
笑
 ふ
 

に、 
佐
々
 
木
は
 
悪
い
 
奴
 だ
と
て
、
 
苦
笑
せ
 
り
と
の
 
事
 也
。
 
事
實
か
 
否
か
は
 
知
ら
 ざ
れ
 
ど， 

伯
に
は
 
有
り
 
さ 

う
な
 
事
と
 
思
は
 
る。 

適
 ま 以

て
 
伯
が
 
偉
人
に
 
し
て
、
 
そ
の
 
頭
 腦
の
消
 
化
 力
の
 
大
な
 
る
を
 
見
る
 
也
。
 

今
や
、
 
福
澤
 翁
は
 
旣
に
 
世
に
 
亡
し
。
 
翁
は
、
 
ょ
く
 
人
を
 
敎
 
へ、： 世

を
 
導
き
た
り
。
 
そ
の
 
文
 萬
 古
に
 
輝
き
 

其
 言
 千
代
に
 
生
く
。
 
譬
 ふ
れ
ば
、
 
海
岸
の
 
燈
臺
の
 
如
し
。
 
ど
ん
と
 
烈
し
き
 
音
た
 
て
、
 
人
を
 
驚
か
し
、
 
仰
 

げ
ば
 
空
中
に
 
火
光
 
燦
爛
 
た
り
。
 
教
育
家
と
 
し
て
の
 
大
隈
 
泊
は
、
 
そ
の
 
百
 二
 十
五
 
歳
と
 
共
に
 
消
 ゆ
べ
 
し。 

伯
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の
 小
な
る
 
者
に
 
至
り
て
 
は
、
 
こ
れ
は
 
線
香
 
煙
火
 
也
。
。
 は
つ
と
 
光
り
て
、
 
ば
つ
と
 
消
 ゆ
 

の
 多
き
 
に
堪
 
へ
ず
。
 



伊
藤
博
文
 

公
 

嗚
呼
、
 

明
治
 

四
十
 

二
 

年
 

十
一
月
 

四
日
は
、
 

伊
藤
 

公
が
 

大
森
 

村
に
 

國
葬
せ
 

ら
れ
 

た
る
 

日 
也
。
 

微
雨
 

至
る
。
 

天
 

公
 

も 
亦
 

公
の
 

爲
に
悲
 

む
か
。
 

思
 

ふ
も
遙
 

け
き
 

哈
爾
賓
 

の
 

停
車
場
に
 

、
公
が
 

韓
國
 

人
の
 

毒
彈
 

に
斃
れ
 

た
り
と
の
 

報
傳
 

は
る
 

や
。
 

我
國
は
 

上
下
 

擧
 

つ
て
、
 

律
々
 

浦
々
 

に
 

至
る
圭
 

で
、
 

驚
悲
 

せ
ざ
る
 

隅
 

も
な
 

く、
 

新
聞
は
 

公
の
 

記
事
を
 

滿
 

載
し
て
、
 

今
 

に
 

至
る
 

も
な
 

ほ
絕
 

ぇ
ず
。
 

世
界
中
、
 

國
と
 

い
ふ
 

國
は
 

、
み
な
 

弔
意
を
 

表
せ
ざ
る
 

は
 

無
く
、
 

公
の
 

一
死
、
 

忽
 

ち
 

世
界
中
の
 

問
題
と
 

な
れ
り
。
 

夕
陽
の
 

西
 

山
に
 

沒
し
 

た
ら
む
 

樣
 

に
も
 

似
て
、
 

悲
絕
 

に
し
て
 

•
兼
ね
て
 

壯
絕
 

な
る
 

哉
。
 

公
の
 

一
代
の
 

事
業
は
、
 

旣
に
 

世
界
中
に
 

輝
け
り
。
 

今
更
 

余
輩
の
 

喋
々
 

す
る
 

ま
で
 

も 
無
し
。
 

西
鄕
 

隆
盛
、
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大
久
保
 
利
 通
、
 
木
戶
孝
 
允
は
、
 
維
新
の
 
三
 傑
と
 
云
 は
れ
た
 
る
が
、
 
西
鄕
 
は
武
 
な
り
。
 
大
久
保
 
木
戸
は
 
文
 也
。
 

尨
大
な
る
 
西
鄕
の
 
事
業
は
、
 
維
新
と
 
共
に
 
終
り
、
 
明
治
 
六
 年
の
 
征
韓
 論
に
 
退
き
、
 
明
治
 
十
 年
の
 
西
南
 
戰
役
 

に
 斃
れ
た
 
り。 

伊
藤
 
公
は
 
木
戶
の
 
股
肱
た
り
 
し
が
、
 
木
戶
も
 
明
治
 
十
 年
に
 
病
死
し
た
り
。
 
そ
れ
ょ
り
 
前
、
 

伊
藤
 
公
は
 
轉
 じ
て
 
大
久
 
保
の
 
股
肱
た
り
 
し
が
、
 
大
久
保
 
も 其

 翌
年
、
 
暗
 双
に
 
斃
れ
 
た
り
。
 
三
 傑
な
 
き
 後
は
、
 

伊
藤
 
公
の
 
獨
舞
臺
 
也
。
 

始
め
て
 

總
理
 

大
臣
と
 

な
り
た
る
 

も、
 

伊
藤
 

公
也
。
 

始
め
て
 

憲
法
を
 

起
草
し
た
 

る 
も
 

伊
藤
 

公
也
。
 

始
め
て
 

樞
密
 

院
議
 

長
と
 

な
り
た
る
 

も、
 

伊
藤
 

公
也
。
 

い
つ
し
か
 

總
理
 

大
臣
 

以
上
に
 

元
老
と
 

い
ふ
 

も
の
 

起
り
、
 

伊
藤
 

公
、
 

山
縣
 

公、
 

井
上
 

侯、
 

松
 

方
 

侯
が
、
 

卽
ち
 

そ
の
 

元
老
た
り
 

し
が
、
 

就
中
 

伊
藤
 

公
を
 

以
て
 

其
 

首
と
 

な
す
。
 

之
を
 

古
に
 

比
す
 

6 
に、
 

全
く
は
 

一
致
せ
 

ざ
れ
 

ど
も
、
 

今
の
 

總
理
 

大
臣
は
、
 

古
の
 

大
納
言
 

也
。
 

元
老
が
 

左
 

右
大
臣
 

也
。
 

も
し
く
は
 

太
 

政
 

大
臣
 

也
。
 

元
老
の
 

中
 

太
 

政
 

大
臣
に
 

擬
す
べ
 

き
も
の
は
、
 

伊
藤
 

公
也
。
 

山
縣
公
 

之
に
 

次
ぐ
。
 

井
上
、
 

松
 

方
、
 

兩
侯
は
 

與
ら
ず
 

。
山
縣
 

公
は
 

官
 

、
文
武
を
 

極
む
。
 

忠
亮
 

に
し
て
 

士
に
 

下
る
 

の
 

槪
 

あ
り
。
 

山
縣
 

公
と
 

伊
藤
 

公
と
 

を
 

比
す
れ
ば
、
 

伊
藤
 

公
は
 

ハ
ィ
ヵ
ラ
 

的
 

政
治
家
の
 

亙
 

魁
に
 

し
て
、
 

山
縣
公
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U 蠻
 ヵラ 

的 政
治
家
の
 
亙
 魁
 也。 

世
の
中
は
、
 
突
飛
に
 
進
み
 
過
ぎ
て
も
 
不
可
 也。 

保
守
に
 
偏
し
て
も
 
不
可
 

也
。
 
進
 守
と
 
保
守
と
 
相
俟
っ
て
、
 
玆
に
 
始
め
て
 
中
庸
を
 
得
て
、
 
完
全
な
る
 
進
歩
を
 
爲
す
 
も
の
 
也
。
 
明
治
の
 

世
、
 
政
治
 
界
に
 
偉
材
 
多
し
。
 
さ
れ
 
ど
、
 
要
す
る
に
 
伊
藤
 
的
と
、
 
山
縣
 
的
と
の
 
外
に
 
出
で
 
ず
。
 
山
縣
 
的
は
 
保
 

守
を
 
代
表
し
、
 
伊
藤
 
的
は
 
進
 守
を
 
代
表
す
。
 
山
縣
 
公
は
 
黃
金
を
 
以
て
 
政
黨
 
員
を
 
買
收
 
し
た
る
 
事
 あ
り
し
 
が
、
 

こ
れ
 
實
に
當
 
時
の
 
公
に
 
取
り
て
 
は
 尤
も
ら
し
き
 
政
略
に
 
し
て
、
 
理
想
の
 
政
治
家
と
 
し
て
は
、
 
公
の
 
一
大
 缺
 

點
也
 
。
伊
藤
 
公
は
、
 

一
時
、
 
朝
を
 
退
く
 
と 
其
に
、
 
政
黨
の
 
首
領
と
 
な
り
，
 
自
由
 
黨
を
 
も
と
、
 
し
て
 
多
く
の
 

政
略
を
 
網
羅
し
て
、
 
政
友
會
 
と
い
 
ふ
 唯
一
の
 
大
政
 
黨
の
 
總
理
 
と
な
り
た
り
。
 

こ
の
 
一
事
に
 
て
 判
す
 
る も、 

伊
藤
 
公
が
 
文
明
 
的
 政
治
家
た
 
る こ

と
は
、
 
何
人
も
 
否
定
す
 
る
 能
は
 
ざ
る
べ
 
し
。
 
伊
藤
 
公
は
 
明
治
の
 
世
の
 
政
 

治
に
、
 
何
事
に
 
も 魁

を
 
爲
し
 
た
り
。
 
そ
の
 
餘
弊
も
 
あ
り
 
た
れ
 
ど、 

日
本
 
今
日
の
 
進
步
 
は
、
 
實
に
 
伊
藤
 
公
の
 

政
略
に
 
よ
ら
ず
 
ん
ば
 
あ
ら
ず
。
 
何
事
に
 
も 魁

し
た
 
る 伊

藤
 
公
は
、
 
日
露
 
戰
爭
の
 
結
果
、
 
韓
國
が
 
我
 國
の
保
 

護
國
 
と
な
る
 
や
、
 
始
め
て
.
 
そ
の
 
統
監
と
 
な
れ
り
。
 
こ
れ
 
我
國
 
空
前
の
 
一
種
の
 
榮
職
 
也
。
 
げ
に
 
伊
藤
 
公
は
、
 

武
の
 
方
面
 
こ
そ
 
全
く
缺
 
け
た
れ
。
 
あ
ら
ゆ
る
 
政
治
 
上
の
 
舞
臺
 
を
經
來
 
り、 

公
爵
と
 
な
り
 
大
勳
 
位
を
 
ぅ
け
て
、
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所
謂
 
位
 人
臣
を
 
極
む
 
る も

の
 
也
。
 
か
く
 
何
事
 
も 政

治
の
 
先
頭
に
 
立
ち
た
り
 
し
 伊
藤
 
公
は
、
 
終
に
 
哈
爾
賓
 
の
 

毒
彈
に
 
斃
れ
ぬ
 
。
我
國
 
の
 大
臣
に
 
し
て
、
 
海
外
に
 
喑
殺
 
せ
ら
れ
し
 
こ
と
 
も
、
 
實
に
 
伊
藤
 
公
に
 
始
ま
る
。
 

こ 

れ
 空
前
に
 
し
て
、
 
恐
ら
く
は
 
絕
後
な
 
る
べ
 
し
。
 
公
を
 
以
て
、
 
藤
 原
 鎌
足
、
 
藤
 原
 道
 長
、
 
平
清
盛
、
 
源
 賴
 朝
、
 

足
 利
 尊
 氏
、
 
織
 田
 信
 長
、
 
豐
 臣
秀
吉
 
、
德
川
 
家
康
な
 
ど
、
 
我
國
 
史
上
 
一
流
の
 
偉
人
に
 
比
す
る
 
に
、
 
毫
も
 
遜
 

色
 あ
ら
ず
。
 
わ
れ
 
思
 ふ
に
、
 
公
は
 
永
遠
に
 
豐
臣
秀
 
吉
と
竝
 
稱
せ
ら
 
る
、
 
の
 人
な
る
 
べ
し
。
 

わ
れ
 
政
治
を
 
知
ら
ず
。
 
伊
藤
 
公
を
 
評
論
 
せ
ん
は
、
 
世
に
 
其
 人
 多
 か
る
べ
 
し。 

唯
玆
に
 
余
が
 
伊
藤
 
公
に
 
就
 

い
て
 感
服
し
た
 る 
一
事
を
 擧
げ
 て
*
 
公
を
 弔
 ひ
、
 
か
ね
て
 國
民
を
 率
 〇 む

と
 す
る
 青
年
の
 士
の
參
 考
に
供
 

せ
む
 
と 欲

す
。
 
そ
は
 
他
な
 
し
。
 
公
が
 
財
 利
に
 
對
 し
て
、
 
淸
廉
 
な
り
し
 
こ
と
 
也
。
 
こ
の
 
事
は
、
 
あ
ら
ゆ
る
 
新
 

聞
の
 
偉
す
 
る 所

、
 
公
を
 
知
れ
る
 
人
々
 
の
 語
る
 
所
、
 
悉
く
 
一
致
し
て
、
 
ま
た
 
疑
 ふ
べ
 
か
ら
ざ
る
 
所
 也
。
 

明
治
の
 
世
、
 
黃
金
の
 
風
、
 
吹
き
す
 
さ
び
、
 

一
に
 
も 利

"
 

一 一
に
 も 利

、
 
詩
を
 
作
る
 
ょ
り
も
 
田
を
 
作
れ
、
 
義
 

理
ば
ら
 
む
ょ
り
も
 
炊
 ば
れ
、
 
富
國
 
と
い
 
ふ
こ
と
 
を
 循
に
 
取
り
て
、
 
商
人
の
 
名
が
、
 
い
つ
し
か
 
實
業
 
家
と
改
 

ま
り
、
 
所
謂
 
實
業
 
家
な
る
 
も
の
が
、
 
世
に
 
時
め
 
き
 始
め
た
り
。
 
國
 家
の
 
一
面
に
は
、
 
實
業
家
 
も 
必
要
な
 
り
。
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然
れ
 

ど
も
、
 

實
業
家
 

的
 

根
性
を
 

有
す
る
 

者
を
 

し
て
、
 

政
治
の
 

局
面
に
 

立
た
し
 

む
る
 

こ
と
は
、
 

萬
 

古
 

永
遠
 

斷
 

じ
て
 

不
可
 

也
。
 

實
業
 

家
の
 

目
 

ざ
す
 

所
は
 

黃
金
 

也
。
 

私
利
 

也
。
 

衣
食
 

足
り
て
 

禮
節
を
 

知
る
 

と 
云
 

ひ
け
む
。
 

實
 

業
 

家
な
る
 

も
の
 

も、
 

ひ
と
か
ど
の
 

財
産
、
 

地
位
、
 

權
力
を
 

得
れ
ば
、
 

ぅ
は
べ
 

に
、
 

公
益
、
 

人
道
 

杯
と
 

い
ふ
 

も
の
 

も 
あ
れ
 

ど
、
 

い
ざ
と
 

な
れ
ば
、
 

利
を
 

先
に
し
て
 

羲
を
 

後
に
 

し、
 

一
身
の
 

繁
榮
 

を
の
み
 

心
掛
け
て
、
 

國
 

家
の
 

存
亡
に
 

對
 

し
て
は
 

風
馬
牛
 

也
。
 

支
那
 

や
、
 

韓
國
が
 

今
日
の
 

衰
微
を
 

起
せ
る
 

も、
 

實
 

に
こ
の
 

實
業
家
 

根
 

性
の
 

橫
逸
 

せ
る
 

に
 

由
る
 

也
。
 

諸
葛
孔
 

明
は
、
 

支
那
 

史
上
に
 

於
け
 

る
 

政
治
家
の
 

善
良
な
る
 

も
の
な
 

り
。
 

そ
の
 

出
師
 

表
の
 

中
に
、
 

故
鄕
に
 

は
 

衣
食
す
 

る
に
 

餘
り
あ
 

る 
田
畑
を
 

有
す
と
の
 

語
 

あ
り
。
 

か
く
て
、
 

孔
明
は
 

利
を
 

離
れ
て
、
 

政
治
に
 

生
死
す
 

る
を
 

得
た
り
 

き
。
 

我
國
 

の
北
條
 

氏
に
 

良
 

政
治
家
 

出
で
 

た
る
が
、
 

泰
時
を
 

其
 

中
の
 

首
と
 

な
す
。
 

義
時
 

死
す
 

る 

や
。
 

泰
時
は
 

父
の
 

封
邑
の
 

大
部
分
を
 

諸
 

弟
に
 

與
 

へ
て
、
 

自
ら
 

取
る
 

所
 

甚
だ
 

少
な
し
。
 

さ
れ
 

ど
、
 

衣
食
に
は
 

事
缺
 

か
ず
。
 

か
く
て
 

泰
時
は
 

利
を
 

離
れ
て
、
 

政
治
に
 

生
死
す
 

る
を
 

得
た
り
 

き
。
 

政
治
家
と
は
、
 

之
を
 

譬
ふ
れ
 

ば
、
 

國
 

民
を
 

國
家
 

と
い
 

ふ
 

船
に
 

載
せ
て
、
 

そ
の
 

舵
を
 

執
る
 

も
の
 

也
。
 

そ
の
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政
治
家
に
 

し
て
、
 

利
に
 

秦
着
 

し
て
、
 

私
を
 

營
ま
れ
 

て
は
、
 

國
 

民
の
 

迷
惑
、
 

こ
の
 

上
 

も
な
 

き
の
み
な
ら
 

^
 

、 
國
 

家
の
 

滅
亡
は
、
 

實
に
此
 

に
 

基
づ
く
。
 

い
つ
の
 

世
、
 

い
か
な
る
 

時
 

に
て
も
、
 

淸
廉
な
 

る 
政
治
家
、
 

上
に
 

立
 

て
ば
、
 

國
家
振
 

ひ
、
 

貪
欲
な
る
 

政
治
家
、
 

上
に
 

立
て
ば
、
 

國
家
衰
 

ふ
。
 

も
し
く
は
 

亡
ぶ
。
 

之
を
 

赤
穗
 

義
士
 

の
 

事
件
に
 

見
る
 

も、
 

も
と
^
-
 

事
の
 

起
り
 

は
 

吉
 

良
義
央
 

の
 

貪
慾
に
 

も
と
づ
け
る
な
 

り
。
 

赤
 

穂
の
 

老
臣
 

大
野
 

九
 

郞
兵
衞
 

も 
貪
慾
に
 

し
て
、
 

多
く
 

財
を
 

貯
 

へ
た
り
 

き
。
 

蓋
し
、
 

治
世
の
 

能
吏
 

也
。
 

さ
れ
 

ど
、
 

一
朝
 

變
 

起
る
 

や、
 

金
を
 

抱
い
て
 

逐
電
せ
 

り。
 

こ
れ
 

日
本
 

國
 

民
の
 

一
般
に
 

爪
彈
 

す
る
 

所
 

也
。
 

幸
に
 

赤
穗
 

に
は
 

大
石
良
 

雄
な
 

ど
 

四
十
七
士
の
 

私
利
を
 

ょ
そ
に
 

し
て
、
 

忠
碧
 

に
夠
ず
 

る 
も
の
 

あ
り
た
り
 

き
。
 

こ
れ
 

日
本
 

國
 

民
の
 

一
般
に
 

快
 

哉
と
 

呼
ぶ
 

所
な
 

り
。
 

試
に
 

我
國
の
 

歷
史
を
 

た
づ
ね
 

て
 

見
ょ
。
 

良
 

政
治
家
と
 

云
 

は
れ
た
 

る
 

人
は
、
 

必
ず
や
、
 

財
 

利
に
 

淡
き
 

人
な
 

り
。
 

近
く
 

之
を
 

明
治
の
 

世
に
 

見
る
 

も
、
 

明
治
 

十
 

年
 

以
前
の
 

伊
藤
 

公
と
 

も 
言
は
 

る
べ
き
 

人
は
、
 

大
久
保
 

利
 

通
 

な
る
 

が
、
 

そ
の
 

暗
殺
せ
ら
れ
 

し
 

時
、
 

家
に
は
 

僅
々
 

數
金
 

あ
り
し
 

の
み
に
 

て
、
 

餘
財
 

と
て
は
 

あ
ら
 

ざ
り
 

し
と
 

の
 

事
 

也
。
 

明
治
 

十
 

年
 

以
後
の
 

大
久
保
 

公
と
 

も 
云
 

ふ
べ
き
 

伊
藤
 

公
 

も 
亦
 

財
 

利
に
 

淡
 

か
り
し
 

事
は
、
 

天
下
 

一
般
 



に
認
 
む
る
 
所
 也
。
 
伊
藤
 
公
 あ
り
て
、
 
大
久
保
 
公
の
 
後
繼
 
あ
り
。
 
か
く
て
 
漸
く
 
大
體
に
 
於
て
 
は
 政
治
 
界
に
實
 

業
 家
 根
性
の
 
橫
逸
を
 
免
れ
た
 
る
の
 
觀
あ
る
 
も
、
 
伊
藤
 
公
 以
外
、
 
大
政
 
治
 家
と
 
云
は
 
る
、
 
人
は
、
 
疑
へ
 
ば
、
 

隨
分
 
怪
し
き
 
人
 も あ

る
 
や
ぅ
 
也
。
 

日 糖
 事
件
に
 
醜
態
を
 
暴
露
し
た
 
る
 
二
 十
八
 
人
の
 
代
議
士
は
、
 
今
の
 
代
議
 

士
 中
、
 
小
 悪
の
 
部
に
 
屬
す
る
 
も
の
な
 
り
と
の
 
公
評
 
あ
る
ょ
り
 
推
し
て
も
、
 
今
の
 
政
治
家
の
 
腐
敗
は
、
 
推
し
 

て
 知
る
べ
し
。
 
わ
れ
は
 
疑
 ふ
、
 
今
の
 
政
治
 
界
の
 
大
家
を
 
し
て
、
 
赤
 穗
の
臣
 
た
ら
し
め
ば
、
 
大
野
 
九
 郞
兵
衞
 

た
ら
 
$' る も

の
、
 
果
し
て
 
幾
人
 
あ
り
 
や
。
 

伊
藤
 
公
を
 
記
 す
れ
ば
、
 
明
治
 
四
十
 
年
の
 
政
治
 
歴
史
は
 
竭
く
 
。
も
し
 
之
が
 
補
助
を
 
求
む
 
れ
ば
 
、
板
 垣
 伯
 也
。
 

伊
藤
 
公
は
 
朝
を
 
代
表
し
、
 
板
 垣
 伯
は
 
野
を
 
代
表
す
。
 
こ
の
 
二
 公、- 各

 長
短
 
あ
る
が
、
 
相
 
一
致
す
 
る 所

は
、
 

財
 利
に
 
淡
き
 
所
 也
。
 
伊
藤
 
公
 旣
に
財
 
利
に
 
淡
し
。
 
板
 垣
 伯
は
、
 
尙
一
 
ft 淡

し
 
◦
伊
藤
 
公
は
 
富
ま
 
ざ
れ
 
其
 貧
 

に
は
 
非
す
。
 
板
 垣
 伯
は
 
常
に
 
貧
の
 
た
め
に
 
苦
し
め
る
 
や
ぅ
 
也
。
 
伊
藤
 
公
は
 
常
に
 
順
境
に
 
立
ち
、
 
故
に
 
貧
な
 

ら
す
 
。
板
 
垣
 伯
は
、
 
多
く
 
逆
境
に
 
立
て
り
。
 
故
に
 
貧
 也
。
 
貧
な
 
れ
ば
 
と
て
、
 
板
 垣
 伯
を
 
嘲
る
べ
き
 
に
 弗
ず
。
 

境
遇
 
非
な
 
れ
ば
 
也
。
 
貧
に
 
し
て
、
 
毫
も
 
其
 志
を
 
失
は
 
ず
。
 
わ
れ
 
板
 垣
 伯
の
 
益
 尊
ぶ
べ
き
 
を
 見
る
 
也
。
 
誤
解
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する こと 莫れ 。余は 貧を 尊. ふ ものに 非ず。 寧ろ 貧なる も 不義 財を 貪らざる の 精神を 尊ぶ も 

の 
也。 

私利を 

離れて、 

國 
家に 

生死す 

るの 

氣魄を 

尊ぶ 

もの 

也。 

嗚呼、 

明治 

四十 

年の 

間、 

前は 

大久保 

公に 

より、 

後は 

伊藤 

公に 

よりて、 

利を 

離れた 

る 
政治家の 

面目、 

ゎづ 

かに 

一縷 

命脈を 

つなぎたり。 

今後 

黃 
金の 

風は、 

ます"^* 

强く 

吹きす 

さむべ 

し。 

若
し
 
伊
藤
 
公
の
 
後
繼
 
者
に
 
し
て
、
 
大
久
 
保
、
 
伊
藤
、
 
板
 垣
 諸
 公
の
 
利
に
 
淡
き
 
精
神
を
 
失
は
 
ば
、
 
嗚
呼
、
 

開
闢
以
 
來
 、
金
 
甌
無
缺
 
の
 日
本
 
帝
國
 
も、 

こ
、
 
に
 始
め
て
 
危
い
 
哉
。
 

余
は
 

重
ね
て
、
 

伊
藤
 

公
を
 

嘆
美
す
。
 

公
 

や
 

生
前
 

男
子
の
 

到
る
べ
き
 

處
に
 

到
り
つ
 

く
せ
り
。
 

到
り
 

過
ぎ
て
 

海
外
に
 

於
け
 

る 
大
臣
の
 

暗
殺
と
 

い
ふ
 

古
今
 

未
曾
有
の
 

異
例
を
 

さ
へ
 

創
め
た
り
。
 

死
後
、
 

國
 

葬
の
 

典
に
 

あ
づ
 

か
れ
る
 

が
、
 

國
葬
は
 

明
治
の
 

世
、
 

前
例
な
 

し
と
せ
 

す
。
 

さ
れ
 

ど、
 

み
な
 

舊
 

大
名
、
 

も
し
く
は
 

舊
 

公
卿
 

也
。
 

匹
夫
に
 

し
て
 

國
葬
 

に
せ
ら
れ
し
 

は
實
に
 

伊
藤
 

公
を
 

始
め
と
 

な
す
。
 

公
は
 

徹
頭
徹
尾
、
 

何
事
 

も 
人
臣
を
 

極
め
 

た
り
し
 

哉
。
 

知
ら
ず
、
 

こ
れ
よ
り
 

後
は
、
 

何
事
 

も
餘
す
 

所
な
 

き
か
。
；
 

一
武
 

天
皇
 

以
後
、
 

人
臣
に
 

し
て
 

死
し
 

て
官
幣
 

社
に
 

祀
ら
れ
 

た
る
 

も
の
は
、
 

唯
一
 

人
菅
公
 

あ
る
の
 

み
 

也
。
 

國
 

事
に
 

死
せ
 

る
 

も
の
、
 

合
祀
せ
 

ら
 

る
、
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靖
國
 

神
社
は
、
 

下
り
て
 

別
格
 

官
幣
社
 

也
。
 

楠
 

公
 

や
、
 

義
貞
 

や
、
 

信
 

長
 

や
、
 

秀
吉
や
 

，
家
康
 

や
、
 

み
な
 

別
格
 

宫
幣
 

社
に
 

祀
ら
 

る
。
 

藤
 

原
秀
郷
 

さ
へ
、
 

別
格
 

官
幣
 

社
に
 

祀
ら
 

る
。
 

下
野
の
 

唐
 

澤
山
神
 

社
 

こ
れ
 

也
。
 

伊
藤
 

公
 

に
し
て
、
 

も
し
 

殘
れ
る
 

こ
と
 

あ
り
と
 

す
れ
ば
、
 

そ
は
 

唯
 

神
に
 

し
て
 

祀
ら
 

る
、
 

や
 

否
や
の
 

一
事
 

也
。
 

果
し
て
 

神
に
 

祀
ら
 

る
、
 

や
 

否
や
は
、
 

わ
れ
 

神
な
ら
 

ぬ
 

身
な
 

れ
ば
 

、
斷
 

言
す
 

る 
能
は
 

ず
。
 

聞
く
、
 

伊
藤
 

公
は
 

日
本
 

政
 

記
を
 

讀
み
 

て、
 

發
憤
 

し
て
、
 

志
を
 

立
て
た
り
 

と。
 

歴
史
を
 

讀
み
 

て、
 

奮
起
す
 

る 
も
の
、
 

豈
 

一 
人
 

伊
藤
 

公
の
 

み
な
ら
ん
 

や
。
 

維
新
の
 

志
士
、
 

す
べ
て
み
 

な
 

然
 

り
と
 

云
 

ひ
て
 

可
也
。
 

今
の
 

世
 

に
て
も
、
 

苟
 

く
も
 

忠
君
 

愛
國
の
 

趣
味
を
 

解
す
 

る 
も
の
は
、
 

す
べ
て
み
 

な
 

然
る
べ
 

し
。
 

伊
藤
 

公
が
 

日
本
 

政
 

記
 

を
讀
み
 

て
 

奮
起
し
た
 

る
が
 

如
く
、
 

後
世
に
は
、
 

伊
藤
 

公
の
 

偉
を
 

讀
 

み
て
 

奮
起
す
 

る
の
 

志
士
 

多
 

か
る
べ
し
。
 

伊
藤
公
ガ
維
ぎ
の
前
、
旣
に
卒
先
し
て
洋
行
し
た
る
ょ
り
、
文
臣
と
し
て
常
に
進
取
の
活
動
を
な
し
、
第
 

一
流
の
 

政
治
家
 

中
 

に
て
も
、
 

一
頭
 

地
を
 

拔
 

き
て
、
 

終
に
 

國
 

葬
の
 

重
 

典
に
 

浴
す
 

る
ま
で
 

一
生
の
 

光
榮
 

、
一
と
 

し
て
 

學
ぶ
べ
 

か
ら
ざ
る
 

も
の
 

無
き
 

が
 

中
に
、
 

余
は
 

特
に
 

そ
の
 

財
 

利
に
 

淡
 

か
り
し
 

所
以
の
 

心
事
を
 

學
 

ベ
と
 

絕
 

叫
す
 

る 
も
の
 

也
。
 

ょ
し
や
、
 

伊
藤
 

公
を
 

學
 

び
て
、
 

位
 

人
臣
を
 

極
む
 

る
と
 

も、
 

功
名
 

I 
世
を
 

蓋
 

ふ
と
 

も、
 

こ 



の
 
一
事
を
 
缺
か
ば
 
、
こ
れ
 
啻
に
 
伊
藤
 
公
を
 
學
び
 
た
る
 
者
に
 
あ
ら
ざ
る
 
の
み
な
ら
ず
、
 
斷
じ
 
て
眞
の
 
政
治
家
 

に
は
 
あ
ら
ざ
る
 
也
 0 
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逸
事
 

紛
 

々
た
り
、
 

後
藤
 

象
 

二
 

伯
 

逝
き
て
、
 

玆
に
 

十
八
 

年
の
 

春
秋
を
 

經
た
 

り
。
 

大
 

森
の
 

里
、
 

八
景
 

坂
の
 

上
、
 

新
綠
 

滴
り
て
、
 

雨
し
 

め
 

や
 

か
な
る
 

日、
 

北
 

村
 

東
 

紅
に
 

導
か
れ
て
、
 

雪
 

子
 

刀
自
を
 

訪
 

ひ
、
 

昔
 

語
を
 

聽
 

く
。
 

刀
自
 

丈
 

高
く
、
 

幅
 

之
に
 

稱
 

ひ
、
 

面
 

も 
之
に
 

稱
 

ふ
。
 

七
十
に
 

垂
な
ん
 

と
す
れ
 

ど
、
 

其
 

面
 

晴
れ
 

や
か
に
 

し
て
 

光
る
。
 

眉
 

高
く
 

且
つ
 

長
く
、
 

耳
大
 

に
、
 

願
豐
 

か
に
、
 

音
吐
 

爽
か
 

也
。
 

伯
の
 

平
生
の
 

嗜
好
を
 

問
へ
 

ば
、
 

刀
自
 

日
く
、
 

『
字
を
 

書
く
 

こ
と
な
り
 

〇 

さ
へ
 

あ
れ
ば
、
 

習
字
を
 

し
て
 

樂
み
 

た
り
』
 

と
。
 

『
酒
を
 

嗜
 

ま
れ
し
 

や
』
 

と 
間
へ
 

ば
、
 

刀
自
 

日
く
、
 

『
酒
は
 

一
滴
 

も 
口
に
せ
 

ざ
り
 

き
』
 

と
。
 

刀
自
 

日
く
、
 

『
岩
 

崎
 

彌
太
郞
 

氏
が
 

欝
陵
 

島
に
 

標
 

柱
を
 

建
つ
 

る
の
 

事
は
、
 

岩
 

崎
 

氏
の
 

發
 

意
に
 

非
ず
。
 

全
く
 

後
藤
の
 

內
 

命
に
 

出
で
 

た
る
 

も
の
な
 

り
』
 

と
。
 

刀
自
 

日
く
、
 

『
明
治
 

五
六
 

年
の
 

頃
、
 

彌
 

太
 

郞
氏
來
 

り
て
、
 

後
藤
に
 

向
 

ひ
、
 

「
君
の
 

息
女
を
 

一
人
 

貰
 

ひ
た
し
」
 

と
い
 

ふ
。
 

「
子
の
 

嫁
に
 

か
」
 

と 
^
 

へ
 

ボ
、
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「
否
 子
は
 
幼
少
な
る
 
に
よ
り
、
 
弟
 彌
之
 
助
を
 
養
子
と
 
す
る
 
つ
も
，
 り
な
り
。
 
其
 
嫁
に
、
 
早
苗
さ
ん
 
が
 大
樣
に
 

見
受
け
ら
 
る
れ
ば
、
 
貰
 ひ
た
し
」
 
と
て
、
 
始
め
て
 
婚
儀
を
 
取
 結
び
た
り
』
 

と
。
 

伯
の
 
體
重
を
 
問
へ
 
ば
、
 
刀
自
 
日
く
、
 
『
三
十
 
五
歲
の
 
時
に
、
 

二
 十
二
 
貫
 六
 百
 目
 
あ
り
き
。
 
晚
年
病
 
氣
の
際
 

に
も
、
 
十
九
 
貫
餘
 
あ
り
き
』
 

と。 
身
長
を
 
問
へ
 
ば、 

刀
自
 
日
く
、
 
『
測
り
た
 
る こ

と
 
無
し
。
 
著
 丈
は
 
四
 尺
な
 

り
き
』
 

と
。
 
著
 丈
 四
 尺
は
、
 
日
本
人
と
 
し
て
、
 
非
常
に
 
高
き
 
也
。
 
西
鄕
從
 
道
 曾
て
 
御
前
 
會
議
 
に
て
、
 
伯
に
 

惡
戲
を
 
試
み
し
 
こ
と
 
あ
り
。
 
伯
、
 
西
鄉
と
 
隣
席
し
、
 
最
敬
禮
 
果
て
 
ゝ
椅
 子
に
 
就
き
し
 
に
、
 
何
物
 
か
 臀
を
剌
 

す
。
 
さ
れ
 ̂
 
天
威
 
咫
尺
、
 
苦
痛
を
 
忍
び
て
、
 
敢
て
 
動
か
ず
。
 
退
席
の
 
時
、
 
之
を
 
見
れ
ば
、
 
三
角
の
 
小
石
な
 

り
き
。
 
伯
 乍
ち
 
西
鄉
の
 
惡
戲
な
 
る
を
 
悟
り
、
 『
西
 ̂
 さ
ん
。
 
又
 貴
下
の
 
惡
戲
 
で
す
 
か』 

と 云
へ
 
ば、 

西
鄕
眞
 

面
目
く
 
さ
り
て
 
日
く
、
 
『
貴
下
の
 
風
采
と
 
云
 ひ
、
 
體
格
と
 
云
 ひ
、
 
眞
に
 
内
閣
 
首
班
の
 
貫
目
 
あ
り
。
 
唯
 惜
し
い
 

哉
、
 
丈
が
 
五
分
 
ば
か
り
 
低
し
 
と 
思
 ひ
し
 
故
、
 

一 寸
接
 
ぎ
た
 
し
て
 
見
た
り
』
 

と、- 
こ
の
 
五
分
 
低
し
 
は
、
 
冗
談
 

也
。
 

伯
の
 
書
は
、
 
素
人
の
 
域
を
 
脫
 せ
り
。
 
晚
 年
に
 
至
る
 
も、 

決
し
て
 
習
字
を
 
廢
せ
ず
 
。
病
ん
で
 
死
に
 
瀕
し
て
 



も、
 

な
ほ
 

習
字
し
て
 

樂
 

し
み
た
り
 

き
。
 

普
通
の
 

往
復
 

書
翰
を
 

認
む
 

る
に
 

も
、
 

頗
る
 

念
を
 

入
れ
て
 

之
を
 

書
し
"
 

決
し
て
 

其
 

法
を
 

亂
さ
ず
 

。
恰
も
 

手
紙
を
 

書
く
 

を
 

無
上
の
 

樂
と
な
 

せ
る
 

の
觀
 

あ
り
き
。
 

殊
に
 

草
書
に
 

巧
に
 

し
 

て
、
 

其
 

書
牘
の
 

如
き
は
、
 

行
雲
流
水
の
 

妙
 

あ
り
。
 

人
の
 

揮
毫
を
 

需
む
る
 

あ
れ
ば
、
 

喜
ん
で
 

之
に
 

應
ず
 

。
而
 

し
て
 

必
ず
 

同
時
に
 

數
葉
を
 

書
し
、
 

侍
女
を
 

し
て
 

左
右
の
 

手
に
 

各
 

一
葉
を
 

掲
げ
て
 

伯
の
 

前
に
 

立
た
し
 

め
、
 

伯
 

自
ら
 

之
を
 

對
照
 

諦
視
せ
 

し
 

後
、
 

最
も
 

其
 

意
に
 

適
し
た
 

る 
も
の
を
 

得
て
、
 

始
め
て
 

止
む
。
 

絹
地
の
 

如
き
 

も
、
 

亦
然
 

り
。
 

又
 

其
 

書
す
 

る 
所
の
 

材
料
に
 

充
て
む
 

が
 

爲
め
 

、
常
に
 

書
生
を
 

し
て
 

諸
子
 

類
の
 

古
書
 

中
よ
り
 

奇
語
を
 

鈔
せ
 

し
む
。
 

然
れ
 

ど
も
 

草
體
に
 

便
な
ら
 

ざ
る
 

文
字
 

あ
れ
ば
、
 

勝
手
に
 

同
意
義
な
る
 

他
の
 

文
字
に
 

改
作
す
 

る 

を
 

例
と
 

せ
り
。
 

伯
 

嘗
て
 

日
く
、
 

『
童
子
に
 

習
字
を
 

な
さ
し
 

む
る
 

に
は
、
 

須
 

ら
く
 

千
 

字
 

文
の
 

水
 

書
よ
.
 

り
 

練
習
せ
 

し
め
よ
。
 

手
腕
 

旣
に
 

固
ぅ
 

し
て
、
 

初
め
て
 

雲
烟
飛
 

動
の
 

妙
、
 

意
の
 

欲
す
る
 

所
に
 

從
ふ
べ
 

し
』
 

と
。
 

伯
は
 
青
年
時
代
、
 
川
原
の
 
夜
 角
力
の
 
雄
な
 
り
し
 
だ
け
 
あ
り
て
、
 
怪
力
 
人
に
 
絕
 せ
り
。
 
明
治
の
 
初
、
 

一
夕
 

板
 垣
 等
と
 
共
に
、
 
薩
州
 
出
身
 
海
軍
々
 
人
の
 
宴
に
 
招
か
る
。
 
當
時
 
一
般
に
、
 
殺
伐
の
 
氣
風
 
未
だ
 
失
せ
ず
、
 
動
 

も 
す
れ
ば
、
 
腕
力
を
 
以
て
 
誇
と
 
な
す
の
 
風
 あ
り
。
 
殊
に
 
酒
席
に
 
於
て
、
 
血
を
 
見
る
 
こ
と
 
屢
々
 
な
り
。
 
偶
 ま
 



薩
の
一
 
將
 校
、
 
醉
 ひ
て
 
頻
に
 
伯
を
 
挑
む
。
 
伯
應
ぜ
 
す
。
 
他
の
將
 
校
來
 
り
て
、
 
亦
 頻
り
に
 
罵
言
を
 
發
 し、 

終
 

に
 躍
り
 
懸
る
 
。
伯
、
 
止
む
 
を
 得
す
、
 
全
力
を
 
籠
め
 
て
 膝
下
に
 
引
 寄
せ
、
 
他
の
 
將
校
を
 
攫
ん
で
 
之
を
 
擲
つ
こ
 

と
數
 
間
、
 

一
同
 之
に
 
氣
を
 
呑
ま
れ
て
 
畏
服
し
、
 
敢
て
再
 
び
 暴
行
を
 
加
 ふ
る
 
者
な
 
か
り
き
。
 

一
夕
、
 
交
番
 
所
の
 
前
に
て
、
 
伯
を
 
載
せ
た
 
る 車

夫
、
 
他
の
 
車
夫
と
 
衝
突
し
、
 
喧
曄
 
を
始
 
む
。
 
伯
は
 
直
に
 

他
の
 
車
夫
の
 
肩
を
 
摑
み
 
、
人
 
礫
と
 
な
し
、
 
ど
ぅ
と
 
ば
か
り
 
交
番
 
所
に
 
投
げ
入
れ
た
-
り
。
 
巡
查
 
驚
き
 
a
 
つ
 怒
 

り、 『
人
間
を
 
投
げ
込
む
 
者
は
 
誰
ぞ
』
 
と
咎
 
む
。
 
伯
 日
く
、
 
『
余
は
 
後
藤
 
象
 
二
 郞
な
 
り
。
 
其
 者
、
 
往
来
を
 
妨
害
 

す
。
 
取
締
 
あ
り
た
 
し
』
 
と
。
 
車
夫
を
 
叱
し
て
、
 
走
り
去
ら
し
 
む
。
 

伯
の
 
始
め
て
 
元
老
院
へ
 
出
仕
せ
 
む
と
 
す
る
 
日、 

朝
早
く
 
綱
曳
 
車
に
 
て
疾
驅
 
し、 

蓬
萊
 
社
に
 
至
り
、
 
禮
服
 

を
 著
 用
せ
 
む
と
 
す
。
 
車
夫
 
酒
資
を
 
貪
り
、
 
冷
語
を
 
以
て
 
伯
を
 
辱
し
 
む
。
 
伯
爲
に
 
激
怒
し
、
 
力
に
 
任
せ
て
、
 

綱
を
 
引
き
ち
ぎ
り
、
 
車
夫
 
二
人
を
 
捕
へ
、
 
社
の
 
門
柱
に
 
縛
し
て
 
去
る
。
 

伯
 嘗
て
 
長
 崎
な
る
 
高
 島
 炭
坑
 
事
務
所
に
 
出
張
せ
 
し
 時
、
.
 事
務
所
の
 
門
前
に
 
客
待
ち
の
 
人
力
車
 
夫
 集
ま
り
 

居
り
て
、
 
馬
車
の
 

1 H 
人
を
 
妨
げ
し
 
か
ば
、
 
嚴
に
 
日
を
 
期
し
て
、
 
其
 立
 退
を
 
命
ず
。
 
然
る
に
 
其
 期
に
 
至
る
 
も
、
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車
夫
 

等
 

依
然
と
し
て
、
 

立
 

退
 

力
す
。
 

伯
 

勃
然
と
し
て
 

怒
り
、
 

車
を
 

摑
ん
で
 

之
 

を
 

挪
ち
、
 

落
花
 

徽
 

塵
に
 

打
 

碎
 

く。
 

車
夫
 

等
大
に
 

驚
き
、
 

頻
り
に
 

苦
情
を
 

鳴
ら
し
、
 

末
、
 

終
に
 

地
方
裁
判
所
に
 

損
害
 

要
償
の
 

訴
訟
を
 

起
し
、
 

伯
は
 

法
廷
に
 

召
喚
 

せ
ら
る
。
 

此
噂
 

市
中
に
 

傳
る
や
 

、
傍
聽
 

者
 

山
の
 

如
く
 

集
ま
り
、
 

皆
片
 

唾
を
 

呑
ん
で
*
 

其
 

問
答
 

如
何
と
 

待
ち
設
け
ぬ
 

0.
 

判
事
 

威
儀
を
 

正
し
，
 

伯
に
對
 

し
て
、
 

型
の
 

如
く
 

身
分
、
 

族
籍
 

等
を
 

訊
問
し
た
 

る 
後
、
 

『
其
方
の
 

宗
旨
は
 

何
ぞ
 

t
 

問
 

ふ
。
 

『
之
な
 

し
』
 

と 
答
 

ふ
れ
ば
、
 

判
事
 

折
返
し
て
 

『
 

宗
旨
の
 

無
き
 

箸
は
 

無
し
』
 

と 

詰
る
。
 

伯
、
 

ぐ
つ
 

と
瘊
に
 

障
り
、
 

忽
ち
 

奇
問
を
 

發
し
 

て、
 

日
く
、
 

『
果
し
て
 

然
ら
 

ば
、
 

人
間
 

死
後
の
 

靈
魂
は
 

有
る
 

も
の
に
 

や、
 

無
き
 

も
の
に
 

や
』
 

と。
 

判
事
 

不
意
を
 

啖
 

つ
て
、
 

度
を
 

失
 

ひ
、
.
 

一
時
 

訊
問
を
 

中
止
し
、
 

伯
 

を
 

退
廷
せ
 

し
め
た
り
 

き。
 

伯
、
 

或
 

時
 

貸
借
 

事
件
の
 

爲
に
訴
 

へ
ら
れ
て
、
 

法
廷
に
 

召
喚
せ
ら
れ
 

し
こ
と
 

あ
り
。
 

其
 

際
、
 

伯
の
 

履
歴
 

調
 

ベ
の
 

事
ょ
り
、
 

『
參
議
 

を
兔
ぜ
 

ら
れ
 

し
は
 

何
年
 

何
月
な
 

り
し
 

か
』
 

と 
尋
ね
ら
れ
た
 

る
に
、
 

伯
は
 

簡
單
 

に、
 

『
記
 

憶
せ
 

ず
』
 

と 
返
答
す
。
 

原
告
は
 

『
斯
る
 

一
生
涯
の
 

大
事
を
 

記
憶
せ
 

ざ
る
 

理
由
な
 

し
』
 

と 
詰
り
け
れ
ば
、
 

伯
は
 

忽
ち
 

威
 

丈
 

高
に
 

な
り
て
 

日
く
、
 

『
象
 

二
郞
 

、
不
 

宵
 

な
り
と
 

雖
も
 

、
維
新
 

前
ょ
り
 

土
 

佐
 

藩
の
 

家
老
な
 

り。
 

靴
 

磨
 



か、
 

草
履
 

取
の
 

分
際
よ
り
 

成
 

上
り
し
 

出
來
星
 

紳
士
な
ら
 

ば
、
 

參
議
の
 

任
免
を
 

大
事
 

件
と
 

し
て
、
 

後
生
大
事
 

に
 

記
憶
す
べ
き
 

も、
 

象
二
郞
 

は
 

此
の
 

如
き
 

人
物
に
は
 

あ
ら
ざ
る
 

な
り
』
 

と
。
 

そ
れ
よ
り
 

雄
 

辯
を
 

鼓
し
て
、
 

散
々
 

に
 

揶
揄
 

翻
弄
せ
 

し
か
 

ば
、
 

原
告
は
 

激
怒
の
 

餘
 

、
口
訥
 

し
て
 

辯
ず
 

る 
能
は
 

ざ
り
 

き
。
 

伯
は
 

維
新
 

前
、
 

旣
 

に
竹
內
 

綱
に
 

向
 

ひ
、
 

土
 

佐
の
 

穢
多
を
 

擧
 

つ
て
、
 

南
洋
の
 

無
人
島
に
 

移
し
、
 

開
拓
に
 

從
 

事
せ
 

し
む
る
 

の
 
腹
案
を
 

語
り
し
 

由
な
る
 

が
、
 

松
 

方
 
内
閣
の
 

時
、
 

伯
 
頻
り
に
 

拓
殖
 

務
 

省
の
 

新
設
を
 

主
張
し
て
 

止
ま
ず
。
 

松
 

方
 

其
 

故
を
 

問
 

ふ
。
 

伯
 

日
く
、
 

『
厄
介
な
る
 

豪
傑
 

連
を
、
 

悉
く
 

海
外
へ
 

追
 

ひ
 

遣
ら
む
 

が
 

爲
め
 

に
、
 

殖
民
 

政
策
は
 

最
も
 

必
要
な
 

り
』
 

と
。
 

松
 

方
大
に
 

笑
 

ふ
。
 

伯
の
 

大
臣
 

官
邸
に
 

在
り
し
 

時
、
 

玄
關
の
 

書
生
に
、
 

『
不
在
を
 

以
て
 

來
 

客
を
 

謝
絕
せ
 

よ
』
 

と
嚴
 

命
せ
 

し
こ
と
 

あ
り
。
 

偶
 

ま
 

書
生
 

他
 

室
に
 

行
き
し
 

に
、
 

來
客
 

あ
り
。
 

屬
官
其
 

伯
の
 

嚴
命
を
 

知
ら
ず
 

し
て
、
 

之
を
 

伯
に
 

報
ず
。
 

伯
 

大
い
に
 

怒
り
、
 

圖
卷
 

を
擧
げ
 

て
 

2:
 

を
 

逐
ひ
 

、
且
つ
 

叱
し
、
 

且
つ
 

撃
つ
。
 

翌
日
 

自
ら
 

某
を
 

喚
び
、
 

書
生
と
 

誤
認
せ
 

し
を
 

說
き
 

、
之
を
 

謝
す
。
 

某
、
 

却
て
 

伯
の
 

眞
率
 

無
我
に
 

服
せ
 

り
。
 

伯
 

土
 

佐
 

藩
の
 

用
務
を
 

帶
 

び
て
 

長
 

崎
に
 

出
張
せ
 

し
 

時
、
 

豫
 

て
外
國
 

商
人
の
 

我
 

官
吏
を
 

侮
り
て
、
 

頗
る
 

倨
傲
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の
 

風
 

あ
る
を
 

聞
き
 

居
た
 

る
が
、
 

一
夕
 

之
と
 

會
見
 

す
る
 

や
、
 

外
商
 

果
し
て
 

無
禮
千
 

萬
に
 

も
、
 

一 
脚
を
 

卓
 

j 
に
 

擧
げ
 

た
り
し
 

か
ば
、
 

肯
 

か
ぬ
 

氣
の
伯
 

は
、
 

員
け
 

て
は
 

居
ら
ず
、
 

忽
ち
 

雨
脚
を
 

卓
上
に
 

擧
げ
 

て
"
 

之
に
 

報
い
 

ぬ
。
 

彼
れ
 

大
に
 

驚
き
、
 

こ
れ
よ
り
 

伯
を
 

畏
敬
す
 

る
に
 

至
れ
り
。
 

伯
、
 

容
堂
に
 

召
さ
れ
て
、
 

坂
 

本
 

龍
馬
と
 

北
 

ハに
、 

シ
ユ
 

リ
ン
 

艦
に
 

搭
じ
 

、
長
 

崎
よ
り
 

神
 

戸
へ
 

向
 

ひ
て
、
 

下
 

關
 

近
く
 

航
進
 

中
、
 

曉
霧
 

深
く
、
 

咫
尺
を
 

辨
ぜ
す
 

。
艦
長
 

由
 

比
 

直
衞
 

、
雀
の
 

聲
を
 

聞
き
、
 

大
い
に
 

驚
き
、
 

舵
 

を
轉
ぜ
 

し
も
、
 

轟
然
 

一
聲
 

、
忽
ち
 

一
島
の
 

礁
 

角
に
 

乘
り
當
 

て
、
 

全
艦
爲
 

め
に
 

震
蕩
 

す
。
 

便
乘
し
 

居
り
し
 

山
 

東
直
砥
 

は
、
 

寢
 

床
よ
り
 

投
げ
飛
ば
さ
れ
 

、
シ
ャ
ッ
 

ー
枚
に
 

て
 

甲
板
に
 

出
で
 

た
る
 

程
な
 

り
き
。
 

忽
ち
 

鈹
 

板
の
 

破
れ
 

口
よ
，
 

り、
 

海
水
 

混
々
 

と 
入
り
 

來
 

る
。
 

坂
 

本
 

等
は
、
 

水
夫
を
 

指
揮
し
、
 

蒲
圍
 

衣
服
 

等
を
 

破
れ
 

口
に
 

詰
め
 

込
み
ぬ
。
 

か
く
て
 

辛
ぅ
じ
て
 

神
 

戸
に
 

着
き
し
 

が
、
 

伯
は
 

始
終
 

頓
着
せ
 

ざ
る
 

も
の
、
 

如
く
、
 

其
 

投
錨
ま
で
、
 

士
官
 

室
よ
り
 

出
で
 

ざ
り
 

き
。
 

後
藤
 

新
 

平
、
 

人
に
 

語
っ
て
 

日
く
、
 

『
凡
そ
 

人
は
 

其
 

功
績
に
 

よ
り
、
 

名
譽
の
 

表
彰
を
 

受
け
し
 

も
の
は
、
 

皆
 

其
 

記
念
物
を
 

客
間
に
 

陳
列
し
、
 

以
て
 

之
を
 

誇
る
 

を
 

常
と
 

す
。
 

後
 

P
 

伯
に
 

至
り
て
 

は
、
 

決
し
て
 

斯
る
 

事
な
 

し
。
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予
 曾
て
、
 
彼
の
 
パ
！
 
ク
ス
 
危
難
 
救
助
 
謝
禮
 
と
し
て
 
英
女
皇
 
よ
り
 
賜
 は
れ
る
 
寶
劍
を
 
一
見
せ
 
む
と
 
欲
し
、
 
之
 

を
 伯
に
 乞
 ひ
た
る
 に
、
 「
何
處
 か
へ
 
仕
舞
 置
き
た
り
」
 

と 答
 へ
ら
れ
た
 る
の
 
み
な
り
き
』
 

と 

明
治
の
 
初
は
、
 
攘
夷
 
熱
猶
 
失
せ
 
ざ
り
 
き
。
 
伯
の
 
初
め
て
 
馬
車
を
 
橫
 濱
に
購
 
ひ
て
、
 
途
上
を
 
往
來
 
す
る
 

や、 
或
は
 
其
 奇
禍
に
 
罹
ら
む
 
こ
と
を
 
虞
れ
、
 
之
を
 
諫
む
る
 
も
の
 
あ
り
。
 
伯
 笑
つ
 
て
 日
く
、
 
『
余
は
 
寧
ろ
 
衆
人
 

を
し
て
、
 
之
を
 
見
習
は
 
し
め
む
 
と 欲

す
る
 
の
み
』
 

と
。
 
終
に
 
顧
み
ず
。
 

伯
、
 
豪
放
磊
落
、
 
小
事
に
 
拘
泥
せ
 
ざ
る
に
 
似
す
、
 
神
佛
 
崇
敬
の
 
念
、
 
頗
る
 
厚
く
、
 
神
社
 
佛
閣
の
 
前
を
 
過
 

ぐ
る
 
時
は
、
 
必
ず
 禮
拜
 
せ
り
。
 

伯
は
 
其
 生
涯
を
 
通
じ
て
、
 
能
く
 
秘
密
を
 
守
る
 
の
 人
な
 
り
き
。
 
或
は
 
其
洒
 
々
落
々
 
の
 性
よ
り
 
推
し
て
、
 
所
 

謂
明
ッ
 
放
し
の
 
人
な
ら
 
む
と
 
思
 ふ
 者
 あ
ら
む
 
も、 

實
は
 
然
ら
す
 
。
假
令
 
其
談
が
 
親
戚
 
舊
 故
に
 
關
 す
る
 
誹
謗
 

な
り
と
 
も、 

秘
密
と
 
あ
る
 
以
上
は
、
 
決
し
て
 
之
を
 
口
外
せ
 
ず
。
 
世
間
に
 
よ
く
 
有
る
 
受
賣
談
 
の
 如
き
は
、
 
決
 

し
て
 
之
を
 
爲
 さ
 

V' り
き
。
 

伯
の
 
元
老
院
 
副
議
長
た
 
る や

、
 
宮
島
誠
 
一
郎
、
 
同
院
の
 
書
記
官
た
り
。
 
宮
島
 
は
も
と
 
米
澤
 
藩
士
に
 
し
て
、
 



詩
を
 

善
く
し
、
 

栗
 

香
と
 

號
 

す
。
 

或
 

日、
 

勝
 

海
 

舟
の
 

同
院
 

に
來
 

り
し
 

時
、
 

宮
 

島
を
 

顧
み
て
、
 

伯
に
 

戯
れ
て
 

日
 

く、
 

『
こ
れ
 

曾
て
 

戊
辰
の
 

際
，
 

我
家
に
 

來
れ
 

6 
者
。
 

奧
羽
的
 

鼻
音
を
 

帶
 

び
て
、
 

其
 

語
 

幾
ん
 

ど
 

狸
に
 

似
た
り
。
 

寧
ろ
 

僕
な
 

ど
を
 

使
は
 

せ
ら
れ
な
 

ば
、
 

少
し
く
 

事
務
を
 

辨
ぜ
 

む
』
 

と
。
 

伯
、
 

頭
を
 

搖
 

し
て
 

日
く
、
 

『
否
、
 

勝
 

先
 

生
は
 

使
へ
 

ぬ
』
 

と
。
 

海
 

舟
 

其
 

故
を
 

問
 

ふ
。
 

伯
 

日
く
、
 

『
一
度
 

大
籬
の
 

御
 

職
と
 

な
り
し
 

女
は
、
 

小
さ
き
 

所
帶
は
 

持
て
ぬ
 

も
の
ょ
』
 

と
。
 

海
 

舟
 

大
笑
し
て
 

日
く
、
 

『
い
や
、
 

一
本
 

參
り
 

た
り
』
 

と
。
 

伯
の
 

旅
行
す
 

る 
や
、
 

敢
て
飮
 

食
の
 

爲
に
 

、
時
間
を
 

徒
費
す
 

る
 

こ
と
な
し
。
 

曾
て
 

高
 

島
 

炭
坑
 

火
災
の
 

電
報
 

に
 

接
し
、
 

晝
 

夜
綱
曳
 

車
に
 

て、
 

忍
び
て
 

東
海
道
を
 

下
り
し
 

が
、
 

先
 

〇
 

人
を
 

遣
り
て
、
 

驛
 

々
に
 

車
を
 

準
備
せ
 

し
め
、
 

少
し
も
 

体
憇
 

せ
す
。
 

車
上
に
 

て
 

見
つ
け
 

次
第
、
 

大
福
餅
 

若
く
 

は
燒
 

芋
を
 

瞰
 

ひ、
 

纔
に
飢
 

を
 

凌
ぎ
、
 

電
光
の
 

如
く
 

疾
走
せ
 

り
。
 

又
 

地
方
 

漫
遊
の
 

際
、
 

午
餐
を
 

喫
す
る
 

や
、
 

『
料
理
な
 

ど
に
 

手
間
取
り
て
 

は
、
 

面
倒
 

な
り
』
 

と
て
、
 

自
ら
 

店
頭
に
 

腰
 

打
ち
 

か
け
、
 

小
 

鍋
を
 

借
り
、
 

鷄
卵
を
 

煮
て
、
 

食
し
 

終
る
 

や
、
 

直
ち
に
 

車
に
 

上
り
し
 

こ
と
 

あ
り
。
 

又
 

或
 

時
、
 

上
等
 

旅
館
に
 

投
ぜ
 

し
に
-
其
 

待
遇
 

極
め
て
 

鄭
重
に
 

し
て
、
 

容
易
に
 

膳
部
を
 

運
び
 

來
ら
ず
 

。
伯
は
 

空
腹
に
 

堪
ぇ
兼
ね
、
 

眞
向
 

ひ
の
 

飯
屋
に
 

走
り
込
み
て
、
 

車
夫
 

等
と
 

di
: 

ハ
に
 

箸
を
 

執
り
た
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り
し
 
こ
と
 
あ
り
き
。
 

伯
 最
も
 
鰯
の
 
類
を
嗜
 
め
り
。
 

一
夕
、
 
福
 島
の
 
旅
館
に
 
あ
り
て
、
 
侍
婢
を
 
呼
び
、
 
『
じ
 
や
 こ
』
 を
 買
 ひ
來
れ
 

と 命
ず
。
 
婢
卽
 
ち
藥
誧
 
に
 赴
き
、
 
麝
香
 
數
 包
を
 
持
參
 
せ
し
 
む
。
 
伯
爲
 
に
啞
然
 
、
擧
げ
 
て
 之
を
 
婢
に
與
 
へ
し
 

こ
と
 
あ
り
き
。
 
北
 越
 遊
說
の
 
際
、
 
加
賀
越
 
中
の
 
界
な
 
る
、
 
荒
 山
 峠
の
 
雪
を
 
踏
ん
で
、
 
其
 東
 麓
な
る
 
富
山
縣
 

の
吉
瀧
 
村
に
 
至
る
。
 
村
長
 
出
迎
 
へ、 

茅
 火
を
 
焚
き
、
 

一
行
に
 
暖
を
 
取
ら
し
 
む
。
 
偶
、
 
魚
 商
の
 
生
驗
 
を
擔
ひ
 

來
り
 
て
、
 
其
 傍
に
 
憩
 ふ
 も
の
 
あ
り
。
 
伯
 垂
涎
 
三
尺
、
 
自
ら
 
之
を
 
灸
 り
て
、
 
瞰
 ふ
こ
と
 
四
十
 
八
 尾
の
 
多
き
 
に
 

及
べ
り
。
 

東
洋
の
 
ガ
ン
べ
 
ッ
タ
 
と
稱
 
せ
ら
れ
た
 
る
馬
揚
 
辰
猎
 
、
凰
 
鍋
戒
 
作
と
 
善
か
ら
 
ず
。
 
英
 國
留
學
 
中
、
 
決
 鬪
し
 

た
る
 
事
 あ
り
け
 
る
が
、
 
歸
朝
 
後、 

適
 ま 伯

の
 
邸
に
 
相
會
 
し、 

互
に
 
酒
を
 
被
つ
 
て 喧

嘩
を
 
始
む
 
。
伯
 
咄
嗟
、
 

薯
蕷
 
汁
の
 
容
器
を
 
兩
 人
の
 
間
に
 
覆
す
。
 
兩
人
 
満
身
に
 
薯
蕷
 
汁
を
 
浴
び
、
 
手
指
 
滑
り
て
、
 
相
捉
 
ふ
る
 
能
は
 
ず
。
 

難
な
く
 
傍
人
に
 
引
 分
け
ら
れ
た
り
。
 

伯
は
 
錐
 新
 前
ょ
り
、
 
多
く
 
書
生
を
 
扶
助
し
て
、
 
有
用
の
 
人
物
た
ら
 
し
め
た
り
。
 
啻
に
 
政
 客
 壯
士
を
 
養
 ひ
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し
の
み
 

な
ら
す
。
 

學
者
 

あ
り
、
 

實
業
家
 

あ
り
、
 

エ
學
 

博
士
 

仙
 

石
 

貢
、
 

同
 

白
 

石
 

直
 

治
な
 

ど
、
 

嘗
て
 

伯
の
 

書
生
 

た
り
き
。
 

中
 

江
 

篤
 

介
 

(
兆
民
)
 

の
 

如
き
 

も、
 

亦
 

伯
に
 

志
願
を
 

訴
 

へ
て
、
 

藩
廳
 

ょ
り
 

長
 

崎
へ
 

洋
學
 

修
行
に
 

差
 

立
 

て
ら
れ
た
り
 

き
。
 

中
 

江
 

酒
に
 

醉
ひ
 

て
、
 

善
く
 

罵
り
、
 

時
に
 

策
士
を
 

氣
 

取
り
、
 

『
我
は
 

張
子
 

房
の
 

流
亞
 

な
り
』
 

と 
自
負
す
。
 

伯
 

之
を
 

聞
き
、
 

絕
 

倒
し
て
 

日
く
、
 

『
咄
 

々
、
足
下
は
 

三
國
志
 

中
の
 

| 
稱
衡
』
 

と 
0 

或
 

地
方
の
 

一 
論
客
 

あ
り
。
 

伯
に
 

向
 

ひ
て
、
 

自
己
の
 

主
義
 

政
見
を
 

陳
述
す
 

る 
こ
と
、
 

極
め
て
 

秧
序
 

あ
り
 

0 

客
 

去
り
し
 

後
、
 

伯
 

之
を
 

評
し
て
 

日
く
、
 

『
彼
は
 

箱
庭
 

的
の
 

人
物
の
 

み
』
 

と
。
 

茅
揚
 

町
な
る
 

三
菱
 

會
社
の
 

隣
家
に
、
 

火
を
 

失
せ
し
 

こ
と
 

あ
り
。
 

伯
馳
せ
 

至
れ
ば
、
 

岩
 

崎
 

社
 

一一 1K
 

ユ
 

、
胡
 

床
 

に
 

倚
り
 

社
員
を
 

指
 

輝
し
 

L 
消
防
に
 

力
を
 

盡
 

さ
し
む
。
 

伯
 

竊
に
岩
 

崎
に
 

耳
語
す
 

ら
く
、
 

『
寧
ろ
 

燒
き
拂
 

は
 

せ
る
 

が
、
 

新
築
を
 

取
擄
げ
 

る
に
 

便
利
な
ら
 

む
』
 

と。
 

岩
 

崎
 

笑
つ
 

て
 

首
肯
す
。
 

四
條
繩
 

手
に
 

て
英
國
 

公
使
に
 

斬
り
 

か
、
 

ら
む
 

と
せ
し
 

刺
客
の
 

E
 

魁
な
る
 

川
上
 

某
は
、
 

偶
 

ま
 

其
 

揚
に
來
 

り 

後
れ
し
 

が
、
 

佐
 

渡
へ
 

流
さ
れ
た
り
。
 

明
治
 

四
 

年
 

赦
に
遭
 

ひ
て
 

出
京
し
、
 

彼
剌
 

客
の
 

遺
劍
 

、
伯
の
 

許
に
 

在
る
 

を
 

聞
き
、
 

之
を
 

貰
 

ひ
 

受
け
む
 

と
て
、
 

伯
を
 

駿
诃
臺
 

の
 

邸
に
 

訪
ふ
 

。
伯
 

直
に
 

之
を
 

座
に
 

延
 

き
て
 

快
談
 

し、
 

a
 

つ
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日
く
 

T
 

明
朝
 

受
取
に
 

來
ら
れ
 

よ
』
 

と
。
 

川
上
 

約
の
 

如
く
 

往
き
 

し
に
、
 

伯
は
 

新
に
 

造
り
し
 

白
木
の
 

箱
と
 

其
に
、
 

之
を
 

渡
せ
り
。
 

川
上
は
、
 

伯
が
 

卽
 

座
に
 

與
へ
ざ
 

り
し
は
、
 

其
 

箱
な
 

か
り
し
 

故
な
 

り
し
 

こ
と
を
 

知
り
て
、
 

深
 

く 
伯
の
 

用
意
周
到
な
 

る
に
 

感
じ
た
り
 

と 
云
 

ふ
。
 

伯
は
 自
由
 黨
の
 創
立
に
 際
し
て
、
 時々 莫

大
の
 運
動
費
を
 支出
し
、
 板
 垣
を
 助く。 伯

敢
て
 之
を
 口に 

せ
し
 
こ
と
な
く
、
 

黨
員
槪
 

ね 之
を
 
知
る
 
も
の
な
 

か
り
き
。
 

大
阪
 
に
て
 
發
兌
 
せ
し
 
『愛 

國
志
 
林』 

とい 
ふ 
自
由
 

黨
の
 
機
關
雜
 

誌の. 

如
き
 
も、 

伯 其
資
を
 

出
せ
り
。
 

其
 
他 

一々 
枚
 擧
に
遑
 

あ
ら
ず
。
 

伯
の
 

朝
鮮
 

事
件
を
 

計
畫
 

す
る
 

や
、
 

前
後
 

全
く
 

其
 

使
用
す
 

る 
人
物
を
 

異
に
せ
り
。
 

他
の
 

政
治
 

運
動
と
 

雖
 

も
、
 

一
段
落
 

每
 

に
、
 

槪
ね
其
 

使
用
せ
 

る 
人
物
を
 

轉
換
 

す
る
 

を
 

常
と
 

せ
り
。
 

時
と
し
て
は
、
 

同
時
の
 

運
動
に
、
 

人
 

を
 

分
ち
 

て
、
 

各
方
 

面
に
 

向
は
 

し
め
、
 

互
に
 

其
 

秘
密
を
 

知
ら
し
 

め
ざ
り
 

き
。
 

伯
 

常
に
 

人
に
 

語
つ
 

て
 

日
く
、
 

『
日
本
に
 

て
 

仕
事
な
け
れ
ば
、
 

米
國
に
 

赴
き
、
 

大
統
領
と
 

な
り
て
 

一
仕
事
な
 

す
べ
し
』
 

と 
0 

伯
の
 

最
初
 

高
 

輪
 

洋
館
の
 

圖
 

案
を
 

命
ず
る
 

や
、
 

其
 

規
模
 

頗
る
 

廣
大
に
 

過
ぐ
。
 

之
を
 

諫
む
る
 

者
 

あ
る
 

も、
 

皆
 



聽
か
ず
 
。
偶
 
ま
大
 
江
卓
來
 
り
て
 
日
く
、
 
f
 未' た

し
な
 
り
。
 
何
ぞ
 
更
に
 
其
 規
模
を
 
數
層
 
倍
に
 
な
さ
 

V' る や
』
 
と
。
 

伯
爲
 
め
に
 
笑
ぅ
て
 
止
む
。
 

伯
、
 
曾
て
 
井
上
馨
と
 
汽
車
に
 
同
乘
 
し、 

互
に
 
其
 抱
 員
を
 
語
り
合
 
ひ
け
る
 
が
、
 
井
上
 
日
く
 
T
 吾
れ
 
は
數
千
 

萬
圓
の
 
財
を
 
造
つ
 
て
 見
た
 
し
』
 
と
。
 
伯
 聞
き
 
も
敢
 
へ
ず
、
 
井
上
に
 
謂
つ
 
て
 日
く
、
 
『
吾
れ
 
は
 敷
 億
圓
の
 
借
金
 

が
し
て
 
見
た
 
し
』
 
と
？
 

王
政
復
古
の
 
際
、
 
伯
は
 
西
鄕
 
、
大
久
 
保
、
 
廣
澤
 
、
岩
 
下
、
 
辻
、
 
中
 根
な
 
ど
、
 
廟
議
に
 
列
し
 
け
る
 
が
、
 
時
 

土
寸
廣
中
ょ
り
、
ぴ
か
/
、
す
る
も
の
を
取
出
し
、
ぱ
ち
ん
と
音
さ
せ
て
、
又
懷
中
に
收
む
。
人
々
そ
の
何
 

物
な
る
 
を
 知
ら
す
 

0 『
ま
さ
か
 
硝
子
の
 
懐
中
鏡
で
 
も
 
あ
る
 
ま
じ
』
 
な
ど
、
 
噂
し
 
合
 ひ
け
る
 
が
、
 
次
の
會
 
合
の
 

日 も、 
相
 變
ら
す
 
、
ぴ
 
か
^
-
す
る
 
も
の
を
 
取
 出
す
。
 
會
議
 
果
て
、
 
後
、
 

一
同
 伯
を
 
取
卷
 
き、 『

お
 主
は
 
自
 

惚
鏡
 
で
も
 
持
つ
 
て
 居
る
 
か
』
 
と 詰

め
寄
れ
ば
、
 
伯
 ̂
r ち

 笑
 ひ
、
 『
こ
れ
は
、
 
西
洋
人
の
 
用
ゐ
る
 
時
計
と
 
い
ふ
 

物
な
 
り
 j
 
と
て
、
 
時
計
を
 
示
す
。
 
日
本
 
帝
國
 
の
參
與
 
と
も
 
あ
る
 
人
達
、
 

こ
、
 
に
 始
め
て
 
懷
中
 
時
計
を
 
知
り
 

た
り
。
 
伯
 
一
日
、
 
其
の
 
金
時
計
を
 
書
齋
に
 
置
佘
忘
 
れ
て
 
外
出
せ
 
し
こ
と
 
あ
り
。
 
子
息
 
等
 入
り
 
来
り
て
、
 
珍
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ら
し
き
 

も
の
よ
 

と
て
、
 

之
を
 

玄
關
に
 

持
ち
去
り
、
 

硝
子
を
 

取
り
外
 

づ
し
 

、
器
械
を
 

取
 

出
し
た
 

る
に
、
 

再
び
 

元
の
 

如
く
 

收
む
る
 

こ
と
を
 

知
ら
す
、
 

其
 

始
末
に
 

困
 

じ 
居
た
り
。
 

偶
 

ま
 

伯
、
 

歸
り
來
 

り、
 

其
狀
を
 

見
て
、
 

嫣
 

然
 

笑
つ
 

T
 

日
く
、
 

『
轉
 

業
し
 

ち
よ
ろ
 

ネ
ャ
』
 

(
惡
戲
 

し
て
 

居
 

6 
の
 

土
 

佐
 

方
言
)
 

と
て
 

顧
み
 

も
せ
 

ざ
り
 

き
。
 

伯
 

•
多
 

愛
の
 

癖
 

あ
り
。
 

詩
人
、
 

書
家
、
 

畫
エ
 

よ
り
、
 

角
觝
 

、
俳
優
、
 

落
語
家
、
 

若
く
 

は
 

義
太
夫
に
 

及
ぶ
。
 

尾
 

上
 

菊
 

五
郎
、
 

越
路
 

太
夫
の
 

如
き
は
、
 

常
に
 

伯
の
 

家
に
 

出
入
し
て
、
 

其
眷
 

顧
を
 

受
け
た
り
 

。
伊
達
 

太
夫
は
 

も
と
 

伯
の
 

書
生
な
 

り
き
。
 

伯
は
 

曾
て
 

菊
 

五
 

郞
の
爲
 

め
に
、
 

千
歳
 

座
の
 

引
 

幕
に
 

揮
毫
せ
 

し
こ
と
 

あ
り
き
。
 

伯
、
 

人
に
 

語
り
て
 

日
く
、
 

『
凡
そ
 

天
下
に
 

名
 

あ
る
 

藝
人
の
 

談
話
を
 

聞
け
ば
、
 

必
ず
 

思
は
 

ぬ
 

所
に
、
 

益
を
 

得
る
 

こ 

と 
多
き
 

も
の
 

ぞ
』
 

と。
 

或
 

時
 

晚
春
會
 

と
い
 

ふ
 

も
の
を
 

催
し
て
、
 

都
下
 

待
合
の
 

女
將
を
 

集
め
し
 

こ
と
 

あ
り
。
 

伯
 

日
く
、
 

『
彼
等
は
 

皆
、
 

深
く
 

世
態
 

人
情
の
 

底
に
 

通
ぜ
る
 

女
 

豪
傑
な
 

り
』
 

と。
 

伯
、
 

病
を
 

南
郊
に
 

養
 

ひ
け
る
 

時
、
 

近
隣
の
 

村
 

家
よ
り
、
 

一
人
の
 

美
少
女
を
 

厪
ひ
來
 

り、
 

藥
餌
を
 

供
せ
 

し 

む
。
 

醫
師
爲
 

に 
伯
に
 

諷
し
て
"
 

之
を
 

遠
ざ
け
む
 

と
す
。
 

伯
呵
 

々
大
笑
し
て
 

日
く
 

、『
 

委
頓
 

す
る
 

こ
と
 

此
の
 

如
 

し。
 

僕
 

豈
に
眉
 

斧
 

0)
 

恐
る
べ
き
を
 

知
ら
 

ざ
ら
 

む
 

や
。
 

唯
 

之
を
 

瓶
 

裏
に
 

挿
む
 

一
朶
の
 

山
茶
花
と
 

看
做
し
、
 

茜
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床
の
 
詩
想
を
 
養
 ふ
の
 
み
。
 
先
生
、
 
過
 慮
を
 
要
せ
ず
』
 

と。 

維
新
 
前
後
の
 
經
歴
を
 
問
 
ふ
 者
 あ
れ
ば
、
 

伯
、
/
 卽
ち
 
頭
を
 
掉
 り
て
 
日
く
、
 
『
い
や
^
^
、
 

そ
の
 
事
は
 
旣
に
陳
 

腐
な
 
り。 

象
 
二
郞
の
 
經
歴
 
は、 

此
れ
か
ら
な
 
り
』
 
と。 

維
新
 
前
後
、
 
諸
 名
士
ょ
り
の
 
書
翰
は
、
 
伯
大
槪
 
之
を
 
丙
 丁
 童
子
に
 
付
せ
 
り。 

唯
 『
木
 夢
帖
』
 
四
卷
 
、
伯
の
 

家
に
 
殘
れ
 
り。 

木
 夢
と
は
 
『
十
八
 
年
 前
 夢
の
 
跡
の
 
み
』
 の
 意
 也
。
 
こ
は
 
明
治
 
十
八
 
年
、
 
大
江
卓
 
が
 伯
に
 
乞
 ひ
 

て、 
證
收
 
し
て
 
表
 裝
に
附
 
し
た
る
 
も
の
な
 
り。 

首
に
 
伯
自
 
か
ら
 
揮
毫
し
て
、
 
『
木
 夢
』
 
と 題

せ
 
り。 

尾
に
 
大
 

江
 自
筆
の
 
跋
あ
 
り 0 r 木

 夢
』
 
の
 中
に
 
收
め
 
ら
れ
 
た
る
は
、
 
山
內
容
 
堂
、
 
吉
田
 
東
洋
、
 
岩
 崎
 彌
太
郞
 
、
松
 
岡
 

毅
 軒
、
 
坂
 本
 龍
馬
、
 
中
 岡
 愼
太
郞
 
、
佐
々
 
木
 高
 行
、
 
細
 川
 潤
 次
郞
 
、
岩
 
倉
具
視
 
、
德
 
大
寺
實
 
則
、
 
松
 平
 春
 

嶽
 、
伊
達
宗
城
、
 
大
久
保
 
利
 通
、
 
木
戶
孝
 
允
、
 
橫
井
小
 
楠
、
 
永
 井
玄
蕃
 
頭
、
 
近
 藤
 勇
、
 
辻
將
曹
 
、
伊
藤
 
馎
 

文
、
 
由
 利
 公
正
、
.
 
加
藤
弘
 
之
、
 
中
 根
雪
 
江
、
 
中
 井
櫻
 
洲
 、
岩
 
下
方
 
平
、
 
酒
 井
 十
兵
衞
 
、
松
 
根
圖
書
 
等
の
 
書
 

，
翰
な
 り。 

別
に
、
 
三
條
實
 
美
、
 
小
松
帶
 
刀、 

西
鄕
 隆
盛
の
 
書
翰
、
 
表
装
し
て
 
傳
は
れ
 
り。 
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劍
 

難
の
 

相
 

あ
り
た
 

る
星
亨
 

政
治
 

上
に
 

於
け
 

る 
星
亨
 

氏
に
 

就
い
て
は
、
 

余
輩
の
 

ょ
く
す
べ
き
 

所
に
 

非
ず
。
 

星
 

氏
は
 

政
治
 

上
に
 

於
て
、
 

政
 

友
 

會
の
實
 

際
の
 

首
領
た
 

〇 
し
と
 

北
 

ハに
、 

東
京
 

市
敎
育
 

會
の
會
 

長
た
り
 

き
。
 

今
や
 

圖
ら
ず
 

も
喑
 

殺
せ
ら
れ
 

ぬ
。
 

慘
な
る
 

哉
。
 

聞
く
な
ら
 

く"
 

星
 

氏
は
 

少
時
 

人
相
見
に
、
 

劍
 

難
の
 

相
 

あ
り
と
 

言
 

は
れ
た
り
 

き
と
 

か
や
。
 

あ
く
ま
で
も
 

意
 

志
强
 

く
し
て
、
 

殘
忍
且
 

猛
烈
な
る
 

人
は
、
 

手
腕
 

あ
り
て
、
 

己
を
 

利
し
て
、
 

味
方
を
 

利
す
 

る 
こ
と
 

大
 

な
る
と
 

典
に
、
 

敵
 

多
く
、
 

恨
を
 

買
 

ふ
こ
と
 

多
く
、
 

從
 

つ
て
 

劍
難
 

を
兔
れ
 

ざ
る
 

こ
と
 

あ
る
べ
 

し。
 

面
相
は
 

性
格
を
 

あ
 

ら
は
 

す
。
 

星
 

氏
の
 

性
格
の
 

あ
ら
.
 

は
れ
た
 

る 
面
相
を
 

見
て
、
 

劍
 

難
の
 

相
 

あ
り
と
は
、
 

必
 

し
も
 

あ
て
ず
 

つ
 

ほ
ぅ
に
 

は
 

あ
ら
ざ
る
 

べ
し
。
 

世
の
 

所
謂
 

お
 

人
ょ
 

し
な
る
 

も
の
は
、
 

毒
 

も
な
 

き
か
は
 

り
に
、
 

働
 

も
な
 

し。
 

大
に
 

世
に
 



活
動
す
 
る 人

は
、
 
働
き
 
あ
る
と
 
共
に
、
 
ま
た
 
毒
を
 
免
れ
ず
。
 
而
 し
て
 
其
 人
の
 
本
心
に
 

國
家
 
の
た
 
め
 

社
 

會
の
 
た
め
と
 
云
 ふ
 念
 慮
 あ
ら
 
ば
、
 
橫
 着
、
 
我
儘
、
 
殘
忍
 
、
酷
薄
の
 
所
爲
 
も、 

恕
す
る
 
所
な
 
か
る
べ
 
か
ら
す
。
 

星
 氏
は
 
明
治
 
年
間
、
 
最
も
 
偉
大
な
る
 
人
物
 
也
。
 
尾
 崎
、
 
林
、
 
角
 田、 末

 松
、
 片
岡
 
等
の
 
儕
輩
を
 
壓
 し、 

板
 垣
 

伯
を
 
し
て
 
瞠
若
た
ら
し
め
、
 
伊
藤
 
侯
を
 
さ
へ
 
掌
 上
に
 
弄
し
た
り
 
し 人

 也
。
 
此
人
 
に
し
て
、
 
社
 會
の
爲
 
め、 

國
 家
の
 
爲
 め
に
 
活
動
せ
ば
、
 

目 ざ
ま
し
 
き
 大
事
 
業
擧
 
り
け
 
む
を
。
 
惜
む
 
べ
き
 
哉
。
 

予
輩
は
 
刺
客
を
 
謳
歌
す
 
る も

の
に
 
非
ず
。
 
明
治
 
年
間
、
 
岩
 倉
、
 
板
 垣
、
 
大
隈
 
、
溘
澤
 
諸
 公
は
、
 
幸
に
 
暗
 

双
を
 
免
れ
た
 
る も、 

大
 村
、
 
廣
澤
 
、
大
久
 
保
、
 
淼
諸
 
公
の
 
如
き
 
一
代
の
 
人
傑
、
 
前
後
 
喑
；
 
に 倒

れ
ぬ
。
 
亦
 

慘
な
ら
 
ず
 や
。
 
暗
殺
は
 
實
に
 
社
會
の
 
安
寧
を
 
害
す
る
 
齡
 事
に
 
相
違
な
 
き
も
、
 
伊
庭
 
想
 太
郞
が
 
星
 氏
を
 
國
賊
 

と 見
な
し
、
 

そ
の
 
立
派
な
る
 
五
十
 
年
来
の
 
經
歴
を
 
す
て
、
 
立
派
な
る
 
紳
士
の
 
地
位
を
 
す
て
、
 
妻
子
を
 
す
て
、
 

身
を
 
す
て
、
 
國
 家
の
 
爲
 め
に
 
害
 ■を 除

か
む
 
と
し
た
る
 
心
事
を
 
憫
れ
ま
 
ざ
る
を
 
得
ず
。
 
伊
庭
 
氏
は
、
 
紳
士
と
 

し
て
も
 
教
育
家
と
 
し
て
も
、
 
立
派
な
る
 
人
 也
。
 
普
通
 
壯
士
的
 
刺
客
の
 
比
に
 
非
ず
。
 
而
 し
て
 
白
日
 
公
然
、
 
衆
人
 

の
 あ
つ
ま
れ
る
 
議
事
堂
に
 
於
て
、
 
よ
し
や
 
他
の
 
連
座
の
 
人
々
 
は
 自
家
の
 
防
衞
に
 
急
な
 
り
し
に
 
も
せ
よ
。
 
悠
 



然
と
し
て
 
六
 刀
ま
で
 
致
命
の
 
傷
を
 
加
へ
 
た
る
は
、
 
流
石
に
 
劍
客
 
に
し
て
、
 

且
つ
 
膽
氣
 
あ
る
 
丈
夫
に
 
あ
ら
ず
 

ん
ば
 
、
出
來
 
ざ
る
 
事
 也
。
 
而
 し
て
 
普
通
の
 
剌
 客
の
 
如
く
、
 
自
殺
せ
 
む
と
は
 
せ
ず
 
し
て
、
 
男
ら
し
く
 
縛
に
 
つ
 

き
た
る
 
は、 

流
石
に
 
當
年
の
 
三
 河
 武
士
の
 
子
孫
 
也
。
 

余
輩
は
 
暗
剌
を
 
非
と
 
す
る
 
も
の
 
也
。
 
伊
庭
 
氏
は
、
 
國
 家
の
 
罪
人
 
也。 

嗚
呼
 
伊
庭
 
氏
の
 
如
き
 
好
 紳
士
を
 
し 

て、 
國
 家
の
 
罪
人
た
ら
 
し
め
た
る
 
は、 

惜
し
み
、
 
且
つ
 
悲
し
む
べ
き
 
事
な
ら
 
ず
 や
。
 



當
 

年
の
 

海
上
 

王
 

岩
 

崎
 

彌
太
郞
 

明 

明
治
 

年
間
の
 

偉
人
を
 

あ
ぐ
れ
ば
、
 

岩
 

崎
 

彌
太
郞
 

の
 

如
き
は
、
 

た
し
か
に
 

其
 

人
 

也
。
 

三
菱
 

會
 

社
を
 

起
し
て
 

海
運
を
 

盛
に
 

し、
 

草
莽
 

ょ
り
 

崛
起
 

し
て
、
 

日
本
 

ー 
ニ
の
 

富
 

1 i
 

と
な
れ
 

り。
 

業
を
 

な
す
こ
と
 

此
の
 

如
く
、
 

財
 

を
 

獲
る
 

こ
と
 

此
の
 

如
く
ん
 

ば
、
 

亦
 

偉
大
な
る
 

哉
。
 

蟲
も
 

殺
さ
ぬ
 

お
 

人
ょ
 

し
や
、
 

毒
に
 

も
な
ら
 

ね
ば
 

藥
 

に
も
 

な
ら
ぬ
 

人
 

や、
 

到
底
 

世
に
 

事
業
を
 

な
す
 

能
は
 

ざ
る
べ
 

し。
 

世
に
 

事
業
を
 

な
す
 

者
は
、
 

策
略
 

も 
必
要
な
 

れ
ば
、
 

多
少
 

毒
氣
 

あ
る
 

事
 

も 
必
要
な
 

り。
 

慾
 

望
大
な
 

ら
ざ
 

る
べ
 

か
ら
ず
。
 

膽
も
大
 

な
ら
ざ
る
 

ベ
か
ら
 

ず
。
 

世
上
の
 

毀
譽
 

に
か
、
 

は
る
べ
か
ら
ず
。
 

失
敗
に
 

屈
す
べ
か
ら
ず
。
 

彌
太
郞
 

が
 

一
生
の
 

行
爲
 

、
疵
を
 

さ
が
せ
ば
、
 

は
 

て
 

も
な
 

け
れ
ど
、
 

事
業
家
と
 

し
て
 

萬
 

世
に
 

傳
 

ふ
る
に
 

足
り
、
 

又
 

事
業
家
を
 

な
さ
む
 

と
す
る
 

も
の
、
 

一
の
 

虞
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範
た
ら
 
す
ん
 
ば
 あ
ら
ず
。
 

II 

日
本
一
の
 

富
 

I 蒙
と
 

な
り
た
る
 

彌
太
郞
 

も、
 

も
と
は
 

土
 

佐
の
 

東
 

隅
、
 

井
の
 

口
村
に
 

住
 

ひ
た
り
し
 

一
の
 

鄕
士
 

な
り
き
。
 

鄕
士
の
 

何
た
る
 

か
は
、
 

今
の
 

世
知
ら
ざ
る
 

も
の
 

多
 

か
る
べ
 

し。
 

鄕
士
 

と
は
 

維
新
 

以
前
 

土
 

倥
 

國
の
 

外
、
 

數
國
 

に
の
 

み
あ
り
 

た
る
 

も
の
に
し
て
、
 

侍
に
は
 

あ
ら
 

ざ
れ
 

ど、
 

平
民
に
 

も 
あ
ら
ざ
る
 

一
種
の
 

格
 

也
 

0 

土
 

佐
 

あ
た
り
に
 

て
は
、
 

鄕
士
 

は
も
と
 

長
 

曾
 

我
 

部
の
 

臣
 

也
。
 

山
 

內
氏
土
 

佐
を
 

鎭
す
 

る
に
 

及
び
て
、
 

之
を
 

臣
下
 

と
す
る
 

わ
け
に
 

も 
行
か
ず
、
 

平
民
に
 

下
す
 

こ
と
 

も 
出
來
ず
 

。
鄕
士
 

と
し
て
、
 

侍
と
 

同
じ
 

資
格
を
 

持
た
せ
、
 

帶
刀
を
 

許
し
た
り
 

し
な
り
。
 

彌
太
郞
 

は、
 

鄕
士
の
 

家
に
 

生
れ
、
 

父
は
 

庄
家
 

を
つ
 

と
め
け
れ
ば
、
 

幼
時
よ
り
 

學
問
を
 

習
へ
 

り。
 

當
 

時
の
 

學
 

問
と
は
 

漢
學
な
 

り。
 

彌
太
郞
 

は
 

出
來
 

よ
く
、
 

且
つ
 

詩
を
 

よ
く
し
、
 

神
童
の
 

稱
 

あ
り
き
。
 

藩
主
 

巡
囘
 

し
て
 

来
り
し
 

節
、
 

彌
太
郞
 

の
 

才
名
を
 

聞
か
れ
、
 

召
し
出
し
て
、
 

詩
を
 

賦
せ
 

し
む
。
 

時
に
 

年
 

わ
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づ
 か
に
 
十
四
、
 
田
舎
の
 

一 少
年
 
な
れ
 
ど
も
、
 
擧
止
度
 
あ
り
。
 
其
 詩
と
 
云
 ひ、 

其
 手
蹟
と
 
云
 ひ
、
 
世
に
 
も 美

 

事
な
る
 
出
來
な
 
り
し
が
、
 
藩
主
を
 
は
じ
め
 
左
右
 
舌
を
 
卷
い
て
 
驚
嘆
せ
 
り
。
 

明
治
の
 
世
の
 
事
業
家
と
 
い
ふ
 
も
の
は
、
 
何
處
の
 
馬
の
骨
と
 
も わ

か
ら
ぬ
 
成
 上
り
 
も
の
に
 
て、 

無
學
 
者
な
 

る
が
 
多
 け
れ
ど
も
、
 
彌
太
郞
 
は
 武
士
の
 
ML な

り
。
 
學
才
 
詩
才
の
 
あ
り
し
 
こ
と
 
此
の
 
如
し
。
 
こ
の
 
一
事
 以
て
 

海
上
 
王
の
 
十
 歳
 時
代
の
 

一 班
を
 
あ
ら
は
 
す
に
 
足
る
べ
し
。
 

三 

11 十
一
歲
 
の
 時
、
 
江
戶
に
 
上
り
て
、
 
安
積
 
艮
齋
の
 
門
に
 
入
れ
り
。
 
さ
れ
 
ど、 

十
 歳
の
 
神
童
、
 

二
 十
才
の
 

才
子
と
 
か
や
。
 
十
四
 
歳
の
 
時
、
 
藩
主
を
 
驚
か
し
た
 
り
し
 
神
童
 
も、 

艮
齋
に
 
は
 見
限
ら
れ
た
り
 
き
。
 
下
り
て
 

才
子
と
 
な
り
た
る
 
乎
。
 
日
く
、
.
 
否
。
 
艮
齋
 
の
氣
に
 
入
ら
む
 
に
は
、
 
彌
太
郞
 
は
餘
 
り
に
 
偉
大
な
 
り
。
 
彌
太
郞
 

は
 腐
儒
と
 
な
る
 
を
 願
は
 
ず
、
 
そ
の
 
行
 放
 縱
不
覊
 
な
り
。
 
も
し
 
艮
齋
 
の
氣
に
 
入
る
 
や
ぅ
な
る
 
人
な
ら
 
ば
、
 
學
 

者
 も
し
く
は
 
教
育
家
と
 
な
り
て
 
終
る
べ
し
。
 
恐
く
 
は
 他
日
 
海
上
 
王
と
 
な
る
 
能
は
 
ざ
り
 
し
な
ら
 
む
。
 



四 

翌
年
、
 
彌
太
郞
 
の
 身
の
上
に
、
 

一
の
 厄
難
 
下
り
ぬ
。
 
茁
屋
 
を
つ
 
と
め
た
 
る そ

の
 
父
、
 
公
事
 沙
汰
に
 
つ
き
.
 

て、 
郡
 奉
行
に
 
誣
 ひ
ら
れ
て
、
 
獄
に
 
下
り
ぬ
。
 

彌
太
郞
 
之
を
 
聞
き
、
 
晝
夜
粲
 
行
し
て
 
鄕
に
歸
 
り、 

郡
 吏
に
 
面
し
て
*
 
父
の
 
寃
を
辯
 
じ
た
れ
 
ど、 

そ
の
®
'
 

斐
な
 
し。 

彌
太
郞
 
憤
慨
に
 
堪
へ
ず
 
。
夜
 
郡
役
所
の
 
門
の
 
柱
に
 
二
 句
を
 
大
書
す
。
 
日
く
。
 
官
以
 

-- 賄
賂
-
成
、
 

獄
因
二
 
愛
 僧
？
 
と。 

む
か
し
、
 
兒
島
 
高
德
は
 
行
在
所
の
 
樓
を
 
削
り
て
、
 

天
莫
レ
 
空-一 匀

踐
ハ
 
時
 非
 レ 無

二
 范
蠢
 
-0 

と
い
 
ふ
 一一 句

を
 
書
し
た
り
 
き
。
 
こ
れ
は
 
忠
故
 
、
彼
は
 
孝
 故
、
 
忠
孝
、
 
道
は
 
異
な
れ
 
ど
も
、
 
そ
の
 
精
 心
は
 

一 

也
。
 
前
後
 
一
對
の
 
美
談
と
 
い
ふ
べ
 
し。 

郡
 奉
行
 
之
を
 
見
て
、
 
い
た
く
 
怒
り
し
 
が
、
 
誰
と
 
も わ

か
ら
 
ざ
れ
ば
、
 
命
じ
て
 
削
り
 
去
ら
し
 
め
 置
き
け
 

〇 

に
、
 
彌
太
郞
 
又
も
 
外
面
の
 
白
壁
に
 
同
じ
 
句
を
 
書
き
た
り
。
 
奉
行
 
も
は
や
 
默
 す
る
 
能
は
 
ず
。
 
彌
太
郞
 
な
ら
む
 

と 滞
へ
 
て
 IL 問

し
 
け
る
 
に、 

つ
、
 
み
か
く
さ
ず
 
し
て
、
 
白
狀
 
し
け
る
 
こ
そ
 
男
ら
し
 
力
り
 
け
れ
。
 
奉
行
 
も
こ
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れ
 

孝
心
の
 

い
た
す
 

所
な
 

り
と
 

て、
 

重
く
 

は
 

罪
せ
ず
。
 

居
 

村
を
 

た
ち
の
か
し
 

め
た
り
。
 

た
ち
の
き
を
 

命
ぜ
ら
 

れ
 

て、
 

高
 

知
 

附
近
に
 

來
 

り、
 

兒
 

童
に
 

書
を
 

敎
 

へ
て
、
 

そ
の
 

日
を
 

送
り
け
 

り
と
 

ぞ
。
 

五 

當
時
土
 

佐
の
 

參
 

政
に
、
 

吉
田
 

東
洋
と
 

い
ふ
 

偉
人
 

あ
り
。
 

政
治
家
に
 

し
て
 

兼
ね
て
 

學
力
 

あ
り
。
 

惜
む
 

ら
く
 

は、
 

こ
の
 

偉
人
、
 

勤
王
家
に
 

あ
ら
ず
 

し
て
 

佐
幕
 

黨
な
 

り
き
。
 

且
つ
 

暗
殺
せ
ら
れ
 

た
る
を
 

以
て
、
 

そ
の
 

名
、
 

後
世
に
 

赫
 

々
た
ら
ず
。
 

彌
太
郞
 

は、
 

こ
の
 

人
の
 

門
に
 

入
れ
り
。
 

同
じ
 

門
下
に
、
 

後
藤
 

象
 

二
郞
 

あ
り
。
 

福
 

岡
 

孝
悌
 

あ
り
。
 

こ
の
 

二
 

人
、
 

東
洋
の
 

門
弟
 

だ
け
に
、
 

も
と
は
 

佐
幕
を
 

唱
へ
 

し
も
、
 

東
洋
の
 

あ
と
を
 

つ
ぎ
て
、
 

藩
 

政
に
 

あ
づ
 

か
る
に
 

及
び
、
 

時
勢
の
 

變
を
 

察
し
て
、
 

其
說
 

を
變
 

じ、
 

維
新
の
 

元
 

動
と
 

な
り
て
、
 

後
藤
は
 

伯
爵
と
 

な
り
ぬ
 

〇
福
岡
 

は
 

子
爵
と
 

な
り
ぬ
。
 

岩
綺
は
 

海
上
 

王
と
 

な
り
ぬ
。
 

そ
の
 

餘
蔭
 

に
よ
り
て
、
 

弟
 

も 
子
 

も 
男
爵
と
 

な
り
ぬ
。
 



六 

彌
太
郞
 

書
を
 

讀
み
 

、
刀
を
 

帶
び
 

た
る
 

身
な
 

れ
ど
 

も、
 

腐
儒
と
は
 

な
ら
は
 

ず
、
 

空
論
を
 

吐
く
 

を
 

喜
ば
ず
。
 

勤
王
、
 

佐
幕
、
 

開
港
、
 

攘
夷
 

以
外
に
 

た
ち
て
、
 

心
を
 

殖
産
に
 

注
ぎ
し
 

は、
 

亦
 

一
種
の
 

見
識
た
ら
 

ず
ん
 

ば
 

あ
 

ら
ず
。
 

そ
の
 

郷
里
の
 

山
林
の
 

拂
下
 

を
な
 

し
て
、
 

大
阪
へ
 

材
木
を
 

積
み
出
す
な
 

ど、
 

商
人
の
 

眞
似
 

し
け
れ
ば
、
 

人
 

み
な
 

爪
は
 

じ
き
し
て
 

譏
り
 

け
れ
ど
も
、
 

彌
太
郞
 

は
 

毫
も
 

頓
着
せ
 

ざ
り
 

き
。
 

彌
太
郞
 

に
し
て
、
 

斯
る
覺
 

悟
な
 

く
ん
 

ば
、
 

到
底
 

海
上
 

王
と
は
 

な
る
 

能
は
 

ざ
り
 

し
な
ら
 

む
。
 

七 
後
藤
、
 

福
 

岡
 

等
、
 

藩
の
 

要
路
に
 

當
 

る
に
 

及
び
、
 

彌
太
郞
 

は
國
產
 

力
の
 

役
人
と
 

な
れ
り
。
 

力
量
ょ
り
は
、
 

門
地
 

か
 

問
は
 

る
、
 

世
の
中
、
 

彌
太
郞
 

は、
 

貨
殖
 

局
 

下
役
の
 

一
人
た
ら
 

ざ
る
を
 

得
 

ざ
り
 

き
。
 

そ
の
上
に
 

あ 
 

>0
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人
 

ど
も
，
 

い
づ
れ
 

無
能
 

迂
濶
な
 

る 
人
 

也
。
 

彌
太
郞
 

は、
 

出
頭
す
 

る 
も、
 

一
言
 

も 
吐
か
す
。
 

人
 

そ
の
 

故
を
 

問
 

ふ
。
 

日
く
、
 

頭
取
 

以
下
の
 

言
 

ふ
 

所
、
 

い
づ
れ
 

も 
兒
戲
に
 

類
す
。
 

到
底
 

北
 

ハに
 

事
を
 

な
す
に
 

堪
へ
ず
 

と。
 

か
く
 

て、
 

間
も
な
く
 

辭
 

表
を
 

出
し
て
 

鄕
 

に
か
 

へ
れ
り
。
 

天
馬
、
 

竟
に
覊
 

す
べ
か
ら
 

ざ
る
 

也
。
 

八 

土
 

佐
は
 

海
國
 

也
。
 

九
十
 

九
 

浦
、
 

太
平
洋
に
 

面
し
て
、
 

漁
 

獵
の
利
 

多
し
。
 

且
つ
 

他
國
に
 

行
く
 

に、
 

北
山
を
 

越
え
て
 

讃
岐
の
 

丸
龜
に
 

出
る
 

道
 

あ
れ
 

ど
も
、
 

太
 

だ
 

不
便
 

也
。
 

海
路
 

直
に
 

大
阪
に
 

出
る
 

が
 

便
な
 

れ
ば
 

、
航
海
 

の
 

道
は
、
 

わ
り
 

あ
 

ひ
に
 

發
 

達
せ
り
。
 

殊
に
 

米
 

艦
 

渡
來
以
 

後、
 

土
 

佐
の
 

漁
民
に
 

し
て
、
 

亞
米
利
 

加
に
 

漂
着
せ
 

し 
中
濱
萬
 

次
郞
 

(
今
の
 

中
 

瀋
醫
學
 

博
士
の
 

父
)
 

の
 

歸
來
せ
 

る 
あ
り
。
 

西
洋
の
 

事
情
 

も
ょ
 

く 
知
れ
て
、
 

殊
に
 

航
 

海
に
 

重
き
を
 

置
け
り
。
 

維
新
の
 

頃
ま
で
に
、
 

土
 

佐
 

藩
は
 

五
十
 

餘
艘
の
 

汽
船
を
 

有
し
た
り
 

き。
 

坂
 

本
 

龍
馬
は
 

海
 

援
隊
を
 

組
織
し
た
り
 

き
。
 

後
年
 

彌
太
郞
 

が
一
 

躍
し
て
 

海
上
 

王
と
 

な
り
け
 

る 
も、
 

そ
の
 

も
と
づ
く
 

所
 

あ
る
 

也
。
 



九
*
 

後
藤
 

象
 

二
 

郞
は
 

、
汽
船
 

買
 

入
な
 

ど、
 

藩
 

用
を
 

帶
 

び
て
、
 

長
 

崎
に
 

出
張
し
 

け
る
 

が
、
 

國
事
 

の
た
め
に
 

呼
び
 

も
ど
さ
れ
ぬ
。
 

代
り
は
、
 

誰
か
と
 

詮
索
せ
 

し
が
、
 

彌
太
 

郞
竟
に
 

引
出
さ
れ
ぬ
。
 

後
藤
 

部
下
の
 

山
 

崎
 

早
 

六
、
 

高
 

橋
 

勝
 

右
 

衞
門
等
 

•
新
ら
 

し
き
 

上
役
 

來
り
け
 

る
を
 

以
て
、
 

色
々
 

役
務
 

上
の
 

行
き
が
、
 

り 
•を
 

話
さ
ん
 

と
し
け
 

る
に
、
 

彌
太
郞
 

、
制
し
て
 

一 
も 

聞
か
ず
。
 

君
 

等
は
 

こ
れ
ま
で
 

通
り
、
 

事
務
を
 

續
 

け
ょ
。
 

余
は
 

別
に
 

思
 

ふ
 

所
 

あ
り
と
 

て
 
太
 
だ
 
無
頓
着
 

也
。
 

山
 
崎
 
等
氣
遣
 

ひ
て
、
 

後
藤
の
 

方
針
を
 

云
 

ふ
に
、
 

と
り
あ
は
 

ず
。
 

さ
れ
 

ど、
 

ひ
 

そ
か
に
 

さ
ぐ
る
 

に、
 

西
洋
人
の
 

商
館
に
 

ゆ
き
、
 

薩
摩
 

藩
の
 

五
代
と
 

出
 

あ
へ
 

る 
や
ぅ
す
 

也
。
 

漂
流
し
 

來
れ
る
 

朝
鮮
人
と
 

筆
談
す
 

る 
こ
と
 

あ
り
し
 

が
、
 

彌
太
郞
 

ふ
と
 

思
 

ひ
 

立
つ
 

事
 

あ
り
。
 

朝
鮮
の
 

欝
陵
 

島
へ
 

わ
た
り
て
 

材
木
を
 

切
り
出
し
、
 

更
に
 

朝
鮮
の
 

内
地
に
 

入
り
、
 

國
 

王
に
 

謁
し
て
、
 

其
 

許
を
 

得
て
、
 

牛
皮
 

を
 

買
 

ひ
て
、
 

西
洋
人
に
 

賣
 

り
て
、
 

奇
利
を
 

得
ん
 

と
て
、
 

五
色
の
 

縮
緬
 

五
疋
 

、
朝
鮮
 

國
 

王
へ
の
 

土
産
に
 

す
る
 

つ
も
り
に
 

て
 

買
 

ひ
も
と
め
、
 

杣
職
數
 

人
ま
で
 

つ
れ
て
、
 

英
船
 

に
の
 

り
て
 

欝
陵
 

島
に
 

赴
き
ぬ
。
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朝
鮮
人
と
の
 

筆
談
に
 

ょ
り
て
、
 

彌
 

太
郞
以
 

爲
 

へ
ら
く
-
 

e
 

陵
 

島
は
 

樹
木
の
 

繁
茂
せ
 

る 
無
人
島
な
 

り。
 

朝
 

鮮
 

に
も
 

屬
し
 

居
ら
 

ざ
れ
ば
、
 

わ
れ
 

牲
い
て
 

之
を
 

占
め
、
 

材
木
を
 

切
り
出
し
て
、
 

藩
の
 

財
政
を
 

ふ
や
し
、
 

nH
 

つ
 

朝
鮮
の
 

牛
皮
は
 

價
廉
な
 

れ
ば
 

、
之
を
 

買
 

ひ、
 

西
洋
に
 

て
 

靴
を
 

造
る
 

に
 

用
ゐ
る
 

も
の
な
 

れ
ば
 

、
之
を
 

賣
 

り
て
 

大
い
に
 

利
を
 

得
ん
 

と。
 

さ
れ
 

ど、
 

欝
陵
 

島
に
 

至
り
て
、
 

詮
索
す
 

る
に
、
 

古
來
 

朝
鮮
 

領
 

也
。
 

岩
崎
發
 

見
の
 

島
と
 

か
、
 

む
と
 

て
 

用
意
せ
 

し
木
標
 

も、
 

徒
 

勞
に
歸
 

し
ぬ
。
 

そ
の
上
に
 

樹
木
と
 

て
繁
り
 

居
ら
 

ざ
れ
ば
、
 

彌
太
郞
 

の
 

失
望
 

一
方
な
ら
ず
。
 

一
の
 

大
計
 

劃
、
 

全
く
 

堂
 

i 餅
に
 

歸
 

し
て
 

空
し
く
 

還
れ
り
。
 

今
一
つ
 

牛
皮
 

交
易
の
 

方
を
 

や
つ
て
 

見
ん
 

と
て
、
 

再
び
 

英
 

船
に
 

乗
り
て
 

朝
鮮
に
 

赴
き
た
，
 

•る
に、
 

當
時
 

朝
鮮
 

は
 

鎖
國
 

主
義
を
 

執
り
 

居
り
て
、
 

英
船
を
 

見
る
 

や
、
 

S
 

砲
を
 

ぅ
ち
 

出
さ
ん
 

と
し
、
 

刀
を
 

ふ
る
 

ひ
て
 

人
民
の
 

さ 

わ
ぎ
 

立
つ
 

さ
ま
 

な
れ
ば
、
 

上
陸
 

-f
f 

に
す
 

る 
能
は
 

ず
し
て
、
 

又
も
む
な
 

し
く
 

歸
り
 

來
れ
 

り。
 

誰
か
 

思
は
 

む
 

や
、
 

海
上
 

王
に
 

し
て
 

成
功
せ
 

る 
偉
人
に
 

も、
 

な
ほ
 

か
、
 

る 
滑
稽
に
 

類
す
 

る 
失
敗
 

ぁ
ら
む
 

と 

は
。
 

凡
そ
 

天
下
の
 

事
 

濡
 

手
で
 

粟
を
 

つ
か
む
 

や
ぅ
に
、
 

た
や
す
く
 

出
來
る
 

も
の
に
 

ぁ
ら
ず
、
 

ま
づ
 

目
先
が
 

さ 
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と
か
ら
ざ
る
 

ベ
か
ら
 

^ 
。 

思
 

ひ
き
り
 

が
ょ
 

か
ら
ざ
る
 

ベ
か
ら
 

ず
。
 

豪
 

膽
 

に
し
て
、
 

び
く
つ
く
 

ベ
か
ら
 

す
。
 

幾
多
の
 

失
敗
に
 

屈
せ
ず
、
 

艱
難
を
 

忍
び
て
、
 

飽
く
ま
で
 

も 
猛
進
せ
 

ざ
る
べ
 

か
ら
ず
。
 

十 

長
 

崎
を
 

去
り
て
、
 

大
 

阪
に
來
 

り
ぬ
。
 

藩
主
の
 

信
用
を
 

得
て
*
 

藩
の
 

財
政
を
 

あ
 

づ
 

か
り
し
 

が
、
 

川
 

田
 

石
 

川
 

等
を
 

使
 

ひ
て
 

大
阪
 

附
近
の
 

運
送
業
を
 

は
じ
め
ぬ
。
 

維
新
と
 

な
る
や
、
 

藩
の
 

汽
船
は
 

政
府
に
 

獻
上
 

せ
し
 

に、
 

彌
太
 

郞
拂
ひ
 

下
げ
を
 

願
 

ひ
て
、
 

や
す
く
 

買
 

ひ
と
り
、
 

以
て
 

海
上
に
 

雄
飛
す
 

る 
素
地
を
 

つ
く
れ
り
。
 

は
じ
め
 

1 

の
 

航
路
は
、
 

高
 

知
神
戶
 

間
な
 

り
し
が
、
 

終
に
 

西
は
 

馬
 

關
に
及
 

ほ
し
、
 

東
は
 

橫
濱
に
 

及
 

ほ
せ
り
。
 

而
 

し
て
 

本
 

社
を
 

東
京
に
 

ぅ
つ
す
 

に
 

至
れ
り
。
 

こ
、
 

に
 

至
り
て
、
 

三
菱
 

曾
 

社
の
 

事
業
 

大
い
に
 

膨
張
せ
 

し
が
、
 

西
南
戰
 

爭
起
 

る
に
 

及
び
、
 

國
 

家
に
對
 

し
て
 

大
功
 

あ
り
た
 

る
と
 

其
に
、
 

三
菱
の
 

社
運
 

•
益
 

隆
盛
を
 

極
め
た
り
。
 

明
治
 

七
 

年
頃
ょ
り
 

三
菱
 

會
社
が
 

地
盤
を
 

か
た
め
て
、
 

先
 

づ
競
爭
 

せ
ざ
る
 

を
 

得
 

ざ
り
 

し
は
、
 

外
人
の
 

手
に
 

. 



な
れ
る
 
米
國
 
太
平
洋
 
郵
船
 會
社
な
 
り。 

こ
は
 
米
國
 
ょ
り
 
橫
濱
に
 
達
し
、
 
神
戶
 
、
長
 
崎
を
 
經
て
 
、
上
海
に
 
達
 

す
る
 
航
路
を
 
有
す
。
 
競
爭
の
 
結
果
、
 
そ
の
 
會
 社
の
 
船
を
 
買
 ひ
 取
り
て
、
 
日
本
の
 
海
上
は
、
 
全
く
 
三
菱
 會
社
 

の
 手
に
 
歸
せ
 
り。 

十
 
一
 

彌
太
郞
 
は、 

幾
多
の
 
競
爭
 
者
を
 
壓
 倒
し
て
、
 
旭
日
冲
 
•天の 勢

を
 
得
た
り
 
し
が
、
 
世
は
 
い
つ
ま
で
も
 
鬪
爭
 

の
 巷
 也
。
 
三
菱
の
 
隆
盛
を
 
見
て
、
 
ぅ
ら
や
む
 
の
餘
 
、
そ
ね
 
む
 者
 あ
り
。
 
終
に
 
官
の
 
保
護
ょ
り
 
成
立
ち
た
 
る 

共
同
 
運
輸
 會
社
 
、
世
に
 
あ
ら
 
は
れ
た
り
。
 
こ
れ
は
 
政
府
を
 
後
に
 
控
 
へ
た
れ
ば
、
 
最
も
 
恐
る
べ
き
 
大
敵
 
也
。
 

彌
太
郞
 
も、 

畢
生
の
 
勇
を
 
振
 ひ
て
、
 
之
と
 
鬪
 ひ
て
、
 
優
劣
 
未
だ
 
決
せ
 
ざ
り
 
し
に
、
 

天
、
 
年
を
 
か
さ
ず
、
 
胃
 

癌
に
 
か
、
 
り
て
、
 
明
治
 
十
八
 
年
の
 
春
、
 
空
し
く
 
死
去
せ
 
り。 

年
 五
十
二
。
 
東
洋
の
 
男
兒
 
。
と
ま
 
づ
大
呼
 
し、 

つ  > い
て
 
日
く
。
 
東
洋
の
 
男
兒
 
、
期
す
 
る 所

 頗
る
 
多
し
 

C 
そ
の
 
十
の
 
二
 三
を
 
行
 ふ
を
 
得
た
 
る
の
 
み
に
 
て
 早
 

く
 
病
に
 
斃
る
 
。
命
な
る
 
哉
と
。
 
あ
、
、
 
偉
人
 
彌
太
郞
 
が
 
最
後
の
 
言
な
 
り
き
。
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こ
れ
 

決
し
て
、
 

空
威
張
り
に
 

あ
ら
ず
。
 

天
 

若
し
 

之
に
 

命
を
 

か
さ
ば
、
 

必
ず
や
 

歐
洲
 

に
ま
で
 

も
 

航
路
を
 

ひ
 

ら
き
 

、
日
本
の
 

三
菱
 

會
 

社
た
ら
 

ず
し
て
、
 

世
界
の
 

三
菱
 

會
社
 

と
な
ら
し
 

め
し
な
 

ら
ん
。
 

然
る
に
 

內
に
 

早
く
 

競
爭
者
 

起
り
 

て
、
 

未
だ
 

大
い
に
 

勝
つ
 

能
は
 

ざ
る
に
 

身
先
づ
 

死
せ
 

り
。
 

其
 

遺
憾
 

果
し
て
 

如
何
な
 

り
し
 

ぞ
や
〇
 

三
菱
、
 

運
輸
の
 

二
 

會
社
栩
 

爭
ふ
 

は
、
 

國
家
 

の
爲
 

め
に
 

も 
不
利
な
 

り
と
の
 

說
 

、
朝
野
に
 

起
り
 

て
、
 

彌
太
郞
 

の
 

死
後
、
 

數
月
 

、
明
治
 

十
八
 

年
の
 

秋
、
 

終
に
 

合
併
す
 

る
に
 

至
れ
り
 

〇
今
の
 

郵
船
 

會
 

社
是
 

也
 

0 

十
二
 

日
本
の
 

海
運
 

勃
興
し
た
 

る
は
、
 

全
く
 

彌
太
郞
 

の
 

力
 

也
。
 

か
、
 

る 
事
業
を
 

な
し
た
 

る 
も
の
は
*
 

世
 

之
を
 

優
 

遇
せ
ざ
る
 

ベ
か
ら
 

ず
。
 

其
 

行
に
 

瑕
疵
 

も 
多
 

け
れ
ど
も
、
 

今
一
々
 

指
摘
せ
 

す
。
 

要
す
る
に
^
!
 

蒙
 

壯
 

に
し
て
 

不
覊
、
 

而
 

か
も
 

細
心
に
 

し
て
、
 

ょ
く
勵
 

精
 

事
に
 

當
 

り、
 

毎
日
の
 

出
 

來
事
 

、
必
ず
 

調
查
せ
 

ざ
れ
ば
 

眠
ら
 

ざ
り
 

し
と
い
 

ふ。
 

磊
落
な
 

れ
ど
 

も、
 

規
則
正
し
 

か
り
し
 

を
 

知
る
べ
し
。
 

か
、
 

る 
性
格
は
、
 

事
業
家
と
 

し
て
 

霞
 

も 
必
要
な
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維
新
 
前
後
*
 
 
土
 佐
よ
り
 
人
才
を
 
多
く
 
出
し
た
り
 
し
が
、
 
そ
の
 
中
に
 
て
、
 
最
も
 
大
な
る
 
も
の
を
、
 
彌
太
郞
 

と
な
し
、
 
後
藤
 
象
二
郞
 
と
な
す
。
 
こ
の
 
二
 人
は
，
 
所
謂
 
大
陸
 
的
 也
。
 
而
 し
て
 
事
業
の
 
上
よ
り
 
云
へ
 
ば
、
 
彌
 

太
郞
の
 
事
業
、
 
當
 時
に
 
倫
を
 
絕
せ
 
り
。
 
嗚
呼
 
東
徉
 
の
男
兒
 
、
未
だ
 
其
 志
の
 
十
 中
二
 
三
を
 
と
げ
 
ざ
り
 
し
も
、
 

明
治
 
年
間
の
 
一
の
 
大
事
 
業
を
 
な
せ
り
。
 
其
 身
 死
し
て
、
 
事
業
は
 
な
 ぼ
 殘
る
 
な
り
。
 



余
の
 

恩
人
 

佐
々
 

木
 

高
 

美
 

先
生
 

余
に
は
、
 

恩
人
 

多
し
。
 

佐
々
 

木
 

高
 

美
 

先
生
 

も 
亦
 

其
 

一
也
。
 

先
生
は
、
 

佐
々
 

木
 

高
 

行
 

侯
の
 

子
-
佐
々
 

木
 

行
 

. 

忠
 

侯
の
 

父
、
 

海
軍
 

中
佐
に
 

て
東
轉
 

大
將
の
 

副
官
と
 

な
り
し
 

こ
と
 

あ
る
 

佐
々
 

木
 

高
 

志
 

氏
の
 

兄
 

也
。
 

土
 

佐
協
會
 

と
て
、
 

土
 

佐
 

人
の
 

團
體
 

あ
り
。
 

會
員
數
 

千
 

人
の
 

多
き
 

に
 

上
る
。
 

こ
れ
 

土
 

佐
 

同
志
 

會
と
 

武
揚
會
 
 

. 

と
の
 

相
 

合
し
た
 

る 
も
の
 

也
。
 

武
揚
會
 

は
 

軍
人
 

養
成
を
 

主
と
 

し
た
る
 

軍
人
の
 

會
な
 

り
き
。
 

同
志
 

會
は
 

、
も
と
 

大
學
生
 

の
 

親
睦
を
 

圖
る
 

小
圍
體
 

に
て
、
 

會
 

員
の
 

範
圍
 

を
大
學
 

と
大
學
 

豫
備
門
 

(
高
等
 

學
 

校
)
 

と
に
 

限
り
た
り
。
 

余
が
 

之
に
 

入
會
 

し
た
る
 

頃
は
、
 

そ
の
 

範
圍
を
 

大
學
以
 

外
、
 

高
師
 

、
高
 

商
に
 

及
 

ほ
し
た
 

る
が
、
 

そ
れ
に
て
も
 

な
ほ
 

會
員
 

の
數
は
 

二
 

三
十
 

人
に
 

過
ぎ
 

ざ
り
 

き
。
 

先
生
、
 

英
 

國
留
學
 

よ
り
 

歸
朝
 

す
る
と
 

共
に
、
 

顔
、
 

渥
 

丹
の
 

如
く
、
 

美
 

髭
 

漆
よ
り
も
 

黑
き
一
 

一
十
 

四
 

貫
の
 

大
兵
、
 

我
 

同
志
 

會
に
現
 

は
れ
た
り
。
 

そ
の
 

頃
よ
り
 

會
員
の
 

範
圍
 



を
 官
立
 
以
外
の
 
私
立
 
學
校
 
に
も
 
及
 ほ
し
、
 
更
に
 
學
生
以
 
外
の
 
朝
野
の
 
紳
士
に
 
も 
及
 ほ
し
、
 
同
志
 
會
 俄
に
 
膨
 

脹
せ
 
り
。
 
先
生
 
大
に
其
 
間
に
 
盡
力
 
す
る
 
所
 あ
り
。
 
先
生
は
 
同
志
 
會
に
 
取
り
て
、
 
福
の
 
神
 也
。
 
善
く
 
談
 じ、 

善
く
 
笑
 ひ
、
 
胸
襟
を
 
被
い
て
、
 
書
生
を
 
容
れ
 
、
少
し
も
 
紳
士
 
振
ら
ず
。
 
衆
 心
 之
に
 
歸
 す
る
 
こ
と
、
 
な
ほ
 
北
 

斗
 七
星
の
 
北
極
星
に
 
於
け
 
る
が
 
如
し
。
 
年
の
 
暮
の
 
終
會
の
 
日、 

衆
に
 
謂
つ
 
て
 日
く
、
 
『
正
月
 

一一 日
は
 
例
と
 
し
 

て
 終
日
 
在
宅
し
て
 
來
客
を
 
待
ち
 
受
く
 
。
飮
み
 
に
 來
れ
』
 

と
。
 
そ
の
 
頃
は
 
我
れ
 
酒
に
 
渴
し
 
た
り
き
。
 
仙
石
馎
 

士
の
御
 
情
に
 
て
、
 
土
曜
日
 
每
に
 
一
本
の
 
酒
を
 
惠
 ま
れ
た
 
る
が
、
 
そ
れ
で
は
、
 

ち
と
 
不
足
 
也
。
 
折
り
/
、
 
酒
 

店
 こ
て
树
 
酉
 (
桝
の
 
儘
に
 
て
 呑
ま
し
た
り
。
 

後
、
 
コ
ッ
ブ
を
 
用
ゐ
る
 
や
ぅ
に
 
な
れ
り
)
 
の
 立
飮
 
を
爲
 
し
た
り
 

0 

當
時
 
、
酒
に
 
目
の
 
無
 か
り
し
 
こ
そ
 
愚
か
な
 
り け

れ
。
 
先
生
が
 
『
飮
み
 
に
 來
れ
』
 
と
は
、
 
所
謂
 
下
地
は
 
好
き
な
 

り
、
 
御
意
は
 
好
き
 
も
の
 
也
。
 
二
 n、 

年
賀
 
廻
り
を
 
爲
 し
て
、
 
五
六
 
合
の
 
酒
を
 
人
れ
 
た
る
 
上
、
 
薄
暮
 
先
生
の
 

宅
に
 
至
る
。
 
同
志
 
會
の
 
連
中
、
 
先
 
〇
 在
り
。
 
い
ざ
と
 
て
、
 
先
づ
獻
 
さ
れ
た
 
る
は
、
 
七
 合
 入
り
の
 
大
杯
 
也
。
 

わ
れ
 
之
に
は
 
驚
き
た
 
る
が
、
 
『
斗
酒
 
何
ぞ
辭
 
せ
ん
や
』
 
と
氣
 
張
り
た
 
る
鴻
 
門
の
 
樊
喰
 
に
も
 
員
け
 
る も

の
 
か
と
、
 

馬
鹿
な
 
事
に
 
力
瘤
 
入
れ
し
 
時
代
 
也
。
 
殊
に
 
陸
 放
 翁
の
 
『
平
時
 
一
滴
 不
レ
人
 

レ ロ、 
意
 氣
頓
使
 

-1 千
 人
 驚
-
』
 の
 境
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遇
に
 
在
り
し
 
こ
と
、
 
て
、
 
三
 口
に
て
 
瞬
く
間
に
 
七
 合
を
 
飮
み
 
千
し
た
り
 
。
な
ほ
 
五
合
 
入
り
の
 
大
杯
 
あ
り
。
 

又
 一二 合

 入
り
の
 
大
杯
 
あ
り
。
 
そ
の
 
三
 合
 入
り
の
 
大
杯
に
 
て* 

更
に
 
五
六
 
杯
も
飮
 
み
た
り
。
 
斯
く
て
 
放
 翁
の
 

所
謂
 
『
意
 氣
頓
に
 
千
 人
を
 
驚
か
し
め
』
 
て、 

『
我
れ
 
こ
そ
は
 
天
下
の
 
豪
傑
』
 
と、 

如
何
に
 
糞
 力
を
入
れ
て
も
、
 

到
底
 
先
生
の
 
敵
に
は
 
非
ざ
る
 
也
。
 
先
生
は
 
三
 合
 入
り
の
 
大
杯
を
 
何
十
 
杯
 呑
み
て
も
、
 
平
氣
の
 
平
 左
衞
門
 
也
。
 

わ
れ
 
多
く
 
酒
客
に
 
接
し
た
 
る
が
、
 
先
生
 
ほ
ど
の
 
S
 蒙
を
 見
た
 
る こ

と
な
し
。
 

先
生
は
 
酒
豪
な
る
 
の
み
な
ら
ず
、
 
碁
を
 
打
ち
て
も
、
 
優
に
 
初
段
の
 
域
に
 
在
り
。
 
わ
れ
 
碁
を
 
好
み
、
 
當
時
 

笊
黨
の
 
雄
を
 
以
て
 
自
負
せ
 
し
が
、
 
先
生
に
 
對
 し
て
は
、
 

六
 目
 置
き
て
も
 
覺
束
な
 
か
り
き
。
 
英
文
の
 
小
說
を
 

達
者
に
 
讀
 み
こ
な
 
す
 こ
と
、
 
我
が
 
同
輩
 
一
同
、
 
誰
れ
 
も 
先
生
の
 
足
下
へ
 
寄
り
付
け
 
ざ
り
 
き
。
 
先
生
は
 
漢
學
 

.の 素
養
 
も あ

り
。
 
詩
を
 
作
り
、
 
筆
蹟
 
も 妙

 也
。
 
一
面
は
 
父
 高
 行
 侯
に
 
似
て
、
 
M
 大
な
 
る
俤
あ
 
り。 

一
面
は
 

母
 高
 行
 侯
 夫
人
の
 
氣
質
を
 
受
け
て
、
 
敏
捷
な
る
 
點
あ
 
り
。
 
而
 し
て
 
能
く
 
書
生
を
 
愛
せ
り
。
 

今
、
 
一
高
の
 
校
 

長
と
 
な
れ
る
 
瀨
戶
 
虎
記
 
や
、
 
伊
藤
 
薊
 山
 や
、
 
余
 や
、
 
い
づ
れ
 
も 貧

 書
生
 
姐
。
 
而
 し
て
 
學
資
 
上
、
 
先
生
の
 
補
 

肋
を
 
受
け
て
、
 
學
 業
を
 
續
く
 
る
を
 
得
た
 
る も

の
 
也
。
 
こ
の
 
三
人
は
*
 
每
日
少
 
く
と
 
も 
一
度
は
 
先
生
の
 
宅
に
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行
け
り
。
 

そ
の
他
、
 

先
生
の
 

門
に
 

出
入
す
 

る
學
生
 

多
く
、
 

先
生
の
 

家
に
は
、
 

川
田
久
 

信
、
 

岩
 

崎
 

鏡
 

川
、
 

國
 

正
 

藤
太
郞
 

、
津
田
 

茂
 

麿
 

諸
氏
、
 

書
生
と
 

し
て
 

養
 

は
れ
 

居
り
た
り
 

き
。
 

先
生
は
、
 

角
力
を
 

好
め
り
。
 

友
 

綱
 

門
下
の
 

力
士
、
 

常
に
 

先
生
の
 

門
に
 

出
入
し
た
り
 

。
先
生
の
 

宅
に
 

も、
 

高
 

輪
 

御
殿
の
 

宫
舍
 

に
も
、
 

土
俵
を
 

設
け
た
り
。
 

而
 

し
て
 

先
生
は
 

二
十
 

四
 

貫
の
 

大
兵
な
 

れ
ば
 

、
誰
も
 

先
生
の
 

相
手
に
な
る
 

も
の
な
 

し
。
 

余
 

等
の
 

角
力
 

取
る
 

を
 

見
て
 

樂
み
 

，
い
ろ
/
,
、
 

批
評
せ
 

り
。
 

先
生
の
 

外
 

甥
な
る
 

藤
 

井
 

九
 

萬
 

三
 

(
H
 

學
士
)
 

、
今
、
 

海
軍
 

主
計
 

中
監
 

と
な
る
 

石
本
久
 

間
男
な
 

ど
が
 

余
の
 

好
敵
手
な
 

り
き
。
 

當
時
高
 

行
 

侯
は
、
 

昌
子
房
 

子
兩
內
 

親
王
 

殿
下
 

御
 

養
育
の
 

任
に
 

當
れ
 

り
。
 

な
ほ
 

今
の
 

竹
 

田
 

宮
殿
 

下
を
 

も
預
り
 

申
し
た
 

り。
 

先
生
は
 

竹
 

田
 

宮
殿
 

下
 

御
 

養
育
 

直
接
の
 

主
任
者
な
 

り
け
 

る
が
、
 

豪
傑
 

趣
味
を
 

鼓
吹
せ
 

む
と
し
、
 

余
 

等
の
 

如
き
、
 

野
性
 

武
骨
の
 

書
生
を
 

し
て
、
 

其
 

左
右
に
 

接
せ
し
 

め
む
 

と 
力
め
た
 

る
か
と
 

察
せ
ら
 

る
、
 

也
。
 

先
生
は
 

二
十
 

四
 

貫
の
 

大
兵
、
 

一一
 

一
里
 

も 
步
け
ば
 

股
と
 

股
と
 

す
れ
あ
 

ひ
、
 

絹
の
 

バ
ッ
チ
 

忽
ち
 

破
れ
て
 

出
血
す
 

る
に
 

至
 

る
。
 

さ
れ
 

ど
な
 

ほ
 

勇
を
 

鼓
し
て
、
 

余
 

等
と
 

共
に
 

遠
足
し
た
 

る 
こ
と
 

あ
り
き
。
 

一 
夏
、
 

先
生
は
 

我
等
を
 

伴
 

ひ
て
、
 

房
 

州
 

館
 

山
 

在
に
 

避
暑
し
、
 

一 
屋
を
 

借
り
て
 

自
炊
 

自
活
を
 

な
せ
り
。
 

初
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め
 先
生
に
 
隨
 行
し
た
 
る
は
、
 
藤
 井
 九
 萬
 三
、
 瀨
戶
 
虎
記
 
(
理
 學
士
)
 
、
生
 駒
 勇
 (
H
 學
士
)
 
、
及
び
 
余
の
 
四
 人
 也
。
 

三
 四
日
 
滯
在
の
 
後
、
 
先
生
は
 
一
時
 歸
京
せ
 
り
。
 『
こ
の
間
に
、
 
房
 州
を
 
一
周
し
て
 
來
ず
 
や
』
 
と 
云
へ
 
ば
、
 
藤
 

井
應
 

じ
、
 生
 駒 も應
ず
 

。
ひ
と
り
、
 

瀨
戶
 

の
み
は
 

應
ぜ
ず
 

。
元
來
 

、
瀨
戶
 

は
 運動
 

嫌
 ひ 也。
 
而
 して
 

議
論
 

好
き
 
也
。
 
理
科
 
生
と
 
し
て
は
 
世
間
 
的
 也
。
 
法
科
 
生
と
 
し
て
は
 
學
者
 
的
な
 
り
き
。
 
瀨
戶
に
 
留
守
を
 
賴
 み
て
、
 

余
輩
 
三
人
、
 
菅
笠
に
 
絲
 盾
を
 
員
 ひ
て
、
 
立
ち
 
出
で
 
た
り
。
 
第
一
 
日
の
 
夜
は
 
白
 須
賀
の
 
濱
邊
に
 
野
宿
し
た
り
。
 

第
二
 
日
は
 
淸
澄
 
山
上
の
 
旅
 店
に
 
宿
し
け
 
る
が
、
 
宿
帳
に
 
前
夜
の
 
宿
所
を
 
記
す
 
る
に
 
方
り
 
て
、
 
三
人
ち
 
と 困

 

り
た
り
。
 
終
に
 
野
宿
と
 
せ
ず
 
し
て
、
 
記
憶
を
 
た
ど
り
て
、
 
鍚
 所
と
 
宿
屋
の
 
名
と
 
を
假
用
 
し
た
り
き
。
 
第
三
 

日
は
 
鋸
 山
の
 
上
の
 
日
本
 
寺
に
 
宿
し
、
 
第
 四
日
、
 
富
 山
の
頂
を
 
蹴
て
 
歸
り
 
來
れ
 
ば
、
 
瀨
戶
 
日
く
、
 
『
前
夜
 
更
闌
 

け
て
、
 
ぅ
と
^
^
 
し
 居
り
し
 
に
、
 
ふ
と
 
眼
を
 
開
き
し
 
に
、
 
腰
か
ら
 
下
の
 
無
き
 
人
 見
 ゆ
〇
幽
 
靈
 に
や
と
 
て
諦
 

視
す
れ
 
ば
"
 
物
 千
 竿
に
 
懸
け
た
 
5 手

拭
な
 
り
き
』
 

と
、
 
わ
れ
 
之
を
 
冷
 か
し
て
 
狂
歌
を
 
作
れ
り
。
 

寢
ほ
 
け
て
 
は
 物
 も 怪

し
く
 
見
ぇ
 
ぬ
れ
ば
 

顔
を
 
拭
け
と
 
て
 動
く
 
手
拭
 



二
 週
 ば
か
り
の
 
後
、
 
先
生
は
 
弟
の
 
高
 志
 氏
、
 
中
 村
久
弘
 
父
子
、
 
千
 頭
 直
 雄
、
 
伊
藤
 
薊
 山
な
 
ど
を
 
伴
 ひ
て
 

苒
 遊
し
、
 
俄
に
 
脤
か
 
に
な
り
 
し
が
、
 
枕
が
 
不
足
す
 
。
夜
に
 
な
れ
ば
，
 
枕
の
 
奪
 合
 ひ
が
 
始
ま
る
 
。
中
に
は
 
日 

の
 暮
れ
ぬ
 
前
よ
り
、
 
枕
を
 
懷
に
 
入
れ
 
居
る
 
も
の
 
も 
あ
り
き
。
 

翌
年
の
 
夏
に
は
 
先
生
に
 
隨
 行
し
て
、
 
富
士
山
に
 
登
れ
り
。
 
藤
 井
、
 
生
 駒
、
 
中
 城
、
 
及
び
 
余
の
 
四
 人
、
 
先
 

生
と
 
北、 こ 東

京
を
 
發
 し、 

佐
 野
に
 
下
り
て
、
 
醫
師
岩
 
崎
 長
康
 
氏
の
 
家
に
 
至
る
。
 
高
 志
 氏
、
 
當
時
 
海
軍
 
兵
 學
 

校
に
 
在
り
け
 
る
が
、
 
江
 田
 島
よ
 
ゎ 來

り
會
 
せ
り
。
 
岩
 崎
 氏
に
 
一
宿
し
'
 
 翌
日
は
 
須
 山
に
 
一
宿
し
、
 
第
三
 
日 

始
め
て
 
山
路
に
 
就
く
。
 
馬
を
 
利
用
す
 
る 能

は
 
ざ
る
に
 
至
り
て
、
 
先
生
 
も 徒

歩
す
。
 
二
十
 
四
 貫
の
 
大
兵
、
 
三
 

人
の
 
剛
力
、
 
綱
に
 
て
 前
に
 
引
き
、
 

二
 人
の
 
剛
力
、
 
先
生
の
 
尻
を
 
押
せ
り
。
 
而
 か
も
 
先
生
 
屈
せ
す
、
 
笑
っ
て
 

富
士
の
 
頂
を
 
極
め
し
 
こ
と
、
 
今
 も
な
 
ほ
 目
に
 
見
る
 
や
ぅ
 
也
。
 

そ
の
 
頃
、
 
高
 行
 侯
は
 
兩
內
 
親
王
 
殿
下
を
 
奉
じ
て
、
 
每
年
 
、
暑
を
 
日
光
 
御
用
邸
に
 
避
く
 
る
を
 
例
と
 
し
た
り
 

き
。
 
富
士
山
よ
り
 
下
り
て
 
後
、
 
余
は
 
高
 行
 侯
の
 
談
話
 
筆
記
を
 
命
ぜ
ら
れ
て
、
 
日
光
に
 
赴
き
、
 
御
用
邸
に
 
起
 

臥
し
け
 
る
が
、
 

一
日
 
思
 0
 た
ち
て
、
 

白
 根
と
 
男
 11 と

に
 
上
ら
む
 
と
て
、
 
薄
暮
 
ひ
と
り
 
湯
 本
に
 
至
る
。
 
も
と
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よ
り
 
貧
 書
生
の
 
旅
裝
 
也
。
 
殊
に
 
一
人
旅
 
也
。
 
ど
の
 
宿
屋
に
 
も、 

門
前
 
拂
を
 
食
は
 
さ
れ
た
り
。
 
蹄
鐵
形
 

L.2 竝
 

ベ
る
 
宿
屋
を
、
 

一
々
 『
宿
を
 賴
む
 
/
、
』
 
と
て
 
廻
り
 
行
き
て
、
 
終
に
 
唯
一
 
軒
を
 
餘
す
 
の
み
と
 
な
り
ぬ
。
 
わ
れ
 

以
爲
 
へ
ら
く
、
 
『
野
宿
 
我
に
 
在
り
て
 
は、 

難
事
に
 
非
ず
。
 
さ
れ
 
ど、 

宿
料
 
懐
に
 
在
り
。
 
殊
に
 
宿
屋
が
 
悉
く
 
滿
 

員
な
る
 
に
 非
ず
。
 
然
る
に
 
宿
屋
に
 
宿
す
 
る
を
 
得
ざ
る
 
は
 意
氣
 
地
な
 
し 也

。
 
よ
し
^
-
手
を
 
か
へ
 
て
 見
む
』
 

と
て
、
 
殘
れ
る
 
一
軒
に
 
行
き
て
、
 
賴
み
 
し
に
、
 
斷
ら
れ
 
た
り
。
 
余
は
 
止
む
を
得
ず
、
 
豫
め
考
 
へ
し
 如
く
、
 

御
用
邸
を
 
持
ち
出
し
た
り
。
 
『
我
は
 
日
光
の
 
御
用
邸
に
 
來
り
 
居
る
 
大
學
 
々
生
 
(
實
は
 
第
一
 
高
等
 
中
學
 
校
)
 也
。
 

決
し
て
 
怪
し
き
 
も
の
に
 
非
ず
』
 

と、 
此
 言
を
 
聞
き
て
、
 
俄
に
 
容
子
を
 
改
め
 
『
さ
ら
、
 は、 

ど
ぅ
に
か
 
部
屋
を
 

都
合
せ
 
む
』
 
と
て
、
 
二
階
な
る
 
三
疊
の
 
一
室
に
 
入
れ
た
り
。
 
他
に
 
八
 疊
六
疊
 
の
 空
室
 
多
 か
り
き
。
 
御
用
邸
 

に
て
 
間
に
合
は
 
す
ん
 
ば
、
 
余
の
 
懷
に
 
は、 

中
禪
 
寺
に
 
あ
る
 
二
 荒
 山
 神
社
の
 
祠
官
間
 
宮
用
角
 
氏
へ
の
 
紹
介
を
 

持
ち
 
居
れ
ば
、
 
そ
れ
を
 
示
さ
む
。
 
そ
れ
に
て
も
 
な
ほ
、
 
承
知
せ
 
ず
ん
 
ば
、
 
三
 里
の
 
道
を
 
中
禪
 
寺
へ
 
戾
り
て
 

も 
可
也
。
 
然
し
 
翌
日
 
白
 根
に
 
上
る
 
に
は
、
 
湯
 本
に
 
宿
す
 
る
が
 
便
利
 
也
。
 
せ
め
て
 
晚
食
だ
 
け、 

ど
ぅ
に
か
 

し
て
、
 
野
宿
せ
 
む
と
 
诀
 心
し
 
居
り
た
り
 
き
。
 
宿
屋
は
 
何
處
 
で
も
 
一
人
旅
の
 
人
を
 
嫌
 ふ
 風
習
 
あ
り
。
 
況
ん
や
 



破
 衣
 破
帽
な
 
る
を
 
や
。
 
余
は
 
登
山
を
 
主
と
し
て
、
 
行
脚
 
的
 服
装
を
 
な
し
、
 
而
も
 
一
人
旅
の
 
場
合
が
 
多
 か
り
 

き
〇
從
 
つ
て
 
宿
屋
に
 
虐
待
せ
ら
れ
 
た
る
 
こ
と
 
少
 か
ら
ず
。
 
湯
 本
の
 
如
き
は
 
そ
の
 
一
例
 也
。
 

その
後、
 

大學
を 

卒業
す 

る 前年
、 

高 行 侯に
 

招か
れて
、 

日光
 

御用
邸に
 

赴き
、 

土 佐の
 

一 勤王
家 

の傳
を 

書き
し 

こと
 

あり
。 

當時
 

われ
 

文章
を 

誇張
す 

る靑
 

年の
 

習 
氣を
脫 

せす
。 

侯 

見て
 

笑つ
 

て 

日く
、 

r これは
、 

餘り 

豪く 

爲り 

過ぎた
 

ぞ 
』 と。 

その 

時、 

先生は
、 

御用
邸に
 

近き 

一 寺院に
 

寓し 

居れり
。 

余は
 

先生
の 

寓居
に 

寓 

しけ
る 

が、
 

每朝
 

門前
の 

溪 

流へ
 

顔を
 

洗 

ひに
 

行け
り。
 

一日
、 

眼鏡
を 

溪 

流に
 

落し
て、
 

俄に
窗 

目と
 

なり
、 

眼鏡
の 

行方
を 

探す
 

能は
 

ず。
 

日光
の 

町に
 

唯一
 

軒の
 

眼鏡
 

店 

ある
 

こと
 

余の
 

目に
 

入り
 

居り
 

たれ
ば、
 

たど
る^
- 

その
 

眼鏡
 

店に
 

至り
、 

近視
の 

眼鏡
を 

買は
 

むと
 

する
 

に、
 

之な
 

し。
 

たま
^-
之 

ある
 

も、
 

極め
て 

弱き
 

度の
 

もの
に 

て"
 

余に
 

取り
て 

は、
 

懸 

くる
 

も 
懸け
ざる
 

も、
 

差別
な 

き 
程な
 

れば
 

、買
は 

ずに
 

歸 
り、
 

一雨
 

日の
 

間は
、 

俄 
言 
目と
 

なり
き。
 

之に
 

懲り
て、
 

爾來
 

旅行
す 

る每
 

に、
 

別に
 

一箇
の 

眼鏡
を 

用意
す 

る 
やぅ
に 

なり
ぬ。
 

先
生
は
 

國
學
 

院
に
盡
 

せ
り
。
 

又
 

日
本
中
 

學
 

校
に
盡
 

せ
り
。
 

明
治
 

二
 

十
二
 

年
の
 

條
約
 

改
正
 

反
對
 

運
動
に
 

も 



力
を
 盡
せ
 
り。 

晩
年
 近
 衞
篤
麿
 
公
と
 相
識
り
、
 
大
に
 
政
治
 
界
に
 飛
躍
せ
 
む
と
 
せ
し
 が、 

惜
し
 
や、 

男
の
 厄
 

年
に
 て
 早
世
せ
 り
。
 
谷
 干
城
の
 日
記
を
 見
る
 に
、
 
先
生
に
 關
 し
て
、
 
左
の
 記
事
 あ
り
。
 

明
治
 

三
十
 

五
 

年
 

七
月
 

七
日
、
 

佐
々
 

木
ょ
り
 

電
話
に
 

て
、
 

高
 

美
 

氏
病
氣
 

危
篤
を
 

報
ず
。
 

旣
に
 

死
後
 

也
。
 

好
 

男
子
、
 

誠
に
 

惜
む
べ
 

し。
 

先
生
の
 

早
世
は
、
 

豈
に
獨
 

り
谷
將
 

軍
の
 

借
み
 

し
の
み
 

な
ら
ん
 

や
。
 

土
 

佐
の
 

先
輩
に
 

て
 

後
藤
 

板
 

垣
 

一一
 

伯
、
 

最
も
 

盛
名
 

あ
り
。
 

高
 

行
 

侯
は
 

二
 

伯
の
 

如
き
 

盛
名
は
 

無
 

か
り
し
 

が
、
 

識
者
は
 

其
大
 

に
し
て
 

高
き
 

に
 

推
服
し
た
 

り
き
。
 

後
藤
 

伯
を
 

智
 

と
す
れ
'
 

は
、
 

板
 

垣
 

伯
は
 

勇
 

也
。
 

而
 

し
て
 

高
 

行
 

侯
は
 

仁
 

也
。
 

先
生
は
 

更
に
 

ま
た
 

其
 

父
の
 

盛
名
の
 

下
に
 

隱
れ
 

て
、
 

未
だ
 

其
 

力
量
を
 

發
揮
 

す
る
 

能
は
 

ず
し
て
、
 

空
し
く
 

1E
 

き
け
る
 

也
。
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庭
前
の
 
枯
木
に
、
 
俗
に
 
『
猿
の
 
腰
掛
』
 
と
い
 
ふ
 も
の
 
生
じ
た
り
。
 
そ
の
上
に
、
 
陶
製
の
 
猿
を
 
置
き
て
、
 

小
 

兒
ど
 
も
を
 
喜
ば
さ
む
 
と
て
、
 
末
の
 
W
 兒
を
伴
 
ひ
て
 

一 店
に
 
行
き
、
 
坐
り
て
 
桃
を
 
抱
け
る
 
陶
製
の
 
猿
を
 
見
 付
 

け
て
、
 
價
を
 
問
へ
 
ば
 『
十
五
 
錢
な
り
 
J
 と
い
 
ふ
。
 
今
 
| つ

 猿
が
 
大
 桃
を
 
抱
け
 
6 が

、
 
そ
の
 
桃
く
 
り
拔
 
か
れ
て
、
 

卷
 煙
草
の
 
灰
 落
し
と
 
な
れ
る
 
も
の
を
 
見
付
け
、
 
廣
を
 
問
へ
 
ば
、
 『
三
十
 
五
錢
 
也
』
 
と
い
 
ふ
。
 『
二
つ
 
買
 ふ
か
ら
、
 

ち
と
 
價
を
 
引
け
』
 
と
は
 
世
間
 
普
通
の
 
償
 用
 手
段
 
也
。
 
然
る
に
、
 
余
は
、
 
『
さ
ら
ば
 
二
つ
に
 
て
 五
十
 
錢
 か
』
 
と 

て
、
 
五
十
 
錢
銀
貸
 
一
つ
 
投
げ
出
せ
 
し
に
、
 
老
主
婦
 
嬉
れ
 
し
淚
こ
 
ほ
さ
ん
 
ば
か
り
に
 
打
 喜
び
、
 
『
そ
の
 
猿
の
 
灰
 

^
 し
は
、
 
造
り
て
 
ょ
り
 
三
十
 
年
 今
日
ま
で
 
も
賣
れ
 
ざ
り
 
き
。
 
貧
乏
 
こ
そ
 
致
し
 
居
れ
。
 

一
國
 者
な
 
り
。
 

一
文
 

も 値
切
ら
れ
ず
に
、
 
綺
麗
 
さ
つ
 
ば
り
と
 
買
 ひ
 給
 ふ
こ
と
の
 
ぅ
れ
し
 
さ
ょ
。
 
そ
の
 
淸
き
御
 
心
を
 
見
て
 
は、 

お
 



ま
け
を
 

せ
ざ
る
 

を
 

得
ず
』
 

と
て
、
 

玩
具
の
 

小
 

土
瓶
 

一
つ
、
 

湯
 

呑
 

五
つ
 

六
つ
、
 

幼
兒
 

に
吳
れ
 

た
り
。
 

余
と
 

て
 

も
ま
ん
 

ざ
ら
、
 

金
 

錢
の
價
 

を
 

知
ら
ざ
る
 

も
の
に
 

あ
ら
ず
 

。
さ
れ
 

ど
、
 

少
時
ょ
り
 

口
 

吃
る
 

を
 

以
て
、
 

物
を
 

買
 

ふ
に
、
 

直
 

切
る
な
 

ど
は
、
 

面
倒
 

千
 

萬
 

也
。
 

故
に
 

今
日
ま
で
 

一
切
 

直
 

切
り
た
 

る
 

こ
と
な
き
 

な
り
。
 

f
 

癩
病
の
 

友
 

慾
し
 

が
り
』
 

と
か
 

や
。
 

余
は
 

自
分
が
 

吃
る
 

を
 

以
て
、
 

吃
る
 

人
を
 

見
て
 

は
、
 

人
一
倍
に
 

氣
の
毒
 

に
 

思
 

ふ
 

也
。
 

又
 

古
今
の
 

吃
る
 

人
が
 

特
に
 

余
の
 

注
意
を
 

引
く
 

也
。
 

余
の
 

知
れ
る
 

範
圍
に
 

於
て
、
 

吃
る
 

人
 

少
な
 

か
ら
ず
。
 

三
 

宅
 

雪
嶺
 

博
士
の
 

吃
る
 

こ
と
は
、
 

世
に
 

有
名
 

也
。
 

博
士
は
 

演
說
 

殊
に
 

訥
 

也
。
 

談
話
の
 

方
が
 

演
說
 

ょ
り
は
 

少
し
は
 

流
暢
 

也
。
 

之
に
 

反
し
て
 

我
 

友
人
の
 

寺
 

崎
留
吉
 

氏
は
、
 

熱
心
 

且
つ
 

眞
面
 

目
な
る
 

博
物
 

硏
究
者
 

に
し
て
 

文
章
に
 

長
ぜ
 

る
が
、
 

談
話
に
 

吃
り
て
、
 

演
說
 

若
し
く
は
 

講
演
に
は
 

幾
ん
 

ど
 

吃
ら
ず
。
 

殊
に
 

寺
 

崎
 

氏
は
 

吃
り
な
が
ら
能
く
饒
舌
る
人
也
。
英
文
の
大
家
井
上
十
吉
氏
も
吃
る
。
文
學
士
の
栗
原
古
城
も
吃
 

6 
。
同
 

じ
く
 

文
學
士
 

に
し
て
 

英
文
に
 

堪
能
な
る
 

太
 

田
 

善
 

男
 

氏
 

も 
吃
る
。
 

歌
人
の
 

金
子
 

薰
園
も
 

吃
る
。
 

久
保
 

天
隨
も
 

吃
る
。
 

黑
板
勝
 

美
 

氏
 

も
 

吃
れ
 

ど
、
 

巧
に
 

吃
る
 

こ
と
を
 

掩
 

へ
り
。
 

茅
 

原
 

華
 

山
 

も
 

演
說
は
 

流
暢
な
る
 

が
、
 

談
話
 

は
 

少
し
 

吃
る
。
 

木
 

村
 

鷹
太
郞
 

氏
 

も、
 

も
と
 

吃
り
し
 

由
 

也
。
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m 蓮
と
 蘆
 原
將
軍
 

日
蓮
は
、
 
佛
樣
の
 
化
身
な
 
り
と
 
自
稱
 
し、 

妙
法
を
 
以
て
、
 
三
千
世
界
を
 
救
は
 
む
と
、
 
廣
 言
し
た
 
る 人

 也
。
 

蘆
原
將
 
軍
は
、
 
そ
の
 
名
の
 
如
く
、
 
こ
の
 
豐
蘆
 
原
の
 
瑞
穗
の
 
國
の
主
 
者
を
 
以
て
、
 

自
 か
ら
 
任
じ
た
 
る
 人
 也
。
 

常
人
よ
り
 
見
れ
ば
、
 
い
づ
れ
 
も
氣
違
 
ひ
じ
み
 
た
る
 
人
 也
。
 
さ
れ
 
ど、 

日
蓮
は
 
千
古
の
 
偉
人
 
也
。
 
世
を
 
救
 ひ
 

た
り
。
 
蘆
原
將
 
軍
は
、
 
自
ら
 
任
す
 
る 所

は
、
 
大
な
れ
 
ど
も
、
 
終
生
、
 
瘋
癲
 
病
院
の
 
厄
介
物
 
也
。
 
知
ら
す
、
 

何
に
 
よ
り
て
 
か
、
 
斯
く
 
雲
泥
 
萬
 里
の
 
差
を
 
生
じ
た
 
る。 

世
話
 
的
に
、
 
ぅ
ち
く
だ
き
て
 
云
へ
 
ば
、
 
日
蓮
 
も
"
 
蘆
 原
將
軍
 
も
、
 
共
に
、
 
鼻
の
、
 
餘
り
高
 
過
ぎ
た
 
る 人

 

也
。
 
さ
れ
 
ど 日

蓮
は
、
 
鼻
の
 
高
さ
に
 
相
應
 
す
る
 
だ
け
の
 
實
力
 
あ
り
。
 
蘆
將
は
 
、
毫
も
、
 
そ
の
 
實
力
 
な
し
と
 

云
へ
 
ば
、
 

一
寸
、
 
說
明
が
 
出
 來
る
や
 
ぅ
な
る
 
が
、
 
こ
れ
、
 
偉
人
と
 
常
人
と
の
 
區
 別
に
し
て
、
 
必
ず
し
も
、
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偉
人
と
 

狂
人
と
の
 

區
 

別
に
 

非
す
。
 

日
蓮
は
"
 

鼻
が
 

高
き
 

と 
其
に
、
 

足
 

も、
 

高
く
 

地
を
 

は
な
れ
た
り
。
 

世
人
 

と、
 

取
ッ
 

組
合
 

ひ
を
 

な
さ
ず
。
 

蘆
將
 

は、
 

鼻
 

ば
か
り
、
 

天
上
に
 

朝
 

す
れ
 

ど
も
、
 

足
は
 

地
に
 

固
着
し
、
 

世
人
 

と
取
ッ
 

組
合
 

ひ
を
 

爲
す
 

こ
と
、
 

餘
 

り
に
 

甚
 

し。
 

こ
れ
、
 

實
に
 

偉
人
と
 

狂
人
と
 

わ
か
る
、
 

所
な
 

り。
 

さ
ら
ば
、
 

足
、
 

地
を
 

離
れ
て
、
 

世
人
と
 

取
ッ
 

組
合
 

ひ
を
 

爲
さ
ず
 

と
は
 

如
何
な
る
 

事
ぞ
や
 

と
の
 

問
が
®
 

る
べ
 

し。
 

心
 

熱
し
、
 

氣
昂
 

り
て
、
 

飽
く
迄
も
、
 

進
取
し
、
 

向
上
せ
 

む
と
 

す
る
 

も、
 

物
に
 

執
着
せ
 

ず
。
 

死
生
を
 

一
势
 

に
 

付
し
て
、
 

泰
山
の
 

く
づ
 

る
、
 

と
も
 

動
か
ず
。
 

ま
し
て
、
 

世
人
が
 

白
 

双
を
 

ふ
り
ま
は
 

し
來
た
 

位
で
は
、
 

び
く
と
 

も
せ
す
。
 

人
を
 

侮
り
 

も
せ
ね
ば
、
 

恐
れ
 

も
せ
ず
。
 

單
身
 

天
下
に
 

潤
 

步
 

し
て
、
 

毫
も
 

憚
ら
ず
 

〇
人
を
 

憐
み
 

て、
 

人
に
 

依
賴
 

せ
ず
。
 

恩
を
 

賣
ら
ず
 

。
は
め
ら
れ
 

や
ぅ
が
、
 

譏
ら
れ
 

や
ぅ
が
、
 

少
し
も
 

頓
着
せ
 

ず
。
 

進
め
る
 

處
 

ま
で
 

進
み
て
、
 

そ
れ
か
ら
は
、
 

運
に
 

甘
ん
じ
、
 

思
 

ひ
 

切
り
が
 

ょ
く
、
 

愚
痴
を
 

こ 
ほ
さ
ず
 

0.
 

未
練
 

な
る
 

事
を
 

せ
 

^
 

。
心
、
 

中、
 

毫
も
 

怨
む
る
 

所
な
け
れ
ば
、
 

怒
る
 

所
 

も
な
 

く、
 

生
前
の
 

富
貴
、
 

1
 

，後
 

ゆ
 

名
譽
が
 

ど、
 

念
頭
に
 

S
 

か
ざ
る
 

が
、
 

こ
れ
 

卽
ち
 

•
足
 

•
地
を
 

離
れ
て
、
 

世
人
と
 

取
ッ
 

組
合
 

ひ
を
 

爲
さ
 

V'
 

る 
も
の
 

也
 

0 

此
の
 

如
く
に
 

し
て
、
 

は
じ
め
て
、
 

人
に
 

說
 

法
す
べ
し
。
 

世
を
 

救
 

ふ
べ
 

し。
 

か
、
 

る 
人
は
、
 

鼻
が
 

高
き
 

と 
其
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. 
\
 
、
 
 
.
 
 
,
 
 

一 

に、 
身
體
 
も、 

高
し
。
 
そ
の
 
鼻
 も、 

自
然
に
 
高
ま
り
た
 
る も

の
に
 
て、 

强
 ひ
て
、
 
い
つ
は
り
 
て、 

人
の
 
前
 

に、 
高
く
 
す
る
 
に
 非
す
。
 
聖
人
と
 
呼
ば
れ
、
 
偉
人
と
 
呼
ば
れ
、
 
名
僧
 
善
知
識
と
 
呼
ば
る
、
 
人
は
、
 
皆
、
 

こ 

の
 域
に
 
達
し
た
 
る 者

 也
。
 
而
し
 
て
こ
れ
 
位
の
 
事
は
、
 
三
尺
の
童
子
 
も、 

口 だ
け
に
は
、
 
わ
か
り
 
居
れ
 
ど、 

こ
れ
が
 
眞
の
 
腹
の
 
底
か
ら
 
わ
か
り
 
居
る
 
も
の
は
、
 

天
下
、
 
果
し
て
 
幾
人
 
か
 あ
る
。
 
日
蓮
の
 
如
き
は
、
 
眞
 

に
 腹
の
 
底
か
ら
、
 
わ
か
り
た
 
る 人

 也
。
 
故
に
 
飛
ぶ
 
鳥
を
 
も 落

さ
む
 
許
り
の
 
執
權
を
 
敵
と
 
し
て
 
恐
れ
ず
。
 
幾
 

庋
か
 
殺
さ
れ
む
 
と
し
、
 
島
流
し
に
 
せ
ら
れ
た
 
の
 も、 

驚
か
ず
。
 
千
 挫
、
 
屈
せ
ず
。
 
萬
 折
、
 
燒
ま
ず
 
し
て
、
 

終
に
 
よ
く
、
 
日
蓮
 宗
を
 
開
き
た
 
る 也

。
 
机
上
の
 
學
者
 
は、 

恐
ら
く
は
 

一
生
、
 
こ
の
 
境
に
 
達
す
る
 
能
は
 
ざ
る
 

べ
し
。
 
學
校
 
出
た
 
て
の
 
靑
ニ
オ
 
の
 輩
が
、
 
小
才
を
 
恃
み
 
て、 

妄
り
に
、
 
鼻
を
高
く
し
、
 
少
し
 
ば
か
り
の
 
哲
 

學
の
 
書
を
 
讀
み
 
か
じ
り
て
、
 
眞
理
を
 
さ
と
れ
 
〇 と

吹
聽
 
し、 

新
 執
の
 
偏
見
を
 
挾
み
て
、
 
天
下
を
 
律
 せ
ん
と
 

し、 
人
が
 
敬
し
て
 
遠
 ざ
 く
れ
ば
、
 
よ
い
 
氣
に
な
 
り
て
、
 
わ
れ
は
、
 
神
な
 
り、 

救
世
主
な
 
り、 

福
音
を
 
傳
 

ふ
る
も
の
な
 
り
と
、
 
增
長
 
す
る
 
も
の
、
 
近
時
 
漸
く
 
多
し
。
 
形
は
 
一
寸
 
日
蓮
に
 
似
 た
れ
 
ど、 

其
內
實
 
、
日
蓮
 

に
は
 
遠
く
 
隔
 り
て
、
 
瘋
癲
 
病
院
に
、
 
片
足
つ
 
ッ
込
 
み
た
る
 
も
の
 
也
、
 
蘆
原
將
 
軍
の
 
子
分
 
也
。
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次
に
、
 

足
、
 

地
に
 

固
着
し
て
、
 

世
人
と
 

取
ッ
 

組
合
 

ひ
を
 

爲
 

す
と
は
、
 

如
何
な
る
 

事
ぞ
や
 

と
の
 

問
が
 

起
る
 

べ
し
。
 

こ
れ
は
、
 

前
に
 

言
 

ひ
た
る
 

事
の
 

反
對
 

な
り
と
 

言
へ
 

ば
、
 

そ
れ
で
、
 

わ
か
る
 

事
な
 

れ
ど
 

、
少
し
 

ば
か
 

り 
云
つ
 

て
 

見
れ
ば
、
 

口
と
 

腹
と
は
、
 

一
致
せ
 

ず
。
 

口
に
は
 

え
ら
 

さ
ぅ
な
 

こ
と
を
 

云
 

ひ
 

居
れ
 

ど、
 

毫
も
 

膽
力
 

な
し
。
 

臆
病
 

也
。
 

氣
は
 

小
さ
し
。
 

胸
は
 

せ
ま
し
。
 

人
を
 

容
る
 

、
能
は
 

ず
。
 

金
が
 

ほ
し
く
、
 

名
が
 

ほ
し
く
、
 

高
褸
に
 

住
ま
つ
 

て
 

見
た
 

く、
 

盛
 

服
を
 

つ
け
て
 

見
た
 

く、
 

譽
 

め
ら
 

る
れ
ば
、
 

喜
び
、
 

譏
ら
 

る
れ
ば
 

怒
り
、
 

心
 

に
は
、
 

恐
し
 

と 
思
 

ふ
こ
と
 

や"
 

恥
 

か
し
と
 

思
 

ふ
こ
と
 

が
 

充
滿
 

し、
 

政
治
家
の
 

前
に
 

立
て
ば
、
 

世
才
を
 

あ
ら
 

は
し
て
 

見
た
 

く、
 

學
者
の
 

前
に
 

出
れ
ば
、
 

學
識
を
 

あ
ら
は
 

し
て
 

見
た
 

く、
 

酒
褸
 

に
は
 

大
盡
 

と
ま
で
 

行
か
ず
 

と
も
。
 

あ
ま
り
 

貧
乏
人
で
 

な
し
と
 

思
 

は
れ
た
 

く、
 

美
人
に
は
、
 

好
男
子
と
ま
で
 

行
か
ず
 

と
も
、
 

樣
子
の
 

好
 

い
 

方
と
 

思
 

は
れ
た
 

く"
 

我
に
 

敵
す
 

る 
人
 

あ
ら
 

ば
、
 

恐
れ
、
 

我
に
 

背
く
 

も
の
 

あ
ら
-
 

は
、
 

恨
み
、
 

我
 

身
の
 

缺
點
 

は"
 

棚
に
 

あ
げ
て
 

人
の
 

云
 

ふ
 

所
、
 

な
す
こ
と
 

が
、
 

癥
 

に
さ
は
 

り、
 

員
 

く
れ
ば
、
 

す
べ
て
 

恥
辱
と
 

思
 

ひ
て
、
 

下
ら
ぬ
 

事
に
 

員
惜
を
 

云
 

ひ、
 

萬
 

事
、
 

氣
 

に
か
、
 

り
て
、
 

常
に
び
 

く
，
^
-
 

し、
 

白
 

双
を
 

見
れ
ば
、
 

腰
を
 

拔
 

t 

し、
 

ど
ぅ
し
て
も
、
 

小
我
の
 

心
を
 

去
る
 

こ
と
 

能
は
 

ず
。
 

新
 

執
の
 

偏
見
に
 

か
た
ょ
り
、
 

執
着
 

甚
 

し
く
、
 

愚
痴
、
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不
平
、
 
未
練
、
 
胸
に
 
溢
れ
て
、
 

一
日
 半
時
 
も 安

ら
か
な
る
 
能
は
 ざ
る
が
、
 
ま
づ
 
、
足
、
 
地
に
 
固
着
し
て
 

世
人
と
 
取
ッ
 
組
合
 
ひ
を
 
爲
す
者
 
也
。
 

蘆
原
將
 
軍
は
、
 
こ
れ
が
 
餘
り
甚
 
し
く
し
て
、
 

一
方
に
は
、
 
鼻
が
 
餘
り
 
高
す
 
ぎ
た
 
る 者

 也
。
 
そ
の
子
 
分
は
、
 

今
の
 
文
壇
に
、
 
頗
る
 
多
し
。
 
學
者
 
に
も
 
多
く
、
 
政
治
家
に
 
も 少

な
か
ら
ず
。
 
世
人
 
一
般
に
 
平
均
 
す
れ
ば
、
 

百
 人
の
 
中
、
 
十
五
 
六
 人
 あ
る
べ
 

し。 
學
者
 
、
文
人
、
 
美
術
家
の
 
中
に
は
、
 
重
患
、
 
輕
患
を
 
あ
は
せ
 
て
 百
 人
 

の
 中、 

少
な
く
と
も
 
四
 五
十
人
は
 
あ
る
べ
し
。
 

今
更
、
 

か
、
 
る 人

を
 
救
 ひ
て
、
 
瘋
癲
 
病
院
の
 
門
よ
り
、
 
片
足
 
ひ
き
あ
げ
さ
せ
む
 
乙
す
 
る も、 

ま
づ
^
^
 

不
可
能
の
 
事
 也
。
 
そ
れ
に
 
力
を
 
つ
く
す
 
よ
り
も
、
 
ゆ
く
^
^
は
、
 
瘋
癲
 
病
院
に
 
片
足
つ
 
ッ
込
 ま
 t; と

す
る
 

人
を
、
 
ひ
き
も
ど
す
 
方
が
、
 
氣
 の
き
、
 
た
る
 
わ
ざ
 
也
。
 
早
計
に
 
判
 斷
す
る
 
こ
と
 
勿
れ
。
 
余
は
、
 
必
ず
し
も
、
 

無
理
に
 
鼻
を
高
く
せ
 
よ
と
 
云
 ふ
 者
に
 
非
ず
。
 
德
備
 
は
れ
ば
、
 
其
 鼻
 自
然
に
 
高
く
な
ら
 
ざ
る
べ
 
か
ら
す
。
 

こ 

^1 人
が
進
步
す
る
听
也
。
さ
れ
ど
、
鼻
の
高
き
と
共
に
、
身
體
も
、
高
く
上
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
か
く
人
 

を
し
て
、
 

足、 
地
を
 
は
な
れ
し
 
め
む
 
と
す
る
 
は、 

こ
れ
 
余
が
 
多
年
、
 
靑
 年
に
 
向
 ひ
て
、
 
說
き
 
つ
、
 
あ
る
 

一 
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眼
目
に
 

し
て
、
 

今
、
 

一
朝
一
夕
に
 

說
 

き
つ
く
 

し 
得
べ
 

く
も
 

あ
ら
ず
 

。
唯
一
 

言
 

す
れ
ば
、
 

天
成
の
 

偉
人
な
ら
 

ざ
る
 

限
り
は
，
*
 

机
上
の
 

み
な
ら
す
、
 

酒
樓
 

の
み
な
ら
ず
、
 

白
 

双
の
 

下
に
 

も 
立
ち
、
 

怒
濤
の
 

上
に
 

も 
立
ち
、
 

獨
り
 

山
上
に
 

も 
露
 

宿
し
、
 

天
下
、
 

到
る
 

處
に
 

、
難
行
苦
行
し
て
、
 

膽
を
練
 

り、
 

氣
を
壯
 

に
し
、
 

新
 

執
を
 

去
り
、
 

名
聞
の
 

念
を
 

は
な
れ
、
 

氣
 

取
ら
ず
、
 

街
は
 

ず
、
 

ぶ
ら
ず
、
 

飾
ら
ず
、
 

侮
ら
ず
、
 

恐
れ
ず
、
 

驚
か
ず
、
 

恨
み
 

ず
、
 

怒
ら
ざ
る
 

や
う
に
、
 

久
し
き
 

年
月
に
 

か
け
て
、
 

修
養
 

す
れ
ば
、
 

普
通
の
 

&
 

ょ、
 

五
十
 

歳
に
 

到
り
て
、
 

ど
う
に
か
、
 

か
う
 

に
か
、
 

そ
れ
が
、
 

腹
か
ら
 

わ
か
る
 

や
う
に
な
る
 

べ
し
。
 



諧
謔
 
令
る
 
馬
 醫
山
岡
 
翁
 

わ
れ
 
敬
し
て
、
 
翁
と
 
稱
す
 
。
姓
は
 
山
 岡
'
 名
は
 
重
劼
 
。
劼
 
は、 『

か
た
』
 
と
訓
 
む
。
 
馬
醫
 
の
官
 
と
な
り
、
 

大
尉
 
相
當
の
 
地
位
に
 
て
 
現
職
を
 
去
り
た
 
る 人

 也
。
 
嘗
て
 
今
の
 
大
山
 
大
將
 
、
點
檢
 
の
 際
、
 
軍
人
の
 
名
を
 
讀
 

み
 上
げ
て
、
 
翁
に
 
至
り
、
 

山
 岡
 重
ま
で
は
 
訓
め
 
た
る
が
、
 
あ
と
の
 
一
字
が
 
訓
め
ず
 
。
左
右
に
 
問
 ひ
て
、
 

よ 

い
か
げ
 
ん
な
 
る
訓
み
 
方
を
 
な
す
。
 
眞
の
 
名
と
 
異
な
り
 
居
る
 
を
 以
て
、
 
返
答
せ
 
ざ
り
 
き
と
い
 
ふ。 

そ
の
 
名
の
よ
 
ま
れ
 
難
き
 
が
 如
く
、
 
其
 人
物
 
性
格
 
も 動

 も
す
 
わ
 ば
、
 
誤
つ
 
て
 人
に
 
よ
ま
る
。
 
凡
眼
 
見
て
 
愚
 

物
と
 
爲
す
者
 
多
し
。
 
さ
れ
 
ど
內
は
 
細
心
に
 
し
て
、
 
思
慮
 
あ
り
。
 
氣
骨
あ
 
り。 

外
は
 
飄
逸
 
洒
落
 
也
。
 
毫
も
 
銜
 

氣
な
 
く、 

妄
り
に
 
人
と
 
爭
は
す
 
。一. 

た
び
 
言
を
 
吐
け
ば
、
 
圓
轉
 
滑
脫
 
、
奇
氣
 人
を
 
壓
す
 
。
年
 
七
十
に
 
及
び
て
 

も、 
極
め
て
 
壯
健
な
 

常
に
 
ひ
よ
こ
^
-
出
 
步
く
 
。
冬
は
 
好
ん
で
 
銃
獵
 
を
な
 
す
。
 
よ
く
 
酒
を
 
飮
 む
。
 
毫
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も
亂
 

る
、
 

こ
と
な
し
。
 

醉
 

つ
て
、
 

飮
 

み
か
け
の
 

盃
を
 

手
に
 

し
な
が
ら
 

眠
る
。
 

お
い
/
、
 

と 
起
さ
 

る
れ
ば
、
 

目
を
 

ひ
ら
き
て
、
 

直
に
 

其
 

杯
を
 

口
に
す
 

0 f 
こ
り
 

や
せ
/
 

\
』
 

と 
手
を
 

合
さ
む
 

と
す
る
 

に、
 

兩
 

手
入
れ
ち
 

が
 

ひ
て
、
 

音
を
 

發
せ
ず
 

。
人
 

見
て
 

笑
へ
 

ど、
 

平
氣
 

に
て
、
 

と
り
 

か
へ
 

ず
。
 

さ
う
 

か
と
 

思
へ
 

ば
、
 

右
手
は
 

握
り
 

て、
 

叩
く
 

や
う
に
 

上
下
し
、
 

左
手
を
 

伸
ば
し
て
、
 

さ
す
る
 

や
う
に
 

出
し
た
り
 

引
 

込
ま
せ
た
 

り
し
、
 

左
右
し
 

.
ば
/
、
 

交
代
す
 

る 
こ
と
べ
 

膝
に
 

接
し
て
 

な
ら
、
 

出
來
易
 

け
れ
ど
、
 

翁
は
、
 

膝
を
 

離
れ
て
、
 

巧
に
 

之
を
 

爲
し
 

て
 

『
出
來
 

ま
い
 

<
』
 

と 
笑
 

ふ
。
 

口
を
 

左
に
 

ゆ
が
め
る
 

と 
同
時
に
、
 

左
手
を
 

握
り
、
 

右
手
は
 

伸
ば
し
て
 

左
 

手
に
 

も
て
 

ゆ
き
、
 

次
に
 

口
を
 

右
に
 

ゆ
が
め
る
 

と 
同
時
に
 

右
手
を
 

握
り
、
 

左
手
は
 

伸
ば
し
て
 

右
方
に
 

も
て
 

ゆ
 

く
こ
と
 

を、
 

交
る
；
 

\
爲
 

し
て
、
 

『
出
来
ま
い
^
-
』
、
 

兩
手
の
 

一
指
 

だ
け
 

伸
ば
し
、
 

面
前
に
 

相
對
 

し
て
 

輪
を
 

空
に
 

描
く
 

に、
 

普
通
は
*
 

雨
 

指
と
 

も 
同
じ
 

方
向
を
 

取
る
 

も
の
な
る
 

が
、
 

翁
は
 

一
を
 

右
に
 

轉
す
れ
 

ば
、
 

他
を
 

左
に
 

轉
 

じ、
 

交
る
-
^
 

之
を
 

繰
 

返
へ
 

し
て
、
 

『
出
 

來
ま
 

い
^
-
』
 

と
て
、
 

兒
女
を
 

笑
は
 

す
。
 

翁
 

將
棋
を
 

好
む
 

こ
と
 

十
年
一
日
の
 

如
し
。
 

さ
れ
 

ど
き
は
 

め
て
、
 

へ
た
 

也
。
 

毫
も
 

勝
負
を
 

意
に
 

介
せ
 

す
、
 

元
氣
 

よ
く
 

突
貫
し
、
 

待
つ
 

た
と
い
 

ふ
こ
と
は
、
 

お
く
び
 

に
も
 

出
さ
ず
 

。
『
員
け
 

た
か
、
 

は
、
 

あ
 

J 
と 

笑
 

ふ。
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翁
 

時
に
 

人
を
 

揶
揄
 

ふ
こ
と
 

あ
り
。
 

翁
の
 

一 
親
友
、
 

短
氣
 

に
し
て
、
 

酔
狂
の
 

癖
 

あ
る
が
、
 

か
ら
か
は
 

れ
 

て、
 

怒
つ
 

て
 

翁
を
 

な
ぐ
る
 

に、
 

翁
は
 

一
向
 

平
氣
 

に
て
、
 

び
く
と
 

も
せ
ず
。
 

酒
 

さ
む
れ
ば
、
 

醉
 

狂
の
 

翁
、
 

往
い
て
 

謝
す
。
 

依
然
と
し
て
、
 

も
と
の
 

親
友
 

也
。
 

翁
は
、
 

洒
落
を
 

云
 

ふ
に
 

妙
に
 

し
て
、
 

言
に
 

應
 

じ、
 

事
に
 

應
じ
 

、
咄
嗟
 

口
を
 

衝
い
て
 

出
で
、
、
 

い
つ
も
 

人
 

の
 

願
を
 

解
く
。
 

嘗
て
 

新
に
 

煙
草
入
れ
を
 

買
 

ひ
て
、
 

酒
席
に
 

赴
く
。
 

口
惡
き
 

一
友
、
 

見
て
 

冷
や
か
し
て
 

『
和
 

主
 

や、
 

そ
の
 

煙
草
入
れ
を
 

何
 

處
で
盜
 

ん
で
來
 

た
』
 

と 
云
 

ふ
に
、
 

直
に
 

『
う
ん
、
 

そ
の
 

和
 

主
の
 

盜
ん
 

で
來
た
 

家
の
 

隣
り
 

で
』
 

と
應
ず
 

。
冷
や
か
し
、
 

も
の
、
 

啞
 

然
と
し
て
 

言
な
 

し。
 

或
る
 

酒
席
に
 

て、
 

婦
人
の
 

話
は
 

じ
 

ま
り
、
 

一
人
が
、
 

『
產
後
 

七
十
 

五
日
は
 

謹
ま
ね
ば
 

な
ら
ぬ
 

と
の
 

事
な
 

り
』
 

と 
云
へ
 

ば
、
 

『
い
ん
に
 

や
、
 

き
つ
ち
 

り、
 

十
五
 

日
と
 

極
つ
 

て
 

居
る
な
 

り
』
 

と
い
 

ふ。
 

『
ど
う
し
た
 

譯
 

で
』
 

と 
問
 

ひ
か
へ
 

せ
 

ば
 

『
そ
れ
を
 

知
ら
ぬ
 

か、
 

小
學
 

校
の
 

生
徒
で
 

も 
知
つ
 

て
 

居
る
。
 

三
 

五
の
 

十
五
 

日
に
 

あ
ら
ず
 

や
』
 

現
職
に
 

あ
り
し
 

頃
、
 

馬
醫
の
 

事
な
 

れ
ば
 

、
乘
る
 

所
の
 

馬
は
、
 

も
と
ょ
り
、
 

見
す
 

ほ
ら
し
 

き
も
の
な
 

り。
 

一
軍
 

人
 

途
に
逢
 

ひ
て
、
 

冷
や
か
す
 

つ
も
り
に
 

て、
 

『
そ
の
 

馬
は
 

步
け
 

る
か
』
 

と 
言
へ
 

ば
、
 

『
う
ん
、
 

步
 

け
る
。
 



御
覽
の
 

通
り
、
 

こ
、
 

ま
で
 

步
 

い
て
 

來
 

た
』
 

と 
答
 

ふ。
 

嘗
て
 

馬
に
 

乘
り
 

、
夜
に
 

入
り
て
 

途
を
 

行
く
。
 

提
燈
を
 

も
ち
 

居
ら
ず
。
 

巡
查
 

見
つ
け
て
*
 

つ
か
^
^
 

寄
り
 

來
 

り、
 

#
 

を
 

柿
 

へ
ん
と
 

す
る
 

ょ
り
 

早
く
、
 

『
あ
ぶ
な
い
 

あ
 

ぶ
な
い
。
 

こ
の
 

馬
は
 

荒
れ
 

馬
 

だ
。
 

そ
り
 

や
 

喰
 

ひ
 

付
く
。
 

跳
ね
 

付
く
。
 

叩
き
 

付
く
。
』
 

吃
驚
し
て
 

茫
然
た
 

る 

巡
査
を
 

後
に
、
 

『
は
い
、
 

ど
ぅ
/
、
。
』
 

嘗て
 

近郊
へ 

銃
獵
に
 

赴き
、 

小鳥
 

五 
羽 ば
か
り
ぅ
 

ちて
 

路を
 

行く
。 

盛裝
 

せる
 

一貴
 

婦人
、 

子兒
 

をつ
 

れ 
て
來
掛
 

りけ
 

るが
、 

誤つ
 

て獵
 

夫と
 

思 
ひ、
 

『も
し/
.、
 

ぢ 
いさ
ん。
 

其 
鳥を
 

賣 
つて
 

く
れ
な
い
 

かネ
』 

とい
 

ふ。
 

翁 
わざ
と、
 

と
ほ
け
 

て 
『賣
 

るに
は 

賣
る
が
 

、
迚
も
 

お
前
で
は
 

買へ
 

まい
 

0 』 
婦
人
む
 

つと
 

し 

たる
 

樣 
にて
、 

『全
體 

い
く
ら
と
 

云 
ふ
ん
だ
 

ね 
0 』 

『ま
あ 

十
圓
な
 

ら賣
 

つて
も 

い、
 

〇』
 

婦人
 

驚
い
て
 

『餘
 

り 
高い
。 

ま
け
な
い
 

かネ
 

〇』
 

『一
文 

も、
 

ま
か
ら
ん
 

P』
 

『餘
り 

人を
 

馬
鹿
に
し
て
 

るぢ
や 

な
い
か
 

〇』
 

『そ
 

り 
や 

見た
 

こと
か。
 

お前
では
、 

買へ
 

ま
い
く
 

〇』
 

翁、 容貌 魁 梧に して 怪異。 而 して 劍 術、 柔術に 長ぜ るを 以て、 身を こなす こと、 きは め 

て輕 
し。 

明治の 

初年 
頃、 

高 
知の 
城下ょり 

車に 
乗りて、 

其 
居 
村に 
歸 
らんと 

す。 

一 坂に 
至る。 
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狸
が
 
出
で
、
 
人
を
 
ば
か
す
 
と
@
が
 
高
き
 
處
な
 
り
。
 『
ど
り
 
や
、
 
お
り
て
 
や
ら
う
』
 

と、 
車
よ
り
 
下
る
 
よ
り
 
早
 

く、 
車
夫
は
 
車
を
 
其
 儘
に
 
し
て
、
 
雲
を
 
霞
と
 
逃
げ
 
行
く
 
T
 こ
り
 
や
/
、
 
車
賃
を
 
や
ら
う
』
 

と 大
呼
 
す
れ
 
ど 

耳
に
 
も 入

れ
ず
 
し
て
 
去
れ
り
。
 
蓋
し
 
翁
の
 
顔
が
 
人
竝
 
は
づ
れ
 
て
大
な
 
る
を
 
變
な
 
り
と
 
思
 ひ
し
に
、
 
車
夫
に
、
 

ら
く
さ
せ
 
ん
と
 
身
を
 
こ
な
す
 
を
 以
て
、
 
思
 ひ
の
 
外
に
、
 
車
が
 
輕
け
れ
 
は、 『

い
よ
^
^
-
例
の
 
古
 M
 な
る
べ
し
』
 

と 思
 ひ
た
れ
ば
 
也
。
 

翁
は
 
土
 佐
の
 
人
。
 
さ
き
に
 
日
露
の
 
戰
 役
に
、
 
軍
使
と
 
な
り
て
 
旅
 順
の
 
敵
營
に
 
赴
き
た
 
る
を
 
以
て
 
名
を
 
彰
 

は
せ
 
る 山

 岡
 中
佐
の
 
實
父
 
也
。
 
夙
に
 
兄
の
 
遺
孤
を
 
養
う
て
 
嗣
と
な
 
す
。
 
之
を
 
視
る
 
こ
と
、
 
我
 子
の
 
如
し
。
 

そ
の
 
人
、
 
今
、
 
陸
軍
 
砲
兵
 
大
佐
 
也
。
 
目
測
に
 
妙
を
 
得
た
 
る こ

と
、
 
日
本
 第
一
と
 
稱
せ
ら
 
る。 

一
家
み
 
な
 人
 

材
 也
。
 
翁
 や
、
 
も
と
よ
り
 
名
聞
を
 
好
ま
ず
 
。
も
し
 
余
が
 
玆
に
 
翁
の
 
性
行
の
 

一 班
を
 
書
き
し
 
る
せ
 
る こ

と
を
 

知
り
な
 
ば
、
 
必
ず
や
、
 
豎
子
、
 
餘
計
 
な
惡
戲
 
を
な
 
す
と
 
一
笑
す
 
る
な
る
 
べ
し
。
 

翁
の
 
家
、
 
漢
籍
 
多
し
。
 
わ
れ
 
十
三
 
四
 歳
の
 
頃
、
 
漢
學
 
を
學
 
ぶ
に
、
 
書
を
 
買
 ふ
に
 
由
な
 
し。 

常
に
 
往
ぃ
て
 

借
り
 
來
れ
 
り。 

事
は
 
な
ほ
 
咋
の
 
如
し
。
 
而
 し
て
、
 
余
が
 
頭
上
す
 
で
に
 
二
 毛
 斑
ら
 
也
。
 
今
昔
を
 
思
 ひ
く
ら
 
ベ
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て、
 

ぅ
た
、
 

感
慨
に
 

堪
へ
ず
 

。 

翁
が
 
大
山
 
大
將
の
 
呼
 方
を
 
誤
れ
る
 
に
 返
答
せ
 
ざ
り
 
し
こ
と
 
に
 就
い
て
、
 

一
言
、
 
余
の
 
解
釋
を
 
加
へ
 
む
に
、
 

今
の
 世
の
 實
利
 
一
方
の
 人
よ
り
 見
れ
ば
、
 
愚
と
 け
な
す
べ
し
 。
さ
れ
 
ど、 

妄
り
に
 
上
に
 屈
せ
す
、
 
權
に
媚
 

び
ざ
る
 
土
 州
 人
士
の
 氣
風
が
 迸
 出
せ
る
 也
。
 
土
 州
 人
は
 
一
般
に
 こ
の
 氣
風
 を
帶
 ぶ
る
 を
 以
て
、
 
所
謂
 出
世
 

を
せ
 
ず
、
 
撼
蚵
不
 
遇
に
 
終
は
 
る も

の
 
多
し
。
 
圓
轉
な
 
ら
ざ
 
る
は
、
 
小
と
 
云
へ
 
ば
、
 
小
な
 
れ
ど
 
も、 

氣
骨
な
 

き
に
 
優
れ
り
。
 
陰
險
な
 
る
に
は
 
な
ほ
 
更
 ま
さ
れ
り
。
 

土
 州
 人
士
は
、
 
槪
 し
て
 
氣
骨
 
あ
り
て
、
 
毫
も
 
陰
險
の
 

風
な
 
し。 

不
遇
に
 
陷
 り
て
 
屈
せ
ず
。
 
あ
く
ま
で
も
 
正
々
 
堂
々
 
の
 戰
ひ
 
を
爲
 
し
て
、
 
斃
れ
て
 
後
に
 
止
む
、
 

一 

種
 男
性
的
な
る
 
を
 失
は
 
ざ
る
 
也
。
 
板
 垣
 伯
、
 
馬
場
 
辰
猎
の
 
如
き
、
 
か
、
 
る 氣

 風
の
 
代
表
者
 
也
。
 
翁
は
 
包
む
 

に
 洒脫
の
 

皮
を
 

以
て
す
。
 

土
 倥に
 

も 珍ら
 

し
き
 

人
 也。
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仁
術
の
 

實
行
者
 

根
本
 

鯨
坡
 

先
生
，
 

『
常
 州
 太
 田
に
 
過
ぎ
た
 
る も

の
は
 
根
本
 
先
生
に
 
大
 新
樓
』
 

と 謳
は
 
れ
た
 
り
け
 
む
。
 
根
本
 
先
生
は
 
太
 田
の
 
醫
 

師
 也
。
 
大
新
褸
 
は
 三
 層
に
 
て
 百
餘
疊
 
の
大
廣
 
間
を
 
有
せ
る
 
酒
褸
な
 
り。 

太
 田
に
 
久
し
く
 
敎
鞭
を
 
執
り
 
居
れ
る
 
伊
藤
 
ij 山

を
 
訪
ひ
 
し
こ
と
 
あ
り
け
 
る
か
、
 
壁
 間
の
 

一 軸
に
、
 
鱗
坡
 

と
署
 
し
て
、
 
藤
 田
 東
 湖
の
 
韻
に
 次
せ
 
る 七
絕
、
 
 

, 

突
兀
 
奇
巖
聳
 
東
海
。
 
 

雄
 俊
 勢
壓
三
 
公
褸
。
 

登
臨
 
呼
 酒
發
豪
 
興
。
 
 

憶
 起
 先
生
 
昔
日
 
遊
。
 

鯨
波
の
 
何
人
た
 
る
か
を
 
問
 ひ
て
、
 
始
め
て
 
根
本
 
先
生
の
 
人
と
な
り
を
 
知
り
、
 
欽
慕
の
 
情
に
 
堪
へ
ざ
 
り
し
 

が
、
 
旅
程
 
匇
忙
 
、
相
 
見
 5> の

 機
を
 
得
す
。
 
再
遊
の
 
日
に
は
 
と 
思
 ひ
し
に
、
 
先
生
は
 
逝
け
り
。
 
大
新
樓
 
は
大
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洗
に
 
移
さ
れ
て
、
 
遊
 仙
 閣
と
稱
 
す
る
 
旅
館
と
 
な
れ
り
 
と 聞

く
。
 

太
 田
に
 
過
ぎ
た
 
る も

の
と
 
稱
せ
 
ら
れ
 
し
に
て
も
、
 
根
本
 
先
生
の
 
名
醫
な
 
り
し
 
こ
と
を
 
知
る
べ
し
。
 
其
 診
 

斷
の
 
確
實
な
 
り
し
 
こ
と
、
 
注
々
 
人
を
 
驚
か
す
、
 
あ
る
 
時
、
 
多
賀
郡
 
田
 尻
 村
 茅
 根
嘉
吉
 
と
い
 
ふ
 人
の
 
妻
 病
み
 

て
、
 
來
診
を
 
乞
 
ふ
。
 
先
生
 
診
て
 
日
く
、
 
こ
の
 
病
人
 
今
夜
 
十
二
時
に
は
 
必
ず
 
死
す
べ
し
 
と
。
 
家
人
 
そ
れ
迄
 
留
 

ま
ら
む
 
こ
と
を
 
乞
 
ふ
。
 
唯
は
 
居
ら
れ
ず
 
と
て
、
 
酒
飲
み
 
居
り
し
 
が
、
 
果
し
て
 
其
 言
の
 
如
く
な
 
り
き
。
 

先生は 機智に 富めり。 或神經 病の 患者、 頻りに 熱度の 高き ことを 訴 ふ、 先生 日く、 藥を 

倍にして 

飲めと。 

患者 

喜んで 

去る。 

家人 

間ぅて 

日く、 

無謀に 

あらざる 

かと。 

先生 

笑つ 

て 
日 

く、 

唯 
水を 

與へ 

たるの 

みと。 
先
生
の
 

言
行
 

一
と
し
て
、
 

超
凡
な
ら
 

ざ
る
な
 

し。
 

病
 

家
に
 

行
き
て
も
 

快
癒
の
 

見
込
な
け
れ
ば
、
 

藥
を
調
 

合
せ
す
 

し
て
 

歸
れ
 

り。
 

常
に
 

日
く
、
 

病
氣
の
 

診
斷
 

さ
へ
 

つ
か
 

ば
、
 

之
に
 

適
す
る
 

藥
は
 

一
種
に
 

て
 

足
る
 

と。
 

巳
む
 

を
 

得
ざ
る
 

揚
合
の
 

外
、
 

患
者
に
、
 

二
 

種
 

以
上
の
 

藥
を
與
 

へ
た
る
 

こ
と
な
 

か
り
き
。
 

意
に
 

適
せ
 

ざ
れ
ば
，
 

權
 

門
と
 

雖
も
 

、
往
診
し
た
 

る 
こ
と
な
し
。
 

電
話
を
 

備
へ
ず
 

。
人
 

其
 

故
を
 

問
へ
 

ば
、
 

徒
に
 

事
繁
 

く
な
 

り
て
、
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面
倒
を
 

增
す
 

の
み
な
 

れ
ば
な
 

り
と
。
 

車
上
に
 

て
は
 

常
に
 

目
を
 

閉
ぢ
 

居
た
り
。
 

こ
れ
 

も 
知
人
 

等
に
 

遇
 

ひ
て
 

挨
 

拶
す
 

る
を
 

面
倒
と
 

思
 

ひ
し
な
ら
 

む
。
 

先
生
は
 

藥
價
を
 

記
入
す
 

る 
帳
簿
を
 

備
へ
ず
 

。
得
意
の
 

病
 

家
、
 

年
末
に
 

藥
價
を
 

支
拂
 

は
む
 

と
す
れ
ば
、
 

其
 

資
産
に
 

應
じ
 

て、
 

一
定
の
 

額
を
 

徵
す
 

。
二
十
 

圓
の
 

家
は
、
 

每
年
二
 

十
圓
 

也
。
 

藥
の
多
 

か
り
し
 

年
 

も 
二
十
 

圓
 

、
少
 

か
り
し
 

年
 

も 
二
十
 

圓
也
 

。
嘗
て
 

藥
價
を
 

請
求
し
た
 

る 
こ
と
な
し
。
 

又
 

藥
價
に
 

端
錢
を
 

付
け
た
 

る 
こ
と
な
し
。
 

一
中
 

學
 

生
、
 

長
 

病
の
 

後
、
 

藥
價
の
 

支
 

拂
に
往
 

き
た
る
 

に、
 

十
五
 

圓
な
 

り
と
 

い
ふ
。
 

生
徒
は
 

そ
れ
 

丈
け
 

の
 

額
を
 

所
持
し
 

居
ら
ず
。
 

實
を
 

告
げ
て
 

日
く
、
 

自
分
は
 

他
人
の
 

厄
介
 

に
な
り
 

居
る
 

も
の
に
 

て、
 

所
持
金
 

僅
少
な
 

り
と
。
 

先
生
 

日
く
、
 

さ
ら
ば
 

御
身
の
 

好
き
な
 

丈
け
 

置
い
て
 

行
け
 

と。
 

生
徒
 

七
 

圓
を
拂
 

ひ
て
 

去
れ
り
。
 

病
 

家
 

貧
困
な
 

れ
ば
 

、
金
 

錢
を
惠
 

む
を
 

常
と
 

せ
り
。
 

太
 

田
よ
り
 

j 
里
餘
 

隔
れ
る
 

額
 

田
 

村
の
 

一 
貧
家
に
 

往
診
せ
 

し 
際
の
 

如
き
、
 

其
 

窮
狀
を
 

見
兼
ね
て
-
 

竊
に
枕
 

下
に
 

五
圓
を
 

置
き
て
 

歸
れ
 

り。
 

こ
の
種
の
 

行
は
 

珍
ら
 

し
か
ら
す
。
 

一 
患
者
 

全
快
し
た
 

る
が
、
 

貧
困
に
 

し
て
 

藥
價
を
 

支
拂
 

ふ
こ
と
 

能
は
 

ず
。
 

盆
栽
を
 

贈
り
て
 

謝
意
を
 

表
し
け
 

る
に
、
 

先
生
 

喜
び
て
 

こ
れ
を
 

珍
藏
 

し
た
り
き
。
 

先
生
は
 

漢
學
の
 

造
詣
 

淺
が
ら
 

ず
。
 

詩
 

書
を
 

善
く
せ
 

り
〇
猓
 

に
 

酒
を
 

好
む
。
 

終
日
 

酒
氣
を
 

絕
た
ず
 

。
患
者
 



門
に
 
集
ま
れ
 
ど
も
、
 

一
人
を
 
診
し
て
 
は
 奥
に
 
入
り
て
 
一
杯
を
 
傾
け
た
り
。
 
先
生
は
 
書
生
を
 
愛
し
、
 
學
資
を
 

給
し
た
 
る も

の
、
 
前
後
、
 
數
ふ
 
る
に
 
遑
 あ
ら
ず
。
 
先
生
は
 
大
正
 
二
 年
を
 
以
て
 
逝
け
り
。
 
年
 五
十
 
七
。
 

余
が
 
先
生
に
 
就
て
 
知
れ
る
 
と
こ
ろ
は
、
 
以
上
の
 
逸
話
に
 
過
ぎ
ず
。
 
そ
の
 
藥
價
 
簿
を
備
 
へ
ざ
る
 
が
 如
き
、
 

貧
者
を
 
惠
む
が
 
如
き
、
 
以
て
 
高
風
の
 

一 班
を
 
知
る
 
に
 足
れ
り
。
 

擧
世
滔
 
々
、
名
に
 
奔
 り、 

利
に
 
走
り
、
 
物
質
的
 
文
明
い
 
ょ
/
 \
進
 
み
て
、
 
精
神
的
 
文
明
 
愈
々
 
下
り
、
 
人
 

は
 衣
食
住
の
 
奴
隸
 
と
な
り
て
 
士
魂
 
地
を
 
拂
 つ
て
 
空
し
か
ら
 
む
と
 
す
。
 『
醫
は
 
仁
術
な
 
り
』
 
の
 語
、
 
わ
れ
 
久
し
 

く 之
を
 
聞
く
。
 
而
 し
て
 
其
 實
行
 
者
を
 
根
本
 
先
生
に
 
於
て
 
之
を
 
見
し
 
に、 

今
や
 
亡
し
。
 
惜
し
い
 
哉
。
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大
勇
の
 

大
工
 

某
 

わ
れ
 

嘗
て
 

多
數
 

の
學
 

友
と
 

北
 

ハに
、 

一 
酒
 

褸
に
飮
 

み
し
 

こ
と
 

あ
り
。
 

い
づ
れ
 

も 
血
 

氣
の
靑
 

年
 

也
。
 

隣
室
に
 

一
群
の
 

客
 

あ
り
。
 

み
な
 

大
工
の
 

兒
分
 

也
。
 

ふ
と
し
た
 

事
よ
り
、
 

衝
突
 

起
り
 

て、
 

喧
嘩
 

は
じ
ま
る
 

。
彼
れ
 

寡
 

く 
わ
れ
 

多
し
。
 

多
き
 

も
の
 

勢
つ
 

よ
く
、
 

大
工
を
 

悉
く
 

緣
 

側
よ
り
 

下
へ
 

な
げ
つ
 

く
す
。
 

唯
 

一
人
、
 

食
 

曝
を
 

よ
そ
に
、
 

床
柱
に
 

よ
り
て
、
 

平
氣
な
 

顔
し
て
 

杯
を
 

か
た
む
く
。
 

二
 

三
人
 

ゆ
い
て
、
 

之
を
 

な
ぐ
る
。
 

毫
も
 

抵
 

杭
せ
 

ず
。
 

な
ほ
 

平
氣
 

に
て
 

酒
を
 

飮
む
 

。
人
 

か
 

木
像
 

か、
 

怯
 

夫
 

か
、
 

豪
傑
 

か、
 

あ
、
 

よ
め
た
り
/
 

、
、
こ
れ
 

大
工
の
 

棟
梁
に
 

し
て
、
 

萬
 

死
び
 

く
と
 

も
せ
ず
、
 

な
ぐ
り
あ
 

ひ
ぐ
 

ら
ゐ
 

は、
 

何
で
も
な
し
 

。
小
 

供
が
、
 

い
た
 

'
つ
ら
は
 

じ
め
 

た
る
 

か
と
 

お
ち
つ
き
す
 

ま
し
た
る
 

也
。
 

大
勇
、
 

沈
勇
と
は
、
 

か
、
 

る 
人
の
 

事
な
 

り
と
、
 

ま
 

ぢ
 

入
り
て
、
 

一
同
 

ひ
き
と
り
た
り
。
 

こ
れ
 

一
靑
 

年
の
 

余
に
 

語
り
し
 

所
 

也
。
 

記
し
て
、
 

血
氣
の
 

勇
に
は
 

や
る
 

靑
年
の
 

士
を
戒
 

む
。
 

"■■■  ■  208 



— m_  ■ "  ■'  ■  209 

亡
き
 

叔
父
 

明
治
 

四
十
 

一
年
 

八
月
 

八
日
、
 

夜
 

十
 

時
、
 

叔
父
は
、
 

宿
直
 

先
に
て
、
 

卒
中
に
 

て
 

頓
死
し
 

ぬ
。
 

年
を
 

享
 

く
る
 

こ
と
 

五
十
八
。
 

わ
が
 

父
は
、
 

余
の
 

十
二
 

歳
の
 

時
に
 

病
死
せ
 

り。
 

同
胞
 

三
人
、
 

そ
の
 

二
人
の
 

姉
は
、
 

今
な
 

I ほ
 

存
 

す
。
 

一 
は
 

七
十
 

九
、
 

他
は
 

七
十
 

七
、
 

み
な
 

壯
健
 

也
®
 

わ
が
 

兄
 

二
 

人
。
 

伯
兄
は
、
 

余
の
 

十
八
 

歳
の
 

時
に
 

早
世
し
、
 

叔
兄
 

は
 

一
阼
 

年
の
 

秋
を
 

以
て
 

逝
け
り
。
 

母
 

も 
同
胞
 

三
人
、
 

そ
の
上
の
 

弟
は
、
 

五
六
 

年
 

前
 

病
死
し
、
 

母
は
 

阼
年
の
 

春
 

病
死
し
、
 

そ
の
 

下
の
 

弟
、
 

卽
ち
 

余
の
 

小
 

叔
も
亦
 

終
に
 

逝
け
り
 

0 

父
方
 

母
方
 

直
系
に
 

於
て
、
 

余
は
 

男
子
の
 

中
の
 

最
 

年
長
者
と
 

な
り
け
 

る
也
〇
 

七
月
の
 

半
ば
ょ
り
 

こ
の
 

方
、
 

余
は
 

鹽
 

原
に
 

遊
 

ひ、
 

天
幕
 

旅
行
に
 

赴
き
、
 

家
に
 

あ
り
し
 

こ
と
 

稀
な
 

り。
 

八
月
 

四
日
、
 

小
叔
來
 

る。
 

' M
 

を
 

置
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い
て
 
其
に
 
飮
む
 
。
わ
れ
 
鹽
原
 
の
こ
と
 
を
 語
り
、
 
明
日
よ
り
 
ま
た
 
那
須
 
山
に
 
赴
く
 
こ
と
を
 
告
ぐ
 
。
さ
ら
ば
、
 

十
日
 
頃
、
 
ま
た
 
那
須
の
 
話
を
 聽
 き
に
 
來
む
 
と
て
 
去
り
け
 
る
が
、
 
誰
か
 
知
ら
む
 

こ
れ
 
か
 今
 牛
 一 の 見

納
め
な
 

ら
む
 
と
は
。
 余
は
 
そ
の
 
翌
日
、
 
旅
程
に
 
上
 幻、 

十
一
 
日
の
 
夜
、
 
お
そ
く
 
歸
り
 
來
れ
ば
 
、
叔
父
は
 
旣
に
 
世
に
 
あ
ら
ず
。
 

處
 定
め
ず
 
進
み
 
ゆ
く
 
旅
な
 
れ
ば
 
、
家
よ
り
 
余
に
 
叔
父
の
 
死
を
 
報
ず
る
 
に
 由
な
 
か
り
し
 
也
 q 

叔
父
は
 
酒
量
 
大
な
 
り
き
。
 
殊
に
 
多
血
質
に
 
し
て
、
 
頸
 太
く
、
 
胴
 方
形
な
 
り
け
れ
ば
、
 
必
ず
 卒
中
に
 
て
 逝
 

く
べ
 
し
と
、
 
心
に
 
思
 ひ
 居
た
 
れ
ど
 
、
平
生
 
極
め
て
 
元
氣
 
に
し
て
、
 
極
め
て
 
壯
健
な
 
り
け
れ
ば
、
 
六
十
 
歲
未
 

滿
 に
し
て
、
 
か
く
 
早
く
 
卒
中
に
 
か
、
 
ら
む
 
と
は
、
 
夢
に
も
 
思
 ひ
が
け
 
ざ
り
 
き
。
 

十
二
 
日
朝
 
早
く
 
叙
 父
の
 
家
に
 
赴
け
ば
、
 
拾
 も
聲
の
 
黑
住
繁
 
太
と
、
 
長
男
の
 
喜
 之
 己
と
 
が
、
 
骸
骨
を
 
收
め
 

て
來
 り
た
る
 
處
也
 
。
あ
、
、
 
昨
日
ま
で
 
も、 

壯
健
に
 
し
て
 
能
く
 
飮
み
 
、
快
活
に
 
し
て
 
能
く
 
語
り
、
 
能
く
 
笑
 

ひ
し
 
わ
が
 叔
父
 
も、 

今
日
は
 
唯
 
一
壺
の
 
灰
と
 
な
り
ぬ
。
 
近
親
の
 
誰
彼
、
 
よ
り
 
集
り
て
、
 
代
々
 
木
の
 
寺
に
 葬
 

り
ぬ
。
 
埋
 i 葬に

 間
に
 
あ
 ひ
た
る
 
は、 

せ
め
て
も
 
の
 余
の
 
心
 や
り
 
也
。
 



叔
父
の
 

家
は
、
 

世
々
、
 

要
 

馬
の
 

指
南
役
を
 

つ
と
め
た
り
。
 

そ
の
 

父
 

四
十
 

三
 

歳
に
 

て
 

病
死
し
 

け
る
 

が
、
 

時
 

に
大
叔
 

は
わ
 

づ
 

か
に
 

九
 

歳
、
 

小
 

叔
は
四
 

歳
、
 

要
 

馬
の
 

指
南
の
 

家
は
、
 

叔
父
の
 

家
の
外
に
、
 

寺
 

村
 

氏
 

ぁ
り
。
 

寺
 

村
 

左
 

膳
と
 

い
ふ
 

人
、
 

斯
道
の
 

達
人
 

也
。
 

父
に
 

代
り
て
、
 

二
 

叔
を
敎
 

育
す
。
 

小
叔
 

は、
 

四
 

五
 

歳
の
 

頃
ょ
り
 

馬
に
 

乘
り
 

始
め
て
、
 

要
 

馬
の
 

術
を
 

學
 

び
、
 

十
五
 

六
 

歳
の
 

頃
に
は
、
 

旣
に
 

そ
の
 

蘊
奥
を
 

窮
め
つ
 

く
し
ぬ
。
 

今
日
 

こ
の
頃
 

に
て
も
、
 

談
 

、
馬
の
 

事
に
 

及
べ
ば
、
 

微
に
 

入
り
、
 

細
を
 

穿
ち
、
 

夜
の
 

更
 

く
る
の
 

も 
知
ら
ず
、
 

而
し
て
 

親
戚
の
 

中
に
 

て、
 

身
に
し
み
て
、
 

其
 

談
を
 

き
く
 

も
の
は
"
 

唯
 

余
 

一
人
の
 

み
な
り
 

〇 
今
日
は
、
 

類
 

稀
 

な
る
 

名
馬
を
 

見
た
り
。
 

昨
日
は
 

乘
 

方
の
 

實
に
 

上
手
な
る
 

人
を
 

見
た
り
 

な
ど
 

語
る
 

〇
世
が
 

昔
の
 

世
な
ら
 

ば
、
 

立
派
な
る
 

要
 

馬
の
 

先
生
 

也
。
 

さ
れ
 

ど、
 

明
治
の
 

世
に
は
 

役
に
立
た
ず
 

。
殊
に
 

不
幸
に
 

も、
 

開
港
と
 

云
 

ひ、
 

攘
夷
と
 

云
 

ひ
、
 

勤
王
と
 

云
 

ひ"
 

佐
幕
と
 

云
 

ふ、
 

物
騷
な
 

る 
世
の
中
に
 

人
と
 

爲
 

り、
 

唯
 

一
死
 

君
に
 

報
ぜ
ん
 

こ 

と
を
 

期
し
、
 

落
つ
 

き
て
 

學
間
 

を
す
 

る
に
 

由
な
 

か
り
き
。
 

わ
れ
 

折
々
 

叔
父
に
 

向
 

ひ
て
'
 
 

叔
父
さ
ん
に
 

刀
 

筆
を
 

も
た
？
 

は
、
 

役
に
立
た
ず
、
 

算
盤
を
 

も
た
せ
て
 

は
、
 

猶
更
 

役
に
立
た
ず
、
 

家
に
 

と
ざ
し
て
 

は、
 

無
能
の
 

父
 

也
〇
無
 

能
の
 

夫
 

也
。
 

元
來
 

、
家
庭
の
 

人
に
は
 

非
す
。
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馬
に
 
乘
ら
 
せ
て
、
 
槍
を
 
持
た
せ
て
、
 
陴
 頭
に
 
立
た
し
 
む
れ
ば
、
 
本
領
、
 
は
じ
め
て
、
 
あ
ら
は
 
る。 

天
晴
 
3 

の
 勇
士
な
 
り
と
 
い
へ
 
ば
、
 
叔
父
 
呵
 々
と
し
て
 
笑
 ふ
。
 
も
し
 
昔
な
ら
 
は、 

お
 弟
子
入
り
し
て
 

必
ず
 高
弟
に
 

な
り
て
 
見
ま
す
 
る
と
 
氣
 張
れ
ば
、
 
お
前
な
ら
 
•
物
に
 
な
つ
た
 
か
も
 
知
れ
ぬ
 
と 笑

 ふ
。
 
あ
、
、
 
わ
が
 
叔
父
は
、
 

適
所
に
 
適
才
を
 
發
撣
 
す
る
 
を
 得
す
し
て
、
 
あ
た
ら
、
 
空
し
く
 
死
せ
 
る 也

。
 

要
 馬
と
 
い
ふ
は
、
 
我
が
 
土
 佐
 藩
に
 
の
み
 
行
 は
れ
た
 
る 武

術
 
か
と
 
覺
ゆ
 
。
馬
に
 
の
り
て
、
 
擊
劍
 
を
爲
 
し、 

檜
を
 
つ
か
 
ひ
、
 
弓
を
 
射
る
。
 

一
騎
 打
 も 出

 來
れ
ば
 
、
隊
 
を
爲
 
し
て
も
 
出
來
 
る。 

明
治
 
十
三
 
年
の
 
春
、
 
舊
藩
 

主
、
 
こ
の
 
要
 馬
を
 
吹
 上
 御
苑
に
 
て
 天
覽
に
 
供
し
 
ぬ。 

大
叔
父
は
 
東
京
に
 
あ
り
て
、
 
陸
軍
の
 
將
校
 
た
り
。
 
其
 

の
 他
 要
 馬
を
 
學
 び
し
 
人
 も 東

京
に
 
あ
り
 
た
れ
 
ど、 

そ
れ
の
 
み
に
 
て
は
 
足
ら
ず
。
 
鄭
 里
に
は
、
 

一
方
の
 
指
南
 

役
の
 
寺
 村
 左
 膳
 氏
な
 
ほ
 在
り
。
 
小
 叔
父
 
も あ

り
。
 
そ
の
他
、
 
要
 馬
を
 
學
 び
し
 
人
 少
な
か
ら
ず
。
 

凡
そ
 
數
千
 

、
、
舊
 
藩
主
ょ
り
 
東
京
へ
 
呼
び
ょ
 
せ
ら
る
。
 
寺
 村
 氏
は
 
更
な
り
、
 

小
 叔
も
其
 
中
に
 
あ
り
。
 
わ
れ
 
時
に
 
年
 十
 

1 一歳、 
母
と
 
共
に
、
 
小
 叔
に
伴
 
は
れ
て
、
 
東
京
に
 
上
り
、
 
大
叔
の
 
家
に
 
養
は
 
る
、
 
こ
と
、
 
な
り
ぬ
。
 
わ
れ
 

要
 M
 の
こ
と
は
 
、
た
 

V' み
、
 
に
き
、
 
し
の
み
 
な
 6 が

、
 
こ
の
 
時
、
 
吹
 上
 御
苑
に
 
倍
觀
 
す
る
 
を
 得
し
は
、
 
要
 



t 

馬
の
 
見
 始
め
に
し
て
、
 
兼
ね
て
 
見
納
め
な
 
り
。
 
寺
 村
 先
生
は
、
 
要
 馬
の
 
奧
書
を
 
小
 叔
に
傳
 
へ
て
 逝
き
ぬ
。
 

小
叔
 
は
傳
 
ふ
る
に
、
 
適
任
者
を
 
得
ず
 
し
て
 
逝
き
ぬ
。
 
嗚
呼
、
 
あ
ら
ゆ
る
 
武
術
を
 
兼
ね
て
、
 
痛
快
 
猛
烈
を
 
極
 

め
た
 
る 要

 馬
は
、
 
永
遠
に
 
世
に
涫
 
減
す
 
る 也

。
 

小
叔
 
は
、
 
五
六
 
年
 前
に
、
 
妻
を
 
喪
へ
 
り
。
 
子
 四
 人
、
 
上
の
 
二
人
は
 
女
に
 
し
て
、
 
下
の
 
二
 人
は
 
男
 也
。
 
殊
 

に
 下
の
 
男
子
は
、
 
今
年
 
始
め
て
 
學
齢
に
 
達
せ
し
 
ば
か
り
に
て
、
 

當
時
 
は
ほ
ん
の
 
二
 三
 歳
の
 
幼
 兒
也
 
。
家
に
 

妻
な
 
き
は
、
 
火
鋅
に
 
火
な
 
き
が
 
如
し
と
 
や
ら
、
 
何
 か
に
つ
 
け
て
、
 
不
便
な
る
 
こ
と
 
多
し
。
 
人
 多
く
 
後
妻
を
 

す
、
 
む
。
 
叔
 又
も
 
そ
の
 
氣
に
 
な
り
し
 
が
、
 
繼
母
は
 
子
に
 
取
り
て
 
弊
害
 
多
し
。
 
願
く
 
は
、
 
子
供
の
 
爲
に
 
不
便
 

を
 忍
ば
れ
ょ
 

と 諫
止
せ
 
し
が
、
 
今
に
な
 
り
て
 
見
れ
ば
、
 
其
方
が
 
都
合
ょ
 
か
り
し
 
ぞ
 悲
し
き
。
 

小
叔
 
急
病
の
 
報
、
 
家
に
 
い
た
り
し
 
は
、
 
夜
の
 
一
時
 頃
な
 
り
。
 
長
男
は
 
東
海
道
 
筋
へ
 
旅
行
し
て
、
 
家
に
 
あ
 

ら
ず
 
。
家
に
は
 
次
の
 
娘
と
 
幼
 兒
と
あ
 
る
の
 
み
 也
。
 
娘
 驚
い
て
、
 
伯
母
の
 
家
に
 
か
け
つ
く
。
 

こ
の
 
伯
母
は
、
 

大
叔
の
 
妻
 也
。
 
男
の
子
 
三
人
、
 
み
な
 
東
京
に
 
居
ら
ず
。
 
娘
 五
 人
、
 
み
な
 
嫁
し
て
、
 
ひ
と
り
 
家
に
 
居
る
。
 

一 

人
 も 男

 無
し
。
 
伯
母
 
ま
た
 
近
く
に
 
住
め
る
 
黑
住
 
に
か
け
 
つ
く
。
 
小
叔
の
 
長
女
の
 
嫁
せ
 
る
 所
 也
。
 

. 
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世
に
は
、
 

い
ろ
^
-
 

の
 

事
が
 

一
時
に
 

か
ち
あ
へ
 

ば
、
 

か
ち
あ
 

ふ
 

も
の
 

哉
。
 

小
叔
の
 

長
女
の
 

黑
 

住
の
 

妻
と
 

な
れ
る
 

も
の
、
 

孕
み
て
、
 

臨
月
と
 

な
り
 

居
り
け
 

る
が
、
 

こ
の
 

時
、
 

正
に
、
 

產
 

氣
を
傕
 

し
て
、
 

苦
み
 

始
む
。
 

初
産
の
 

事
に
 

て、
 

黑
住
も
 

途
方
に
 

く
れ
、
 

か
、
 

る 
時
は
、
 

經
驗
に
 

長
け
 

た
る
 

伯
母
に
 

相
談
す
 

る
に
 

若
く
 

は
 

無
し
と
 

て
、
 

黑
住
は
 

生
を
 

も
た
ら
し
、
 

伯
母
は
 

死
を
 

も
た
ら
す
 

。
生
と
 

死
と
 

が
、
 

不
思
議
に
 

も、
 

こ
、
 

に
 

行
き
 

あ
 

ひ
た
る
 

也
。
 

伯
母
を
 
呼
び
入
れ
て
、
 
產
婦
を
 
見
て
 
も
ら
 
ひ、 

車
を
 
走
ら
せ
て
、
 
產
婆
を
 
呼
ぶ
。
 
舅
 氏
の
 
急
病
 
も 大

事
 

な
れ
 
ど、 

妻
の
 
產
も
 
大
事
 
也
。
 
黑
 住
は
 
伯
母
と
 
相
談
の
 
上、 

使
を
 
余
の
 
家
に
 
走
ら
す
。
 
ほ
ん
の
 
五
六
 
日
の
 
 

2 

旅
の
 
こ
と
と
 
て、 

わ
れ
 
旅
す
る
 
こ
と
を
 
伯
母
に
は
 
告げ. ざ

り
 
し 也

。
 
使
歸
 
り
て
 
始
め
て
 
余
の
 
旅
せ
る
 
こ
と
 

を
 知り
、
 黑
住
は
 
止
む
を
得
ず
 

、
産
婦
を
 

伯
母
に
 
托
し
て
、
 

小
叔
の
 

勤
 先へ
 赴き
ぬ
。
 

夜
 十一
 時、
 卒
倒
 

し
て
ょ
り
，
 
金
く
 人
生
を
 辨
へ
ず
 
、
翌
朝
 
十
 時
半
に
 
い
た
ゎ
て
、
 
全
く
 息
絕
 ぇ
ぬ
。
 

小叔の 急報、 產婦の 耳に 入れ じと 力め たれ ど、 自然と それと 知りた るが、 氣丈の 女の 事 

とて、 

心身に 

さはり 

無く、 

小叔の 

死と 

幾ん 

ど 
時を 

同じく 

して、 

子を 

生みぬ。 

これ 

小叔の 

初 



孫
な
 

り
。
 

小
叔
は
 

猛
烈
に
 

し
て
 

氣
丈
な
 

る
が
、
 

よ
く
^
^
-
 

氣
 

に
か
、
 

り
し
と
 

見
え
て
、
 

た
び
，
 

\
 

立
ち
よ
 

り、
 

ま
だ
 

生
れ
ぬ
 

か
<
 

と 
問
 

ひ
け
る
 

に、
 

終
に
 

そ
の
 

初
孫
の
 

顔
を
 

見
ず
 

し
て
 

逝
け
る
 

也。
 

黑
住
 

夫
婦
は
、
 

1 
方
に
 

死
を
 

見
、
 

一
方
に
 

生
を
 

見
る
。
 

悲
喜
 

一
時
に
 

到
る
。
 

其
 

心
中
、
 

想
 

ふ
べ
き
 

也
。
 
 

. 

叔
父
は
、
 

要
 

馬
の
 

達
人
に
 

て
、
 

武
術
に
 

心
身
を
 

き
た
 

ひ
 

tc
 

る 
人
 

な
れ
ば
、
 

も
と
よ
り
 

生
死
を
 

度
 

外
に
 

付
 

せ
り
。
 

一
死
、
 

叔
父
に
 

あ
り
て
、
 

何
の
 

事
 

も
 

無
し
。
 

唯
 

死
し
て
、
 

借
財
 

こ
そ
 

無
 

け
れ
、
 

遺
産
の
 

一
つ
 

も 
無
 

し
。
 

一一
 

十
 
歳
の
 

女
の
子
、
 

十
六
 

歲
の
 

男
の
子
、
 

■七
 

歲
の
 

男
の
子
，
 

今
や
 

母
な
 

く、
 

父
 
も
な
 

き
 
孤
 

子
 

也
。
 

，
余
の
 

外
 

父
は
 

大
酒
 

家
 

也
。
 

大
叔
 

も、
 

小
叔
 

も、
 

年
壯
な
 

る 
時
は
、
 

二
 

升
の
 

量
 

あ
り
た
り
 

と
い
 

ふ
。
 

而
か
 

も
醉
 

つ
て
 

亂
る
 

、
こ
と
 

無
し
。
 

孔
子
の
 

所
謂
 

酒
は
 

量
な
 

し。
 

亂
に
 

及
ば
す
 

と
い
 

ふ
 

も
の
 

也
。
 

我
 

父
は
、
 

酒
 

を
の
ま
ず
*
 

飮
む
 

も
ほ
ん
の
 

一
二
 

合
の
 

量
な
 

り
。
 

祖
父
 

も 
亦
 

酒
を
 

好
ま
ず
、
 

曾
祖
父
 

も 
亦
 

酒
を
 

好
ま
ず
。
 

余
の
 

酒
を
 

飮
む
 

は
、
 

母
方
よ
り
 

傅
は
 

り
て
、
 

我
家
の
 

格
を
 

破
り
し
 

と
覺
 

ゆ
。
 

酒
量
は
 

一一
 

叔
の
 

半
に
 

も 
及
ば
 

ず
。
 

た
 

V 
醉
 

つ
た
る
 

上
の
 

態
度
は
、
 

よ
く
 

小
叔
に
 

似
た
 

る
が
 

如
し
。
 

氣
も
相
 

合
へ
 

り
。
 

相
 

逢
ぅ
て
 

飲
む
 

毎
 

-2
、 

覺
え
す
 

興
に
 

乘
じ
 

て、
 

小
叔
 

も
飮
 

み
す
ご
し
、
 

余
 

も
飮
 

み
す
ご
す
。
 

母
が
 

世
に
 

あ
り
し
 

頃
ま
で
は
 

母
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へ
の
 

お
つ
と
め
を
 

兼
ね
て
、
 

二
 

三
日
 

目
锦
に
 

必
ず
 

來
 

り
て
 

大
に
飮
 

み
し
が
、
 

母
の
 

死
後
、
 

余
の
 

家
ま
す
 

ま
 

す
 

貧
に
 

な
り
、
 

余
の
 

體
ま
す
 

病
弱
に
 

な
り
け
 

る
に
、
 

遠
慮
 

や
せ
ら
れ
し
、
 

來
ら
 

る
、
 

こ
と
 

も、
 

月
に
 

二
 

三
 

囘
ぐ
 

ら
ゐ
な
 

り
き
。
 

こ
れ
 

小
 

叔
に
對
 

し
て
、
 

ひ
そ
か
に
 

遺
憾
に
 

堪
へ
 

ざ
る
 

所
 

也
。
 

九
日
の
 

夜
、
 

伯
母
、
 

小
 

叔
の
靈
 

前
に
 

通
夜
せ
 

む
と
 

せ
し
 

が
、
 

何
と
な
く
 

家
の
 

事
が
 

氣
 

に
か
、
 

り
て
堪
 

へ
 

ら
れ
ず
 

。
余
の
 

義
兄
 

大
谷
 

善
三
郞
 

、
同
じ
く
 

在
り
。
 

今
夜
は
 

わ
れ
 

通
夜
す
 

ベ
け
れ
ば
、
 

歸
 

り
て
、
 

つ
か
れ
 

を
な
 

ほ
さ
れ
よ
 

と
い
 

ふ
に
、
 

さ
ら
ば
と
 

て
、
 

家
に
 

か
へ
 

り
て
 

臥
す
。
 

井
上
 

未
亡
人
、
 

こ
の
頃
 

來
 

り
て
 

逗
留
 

せ
り
。
 

伯
母
の
 

第
三
 

男
、
 

生
れ
し
 

時
よ
り
 

貰
 

は
れ
て
、
 

其
 

養
子
と
 

な
り
け
 

る
が
、
 

近
年
、
 

故
 

あ
り
て
、
.
 

離
 

緣
せ
 

ら
れ
 

、
今
は
 

東
京
に
 

あ
ら
す
。
 

さ
れ
 

ど
 

井
上
 

家
と
 

伯
母
と
は
、
 

舊
 

に
よ
り
て
 

親
し
く
 

相
往
來
 

せ
る
 

也
 

0 

夜
半
は
 

か
ら
ず
、
 

ど
つ
 

と
大
な
 

る 
物
音
す
。
 

伯
母
，
 

傍
に
 

臥
し
た
 

る 
下
婢
を
 

呼
び
 

お
こ
し
て
、
 

あ
の
 

物
音
 

は
 

何
ぞ
と
 

問
へ
 

ば
、
 

な
に
、
 

鼠
で
 

せ
ぅ
。
 

い
や
-
^
 

と
て
、
 

自
ら
 

燭
を
點
 

じ
て
*
 

音
し
た
 

る 
方
に
 

往
い
て
 

見
れ
ば
、
 

こ
は
 

そ
 

も 
如
何
に
、
 

井
上
 

未
亡
人
、
 

便
所
の
 

戶
 

口
の
 

緣
側
に
 

倒
れ
、
 

目
を
 

開
き
、
 

il
l 

動
か
ず
、
 

齒
を
 

く
ひ
し
 

ば
り
て
、
 

泡
を
 

吹
く
。
 

見
る
 

も 
恐
し
 

き
 

鬼
 

相
な
 

り
。
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こ
は
 
大
變
 
と、 

伯
母
 
直
に
 
飛
び
出
し
て
 
醫
師
 
に
か
け
 
つ
く
。
 
醫
師
來
 
る
。
 
診
し
て
 
日
く
、
 
腦
 貧
血
 
也
。
 

危
篤
 
也
。
 
早
く
 
親
戚
の
 
方
へ
 
電
報
を
 
打
た
れ
ょ
 
と
。
 
車
屋
へ
 
ゆ
け
ば
、
 

出
 
は
ら
 
ひ
て
 
居
ら
ず
。
 
止
む
 
を
 得
 

ず
、
 
自
ら
 
郵
便
局
ま
で
 
出
掛
け
た
り
。
 
草
木
 
も 眠

る
 
夜
半
の
 
事
 也
。
 
下
女
は
 
四
十
 
あ
ま
り
の
 
女
な
る
 
が
 • 

夜
を
 
恐
れ
て
、
 

一
步
も
 
屋
外
に
 
出
 づ
る
能
 
は
ざ
る
 
也
。
 
嗚
呼
 
危
機
一
髪
、
 
伯
母
 
も
し
 
小
叔
の
 
家
に
 
通
夜
し
 

居
 〇 

て
、
 
下
婢
の
 
み
に
 
家
を
 
ま
か
せ
 
お
き
し
な
ら
 
む
に
は
 
•
未
亡
人
の
 
倒
れ
し
 
音
を
 
鼠
の
 
さ
わ
ぐ
 
音
と
 
聞
 

き
な
 
し
て
、
 
そ
の
 
ま
、
 
に
 置. き

し
な
る
 
ベ
く
、
 
さ
す
れ
ば
、
 
未
亡
人
は
 
そ
の
 
ま
、
 
に
 死
せ
 
し
な
る
 
ベ
 け
れ
 

ど、 
伯
母
が
 
家
に
 
あ
り
し
 
爲
 め
に
、
 
伯
母
が
 
早
く
 
物
音
に
 
氣
づ
き
 
た
る
た
 
め
に
、
 
伯
母
が
 
早
く
 
醫
師
の
 
手
 

當
を
 
し
た
る
 
爲
 め
に
、
 
井
上
 
未
亡
人
は
 
漸
く
 
蘇
生
す
 
る こ

と
を
 
得
た
 
る 也

」
 
未
亡
人
の
 
喜
、
 
知
る
べ
し
。
 

げ
に
 
、
い
ろ
^
-
の
 
災
難
が
 
一
寸
に
 
集
る
 
も
の
 
哉
。
 
そ
れ
 
も、 

わ
が
 
伯
母
な
 
れ
ば
 
こ
そ
と
 
思
は
 
る
。
 
女
 も 

氣
が
 
弱
く
て
 
は
、
 
世
に
 
一
身
を
 
全
ぅ
す
る
 
こ
と
 
能
は
 
ざ
る
 
也
。
 
 

' 

同
じ
く
 
那
須
に
 
遊
び
し
 
島
 崎
 未
亡
人
 
も、 

長
屋
 
權
太
郞
 
も、 

み
な
 
余
の
 
傍
系
の
 
親
戚
 
也
。
 
歸
り
 
來
れ
ば
 

* 

余
に
は
 
小
叔
の
 
凶
報
 
來
り
 
居
り
、
 
未
亡
人
に
 
も 同

じ
く
 
其
 叔
父
の
 
凶
報
 
來
り
 
居
り
、
 
權
太
郞
 
に
は
 
其
 純
 知
 耳 
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の
 凶
報
 
來
り
 
居
り
た
り
。
 
三
人
な
が
ら
 
揃
 ひ
も
 
揃
ぅ
て
、
 
凶
報
に
 
接
す
。
 
お
も
し
ろ
、
 
可
笑
し
く
 
旅
に
 
遊
 

び
し
 
一
場
の
 
夢
 さ
め
て
、
 
今
は
 
語
る
 
も 
互
に
 
淚
也
 
。
わ
が
 
叔
 兄
の
 
遺
 家
、
 
伯
母
の
 
家
の
 
迎
 
へ
に
 
住
す
。
 
嫂
、
 

五
 人
の
子
を
 
擁
し
て
 
寡
居
す
。
 
わ
れ
 
訪
な
 
ひ
て
、
 
變
り
 
は
な
し
 
や
と
 
問
へ
 
ば
、
 
人
に
は
、
 
變
り
な
 
し。 

た
 

だ
 犬
が
 
死
に
た
り
。
 
御
存
じ
の
 

ロ
ス
 
也
 T
 ま
ろ
』
 

と 仲
よ
 
か
り
し
 
が
 『
ま
ろ
』
 
に
さ
 
か
り
が
 
つ
き
て
、
 
近
所
 

よ
り
 
犬
 多
く
 
集
り
 
來
る
 
。
『
ま
ろ
』
 
は
、
 
ロ
ス
と
 
親
し
み
て
、
 
他
の
 
犬
を
 
嫌
 ふ
。
 
犬
 に
て
も
、
 
戀
の
 
意
趣
 
あ
る
 

べ
し
。
 
ロ
ス
は
 
他
の
 
大
な
る
 
犬
に
、
 
さ
ん
 
f
 
嚙
ま
れ
 
て
、
 
あ
は
れ
 
や
、
 
終
に
 
死
し
た
り
。
 
交
番
に
 
屆
け
 

出
で
 
し
に
、
 
犬
 殺
し
に
 
渡
さ
る
べ
し
 
と
い
 
ふ
。
 
さ
れ
 
ど
、
 
十
三
 
歳
の
 
娘
、
 
そ
れ
は
、
 
か
は
い
 
さ
ぅ
な
 
り
と
 

て
 •
泣
い
て
 
き
か
ず
。
 
止
む
を
得
ず
、
 
寺
に
 
葬
り
た
り
 
な
ど
 
語
る
。
 
犬
 も
 弱
く
て
 
は
、
 
戀
人
 
た
る
 
能
は
 
ざ
 

る 也
。
 

わ
ざ
は
 
ひ
は
、
 
こ
れ
の
 
み
に
 
と
ど
ま
ら
ず
。
 
わ
が
 
父
の
 
す
ぐ
 
上
の
 
姉
は
、
 
余
の
 
家
の
 
近
く
に
 
住
む
。
 
夫
 

は
 郡
 奉
行
ま
で
 
つ
と
め
 
た
れ
 
ど、 

早
く
 
死
せ
 
り
。
 
長
男
は
、
 
明
治
の
 
初
、
 
藩
よ
り
 
西
洋
 
留
學
を
 
命
ぜ
ら
 
る 

る
ま
で
の
 
秀
才
な
 
り
し
が
、
 
歸
 朝
し
て
 
間
も
な
く
 
死
せ
 
り
。
 
次
男
は
 
養
子
に
 
ゆ
き
 
居
り
し
 
が
、
 
こ
れ
 
も 
二
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三
年
 

前
に
 

死
せ
 

り
。
 

三
男
は
 

身
を
 

エ
學
士
 

よ
り
 

起
し
て
、
 

今
は
 

南
滿
 

洲
鐵
 

道
の
 

理
事
ま
で
に
 

世
 

出
し
、
 

く 

ら
し
 

も
よ
 

し。
 

こ
の
 

春
 

七
十
 

七
の
 

壽
筵
 

盛
に
 

開
か
れ
て
、
 

げ
に
 

老
後
の
 

幸
福
な
る
 

身
の
上
と
 

余
 

も 
ひ
そ
か
 

に
 

喜
び
け
 

る
が
、
 

天
氣
晴
 

日
の
 

み
は
つ
 

V 
か
ず
。
 

人
に
は
 

吉
凶
 

代
る
^
^
 

來
る
 

。
か
は
 

ゆ
 

さ 
盛
の
 

孫
の
 

第
 

三
女
、
 

こ
の
頃
 

腦
膜
 

炎
に
 

て
 

死
せ
 

り
と
 

て
、
 

歎
 

喜
 

11
1 

、
袂
を
 

秋
風
に
 

し
ほ
る
。
 

わ
れ
 

鄕
を
 

出
で
 

て
よ
り
、
 

旣
に
 

三
十
 

年
、
 

未
だ
 

歸
 

り
て
 

父
の
 

墓
に
 

謁
す
る
 

を
 

得
ず
。
 

靑
 

山
の
 

墓
地
に
は
、
 

母
 

や
、
 

大
叙
 

や
、
 

伯
兄
 

や
、
 

叔
兄
 

や
、
 

從
妹
 

や
、
 

墳
墓
 

蘩
々
 

と
し
て
 

相
拉
べ
 

り
〇
代
 

々
木
の
 

寺
に
は
、
 

外
 

祖
母
 

や
、
 

小
 

叙
 

や
、
 

叔
母
 

や
、
 

相
 

前
後
し
て
 

地
下
に
 

永
眠
す
。
 

生
れ
て
 

は
 

死
し
、
 

死
し
て
 

は
 

生
る
 

〇 
伯
兄
 

の
 

遺
子
、
 

兄
妹
 

二
人
。
 

一一
 

人
と
 

も、
 

小
叔
の
 

死
と
 

前
後
し
て
 

子
を
 

あ
げ
た
り
。
 

叔
兄
は
 

五
 

人
の
子
 

あ
り
。
 

わ
れ
に
 

四
 

人
の
子
 

あ
り
。
 

死
を
 

弔
ぅ
て
 

及
ば
ず
。
 

幼
き
 

も
の
、
 

お
ひ
 

立
ち
を
 

樂
む
 

ぅ
ち
に
、
 

知
ら
ず
 

知
ら
 

ず
 

わ
れ
 

も 
老
い
 

ゆ
く
 

也
 

0 
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常
 
陸
 
山
 
君
 
足
下
 

常
 陸
 山
 君
 足
下
。
 
わ
れ
、
 
深
 川
の
 
八
幡
 
祠
畔
 
に
橫
綱
 
碑
を
 
見
る
 
每
に
 
、
轉
た
 
感
慨
に
 
堪
へ
ず
 
。
維
新
 
以
 

前
の
 
事
は
 
知
ら
す
。
 
明
治
 
以
後
、
 
角
力
の
 
盛
な
る
 
は
、
 
實
に
 
今
日
を
 
以
て
 
第
一
と
 
な
す
。
 
そ
の
 
角
力
の
 
盛
 

な
る
 
事
の
 
大
な
る
 
一
原
 因
は
、
 
實
に
 
御
身
 
あ
る
を
 
以
て
な
 
り。 

さ
れ
 
ど、 

角
力
は
、
 
獨
り
 
に
て
 
は
 取
れ
ず
。
 

御
身
の
 
强
敵
 
と
し
て
、
 
梅
ヶ
谷
 
あ
り
。
 
御
身
 
あ
る
が
 
故
に
、
 
梅
ヶ
 
谷
ま
す
/
 
\
勵
み
 
、
梅
 
ヶ
咎
あ
 
る
が
 
故
 

に、 
匐
 身
の
 
技
、
 
ま
す
<
 
進
む
。
 
御
身
と
 
梅
ヶ
 
谷
と
は
 
明
治
の
 
角
力
 
界
の
雙
 
璧
な
 
り。 

余
の
 
趣
味
を
 
以
て
す
れ
ば
、
 

余
は
、
 
御
身
の
 
角
力
 
振
り
に
 
隨
喜
渴
 
仰
す
 
る 者

な
 
り
。
 
ま
 づ
 御
身
の
 
體
格
 

完
全
に
 
發
 達
し
て
 
偉
大
な
 
り
。
 
顔
 付
は
、
 
力
士
と
 
し
て
は
 
威
嚴
 
あ
り
。
 
武
家
の
 
出
に
 
し
て
、
 
中
等
教
育
の
 

素
養
 
あ
り
と
 
聞
く
。
 
其
 土
俵
の
 
上
の
 
態
度
は
、
 
如
何
に
も
、
 

ど
つ
 
し
り
と
 
し
て
、
 
貫
目
 
あ
り
。
 
覇
氣
揚
 
を
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壓
 

し
て
、
 

見
る
目
 

も、
 

痛
快
な
 

り
。
 

而
も
 

機
敏
に
 

し
て
 

•
粗
笨
な
ら
 

ず
。
 

い
は
 

ゆ
る
 

放
膽
 

と、
 

小
心
と
 

あ
 

は
せ
 

得
た
 

る 
も
の
な
 

り
。
 

わ
れ
、
 

御
身
に
 

於
て
、
 

は
じ
め
て
い
 

は
 

ゆ
る
 

橫
綱
 

ら
し
き
 

角
力
を
 

見
る
な
 

り
。
 

わ
れ
 
か
く
 
御
身
の
 
角
力
 
振
り
に
 
隨
喜
渴
 
仰
す
 
る
に
 
つ
れ
て
、
 
亦
大
に
 
悲
し
ま
ざ
る
 
を
 得
ざ
る
 
も
の
 
あ
り
。
 

他
な
 し、 

御
身
に
 
寄
す
 
る 年

波
な
 
り
。
 
演
劇
 
や
、
 
音
樂
 
や
、
 
年
長
 じ
て
、
 
技
 益
々
 
長
ず
。
 
圍
藏
は
 
近
く
 
七
 

十
に
 
し
て
、
 
滿
都
の
 
大
 喝
采
を
 
博
せ
 
り
。
 
さ
れ
 
ど、 

體
力
は
 
年
と
 
共
に
 
衰
弱
す
。
 
あ
は
れ
、
 
御
身
の
 
全
盛
 

は
、
 
い
つ
ま
で
 
續
く
 
べ
き
 
か
。
 
今
ま
で
 
こ
そ
、
 
梅
ヶ
 
谷
は
 
御
身
に
 
對
 し
て
 
弱
味
 
あ
れ
。
 
さ
れ
 
ど
、
 
年
は
 
若
し
、
 

今
日
は
 
人
の
 
身
の
上
、
 
明
日
は
 
我
が
身
の
 
上
、
 
幾
年
 
か
の
 
後
に
は
、
 
弱
味
は
 
必
ず
 
御
身
に
 
移
ら
む
。
 
駒
 ヶ 

岳
 や、
 錦
洋
 や
、
 或
は
 御身
の
 

上
に
 出
で
 む
。
 今
や
、
 櫻
 花
、
 夢
の
 間に
 散
り
て
、
 新
綠
旣
 

に
こ
ま
 や
か
 

な
り
。
け
に
、
花
の
盛
り
の
短
き
に
も
似
て
、
角
力
の
盛
り
も
短
き
も
の
な
る
か
な
。
知
ら
ず
、
御
身
は
 

力
衰
 
へ
て
も
、
 
な
ほ
 
揚
に
 
上
ら
ん
 
と
す
る
 
か
。
 
力
衰
 
へ
ざ
る
 
前
に
、
 
早
く
 
善
後
策
を
 
講
ず
る
 
か
。
 
御
身
の
 

氣
象
 とし
て
は
、
 

必
ず
、
 後
者
に
 

出
づ
 るな
る
 

べ
し
。
 

老
衰
せ
 

る 
力
士
が
、
 

年
寄
 

株
を
 

讓
 

り
ぅ
け
 

て
、
 

年
寄
と
 

な
る
 

は
、
 

尋
常
一
様
の
 

徑
路
 

な
り
。
 

御
身
に
 

あ
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り
て
 
は
、
 
容
易
の
 
事
な
る
 
べ
し
。
 
さ
は
 
云
へ
、
 
こ
れ
 
少
數
の
 
有
力
者
の
 
事
な
 
り
。
 
力
衰
 
へ
て
、
 
年
寄
と
 
な
 

る
 能
は
 
ず
。
 
殆
ん
ど
 
生
活
に
 
窮
 す
る
 
も
の
 
も
少
 
か
ら
ず
。
 
中
に
は
 
幕
の
内
よ
り
 
貧
乏
神
に
 
下
り
 
•
二
 
段
に
 

下
り
、
 
三
 段
ま
で
 
も
 下
り
て
、
 
漸
く
 
命
を
 
つ
な
ぐ
 
も
の
 
も
 あ
り
。
 
そ
れ
で
も
、
 
幕
の
 
內
に
 
上
り
た
 
る
 も
の
 

は
、
 
ま
 fi 仕

 合
な
 
り 〇 

1 生
、
 
三
 段
よ
り
 
上
に
 
の
 B- る

 能
は
 
ざ
る
 
も
の
 
も 多

 か
る
べ
 
し
。
 
さ
る
 
に
て
も
、
 

鬼
ヶ
 
谷
は
、
 
幕
の
内
に
 
あ
り
し
 
こ
と
、
 

二
 十
餘
 
年
、
 
第
一
流
と
は
 
な
る
 
能
は
 
ざ
り
 
し
か
 
ど
、
 
幕
の
内
に
 
と 

ま
り
て
、
 
力
士
と
 
し
て
の
 
一
生
を
 
終
れ
り
。
 
そ
の
 
盛
り
の
 
長
 か
り
し
 
こ
と
、
 
他
に
 
比
倫
を
 
見
ず
。
 

一
種
の
 

勇
者
と
 
い
ふ
べ
 
し。 

力
士
は
、
 
斯
く
 
あ
ら
ま
 
ほ
し
き
 
も
の
な
 
り
。
 
大
砲
は
、
 
御
身
 
か
 橫
綱
 
と
な
ら
 
ざ
り
 
し
 

前
、
 
旣
に
橫
 
綱
と
 
し
て
の
 
實
力
 
は
つ
き
 
た
り
し
 
か
ど
、
 
な
ほ
、
 
咋
 今
ま
で
 
も、 
凡
俗
の
 
嘲
笑
を
 
よ
そ
に
、
 
平
 

氣
に
 
て
揚
に
 
上
り
き
。
 
角
力
の
 
爲
に
盡
 
し
た
る
 
も
の
と
 
云
 ふ
べ
 
し
。
 
わ
れ
 
大
砲
の
 
稚
量
を
 
多
と
 
し、 

鬼
ヶ
 

谷
の
 
勇
氣
を
 
多
と
 
す
。
 
お
も
へ
 
ら
く
、
 
こ
の
 
二
 人
の
 
如
き
は
、
 
力
士
と
 
し
て
の
 
一
種
の
 
標
本
な
 
り
。
 
御
身
 

は
 如
何
な
る
 
善
後
策
を
 
講
ず
る
 
か
は
、
 
も
と
よ
り
、
 
余
の
 
知
り
 
得
る
 
所
に
 
あ
ら
 
ざ
れ
 
ど
も
、
 
も
し
 
梅
ヶ
 
谷
に
 

資
 け
ぬ
 
前
に
と
 
て
、
 
逃
げ
支
度
を
 
す
る
な
ら
ば
、
 

こ
れ
 
餘
 り
に
 
神
經
 
過
敏
な
 
り
。
 
卑
怯
な
 
り
。
 
凡
俗
の
 
嘲
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笑
を
 

氣
 

に
し
す
 

C
 

る
の
 

小
才
 

士
な
 

り
。
 

一
身
を
 

い
さ
ぎ
よ
く
す
 

る
に
 

急
に
 

し
て
、
 

力
士
に
 

忠
實
 

な
ら
ざ
る
 

も
の
な
 

り
。
 

一
寸
、
 

氣
が
 

き
、
 

た
る
 

や
ぅ
に
 

て
、
 

却
つ
 

て、
 

天
下
の
 

識
者
の
 

同
情
を
 

失
 

ふ
べ
 

し
。
 

御
身
は
、
 

さ
き
に
、
 

海
外
に
 

遊
ぶ
 

こ
と
、
 

數
 

月
に
 

及
べ
り
。
 

余
は
、
 

そ
の
 

何
の
 

目
的
な
 

り
し
 

か
を
 

知
ら
 

ず
。
 

も
し
、
 

御
身
が
 

老
後
、
 

尋
常
 

I 
樣
の
 

年
寄
た
 

る
を
 

甘
ん
ぜ
 

ず
し
て
、
 

海
外
に
 

力
士
の
 

新
 

領
土
を
 

開
か
 

む
と
 

せ
し
 

も
の
と
 

す
れ
ば
、
 

余
は
 

そ
の
 

意
 

氣
を
壯
 

と
す
。
 

川
上
は
 

演
劇
を
 

以
て
し
、
 

天
 

一
は
 

手
品
を
 

以
て
 

し、
 

山
 

下
 

七
 

段
は
 

柔
道
を
 

以
て
し
て
 

海
外
に
 

成
功
し
た
り
 

き
。
 

力
士
 

も
、
 

そ
の
 

や
ぅ
に
 

行
け
ば
、
 

洵
に
結
 

構
な
る
 

こ
と
な
れ
 

ど
も
、
 

西
洋
人
が
 

力
士
の
 

趣
味
を
 

解
せ
 

む
に
は
、
 

今
日
は
、
 

時
機
な
 

ほ
 

早
し
。
 

西
洋
人
 

は
 

裸
體
堂
 

i
 

を
 

喜
べ
 

ど
も
、
 

實
體
の
 

裸
體
を
 

忌
む
。
 

然
る
に
、
 

力
士
の
 

美
の
 

一
半
は
、
 

裸
體
に
 

在
り
。
 

日
本
 

人
は
、
 

在
來
は
 

裸
體
衋
 

を
 

忌
み
な
が
ら
、
 

力
士
に
 

實
 

際
の
 

裸
 

體
美
を
 

感
受
せ
 

る
な
 

り
。
 

單
 

に
、
 

こ
の
 

一
事
 

を
 

以
て
す
る
 

も、
 

今
日
の
 

處
 

"
西
洋
人
の
 

趣
味
は
、
 

角
力
を
 

目
し
て
 

野
蠻
の
 

技
と
 

斥
く
 

る
 

こ
と
 

必
せ
 

り
。
 

わ
れ
 

想
像
す
 

る
に
、
 

御
身
の
 

洋
行
は
 

角
力
の
 

上
に
は
、
 

恐
ら
く
は
 

得
る
 

所
 

あ
ら
 

ざ
り
 

し
な
る
べ
し
。
 

御
身
 

の
 

歸
朝
 

す
る
 

や
、
 

五
月
 

揚
所
 

ま
で
に
は
、
 

十
分
、
 

下
稽
古
す
 

る
の
 

時
日
 

あ
り
し
 

な
り
。
 

然
る
に
 

下
稽
古
 

こ 
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熱
心
な
 
り
と
の
 
噂
は
 
傳
は
ら
 
ず
し
て
、
 
却
つ
 
て
、
 
議
員
の
 
候
補
者
と
 
な
ら
む
 
と
の
 
噂
 傳
れ
 
り
。
 
こ
れ
、
 
若
 

し
 事
實
な
 
ら
む
 
に
は
、
 
大
に
 
滑
稽
な
 
り
。
 
苟
 く
も
、
 
常
識
 
あ
る
 
も
の
は
、
 
み
な
 
之
を
 
非
難
せ
 
り
。
 
御
身
 
請
 

ふ
、
 
深
く
 
反
省
し
て
、
 

そ
の
 
非
難
に
、
 
道
理
 
あ
る
 
こ
と
を
 
悟
れ
。
 
力
士
 
必
ず
し
も
 
永
遠
に
 
議
員
の
 
資
格
な
 

し
と
せ
 
ず
。
 
さ
れ
 
ど
、
 
今
日
の
 
處
 、
御
 
祝
儀
に
 
命
を
 
つ
な
ぐ
の
 
力
士
は
、
 
紳
士
よ
り
も
、
 
む
し
ろ
 
帮
 間
の
 

域
に
 
近
し
。
 
斷
じ
 
て
こ
れ
 
議
 會
に
國
 
政
を
 
議
す
 
る
の
 
資
格
な
 
き
も
の
な
 
り
。
 
今
の
 
議
員
に
 
•
力
士
よ
り
も
 

甯
 間
よ
り
も
 
下
れ
る
 
人
な
 
し
と
せ
 
ざ
れ
 
ど
も
、
 
我
が
 
國
は
 
、
力
士
ま
で
 
も 煩

は
 
せ
ね
ば
 
な
ら
ぬ
 
程
に
、
 
人
 

材
は
缺
 
乏
し
 
居
ら
ざ
る
 
な
り
。
 
ま
た
 
他
の
 
方
面
よ
り
 
云
 ふ
 も、 

角
力
を
 
代
表
す
 
る 議

員
の
 
必
要
、
 
い
づ
く
 

に
か
 
在
る
。
 
果
せ
る
 
か
な
、
 
御
身
は
 
候
補
者
を
 
辭
し
た
 
り
。
 
そ
の
 
辭
し
 
た
る
は
、
 
賢
な
 
り
。
 
辭
せ
 
ざ
る
 
前
 

に
 候
補
者
に
 
な
つ
て
 
見
よ
ぅ
か
と
 
野
心
を
 
起
さ
 

S'' ら
し
め
ば
、
 
な
ほ
 
更
賢
な
 
り
。
 
而
 し
て
 
洋
行
の
 
失
策
は
 

致
し
方
な
 
し
と
す
 

〇 も
、
 
歸
來
 
一
心
に
 
下
稽
古
を
 
勵
み
な
 
ば
、
 
な
ほ
 
一
層
 賢
な
 
り
。
 
こ
れ
 
實
に
 
角
力
に
 
忠
 

實
な
る
 
も
の
な
 
り。 

日 下
 開
山
の
 
光
滎
 を
擔
 
へ
る
 常
 陸
 山
に
 
し
て
、
 
苟
 く
も
 
己
れ
 
の 任

務
を
 
知
ら
 ば、 

當
 

然
 か
く
 
あ
る
べ
き
 
な
り
。
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御
身
は
 

力
士
と
 

し
て
は
、
 

餘
 

り
に
 

小
才
が
 

き
、
 

過
ぎ
て
、
 

い
つ
も
 

腹
の
 

見
え
す
 

き
た
る
 

小
策
 

略
を
 

弄
す
 

ろ 
や
ぅ
な
 

り
。
 

一 
揚
所
每
 

に
、
 

御
身
は
、
 

必
ず
 

苦
情
を
 

も
ち
 

出
す
 

が
 

常
な
 

り
。
 

新
聞
紙
の
 

報
す
 

る 
所
に
 

よ 

れ
ば
 

、
こ
の
度
の
 

五
月
 

場
所
 

と
て
も
、
 

例
の
 

苦
情
を
 

持
ち
出
し
て
、
 

半
揚
 

よ
り
 

出
場
せ
 

む
と
、
 

だ
 

>
を
 

捏
 

ね
た
る
 

に
、
 

さ
ら
ば
 

そ
の
 

出
場
の
 

日
を
 

初
日
と
 

せ
む
 

と
て
、
 

御
身
は
、
 

小
策
 

略
の
 

ぅ
ら
を
 

か
、
 

れ
た
 

り
。
 

御
身
、
 

苟
 

く
も
 

力
士
た
 

る 
以
上
、
 

角
力
に
 

忠
實
な
 

れ
 

。
角
力
に
 

忠
實
な
 

ら
ば
、
 

員
く
 

と
も
、
 

同
情
 

あ
る
べ
 

し
。
 

餘
 

り
に
 

傲
慢
に
 

し
て
、
 

我
儘
に
 

し
て
、
 

小
策
 

略
を
 

弄
し
な
 

ば
、
 

勝
つ
 

と
も
、
 

同
情
な
 

か
る
べ
 

し
。
 

元
 

來
 

角
力
は
、
 

二
 

千
年
 

來
の
 

我
が
 

國
 

特
有
の
 

技
な
 

り
。
 

大
和
魂
の
 

あ
ら
 

は
れ
た
 

る 
一
種
の
 

武
技
な
 

り
。
 

力
士
 

は
 

そ
の
 

力
士
ら
 

し
き
 

處
に
 

、
力
士
と
 

し
て
の
 

價
値
を
 

見
る
。
 

小
 

俗
才
、
 

小
策
 

略
は
、
 

却
つ
 

T
 

力
士
と
 

し
て
 

の
 

人
格
を
 

下
す
べ
し
。
 

勝
敗
の
 

決
、
 

も
と
よ
り
、
 

あ
ら
か
じ
め
 

知
る
 

ベ
か
ら
 

ざ
れ
 

ど
も
、
 

こ
の
度
の
 

五
月
 

揚
所
 

に
は
、
 

梅
ヶ
；
 

： h 

に
 

六
 

分
の
 

勝
 

味
 

あ
り
て
、
 

御
身
に
 

四
 

分
の
 

勝
 

味
 

あ
る
べ
し
。
 

御
身
 

も
し
 

敗
れ
な
 

ば
 

そ
れ
は
 

無
理
 

も
 

無
し
。
 

二
 

年
越
し
 

洋
行
し
て
、
 

稽
古
す
 

る
に
 

由
な
 

か
り
け
れ
ば
 

な
り
と
、
 

い
は
 

ゆ
る
 

言
 

人
 

千
 

人
は
 

味
方
す
 

る
か
 

も 



知
れ
 
ざ
れ
 
ど
も
，
 
常
識
 
あ
る
 
も
の
は
、
 
诀
 し
て
、
 
そ
ん
な
 
事
で
は
 
承
知
せ
 
ざ
る
べ
し
。
 
も
し
 
や
 敗
れ
た
り
 

と
も
、
 
そ
れ
で
、
 
直
ち
に
 
御
身
の
 
相
 揚
が
き
 
ま
る
 
も
の
に
 
あ
ら
す
。
 
角
力
に
 
尙
ぶ
べ
 
き
は
、
 
意
氣
 
地
な
 
り
。
 

區
 
々
終
局
の
 
勝
 員
の
 
み
の
も
の
に
 
あ
ら
ず
。
 
荒
 岩
を
 
最
 属
す
る
 
も
の
 
多
く
、
 
海
山
に
 
同
情
を
 
^
 す
る
 
も
の
 

少
 か
ら
ざ
る
 
は
、
 
日
本
人
の
 
氣
質
が
 
あ
ら
 
は
れ
 
居
る
な
 
り
。
 
請
 ふ
、
 
男
ら
し
く
、
 
梅
ヶ
 
谷
と
 
勝
負
を
 
決
せ
 

よ
。
 
余
は
 
切
に
 
御
身
の
 
勝
た
む
 
こ
と
を
 
祈
り
て
 
止
ま
ざ
る
 
も
の
な
 
り
。
 
近
年
 
力
士
の
 
風
、
 
ir く 

M
 落
し
、
 

や
、
 
も す

れ
ば
、
 
事
に
 
托
し
て
 
休
揚
 
し、 

勝
負
の
 
み
を
 
氣
に
 
し
す
ぎ
て
、
 
角
力
の
 
根
本
の
 
大
和
魂
を
 
失
は
 

む
と
 
す
る
 
は、 

角
力
 
道
の
 
爲
に
な
 
げ
か
は
 
し
き
 
こ
と
な
 
〇。 

御
身
 
苟
 く
も
、
 

日 下
 開
山
と
 
し
て
 
世
に
立
つ
 

以
上
は
"
 
自
ら
 
卒
先
し
て
、
 

か
、
 
る 弊

風
を
 
一
洗
せ
 
む
こ
と
 
を
 圖
ら
 
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
 
も
の
な
 
り
。
 

力
士
に
は
、
 
元
來
 
、
小
策
 
略
の
 
必
要
な
し
。
 
わ
れ
 
御
身
の
 
爲
め
 
に
圖
 
る
に
、
 
飽
く
ま
で
 
も 力

を
 
み
が
け
。
 

力
の
 
あ
ら
ん
 
限
り
 
K1 へ。 

い
よ
/
、
 
力
盡
き
 
た
る
 
後
、
 
然
る
 
後
、
 
年
寄
に
な
る
 
な
り
、
 
何
に
な
る
 
な
り
し
 

て、 
角
力
 
道
の
 
隆
盛
を
 
圖
れ
 
。
こ
れ
 
何
の
 
奇
も
な
 
く、 

至
極
 
普
通
 
平
凡
の
 
事
な
 
れ
ど
 
も、 

力
士
と
 
し
て
 
世
 

に
 立
ち
た
 
る 卸

 身
は
、
 
か
く
し
て
、
 
力
士
と
 
し
て
の
 
終
り
を
 
金
ぅ
 
す
る
 
外
に
は
、
 
斷
 じ
て
、
 
他
の
 
道
な
 
き
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な
り
 

0 

谷
風
の
 

名
は
、
 

今
の
 

世
に
 

も
、
 

ひ
 

V 
き
 

渡
る
。
 

わ
れ
 

聞
く
、
 

谷
風
は
'
 

む
し
ろ
、
 

小
 

野
 

il
l 

に
對
 

し
て
、
 

土
俵
 

上
に
は
、
 

多
く
 

敗
を
 

取
り
た
り
。
 

さ
れ
 

ど
、
 

人
格
が
 

立
派
な
 

り
し
を
 

以
て
、
 

當
時
 

に
も
 

尊
ば
れ
、
 

美
 

名
、
 

今
に
も
 

傳
は
 

る
と
。
 

御
身
、
 

よ
ろ
し
く
 

谷
風
を
 

學
ぶ
べ
 

き
な
り
。
 

谷
風
な
ら
 

ず
と
 

も、
 

近
く
、
 

鬼
ヶ
 

谷
を
 

學
 

び
て
 

可
な
 

り
。
 

大
砲
を
 

學
 

び
て
 

可
な
 

り
。
 

わ
れ
 

こ
、
 

に
 

御
身
に
 

對
 

し
て
、
 

苦
言
を
 

呈
す
 

る
は
、
 

御
 

身
の
 

角
力
 

振
り
に
 

ほ
れ
 

込
み
た
 

る
を
 

以
て
な
 

り
。
 

御
身
を
 

し
て
、
 

眞
の
名
 

力
士
と
 

し
て
、
 

終
り
を
 

全
ぅ
せ
 

し
め
む
 

と 
思
 

ふ
を
 

以
て
な
 

り
。
 

願
く
 

ば
、
 

之
を
 

諒
 

せ
よ
。
 



因
業
 
爺
 
論
 
 

- 

い
つ
の
 
間
に
 
や
ら
、
 
我
國
 
に
、
 
元
老
と
 
い
ふ
 
も
の
が
 
出
來
 
た
り
、
 
伊
藤
、
 
山
縣
二
 
公
、
 
井
上
、
 
松
 方
 
二
 

侯
が
*
 
そ
の
 
元
老
な
 
り
と
の
 
事
な
 
り
。
 
山
 縣
公
や
 
、
高
雅
 
敬
す
べ
し
。
 
伊
藤
 
公
 や
、
 
豪
放
、
 
愛
す
べ
 
し
。
 

井
上
 
松
 方
 
二
 侯
に
 
い
た
り
て
 
は
、
 
敬
す
べ
き
 
所
以
を
 
知
ら
ず
。
 
愛
す
べ
き
 
所
以
を
 
知
ら
ず
。
 
大
西
鄕
 
や
、
 

小
 西
郷
や
 
、
大
山
 
公
 や
、
 薩
 州
に
は
、
 
總
理
 
大
臣
 
以
上
の
 
人
物
 
少
な
か
ら
ず
。
 
長
 州
に
は
 
そ
れ
ほ
ど
の
 
大
人
 

物
は
 
な
け
れ
 
ど、 

そ
の
代
り
に
、
 
總
理
 
大
臣
 
だ
け
の
 
貫
目
 
あ
る
 
人
は
 
少
な
か
ら
ず
。
-
 
伊
藤
 
公
之
な
 
り
。
 
山
 

縣
公
 
之
な
 
り
。
 
桂
 公
之
な
 
り
。
 
兒
 玉
大
將
 
を
し
て
も
 
し
 命
 あ
ら
し
め
ば
、
 
或
は
 
內
閤
を
 
組
織
す
 
る こ

と
 
あ
 

り
し
な
る
 
べ
し
。
 
薩
の
松
 
方
 侯
は
 
一
寸
 "% 總

理
 
大
臣
に
 
な
り
し
 
こ
と
 
あ
り
。
 
長
の
 
井
上
 
侯
は
、
 
總
理
 
大
臣
 

に
な
り
 
し
こ
と
は
 
な
け
れ
 
ど
も
*
 
と
も
か
く
も
、
 
總
理
 
大
臣
の
 
株
の
 
あ
る
 
人
に
 
て、 

從
 つ
て
、
 
元
老
に
 
列
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せ
し
 な
る
べ
し
 
。
聞
く
、
 
井
上
*
 
松
 方
 二
 候
は
、
 
財
攻
の
 
事
に
 
長
ず
 
と。 

す
べ
て
 
財
を
 司
る
 
も
の
は
、
 
滥
 

い 顔
し
て
、
 
財
布
の
 
口
を
 
しめ. て

 居
ら
ざ
る
 

ベ
か
ら
 
す
。
 
敬
 せ
ら
る
べ
き
 

も
の
に
 
あ
ら
す
。
 
愛
せ
ら
 
る
べ
 

き
も
の
に
 
あ
ら
ず
。
 
芝
居
で
 
云
へ
 
ば
 敵
役
な
 
り
。
 
赤
面
の
 
悪
者
な
 
り。 

人
世
に
は
 
必
要
な
 
役
な
 
れ
ど
 
も、 

人
氣
は
 
得
ら
れ
ざ
る
 
役
な
 
り
。
 

人
心
の
 

異
な
る
 

は
、
 

そ
の
 

面
の
 

如
し
と
 

云
へ
 

り
。
 

さ
れ
 

ど、
 

日
本
人
は
、
 

日
本
人
 

的
の
 

顔
 

あ
り
。
 

支
那
 

人
は
、
 

支
那
 

人
的
の
 

顔
 

あ
り
。
 

西
洋
人
は
 

西
洋
人
 

的
の
 

顔
 

あ
り
て
、
 

大
別
す
 

る
 

こ
と
は
 

出
來
 

る
な
 

り
。
 

人
 

物
 

も 
そ
れ
と
 

同
じ
く
、
 

軍
人
 

的
、
 

學
者
 

的
、
 

宗
教
家
 

的
、
 

政
治
家
 

的
、
 

詩
人
 

的
な
 

ど
と
、
 

系
統
を
 

立
て
、
 

分
類
す
 

る
を
 

得
べ
 

し
。
 

世
に
 

一
種
 

會
計
吏
 

的
 

系
統
と
 

い
ふ
 

人
物
の
 

系
統
 

あ
り
。
 

因
業
 

爺
と
 

い
ふ
 

も、
 

こ
の
 

系
統
に
 

屬
 

す
る
な
 

り
。
 

余
は
、
 

そ
の
 

因
業
 

爺
、
 

卽
ち
 

一
種
の
 

會
計
吏
 

的
 

人
物
に
 

就
い
て
、
 

少
し
く
 

硏
究
し
 

て
 

見
む
 

と 
思
 

ふ
な
り
。
 

讀
 

者
ょ
、
 

誤
解
す
 

る 
勿
れ
。
 

余
は
 

井
上
、
 

松
 

方
 

二
 

侯
を
 

目
し
て
、
 

因
業
 

爺
と
 

な
す
 

も
の
に
は
 

あ
ら
ず
。
 

二
 

候
が
 

財
政
を
 

司
る
 

に
 

長
ず
 

と
い
 

ふ
の
 

一
事
に
 

因
り
て
 

判
ず
 

る
に
、
 

必
ず
や
 

會
計
吏
 

的
 

系
統
に
 

屬
せ
 

ざ
る
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を
 得
ざ
る
 
べ
し
。
 
然
ら
ず
ん
ば
、
 
財
政
を
 
司
る
 
に
 長
ず
 
る 能

は
 
ざ
る
べ
き
 
箸
な
 
り。 

因
業
 
爺
と
 
云
へ
 
ば
 惡
 

く 
聞
 ゆ
れ
 
ど
も
、
 
も
と
^
^
 
會
計
吏
 
的
 系
統
の
 
一
種
な
 
り
。
 
地
位
を
 
得
て
、
 
偉
大
に
 
な
れ
ば
、
 
井
上
 
侯
と
 

も
な
る
 
ベ
く
、
 
松
 方
 侯
と
 
も
な
る
 
べ
し
。
 
少
し
 
上
り
て
 
は
 會
計
 
吏
と
 
も
な
る
 
べ
し
。
 
下
り
て
 
地
位
を
 
得
ず
 

ん
ば
 
、
高
利
 
貸
と
 
な
り
て
 
成
功
す
べ
し
。
 
女
と
 
な
ら
ば
、
 
尻
目
で
 
嫁
を
 
に
ら
む
 
惡
姑
 
と
な
る
べ
し
。
 

と
に
 

か
く
に
、
 
よ
く
 
金
錢
 
を
處
理
 
し
て
、
 
至
極
 
必
要
な
る
 
人
な
 
り
。
 

井
上
、
 
松
 方
 
二
 侯
の
 
如
き
 
名
士
に
 
あ
り
て
 
は
、
 
國
士
的
 
分
子
 
も
 あ
る
べ
 
く
、
 
武
士
 
的
 分
子
 
も
 
あ
る
べ
く
 

政
治
家
 
的
 分
子
 
も あ

る
べ
 
し
。
 
さ
れ
 
ど
、
 
知
ら
ず
、
 
普
通
 
一
般
の
 
因
業
 
爺
と
は
、
 
如
何
な
る
 
性
格
の
 
人
ぞ
 

や。 

余
の
 
想
像
す
 
る
 所
に
 
よ
れ
ば
、
 
因
業
 
爺
と
は
、
 
私
利
と
 
自
愛
と
の
 
兩
念
を
 
相
 合
し
て
、
 
そ
の
 
念
の
 
非
常
 

に
强
き
 
者
な
 
り
。
 
も
し
 
自
愛
の
 
方
が
 
强
 く
し
て
、
 
私
利
の
 
方
が
 
淡
な
ら
 
ば
、
 
厭
世
家
と
 
な
る
べ
く
、
 
煩
悶
 

家
と
 
な
る
べ
く
 
、
宗
教
 
信
者
と
 
な
る
べ
し
。
 
華
嚴
瀧
 
の
 亡
者
と
 
宗
敎
 
信
者
と
は
、
 

そ
の
 
差
、
 
わ
 づ
 か
に
 

一 

步
の
み
 
。
因
業
 
爺
は
 
自
愛
 
も
つ
 
よ
け
れ
 
ど、 

私
利
の
 
念
も
强
 
し
。
 
ど
ん
な
 
目
に
あ
 
ひ
て
も
、
 
煩
悶
せ
 
ず
、
 



厭
世
と
 
な
ら
ず
。
 
ま
し
て
、
 
華
嚴
の
 
亡
者
と
は
 
な
ら
ず
。
 
命
よ
り
も
 
金
が
 大
事
、
 
一
生
懸
命
に
、
 
金
に
 
か
 

じ
り
つ
く
。
 

と
て
も
、
 
從
容
 
、
義
に
 
死
す
 
る
の
 
武
士
と
は
 
な
れ
ず
。
 
そ
の
代
り
に
、
 

面
の
 
皮
が
 
千
枚
張
り
 

な
る
 
を
 以
て
、
 

金
は
 
溜
る
な
 

り。 
猶
太
 
人
、
 
こ
れ
な
 

り。 
支
那
 
人
 も、 

か
、
 
る 人

 多
し
。
 

日
本
人
の
 

中
に
 

も、 を
り
"
^
^
 

斯
る
人
 あ
る
な
 り 0 

因
業
 

爺
は
、
 

一
轉
 

し
て
、
 

甚
助
 

爺
と
 

な
る
。
 

そ
の
 

强
き
 

自
愛
の
 

念
は
、
 

我
が
 

子
に
 

及
ぶ
。
 

我
が
 

愛
す
る
 

女
に
 

及
ぶ
。
 

そ
の
 

愛
す
る
 

女
が
、
 

猫
で
 

も、
 

牡
猫
を
 

愛
す
れ
ば
、
 

忽
ち
 

目
を
 

丸
く
 

す
。
 

芝
居
に
 

行
き
た
り
 

と 
聞
か
 

ば
、
 

瞋
恚
 

の
焰
 

、
忽
ち
 

胸
 

一
杯
に
な
る
。
 

嫉
妬
の
 

念
、
 

非
常
に
 

强
し
 

。
我
が
 

女
に
、
 

の
し
 

付
け
て
 

進
 

b
 

す
る
と
い
 

ふ
雅
懷
 

は
-
蚤
の
 

垢
 

ほ
ど
 

も
な
 

し。
 

女
の
 

髮
を
 

切
る
。
 

進
ん
で
，
、
 

女
を
 

殺
す
。
 

ま
こ
と
に
 

厄
介
 

千
 

萬
な
る
 

人
な
 

り。
 

さ
れ
ば
 

と
て
 

•
因
業
 

爺
は
、
 

案
外
に
、
 

金
錢
 

上
に
は
 

正
直
な
 

り
。
 

小
心
な
 

り
。
 

會
社
の
 

金
を
 

つ
か
 

ひ
 

込
 

む
 

や
ぅ
な
 

事
は
、
 

せ
ざ
る
 

も
の
な
 

り
。
 

ま
た
よ
 

く、
 

人
の
 

世
話
を
 

爲
す
 

。
そ
の
代
り
に
 

報
酬
の
 

念
强
 

し
。
 

世
話
に
な
 

つ
た
 

者
が
、
 

絕
ぇ
ず
 

御
機
嫌
を
 

词
 

は
ね
ば
、
 

機
嫌
 

惡
し
 

。
あ
れ
ほ
ど
 

世
話
し
て
 

や
り
た
 

る
に
、
 

231 



ち
つ
と
 

も 
寄
り
つ
 

か
ず
、
 

輕
薄
な
 

り
、
 

恩
 

知
ら
す
な
 

り
な
 

ど
、
 

直
ち
に
、
 

む
か
 

ッ
腹
を
 

立
つ
 

る
 

者
な
 

り
 

0 

怒
る
、
 

恨
む
、
 

や
く
、
 

邪
念
 

胸
に
滿
 

つ
。
 

到
底
、
 

成
佛
 

す
る
 

能
は
 

ざ
る
べ
 

し
。
 

玆
に
 

、
因
業
 

爺
の
 

一 
特
質
と
 

し
て
 

か
ぞ
 

ふ
べ
き
 

は
 

女
に
 

の
ろ
き
 

事
な
 

り
。
 

英
雄
は
 

色
を
 

好
む
 

と 
云
へ
 

り
。
 

さ
れ
 

ど
 

色
を
 

好
む
 

者
、
 

必
ず
し
も
み
 

な
 

英
雄
な
る
 

に
あ
ら
ざ
る
 

な
り
。
 

因
業
 

爺
は
 

金
錢
に
 

執
念
深
き
 

と
と
 

も
に
、
 

色
に
 

も
、
 

執
念
ぶ
 

か
し
。
 

一
方
に
は
、
 

殘
忍
 

非
道
、
 

鬼
の
 

手
と
 

な
り
て
、
 

金
錢
を
 

か
き
 

込
め
 

ど
 

も、
 

一
方
に
は
、
 

必
ず
、
 

に
や
 

<
 

と 
目
尻
を
 

さ
げ
、
 

菩
薩
の
 

手
と
 

な
り
て
、
 

金
を
 

女
に
 

わ
た
す
な
 

り
。
 

さ
れ
ば
、
 

女
に
 

も
て
る
 

か
と
 

云
 

ふ
に
、
 

少
し
も
 

も
て
ざ
る
 

な
り
。
 

如
何
に
 

愚
な
る
 

女
 

と
て
も
、
 

因
業
 

爺
に
 

ほ
れ
る
 

も
の
は
 

あ
ら
 

じ
。
 

た.
 

V'
 

金
が
 

仇
の
 

世
の
中
、
 

因
業
 

爺
に
は
、
 

ほ
れ
ざ
る
 

も
、
 

金
に
 

ほ
れ
る
な
 

り
。
 

い
や
な
 

爺
と
 

思
へ
 

ど
も
、
 

^
 

箱
と
 

す
る
 

に
は
、
 

至
極
 

好
都
合
な
 

り
。
 

金
 

故
に
 

笑
 

ふ
を
、
 

そ
れ
と
 

知
ら
ぬ
 

ま
 

で
も
，
 

女
に
、
 

の
ろ
し
。
 

愚
直
な
る
 

者
の
 

金
を
 

奪
つ
 

て
、
 

之
を
 

女
に
 

與
 

ふ
。
 

金
の
；
^
 

る
 

わ
り
に
は
、
 

た
ま
 

り 
も
せ
ず
。
 

天
の
 

配
 

劑
も
亦
 

妙
な
る
 

か
な
。
 



乃
 
木
大
將
 

晚
 年
の
 
乃
 木
將
軍
 

東
京
の
 
西
郊
を
 
逍
遙
し
た
 
る
 も
の
は
、
 
處
々
 
、
路
傍
の
 
樹
 枝
に
 
布
 切
の
 
結
び
つ
け
ら
れ
た
 
る
を
 
見
し
 
な
 

る
べ
 
し。 

こ
れ
 
八
十
 
八
 箇
所
 
詣
 で
の
 
連
中
が
、
 
深
切
に
 
も
其
參
 
詣
の
路
 
筋
を
 
示
せ
る
 
も
の
な
 
り。 

こ
の
 
心
 

を
 お
し
 
ひ
ろ
む
れ
ば
、
 
釋
 迦
の
大
 
慈
悲
と
 
も
な
る
 
べ
し
。
 
古
人
 
日
く
、
 
人
 若
ぅ
 
し
て
は
、
 
學
ば
ん
 
こ
と
を
 

願
 ひ
、
 
老
い
て
 
は
敎
 
へ
む
 
こ
と
を
 
欲
す
と
。
 
干
戈
 
百
戰
 
の
猛
將
 
乃
 木
 大
將
が
 
、
首
を
 
囘
ら
せ
 
ば
 卽
ち
 
神
仙
 

な
ら
で
 
聖
賢
の
、
 
學
習
 
院
長
と
 
な
り
て
、
 
華
 胄
の
 
子
弟
を
 
敎
育
せ
 
ら
る
 
、
は
、
 
世
に
 
も 尊

い
 
哉
。
 

日
露
 
戰
爭
に
 
於
け
 
る 旅

 順
攻
擊
 
ほ
ど
 
猛
烈
な
る
 
戰
鬪
 
は
、
 
武
强
 
無
雙
な
 
る
 我
 日
本
 
國
の
 
歴
史
に
 
も 未

だ
 

曾
て
 
あ
ら
ざ
る
 
所
。
 
海
外
 
諸
國
の
 
歴
史
に
 
於
て
 
は
 尙
更
の
 
事
な
 
り
。
 
乃
 木
 大
將
は
 
實
に
其
 
攻
撃
軍
の
 
大
將
 



な
り
。
 

十
 

年
 

前
の
 

日 
淸
戰
爭
 

の
 

際
に
 

も
、
 

旅
團
 

長
と
 

し
て
、
 

こ
、
 

を
 

拔
き
 

た
り
。
 

『
山
川
 

草
木
 

轉
荒
凉
 

0 
十
 

里
 

風
醒
 

新
戰
揚
 

。
征
 

馬
不
，
 

前
人
 

不
，
 

語
。
 

金
 

州
 

城
外
 

立
 

n 斜
陽
？
』
 

と
は
、
 

何
等
の
 

高
風
 

ぞ
 

。
當
年
 

七
 

尾
 

城
外
に
 

賦
せ
し
 

上
 

杉
 

謙
 

信
の
 

詩
に
 

比
す
る
 

に
、
 

氣
韻
の
 

一
層
 

高
き
 

を
覺
ゅ
 

る
な
 

り
。
 

か
く
て
、
 

苦
戰
 

半
年
の
 

久
し
 

き
に
 

及
び
て
、
 

終
に
 

之
を
 

拔
き
 

た
り
。
 

旅
 

順
 

口
の
 

陷
落
 

は
、
 

實
に
 

日
露
 

勝
敗
の
 

決
の
 

判
れ
し
 

所
な
る
 

が
、
 

こ
れ
 

全
く
 

日
本
 

男
兒
の
 

鮮
血
を
 

以
て
 

拔
く
を
 

得
た
 

る 
所
 

也
。
 

而
 

し
て
 

大
將
の
 

子
 

二
人
と
も
 

戰
 

歿
し
た
 

る 
也
 

0 

城
下
の
 

盟
の
 

日、
 

敵
將
 

、
其
 

二
子
の
 

戰
死
を
 

聞
い
て
、
 

涕
を
 

流
し
て
 

哀
悼
せ
 

り
と
 

い
ふ
。
 

人
 

誰
れ
 

か
 

子
を
 

愛
せ
 

ざ
ら
ん
 

や
。
 

さ
れ
 

ど
 

日
本
は
、
 

我
 

子
 

見
事
に
 

討
死
し
て
 

敗
軍
の
 

串
譯
が
 

立
ち
た
り
 

と 
云
 

ひ
し
 

瓜
 

生
 

夫
 

人
を
 

有
す
る
 

國
 

也
。
 

大
義
の
 

前
に
は
、
 

親
な
 

し。
 

大
將
 

に
あ
り
 

て
は
、
 

十
 

萬
の
 

部
下
、
 

み
な
 

我
 

子
 

也
。
 

も
し
 

事
情
の
 

許
す
な
 

ら
ば
、
 

大
將
 

自
ら
 

塹
 

濠
の
 

埋
草
 

と
な
ら
む
 

こ
と
を
 

期
せ
し
 

也。
 

日
本
の
 

勇
强
な
 

る 
所
以
は
、
 

實
に
 

此
に
存
 

す
。
 

大
將
 

今
や
 

家
に
 

子
な
 

し
。
 

學
習
脘
 

幾
 

百
の
 

子
弟
は
、
 

皆
 

我
 

子
 

也
。
 

職
に
 

あ
る
、
 

未
だ
 

久
し
か
ら
 

ざ
れ
 

ど
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も •
成
績
 大
い
に
 擧
 り、 

校
風
 頓
に
 振
へ
 
り
と
 聞
く
。
 
大
將
が
 老
軀
を
 以
て
、
 
擊
劍
の
 相
手
を
 な
し
、
 
夏
 

期
 旅
行
に
 
學
 生
と
 
同
じ
く
 
テ
ン
ト
の
 
中
に
 
起
臥
す
 
る
な
 
ど、 

一 班
 以
て
 
大
 將
の
敎
 
育
を
 
推
す
べ
し
。
 

武
强
 

一
方
の
 
人
に
 
あ
ら
ざ
る
 
こ
と
 
も、 

金
 州
の
 
詩
に
 
て
 推
 
T
 べ
し
。
 
學
習
院
 
は、 

良
 校
長
を
 
得
た
 
る 哉

。
 
大
將
 

は、 
其
 所
を
 
得
 ̂
 る 哉。 

か
く
て
、
 

子
な
 
き
大
將
 
の
晚
年
 
も、 

寂
寞
な
ら
 

ざ
る
な
 
り。 

乃
 木
 大
將
を
 
吊
 ふ 

大
正
 
元
年
 
九
月
 
十
三
 
日 午

後
 
八
晾
 
、
靈
輻
 
將
に
 
宮
城
を
 
出
で
 
む
と
 
す
る
 
合
圖
の
 
號
砲
の
 
聲
と
北
 
ハに、 

乃
 

木
 大
將
は
 
其
 夫
人
と
 
共
に
、
 
自
邸
に
 
於
て
 
自
殺
し
た
り
。
 
其
 遺
書
の
 
一
節
に
 
日
く
、
 

自
分
 
此
度
御
 
跡
を
 
追
 ひ
 奉
り
 
自
殺
 
候
處
 
、
恐
 
入
 候
 儀
、
 
其
 罪
は
 
不
 A 輕

存
 
候
。
 然
る
 
處
 、
明
治
 
十
 年
 役
 

に
 於
て
 
軍
旗
を
 
失
 ひ
、
 
其
 後
死
處
 
得
度
 
心
掛
候
 
も、 

其
 機
を
 
得
す
。
 
a
 恩
の
 
厚
に
 
浴
し
、
 
今
日
 
迄
 過
 

分
の
 
御
 優
遇
を
 
蒙
り
、
 
追
々
 
老
衰
、
 
最
早
 
御
 役
に
立
つ
 
の
 時
 も
無
餘
 

fl 候
 折
 柄
、
 
此
度
の
 
御
大
 
變
何
 

% 



共
 

恐
 

入
 

候
 

次
第
、
 

玆
に
覺
 

悟
 

相
定
候
 

事
に
 

候
。
 

嗚
呼
 

乃
 

木
大
將
 

夫
妻
は
 

明
治
天
皇
に
 

殉
死
し
た
 

る 
也
。
 

な
ほ
 

大
將
が
 

辭
 

世
の
 

歌
に
 

日
く
、
 

ぅ
つ
し
 

世
を
 

神
 

さ
り
 

ま
し
、
 

大
君
の
 

御
 

跡
し
た
 

ひ
て
 

我
は
 

ゆ
く
な
 

り
 

誰
か
 

圖
 

ら
ん
 

や
'
 

大
正
の
 

世
、
 

殉
死
す
 

る 
も
の
 

あ
ら
ん
と
は
。
 

而
 

か
も
 

夫
妻
 

諸
共
に
 

殉
死
す
 

る 
こ
と
は
、
 

古
來
 

未
だ
 

曾
て
 

聞
か
ざ
る
 

所
 

也
。
 

伏
し
て
 

惟
る
 

に
、
 

明
治
天
皇
は
 

天
皇
に
 

し
て
 

神
に
 

お
は
す
。
 

乃
 

木
 

大
將
は
 

軍
人
に
 

し
て
 

神
な
る
 

者
 

也
。
 

神
と
 

神
と
 

相
感
 

字
す
 

る 
所
、
 

兹
に
 

異
例
の
 

淘
死
 

あ
り
。
 

此
 

間
の
 

消
息
は
、
 

平
生
 

天
顔
に
 

^
 

尺
せ
 

し
 

大
官
上
 

流
と
 

云
へ
 

ど
も
、
 

妄
り
に
 

忖
度
す
 

る
を
 

許
さ
ず
。
 

況
ん
や
 

天
下
 

一
般
の
 

人
民
を
 

や
。
 

一
死
 

以
て
 

聖
 

明
に
 

酬
 

い
た
る
 

高
潔
 

至
純
の
 

精
神
は
、
 

唯
 

神
と
 

し
て
 

仰
ぐ
 

の
 

外
な
 

き
 

也
。
 

海
外
に
は
 

殉
死
の
 

例
な
 

し。
 

殊
に
 

一
切
の
 

自
殺
を
 

不
道
德
 

と
せ
り
。
 

海
外
の
 

人
は
、
 

大
將
 

殉
死
の
 

精
神
 

を
 

解
せ
 

ざ
る
 

も
の
 

多
 

か
る
べ
 

し
。
 

日
本
人
 

と
て
も
、
 

武
士
 

的
 

精
神
を
 

解
せ
 

ざ
る
 

者
は
、
 

海
外
 

人
と
 

同
じ
く
、
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大
將
 
殉
死
の
 
精
神
を
 
解
せ
 
ざ
る
 
も
の
 
少
な
か
ら
 
ざ
る
べ
し
。
 
余
豈
に
 
敢
て
 
之
を
 
解
す
 
と 云

は
 
ん
や
 
。
余
は
 

唯
 大
將
の
 
高
潔
 
至
純
の
 
精
神
に
 
打
た
れ
て
、
 

一
に
 
も 
二
に
 
も 感

歎
の
 
外
な
 
く、 

大
將
の
 
一
死
は
 
楠
 公
の
 
討
 

死
に
 
も
ま
 
さ
り
て
、
 
萬
 古
 永
遠
、
 
日
本
 
國
民
を
 
感
化
す
 
る も

の
な
 
り
と
 
信
ず
る
 
也
。
 

常
人
に
 
在
り
て
 
こ
そ
、
 
死
は
 
む
 
〇
 か
し
き
 
問
題
な
 
れ
 。
武
士
に
 
あ
り
て
 
は
、
 
先
诀
 
問
題
 
也
。
 
武
士
の
 
種
 

に
 生
れ
 
落
つ
 
る
と
 
其
に
、
 
馬
 前
の
 
討
死
は
、
 
其
 先
天
的
 
運
命
 
也
。
 
こ
れ
が
 
他
動
 
的
に
 
て
は
、
 
ま
だ
 
眞
の
武
 

士
に
 
非
す
。
 
自
動
的
に
 
な
り
て
、
 
始
め
て
 
眞
の
武
 
士
 也
。
 
而
 し
て
 
日
本
 
男
 兒
は
 
、
武
士
 
以
外
の
 
人
と
 
て
 も
、
 

苟
 く
も
 
男
ら
し
き
 
人
は
、
 
自
動
的
に
 
發
し
 
た
り
き
。
 

I 席の
 
上
に
 
死
ぬ
 
る
と
 
い
ふ
 
こ
と
は
、
 
武
士
に
 
取
り
て
 

不
本
意
 
極
ま
る
 
所
 也
。
 
又
 遺
憾
に
 
堪
へ
 
ざ
る
 
所
 也
。
 
大
將
は
 
武
士
の
 
子
 也
。
 
普
通
 

一 般
の
武
 
士
な
 
り
と
 
す
 

る も、 
一
死
 甘
き
 
こ
と
 
飴
の
 
如
く
な
 
り
し
な
る
 
べ
し
。
 
況
ん
や
 
忠
魂
 
義
膽
 
一
世
に
 
傑
出
し
た
 
る
に
 
於
て
 
を
 

や
。
 
日
本
 
男
兒
、
 
請
 ふ
 地
を
 
換
 
へ
て
 
大
將
の
 
境
遇
に
 
あ
り
た
り
 
と
せ
ょ
。
 
大
將
の
 
父
は
 
硬
骨
の
 
古
武
士
 
也
。
 

大
將
は
 
江
戶
 
麻
布
の
 
毛
 利
 邸
内
に
 
生
れ
た
り
。
 
十
歲
 
ま
で
は
、
 
そ
こ
に
 
生
 ひ
た
ち
た
り
。
 
毛
 利
 邸
は
 
當
年
 

赤
穗
の
 
義
士
の
 
中
 武
林
唯
 
七
 等
 十
 人
の
 
切
腹
し
た
 
る
處
 
也
。
 
父
は
 
毎
月
 
二
 囘
毛
利
 
家
の
 
菩
提
 
所
 高
 輪
 泉
 岳
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寺
 御
 墓
所
へ
 
參
詣
 
し
た
る
 
が
、
 
其
つ
 
い
で
に
 
四
十
七
士
の
 
墓
を
 
拜
し
た
 
り。 

大
將
は
 
八
歲
の
 
時
ょ
り
、
 

い
 

つ
も
 
父
に
 
伴
は
 
れ
 た
り
。
 
そ
の
 
頃
 流
行
せ
 
し
 
一
枚
 摺
の
 
義
士
の
 
錦
繪
を
 
愛
玩
し
た
り
。
 
母
は
 
座
を
 
正
し
ぅ
 

し
て
 
熱
心
に
 
諄
々
 
と
し
て
 
義
士
の
 
事
を
 
語
れ
り
 
。
武
士
の
 
子
の
 
敎
育
 
と
し
て
、
 

こ
れ
に
.
 ま
し
た
る
 
敎
育
や
 

あ
る
。
 
吉
田
松
 
陰
の
 
叔
父
に
 
玉
 木
 文
 之
 進
と
 
い
ふ
 
人
 あ
り
。
 
_
 毅
嚴
格
 
に
し
て
 
學
問
も
 
あ
り
。
 
松
 陰
 等
 も 

師
事
し
た
 
り
き
。
 
大
將
 
も
其
敎
 
育
を
 
受
け
た
り
。
 
殊
に
 
多
く
 
山
 鹿
 素
行
の
 
書
を
 
讀
 ま
さ
れ
た
り
。
 
素
行
は
 

赤
穗
 
義
士
の
 
師
な
 
り
き
と
 
思
へ
 
ば
、
 
大
將
 
一
層
 素
行
を
 
崇
拜
 
し
た
り
。
 
松
 陰
の
 
書
 も
讀
み
 
た
り
。
 
斯
く
て
 

大
將
は
 
明
治
の
 
世
に
 
軍
人
と
 
な
り
ぬ
。
 
な
ほ
 
大
將
 
は
自
 
か
ら
 
幼
時
の
 
事
を
 
語
り
て
 
云
へ
 
り。 

八
 歳
の
 
冬
の
 

事
 也
。
 
能
く
 
勉
强
 
す
れ
ば
、
 
木
履
の
 
爪
掛
を
 
買
ぅ
て
 
與
ふ
べ
 
し
と
、
 
母
 約
束
し
 
け
る
 
が
、
 
或
る
 
雪
の
 
朝
 手
 習
に
 行か
ん
 

と
せ
し
 

に、 友
人
 
ど
も
は
 

み
な
 爪掛
 
あ
れ
 

ど、 わ
れ
は
 

無
し
。
 

羨
し
 く
な
 り
て
、
 ぢ
れ
て
 

木
 

履
を
 
玄
闞
 
先
に
 
投
げ
出
し
た
り
。
 

父
 出
勤
 
せ
ん
と
し
て
、
 
之
を
 
見
て
 
大
に
 
怒
り
、
 
雪
の
 
中
に
 
押
 倒
し
、
 
下
 

男
が
 
運
び
つ
、
 
あ
り
し
 
荷
 桶
の
 
水
を
 
二
 杯
ま
で
 
浴
せ
 
か
け
た
り
。
 
今
囘
想
 
し
て
 
覺
ぇ
ず
 
肌
に
 
粟
を
 
生
す
。
 

父
は
 
平
生
 
や
か
ま
し
く
 
言
 ひ
た
る
 
こ
と
な
く
、
 
前
後
 
こ
れ
 
く
ら
 
〇 ま
で
に
 
父
ょ
り
 
叱
ら
れ
た
 
る こ

と
な
し
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と
ぞ
 
〇
大
將
 
は
斯
る
 
古
武
士
 
的
の
 
父
の
 
血
を
 
ぅ
け
た
り
。
 
玉
 木
 や、 

松
 陰
 や、 

山
 鹿
 や、 

赤
穗
 養
士
や
 

’ 

如
何
 
ば
か
り
 
大
將
を
 
感
化
し
た
り
 
け
む
。
 
明
治
の
 
世
の
 
軍
人
の
 
中
に
 
て
、
 
大
將
は
 
殊
に
 
傑
出
し
て
、
 
古
武
 

士
的
 
也
。
 
一
死
 大
將
に
 
於
て
 
何
 か
 あ
ら
む
。
 

明
治
 
十
 年
の
 
役
に
は
、
 
小
 倉
の
 
聯
隊
 
長
な
 
り
し
が
、
 
武
運
 
拙
く
、
 
敗
れ
て
 
其
 聯
隊
 
旗
を
 
失
へ
 
り
。
 
聯
隊
 

旗
は
 
天
皇
陛
下
ょ
り
 
各
 聯
隊
に
 
下
し
 
賜
は
 
る も

の
に
 
て
、
 

一
た
 び
 之
を
 
失
へ
 
ば
、
 
萬
 古
 永
遠
、
 
其
 聯
隊
 

に
は
 
聯
隊
 
旗
な
 
し
。
 
旗
手
と
 
し
て
 
少
尉
 
之
に
 
當
る
 
。
聯
隊
に
 
取
り
て
、
 
聯
隊
 
旗
 ほ
ど
 
大
切
な
る
 
も
の
な
 
く、 

又
 聯
隊
 
旗
を
 
失
 ふ
 程
耻
 
辱
な
る
 
こ
と
な
し
。
 
其
 聯
隊
 
旗
を
 
失
 ひ
し
 
時
の
 
次
 將
の
 
心
の
中
 
や
 如
何
な
 
り
け
 
む
。
 

忠
魂
 
義
膽
の
 
凝
り
 
か
た
ま
り
し
 
將
軍
の
 
事
な
 
れ
ば
 
"
萬
 
死
な
 
ほ
 其
 罪
を
 
聩
ふ
に
 
足
)
 ら
ず
と
 
思
 ひ
 込
み
し
 
や
 

必
 せ
り
。
 
^
 ±
 の
 子
と
 
生
れ
て
、
 
死
は
 
固
ょ
り
 
覺
悟
 
せ
る
 
所
な
る
 
が
、
 
こ
の
 
時
 ほ
ど
、
 
痛
切
に
 
死
を
 
思
 ひ
 

し
こ
と
は
 
な
か
る
べ
し
。
 
遺
書
に
、
 
明
治
 
十
 年
 役
に
 
於
い
て
 
軍
旗
を
 
失
 ひ
、
 
其
 後
死
處
 
得
度
 
心
掛
 
候
と
 
あ
 

る
は
、
 
耻
を
 
知
れ
る
 
武
士
の
 
本
意
 
也
。
 
然
る
に
、
 
大
將
 
は
不
宰
 
に
も
 
十
 年
 役
に
は
、
 
死
處
を
 
得
 ざ
り
 
き
。
 

日
淸
 
戰
爭
 
に
は
、
 
山
地
 
中
將
の
 
部
下
の
 
旅
 園
長
と
 
な
り
て
、
 
旅
 順
 口
を
 
陷
れ
 
た
り
。
 
さ
れ
 
ど
、
’
 不
幸
に
 
も 
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死
處
を
 

得
 

ざ
り
 

き
。
 

日
露
 

戰
爭
 

に
は
、
 

大
將
に
 

進
み
て
、
 

再
び
 

旅
 

順
 

口
を
 

攻
む
 

。
支
那
 

兵
の
 

守
り
し
 

旅
 

順
 

口
は
 

陷
れ
易
 

か
り
き
。
 

露
 

兵
の
 

守
れ
る
 

旅
 

順
 

□ 
は
 

防
備
 

至
れ
り
。
 

盡
せ
 

り。
 

世
界
 

一
般
に
 

難
攻
不
落
と
 

稱
 

せ
り
。
 

乃
 

木
 

大
將
な
 

ら
こ
 

そ
陷
れ
 

た
れ
。
 

又
 

日
本
 

兵
な
ら
 

こ
そ
 

陷
れ
 

た
れ
。
 

我
 

兵
の
 

死
傷
 

多
 

か
り
し
 

こ
と
、
 

古
今
 

內
 

外
の
 

戰
史
に
 

其
 

類
を
 

見
ざ
る
 

ま
で
の
 

惡
戰
 

苦
鬪
を
 

試
み
た
 

〇
。
 

而
 

か
も
 

久
し
く
 

拔
け
 

ざ
り
 

き
。
 

内
 

外
の
 

非
難
 

甚
 

し
か
り
き
。
 

も
し
も
 

明
治
天
皇
 

不
明
に
 

お
は
 

さ
ば
、
 

他
の
 

將
軍
 

に
か
 

へ
ら
れ
て
、
 

乃
 

木
大
將
 

は
 

天
草
の
 

亂
に
 

於
け
 

る 
板
 

倉
 

重
昌
の
 

境
遇
に
 

陷
り
 

し
か
も
 

知
る
べ
か
ら
ず
。
 

大
將
が
 

板
 

倉
と
 

な
り
て
 

死
せ
 

ざ
り
 

し
は
、
 

上
に
 

聖
 

天
子
の
 

明
鑑
 

あ
り
た
 

る
に
 

由
る
。
 

此
際
 

大
將
の
 

生
死
は
、
 

一
に
 

か
、
 

り
て
 

主
上
の
 

2 

明
 

不
明
に
 

あ
り
。
 

大
將
豈
 

に
 

聖
恩
に
 

感
泣
せ
 

ざ
る
を
 

得
ん
 

や
。
 

下
に
 

日
本
人
の
 

忠
勇
 

あ
り
、
 

上
に
 

聖
 

帝
と
 

名
將
 

と
の
 

感
字
 

あ
り
て
、
 

不
 

落
の
 

旅
 

順
 

も 
終
に
 

落
ち
た
り
。
 

こ
の
 

際
、
 

餘
り
 

多
く
の
 

兵
を
 

失
 

ひ
て
、
 

非
難
 

の
 

聲
高
 

か
り
き
。
 

大
將
は
 

あ
と
に
 

も
さ
き
 

に
も
な
 

き
 

二
 

兒
を
 

失
へ
 

り
。
 

さ
れ
 

ど、
 

不
幸
に
 

も、
 

大
將
自
 

か
 

ら
死
處
 

を
 

得
 

ざ
り
 

き
。
 

嗚
呼
 

旅
 

順
の
 

堅
城
、
 

將
 

軍
の
 

勇
に
 

非
ず
 

ん
ば
拔
 

く 
能
は
 

ず
。
 

然
れ
ど
 

も、
 

將
軍
の
 

胸
中
に
は
 

萬
 

斛
の
淚
 

あ
り
。
 

詠
 

じ
て
 

日
く
、
 



山
川
 
草
木
 
轉
 
荒
凉
。
 
 
十
 
里
 
風
 
腥
新
戰
 

場
。
 

征
馬
不
 

，
前
人
 

不
 

f
e
。
 
 

金
 

州
 

城
外
 

立
 

U 斜
陽
？
 

旅
 

順
は
 

抜
け
た
り
。
 

我
 

軍
 

勝
ち
に
 

勝
ち
て
、
 

講
和
 

成
り
ぬ
。
 

上
下
み
 

な
 

歡
呼
せ
 

り
。
 

獨
り
 

大
將
の
 

み
は
 

喜
ば
ず
。
 

嗚
呼
 

旅
 

順
に
 

失
 

ひ
し
 

十
 

萬
の
 

生
靈
は
 

何
の
 

日 
か
 

還
り
 

來
る
 

べ
き
。
 

大
將
詠
 

じ
て
 

日
く
、
 

王
師
 
百
萬
征
 n 强
虜
？
 
 野
戰
攻
城
屍
作
，
山
。
 

恥
 
我
 
何
 
顔
 
看
 n 父
老
？
 
 
凱
歌
 
今
日
 
幾
人
 

還
。
 

『
子
等
は
 

み
な
 

軍
の
 

庭
に
 

出
で
は
 

て
、
、
 

翁
 

や
 

獨
り
山
 

田
 

守
る
 

ら
ん
』
 

の
 

御
製
、
 

日
本
 

國
民
 

を
し
て
 

感
泣
 

措
く
 

能
は
 

ざ
ら
 

し
む
。
 

乃
 

木
 

大
將
の
 

身
に
 

な
り
て
 

見
れ
ば
、
 

『
出
で
は
 

て
、
』
 

が
 

『
死
に
は
 

て
、
』
 

と
な
る
 

ベ
 

く
、
 

我
 

身
が
 

萬
 

死
す
 

る
ょ
り
も
 

苦
し
き
 

思
せ
 

し
な
る
べ
し
。
 

斯
く
て
 

こ
そ
 

眞
の
 

名
將
な
 

れ
 

。『
一 

將
功
成
 

萬
 

骨
枯
』
 

の
 

境
遇
に
 

平
氣
 

に
て
、
 

己
れ
 

獨
り
 

功
名
を
 

貪
る
 

は
、
 

武
士
の
 

魂
の
 

拔
 

け
た
る
 

も
の
 

也
。
 

日
露
 

戰
爭
 

後
、
 

三
浦
將
 

軍
、
 

乃
 

木
 

大
將
に
 

向
っ
て
、
 

君
は
 

多
く
の
 

人
を
 

殺
し
た
り
。
 

今
ょ
り
 

熊
 

谷
の
 

蓮
 

生
 

法
師
を
 

學
 

ベ
と
 

云
 

ひ
た
る
 

こ
と
 

あ
り
と
 

聞
く
。
 

三
 

浦
 

將
軍
は
 

さ
ま
で
 

深
き
 

考
も
 

あ
ら
 

ざ
り
 

し
な
る
 

ベ
 

け
れ
ど
も
、
 

乃
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木
大
將
 
に
あ
り
 
て
は
 
>  其

 
一 言
 萬
 雷
の
 
落
つ
 
る
 如
く
に
 
や
 感
じ
け
 
む
。
 
日
露
 
戰
爭
 
中
、
 
彈
 丸
の
 
届
か
ぬ
 
處
 

に
 穴
を
 
掘
り
て
 
潜
ん
で
 
ば
か
り
 
居
り
し
 
聯
隊
 
長
 も あ

ゎ
し
と
 
聞
く
。
 
日
本
 
男
兒
は
 
之
に
 
百
 棒
を
 
く
ら
は
 
す
 

も、 
な
ほ
 
慊
ら
ず
 
思
は
 
る
。
 
況
ん
や
 
乃
木
大
 
將
の
氣
 
象
に
 
於
て
 
を
 や
。
 
嗚
呼
 
死
を
 
恐
る
、
 
も
の
は
、
 
死
を
 

恐
れ
て
、
 
席
の
 
上
に
 
死
な
し
 
め
よ
。
 
恥
を
 
知
ら
ぬ
 
も
の
は
、
 
脱
を
 
忘
れ
て
、
 
榮
華
の
 
夢
を
 
貪
り
 
見
せ
し
め
よ
。
 

名
に
 
執
着
す
 
る も

の
は
 
名
を
 
得
し
め
 
よ
。
 利
に
 
執
着
す
 
る も

の
は
 
利
を
 
得
し
め
 
よ
。
 
權
に
 
目
の
 
な
き
 
者
は
、
 

權
を
 
握
り
て
 
放
さ
 

V' ら
し
め
 
よ
。
 
大
將
の
 
心
中
 
唯
一
 
死
 以
て
 
君
國
に
 
報
ぜ
ん
 
と
す
る
 
の
 
一
念
 あ
る
の
 
み
。
 

權
や
 
、
名
 
や
 •
利
 
や
、
 
榮
華
や
 
、
家
庭
の
 
快
樂
や
 
、
大
將
 
に
あ
り
 
て
は
、
 
輕
 き
こ
と
 
塵
の
 
如
し
。
 
死
處
を
 

得
ん
 
と
し
て
 
苦
み
 
し
大
將
 
は
、
 
思
 ひ
が
け
ず
 
も、 

明
治
天
皇
の
 
崩
御
に
 
遭
へ
 
り
。
 
古
來
 
死
を
 
悼
め
る
 
歌
に
 

名
吟
 
多
し
。
 

一 ひ
ん
が
 
し
の
 
il の

み
 
か
ど
に
 
さ
も
ら
 
へ
ど
 
昨
日
 
も 今

日
 
も
 召
す
 
こ
と
 
も
な
 
し
』
 の
 如
き
、
 
萬
 

葉
 集
中
の
 
絕
 唱
と
稱
 
せ
ら
る
。
 
さ
れ
 
ど
 唯
殯
殿
 
に
 
侍
す
る
 
だ
け
に
て
 
は
、
 
な
ま
ぬ
る
き
 
也
。
 
鐵
路
 
は
 
〇 

伐
 見 桃 山陵
ま
で
 

御
 伴し
た
 

る' 
た
け
 

に
て
も
、
 

ま
だ
/
、
 

な
ま
ぬ
る
し
。
 

士
は
 

己
を
 

知
る
 

も
の
、
 

爲
 

め
に
 
死
す
。
 
大
將
 
は
こ
、
 
に
 始
め
て
 
死
處
を
 
得
た
り
。
 
殉
死
の
 
歌
、
 
萬
 葉
 集
に
 
な
く
、
 

一一 十
一
 
代
の
 
勅
選
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集
に
 
も 無

し
。
 
乃
 木
大
將
 
に
 至
り
て
 
は
じ
め
て
、
 
こ
れ
を
 
見
る
。
 
開
闢
 
以
來
 
、
歌
壇
の
 
寂
寞
を
 
破
り
て
、
 

武
士
の
 
精
神
、
 
萬
 古
に
 
か  > や

く
。
 
嗚
呼
、
 
偉
な
る
 
哉
、
 
乃
 木
 大
將
の
 
死
 や
。
 

殉
死
と
 
い
ふ
 
事
は
、
 
海
外
 
人
の
 
到
底
 
了
解
す
 
る 能

は
 
ざ
る
 
所
な
る
 
べ
し
。
 
日
本
 
國
民
も
 
•
大
正
の
 
世
の
 

人
は
、
 
或
は
 
奇
異
に
 
感
ず
る
 
も
の
 
あ
る
か
 
も 知

れ
ず
。
 
請
 ふ
暫
し
 
國
史
に
 
溯
り
て
 
見
よ
。
 
上
古
に
 
殉
死
 
行
 

は
れ
た
り
 
き
。
 
さ
れ
 
ど、 

上
古
の
 
殉
死
は
 
自
動
的
に
 
あ
ら
ず
 
し
て
、
 
他
動
 
的
な
 
り
き
。
 
感
心
す
べ
き
 
こ
と
 

に
は
 
非
ず
。
 
上
古
の
 
殉
死
は
 
潔
癖
よ
り
 
出
で
 
た
り
。
 
死
し
た
 
る
 者
の
 
居
り
し
 
家
は
 
穢
れ
 
た
る
 
も
の
 
也
。
 
諸
 

道
具
 
も
穢
れ
 
た
る
 
も
の
 
也
。
 近
く
 
之
に
 
仕
へ
 
た
る
 
も
の
 
も
穢
れ
 
た
る
 
も
の
 
也
。
 
後
繼
 
者
は
 
新
に
 
家
を
 
造
り
、
 

諸
道
 
具
は
 
屍
と
 
共
に
 
地： 卜

に
 
埋
め
、
 
近
侍
 
者
は
 
墓
の
 
周
圍
に
 
半
ば
 
埋
め
て
、
 
苦
悶
し
て
 
終
に
 
死
な
し
 
め
た
 

り
。
 
其
 命
の
 
あ
る
 
間
は
、
 
叫
喚
の
 
聲
 四
方
に
 
聞
ぇ
、
 
命
絕
ゆ
 
れ
ば
 
、
犬
 
や
、
 
烏
 や
、
 
来
り
て
 
爭
ひ
 
食
ぶ
。
 

慘
狀
實
 
に
 目
も
當
 
て
ら
れ
す
。
 
垂
仁
 
•
天
皇
の
 
朝
に
 
至
り
 
殉
死
を
 
禁
じ
、
 
土
偶
を
 
以
て
 
之
に
 
代
へ
 
給
へ
 
り
。
 

降
っ
て
 
戰
國
 
時
代
の
 
末
よ
り
、
 
江
戶
 
幕
府
の
 
初
へ
 
か
け
て
、
 
殉
死
 
復
行
 
は
れ
た
り
。
 
こ
の
 
際
の
 
殉
死
は
、
 
上
 

古
の
 
殉
死
と
 
異
な
り
て
、
 
武
士
 
的
 精
神
を
 
發
 輝
し
た
 
る も

の
 
也
。
 
他
動
 
的
に
 
非
ず
 
し
て
、
 
自
動
的
 
也
。
 
我
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一
身
は
 
君
に
 
捧
げ
た
り
。
 
然
る
に
 
戰
揚
に
 
馬
 前
の
 
討
死
を
 
爲
す
 
能
は
 
ず
し
て
、
 
世
は
 
太
平
と
 
な
り
ぬ
。
 
何
 

日 
か
ま
た
 
屍
を
 
戰
揚
に
 
曝
す
べ
き
。
 
如
か
ず
 
君
に
 
從
 ひ
て
 
死
な
ん
 
に
は
と
 
い
ふ
が
、
 
後
世
の
 
殉
死
の
 
精
神
 

也
。
 
德
川
 
三
代
 
將
軍
 
薨
去
の
 
際
に
は
、
 
國
家
 
有
用
の
 
大
人
物
 
多
く
 
殉
死
し
て
、
 
忽
ち
 
政
治
 
上
に
 
困
難
を
 
來
 

せ
る
 
こ
と
 
さ
へ
 
あ
り
。
 
諸
侯
 
互
に
 
殉
死
の
 
多
き
 
を
 
誇
る
 
風
 も
 
生
じ
、
 
子
孫
の
 
後
 榮
の
爲
 
め
に
 
わ
ざ
^
^
 
殉
 

死
す
 
る も

の
 
も あ

り
て
、
 
弊
害
 
多
く
な
 
り
け
れ
ば
、
 
殉
死
を
 
禁
ぜ
ら
れ
た
り
。
 
大
正
の
 
世
、
 
誰
か
 
殉
死
 
者
 

あ
る
を
 
思
は
 
ん
や
 
。
乃
 
木
大
將
 
一
人
の
 
み
な
ら
ず
、
 
其
 夫
人
ま
で
 
共
に
 
殉
死
す
 
る
は
 
益
 異
例
 
也
。
 
嗚
呼
 
こ
 

の
 夫
に
 
し
て
、
 
こ
の
 
妻
 あ
り
と
 
云
 ふ
べ
 
し。 

聞
く
、
 
大
將
 
師
團
 
長
と
 
な
り
て
 
讃
岐
の
 
善
 通
 寺
に
 
赴
任
せ
 
し
 

時
、
 草
創
の
 
際
の
 
事
と
 
て
、
 大
將
は
 
妻
子
を
 
伴
は
 
す
、
 

一 寺
院
に
 
寓
 し
て
 
簡
素
な
る
 
生
活
を
 
な
し
た
り
 
き
。
 

夫
人
 
薪
水
の
 
勞
を
 
取
ら
ん
 
と
て
、
 
遙
 々
之
に
 
赴
き
し
 
に
、
 
軍
人
の
 
妻
は
 
家
を
 
守
る
 
が
 務
な
 
る
に
、
 
家
を
 
棄
 

て
、
 
主
人
の
 
許
を
 
得
ず
 
し
て
、
 
此
 處
に
來
 
る
は
 
何
事
 
ぞ
 と
て
、
 
相
 逢
は
 
ず
し
て
 
追
 ひ
 返
せ
り
 
と
ぞ
 
。
げ
に
 

軍
人
と
 
し
て
、
 
あ
っ
ぱ
れ
の
 
心
掛
な
 
る
か
な
。
 
そ
の
 
ま
，
 
歸
 り
し
 
妻
 も
 妻
 也
。
 
大
將
の
 
雄
偉
な
る
 
精
神
は
、
 

そ
の
 
妻
ま
で
 
も 感

化
し
た
り
。
 
而
 し
て
 
玆
に
 
夫
婦
 
諸
共
の
 
殉
死
 
あ
り
。
 
大
將
の
 
遺
書
は
、
 
十
二
 
日
夜
の
 
日 



付
に
 
て
 
夫
人
の
 
宛
名
 
も
 
あ
れ
ば
 
>
 
 前
夜
ま
で
 
も
 
>
 
 一
 人
に
 
て
 
殉
死
 
せ
ん
と
せ
 
し
 
也
。
 
夫
人
 
之
を
 
承
知
せ
 
し
 

こ
と
 
も
、
 
そ
の
 
文
中
に
 
明
か
 
也
。
 
然
る
に
、
 

い
よ
 

ノ， \
 
十
 
三
日
に
 
な
り
て
、
 
夫
人
 
も
 
諸
共
に
 
と
 
言
 
ひ
 
出
し
 

た
り
け
 
む
。
 
夫
人
 
絕
 筆
の
 
歌
は
、
 
自
害
を
 
覺
悟
せ
 
ざ
り
 
し
 前
の
 
作
な
る
 
べ
し
。
 

出
で
 
ま
し
て
 
歸
 り
ま
す
 
日
の
 
な
し
と
 
聞
く
 

今
日
の
 
御
幸
に
 
逢
 ふ
 ぞ
か
な
 
し
き
 

世
に
は
 
三
軍
を
 
化
し
て
、
 
未
だ
 
其
 妻
子
を
 
化
す
る
 
能
は
 
ざ
る
 
名
將
な
 
し
と
せ
 
す
。
 
こ
れ
 
其
 人
格
 
眞
に
到
 

れ
る
 
も
の
と
 
云
 ふ
べ
 
か
ら
ず
。
 
乃
 木
 大
將
は
 
旣
に
其
 
夫
人
を
 
化
し
た
り
。
 

二
子
 
ま
た
 
化
せ
ら
れ
ぬ
。
 
兄
の
 

中
尉
は
 
南
山
に
 
死
し
、
 
弟
の
 
少
尉
は
 
旅
 順
 口
に
 
死
し
た
 
る
が
、
 
い
づ
れ
 
も 潔

き
 
最
期
 
也
。
 
乃
 木
の
 
子
た
 
6 

を
 辱
め
ず
。
 
長
子
 
員
 傷
 重
く
 
し
て
、
 
將
に
瞑
 
せ
ん
と
す
 
る や

、
 
友
人
な
る
 
某
 中
尉
、
 
其
 枕
頭
に
 
就
き
、
 
遺
 

言
な
 
き
か
と
 
間
 ひ
し
に
、
 
忽
ち
 
眼
を
 
開
き
、
 
大
喝
し
て
 
、
『
馬
鹿
、
 
何
を
 
云
 ふ
。
 
軍
人
が
 
戰
死
 
す
る
 
は
當
然
 

也
。
 
何
の
 
遺
言
 
か
 あ
ら
む
』
 
と
い
 
ふ
。
 
『
然
 り
、
 
軍
人
の
 
戰
死
 
は
當
然
 
也
。
 
遺
言
と
 
云
 ひ
た
れ
ば
 
と
て
、
 
女
 

女
し
 
き
 繰
言
を
 
問
 ふ
に
 
非
ず
。
 
君
に
は
 
父
上
 
あ
り
。
 
母
上
 
あ
り
。
 
令
弟
の
 
少
尉
 
も あ

り
。
 
此
世
を
 
去
る
 
に
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臨
み
、
 

何
 

か
 

言
 

ひ
殘
す
 

こ
と
は
 

無
き
 

か
と
 

間
 

ひ
し
の
 

み
』
 

と 
云
へ
 

ば
、
 

暫
 

ら
く
 

默
 

し
た
り
し
 

が
、
 

頓
て
言
 

葉
靜
に
 

、
君
の
 

情
は
 

感
謝
に
 

餘
り
 

あ
り
。
 

然
し
 

何
も
 

言
ひ
殘
 

す
べ
き
 

言
葉
な
 

し
。
 

唯
 

遺
憾
に
 

堪
 

へ
ざ
る
 

は
、
 

出
征
に
 

就
く
 

時
、
 

父
は
 

わ
れ
に
 

別
杯
と
 

共
に
、
 

こ
、
 

に
あ
る
 

名
刀
を
 

與
 

へ、
 

こ
の
 

刀
の
 

折
る
、
 

ま
で
 

國
賊
 

と
戰
 

は
ざ
る
 

ベ
か
ら
 

す
と
 

云
 

ひ
し
が
、
 

未
だ
 

一 
敵
 

兵
を
 

も 
斬
ら
ぬ
 

に
、
 

こ
の
 

重
傷
を
 

員
 

ひ
し
 

こ
と
な
り
。
 

今
、
 

之
を
 

君
に
 

贈
る
。
 

請
 

ふ
 

我
に
 

代
り
て
 

此
刀
 

に
て
 

敵
を
 

斬
つ
て
 

ノ 
斬
り
 

ま
く
つ
て
 

吳
れ
 

給
へ
』
 

と 
言
 

ひ
 

終
つ
て
、
 

微
笑
を
 

浮
べ
て
 

永
へ
 

に
 

瞑
目
せ
 

り
。
 

げ
に
 

潔
き
 

若
武
者
の
 

最
期
な
る
 

哉
。
 

乃
 

木
大
將
 

は
臺
灣
 

の
總
督
 

た
り
し
 

時
、
 

墳
墓
の
 

地
と
 

覺
悟
 

し
て
、
 

其
 

母
を
 

伴
 

ひ
し
に
、
 

母
は
 

瘴
癘
 

の
氣
に
 

中
り
 

て
 

病
 

死
せ
 

り
。
 

大
將
 

夫
妻
は
、
 

明
治
天
皇
に
 

殉
 

し、
 

其
 

一一
 

子
は
 

戰
 

死
し
、
 

其
 

母
 

さ
へ
 

間
接
に
 

王
事
に
 

死
し
て
、
 

乃
 

木
 

家
は
 

後
な
 

し
。
 

乃
 

木
 

一
家
の
 

血
肉
 

悉
く
 

國
 

家
の
 

爲
 

に
斃
れ
 

た
り
と
 

云
 

ふ
 

も 
不
可
な
 

し
。
 

世
に
 

も
壯
烈
 

な
る
 

哉
。
 

大
 

將
の
實
 

弟
は
、
 

大
將
少
 

時
の
 

恩
師
な
る
 

玉
 

木
 

文
 

之
 

進
の
 

養
子
と
 

な
り
け
 

る
が
、
 

前
 

原
 

一
誠
の
 

亂
に
與
 

み
し
て
 

討
死
し
た
り
。
 

文
 

之
 

進
は
 

亂
 

に
は
 

加
 

は
ら
 

ざ
り
 

し
が
 

自
殺
し
た
り
。
 

大
將
 

に
あ
り
 

て
は
、
 

一
死
 

以
て
 

弟
が
 

朝
歒
の
 

罪
を
 

履
は
 

ん
 

と
の
 

心
 

も 
切
な
る
 

も
の
 

あ
り
し
 

な
る
べ
し
。
 

海
外
 

人
な
ら
 

い
ざ
 

知
ら
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ず
、
 
日
本
人
と
 
て
 ̂
 、 
名
利
に
 
戀
 々
と
し
て
、
 
恥
を
 
知
ら
ざ
る
 
も
の
な
ら
 
い
ざ
 
知
ら
ず
。
 
苟
 く
も
 
一
片
の
 

大
和
魂
を
 
有
す
る
 
者
、
 
誰
か
 
大
將
が
 
死
處
を
 
求
め
し
 
心
を
 
諒
と
せ
 
ざ
ら
ん
 
や
。
 
又
 誰
か
 
明
治
天
皇
.
 
に
 夠
す
 

る
の
 
其
 死
處
を
 
得
た
 
る
を
 
感
歎
せ
 
ざ
ら
ん
 
や
。
 

人
 或
は
 
日
く
、
 
大
將
は
 
軍
事
 
參
議
官
 
た
り
。
 
又
學
習
 
院
長
た
り
。
 
な
ほ
 
生
存
し
て
 

今
上
陛
下
に
 
盡
す
 

べ
き
 
こ
と
 
あ
る
に
 
非
ず
 
や
と
。
 
軍
事
 
參
議
官
 
は
 大
將
な
 
ら
ず
 
と
も
、
 
他
に
 
其
 人
 あ
り
。
 
學
習
院
 
は
、
 
大
將
 

旣
に
路
 
を
 開
き
 
た
れ
ば
、
 
必
す
 
し
も
 
其
 人
な
 
き
を
 
憂
へ
 
ず
。
 
大
將
は
 
生
き
て
、
 

今
上
陛
下
に
 
盡
 す
ょ
り
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も、 
死
し
て
 
先
帝
に
 
盡
す
 
方
が
、
 
大
將
 
と
し
て
、
 
最
善
の
 
途
を
 
取
り
た
 
る も

の
 
也
。
 
將
 軍
の
 
一
死
、
 
海
外
 

人
は
 
嘲
れ
。
 
日
本
人
 
と
て
も
、
 
廉
恥
を
 
解
せ
 
ざ
る
 
も
の
は
 
疑
へ
。
 
疊
の
 
上
に
 
死
ぬ
 
る
を
 
男
子
の
 
不
本
意
と
 

す
る
 
日
本
 
男
兒
 
に
あ
り
 
て
は
、
 
唯
々
 
隨
喜
渴
 
仰
の
 
外
な
 
し
。
 
楠
 公
 以
後
"
 
玆
に
 
ま
た
 
楠
 公
 あ
り
。
 
明
治
以
 

來
 、
小
 軍
神
は
 
少
な
か
ら
ず
。
 
大
將
 
死
し
て
、
 
玆
に
大
 
軍
神
 
あ
ら
は
 
る
。
 
大
將
 
は
眞
に
 
死
後
を
 
得
た
 
る 哉

。
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幀
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版
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木
版
 

刷
潑
涵
 

▲
定
 價
囊
 圏
#
 
錢
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 a
 鏺
八
錢
 

筆
の
 

人
 ^ 

r 筆
の
 

人
に
 

非
ず
。
 

創
作
家
 

' til 
し _
 

現
代
 

一
切
の
 

文
明
 

思
想
に
 

對
圓
 

S
 
 

• 

If * I 

驪
 

U
 

厳
然
れ
 

思
想
 

人
格
の
 

城
郭
 

代
 

個
性
の
 

宮
殿
 

△ 

V 

I 繼
 

V 

% な 

夕
 凑
 
，
る
 

を 

欲
せ
ば
 

先
づ
 

を* 

め 

□
八
 

版
 

職
業
と
 
道樂。 

內
現
代
 
B 本

の
 

開化。 
中
味
 

i
 形
武
 。
文
 

藝
と
道
 
德。 

容
創
 
作
家
の
 
態
 

度。 文 II の 

哲
學
的
 
基
礎
 

△ 

夏
 目
先
 
生
の
 
著
書
は
 
多
し
。
 
然
れ
ど
 
％
 先
生
 

の
 性
格
と
 
思
想
と
 
情
 行
と
 
が
 最
 省
ょ
 
く
發
 
露
 

せ
ら
れ
 
左
る
 
省
の
 
本
書
の
 
如
き
は
 
な
し
 

e 
本
 

書
收
む
 る
處
 "
長
短
 六
篇
 、
先
生
が
 文
藝
に
 

澍
 す
る
 抱
負
"
 識
見
、
 竝
に
社
 會
に
對
 す
る
 

旗
 織
の
 
一
讀
 鮮
明
す
 
る
の
 
み
な
ら
ず
 
撤
底
せ
 

る 思
想
の
 
堂
奥
 
R
 觸
れ
て
 
、
自
己
 
啓
發
の
 
n- 

刻
な
る
 
印
象
を
 
感
銘
せ
 
ち
る
べ
し
。
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判
 

新
型
 

〇
 

〇
總
 

布
函
入
 

美
本
 

〇
 

定
價
 

S
 

袷
 

五
錢
 

_
 

辍
 

六
錢
 

—
 

▼
茅
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華
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先
生
、
 

辯
：
 

能
く
 

L
 

文
を
 

能
く
し
、
 

一
度
 

演
壇
 

II
 

立
て
ば
 

聽
 

衆
 

悉
く
 

熱
 

妊
し
、
 

筆
を
 

採
れ
ば
 

讀
者
 

悉
く
 

其
 

美
 

1-
 

心
 

醉
 

す
。
 

▼
華
 

山
 

兜
 

生
 

r
 

萬
 

朝
」
 

か
 

去
っ
て
 

r
 

第
三
 

帝
 

固
」
 

か
 

創
刊
す
 

る
や
 

、
先
生
を
 

渴
仰
マ
 

る 
天
下
 

幾
 

萬
の
 

靑
年
 

•
直
ち
に
 

其
 

傘
下
に
 

集
り
、
 

隱
然
 

一
大
 

勢
力
 

な
 

成
す
。
 

筆
の
 

力
の
 

偉
大
 

尨
る
 

4>
 

見
 

ム
。
 

V
 

熾
烈
 

鐵
 

4
*
 

溶
 

-0
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す
 

火
の
 

如
 

吾
 

情
緒
、
 

_
麗
 

眼
 

4
*
 

逑
ず
る
 

花
の
 

如
き
 

詞
 

茲
、
 

是
れ
 

先
生
の
 

文
章
 

じ
 

非
ず
 

や
。
 

V
 

苟
 

く
も
 

文
字
 

^
 

解
す
 

^
 

者
は
 

華
 

山
 

先
生
の
 

文
な
 

讀
ま
ざ
 

〇 
可
 

TI
* 

ら
ず
〇
 

華
山
免
生
の
文
か
愛
マ
ス
-
者
は
本
書
か
讀
ま
ざ
る
可
が
ら
ず
〇
 

V
 

本
書
は
 

實
-
し
 

先
生
が
 

血
の
 

滴
り
 

^
 

り
。
 

情
の
 

結
晶
 

尨
り
。
 

神
韻
 

溱
缈
*
 

燦
 

i
t
 

て
 

聲
ぁ
リ
 

〇
朗
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誦
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可
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圓
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錢
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郵
税
 
八
錢
 

□
因
 
六
 版
 極
 美
本
 

詩
人
 
的
 
熱
情
と
 

燃
 犀
な
る
 
直
覺
 
力
を
 

以
 
て 時

代
を
 
徽
底
 

的
に
 
說
 ける 絢

斕
雄
 

の
 

大
文
字
 

u.
 

新
し
き
 

iH
: 

界
の
滎
 

光
を
 

說
く
 

福
音
は
 

悲
痛
 

に
 

裂
か
れ
た
 

る
 

巨
人
の
 

胸
ょ
ぅ
 

叫
ば
る
 

本
 

書
は
 

人
生
の
 

有
 

ゆ
る
 

失
望
と
 

苦
痛
を
 

經
驗
 

せ
る
 

著
者
が
 

其
數
 

多
き
 

悲
痛
 

i
 

長
 

&
 

疲
勞
 

を
 

經
て
求
 

♦め
 

得
た
 

る
歡
 

喜
を
 

物
語
れ
る
 

4
 

の
 

言
々
 

皆
 

是
れ
血
 

是
れ
淚
 

新
し
き
 

時
代
に
 

生
き
ん
 

と
す
る
 

熱
 

] S
L 

男
 

兒
必
讀
 

の
 

書
 

文
章
 

崇
巖
 

華
麗
 

强
烈
 

に
讀
 

者
の
 

心
 

琴
に
 

共
鳴
す
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1
 

^ 

K
f
t
s
 

， 

亥 
徹 

_ 
底 の 論 

帝
國
 
大
學
敎
 
授
法
學
 
博
士
 

吉
野
作
 
造
 新
著
 

定
惙
蠻
 
圖
參
铪
 
錢
郵
稅
 
+ 二 錢 

菊
判
 
總
葙
 

II 
入
金
 
交
 
寧
 

こ
®
 
れ
ず
 
政
黨
政
 
派
 K
 囚
は
れ
 
ず
 憲
政
の
 
本
義
よ
 

K 治
の
 
活
 問
題
を
 
抉
 剔 解

剖
 論
斷
す
 

/ 
,
^
\
y
c
J
C
J
C
J
C
/
s
y
^
\
I
C
/
?
)
s
c
^
 

o
n
 次 

，K 要 民
衆
的
 
示
威
運
動
 
か
 

論
 T
 A
 山
 本
 内
閣
の
 

倒
 壤
と
大
 
隈
內
閤
 
の
 

成
立
 
▲
現
下
の
 
政
局
 

と 憲
政
の
 
將
來
 
A
 議
 

員
 還
 擧
の
 
道
德
的
 
意
 

義
 A
 立
憲
の
 
本
義
 
i 

り
觀
 
t: る 今

次
の
 
政
 

爭
 A
 婦
人
の
 
政
治
 
運
 

動
 A
 議
會
の
 
言
論
 
▲
 

大
正
 
政
 昴
の
 
新
 傾
向
 

A
 
日
本
 
1
1
 は
 
政
 黨
政
 

治
 (t 行

は
 
れ
ろ
ゲ
 

著
者
 
帝
 li 大

學
に
 
政
治
 
學
を
 
講
ず
る
 
傍
、
 
其
 高
邁
な
る
 
識
見
 

を
 吐
露
し
 
深
遠
な
る
 
學
殖
を
 
傾
盡
し
 
現
代
 
政
治
を
 
批
判
す
。
 

其
 言
 常
に
 
肯
緊
 
に
當
り
 
識
者
を
 
驚
嘆
せ
 
し
む
。
 
本
書
は
 
實
に
 

先
生
が
 
心
血
の
 
結
晶
に
 
し
て
 
複
雜
 
せ
る
 
活
 問
題
を
 
序
に
 
從
ひ
 

順
を
 
追
 ひ
 步
一
步
 
解
剖
し
 
論
斷
し
 
行
く
 
所
 恰
も
 
無
人
の
 
野
を
 

行
く
 
が
 如
く
、
 
英
氣
 
颯
爽
と
 
し
て
 
自
ら
 
其
 文
章
に
 
現
は
 
れ
"
 

言
々
 
鏘
 と
し
て
 
聲
々
 
あ
 
9 
倒
々
 
人
を
 
動
か
す
。
 

0
 
 
筆
鋒
 
銳
利
嚮
 
ふ
 所
 富
貴
な
 
く 
元
老
な
 
く 

販
 
痛
陕
湫
 
漓
當
代
 
稀
に
 
見
る
 
傑
出
の
 
大
著
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壇
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泰
斗
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本
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南
 

著
 

定
 

價
壹
圓
 

六
拾
錢
 

郵
税
 

拾
貳
錢
 

菊
版
總
 

箱 
函
人
 

金
文
字
 

入
裝
幀
 

美
本
 

日
南
梵
 

生
は
 

史
 

壇
の
 

巨
擘
"
 

史
實
 

正
確
に
 

し
て
 

細
密
、
 

百
の
 

材
料
、
 

千
の
 

典
據
 

に
よ
う
、
 

世
上
 

の
 

妄
說
を
 

排
 

し
、
 

其
の
 

眞
骨
 

頭
を
 

捉
 

へ
て
 

之
 

R
 

新
た
な
る
 

血
 

1:
 

注
ぎ
、
 

肉
を
 

添
 

ふ
。
 

大
膳
は
 

黑
 

田
家
の
 

家
臣
 

k
 

し
て
！
 

■ 

■黑 田
騷
動
 f
 ll i

 si ll i
 l?
 l.L f 

i
 
 

/ 訴
へ
 

r:
 

る
に
 

因
す
 
 

、 

A 夂
了
 
—
方
へ
 
谫
 洲
仨
代
將
軍
れ
る
竹
千
代
と
駿
'
 

驗
河
騷
 
動
 (
河
 大
納
言
 
画
と
の
 
繼
雲
び
 

•し 

J
 
 

て
 

德
川
 

大
奥
の
 

祕
 

i
 

暴
露
 

tu :l  1
 

加
 藤
 肥
 後
^
:
 忠
廣
の
 
叛
連
 
事
件
 
!  
1 

' 
肥
狻
騷
 
s
f
 T
 
て
 之'」 依

 リ
當
時
 
將
軍
 家
と
 
大
 

/ 名
と
の
 
閼
係
 4* 知る を 得

 
 

、 

こ 

T r 終始 關 連し、 史家の 實に 疑問と せる 此 

三大騷 

動の 

眞相を 

明かに 

し、 

更に 

德川初 

三代 

將軍の 

大名 

取 
潰 
策を 

述ぶ 

。德川 

初期 

の 
紛糾せ 

る 
史實歷 

々として 

掌を 

飜すが 

如 

く、 

波瀾 

重疊 

、起伏 

縱橫 

、小說 

を 
讀ひ以 

上の 

興味 

？ > 
ぅ。 

文章 

華麗に 

して 

剛健、 

綺 

斕に 

して 

雄渾、 

眞に 

近來の 

快 
著た 

3 
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要
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し
 吾 歷

史
 
に
し
て
 
內
容
豐
 
富
 

史
實
 
正
確
 
本
年
度
に
 
至
る
 
文
 

部
省
檢
 
定
試
驗
 
問
題
 
及
び
 

各
 高
等
 
諸
 學
校
入
 
學
試
驗
 

e 

問
題
は
 
悉
く
 
之
を
 
網
羅
す
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文
學
士
 

。
高
 

桑
 

駒
吉
究
 

生
、
 

多
年
 

斑
究
せ
 

る 
斯
學
の
 

蘊
蓄
を
 

傾
倒
 

L 
て
 

大
部
 

-fi
: 

る 
本
書
 

一
卷
 

成
る
。
 

鼷
 

本
書
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先
生
が
、
 

深
く
 

時
代
の
 

要
求
 

1-
 

顧
み
、
 

諸
種
の
 

點
 

Li
 

新
 

見
地
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發
 

揮
し
て
 

編
述
 

せ
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も
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が
 

深
遠
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る 
學
碹
 

と
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至
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苦
心
と
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到
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所
 

1.
 

於
て
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ふ
な
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ペ
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苟
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歷
史
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以
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と
す
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學
者
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諸
 

學
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及
 

ぴ
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校
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歷
史
な
 

擔
當
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職
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、
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部
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檢
 

定
試
驗
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及
第
 

せ
ん
と
す
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人
々
、
 

各
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等
 

諸
學
 

校
の
 

入
 

學
試
驗
 

4-
 

受
け
ん
 

と
す
る
 

士
に
 

取
り
て
 

は"
 

無
上
の
 

參
考
書
 

1.
 

し
て
、
 

紳
士
 

淑
女
の
 

書
架
 

1-
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必
ず
 

本
書
 

か
 

備
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ざ
る
べ
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ら
デ
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本
書
 

凫
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作
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に
 

於
て
、
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務
 

用、
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他
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般
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手
紙
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案
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法
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德
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法
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例
に
 

ム
リ
て
 

縷
說
 

し
て
 

盡
さ
ざ
 

る 
^
 

く 
 

•
殊
 

Li
 

新
舊
書
 

翰
 

文
 

4*
 

對
照
 

1
て
 

現
代
 

書
翰
 

文
の
 

理
想
を
 

敎
 

ふ
。
 

文
範
の
 

如
 

さ
 

亦
 

全
然
 

現
代
的
の
 

活
 

文
例
に
 

L 
て
、
 

數
 

百
の
 

文
範
、
 

悉
く
 

其
の
 

種
類
 

に
 

俊
つ
 

て
區
分
 

し、
 

引
用
 

便
利
，
 

獲
 

俗
 

硬
軟
、
 

隨
 

意
隨
挢
 

L1
 

其
活
模
 

範
か
得
 

べ
し
 

而
も
 

冒
頭
 

L1
 

は
特
 

LL
 

諸
君
の
 

便
宜
 

か
 

計
り
、
 

日
常
 

用
 

ふ
る
 

文
字
 

敬
 

萬
 

7>
» 

集
め
て
、
 

之
な
字
音
引
と
な
1
、
隨
時
引
見
す
ゐ
0
便
と
し
 

?:
 

リ
。
蓋
し
處
赀
上
必
備
の
一
 

大
名
 

著 
也。
 

〇 
■
一
封
の
 

手
紙
©
 

一
枚
の
 

葉
書
 

⑩
吾
 

人
の
 

成
敗
を
 

分
っ
事
 

多
し
®
 

三 

版 



T 潇 

誦
寫
實
 
小
 說
の
大
 
家
と
 
し
て
 
濃
艶
の
 
靈
筆
 
常
に
 
滿
 天
下
の
 
士
女
を
 
驚
 

倒
せ
る
 
天
外
 
先
生
が
 
初
め
て
 
執
筆
せ
 
る 新

し
き
 
家
庭
 
小
說
な
 
^ 

醒
 誤
つ
 
て
 殺
人
の
 
罪
を
®
 
せ
る
 
剛
藏
の
 
一
子
 美
少
年
 
梅
 之
 助
が
 
吹
く
 

銀
笛
の
、
 
を
の
 
靈
妙
の
 
音
に
 
淚
を
 
し
ぼ
る
 
人
は
 
11 ぞ

 

薩
 艶
麗
 
花
の
 
如
き
 
美
少
女
 
多
 美
 子
 あ
う
 
燃
 ゆ
る
が
 
如
き
 
熱
血
 
兒
達
夫
 

あ
ら
.
 
波
灑
萬
 
丈
 
一
 讀
淚
 
jh め

 難
/
、
 頰
 熱
し
 
胸
 躍
る
 

□
籍
 定
欐
齎
 
_
 藜
 te 錢

 口
_
8
 
八
錢
 
口
5
 
ハ 上
—
 
册
五
百
 
S
 
囊
本
 
□ 

□  □ 

上
下
 

卷
卷
 

H
 

E
 

版
 
版
 

□  □ 

寫
實
 
小
說
 
大
家
 

+
 
杉
 
天
外
 
新
著
 

鏑
木
淸
 
方
 筆
 美
麗
 
口
繪
 



□集謠 童入繪 

题
夢
 
U
 式
 新
 S
 

■
葱
 償
 セ
 十
錢
 

® 郵
 銳
 金
 EI 錢

 

B 美
麗
 
尨
る
 
方
 7
 セ
ツ
 
ト
晝
五
 
枚
 

G
 販
晝
十
 
葉
 入
 

1
 

な
 

i
 

s
g
 

麟
の
 

S
5
 

れ
た
 

?
1
 

一
が
 

の 
新
 

假
繪
 

i
l
 

里 
k
 

集
が
 

愈
々
 

出
 

ま
し
 

た
 

〇
曩
の
 

繪
入
小
 

『
ど
ん
た
 

く
』
 

と
は
 

ま
た
 

變
つ
た
 

氣
分
 

情
味
 

畫
趣
 

の
 

新
鮮
 

味
が
 

あ
つ
て
 

忘
ら
れ
す
な
 

つ
か
し
い
 

も
の
で
す
。
 

□ 

久 

氏 

■ 

や s 
r , フさぎ 

n
 

ん
 

n
 

こ
 

m
 

の
 

小
 

兎
は
 

み
 

\ 
な
 

あ
が
 

•
と
ぅ
 

L
T
 

お
 

耳
が
 

長
い
 

ぞ
 

む
か
 
 

や
 

3
 

向
 

ひ
の
 

お
 

山
に
 

ゐ
 

r:
 

と
 

吾
 

1.
 

5
 5 
 i
 
 
わ
か
な
 
 
た
 

枇
杷
の
 
若
葉
 
か
 食
べ
 
T: ゆ

 表
。
 

や ̂
 

こぅさぎ 

n
 
ん
 
n
、
、
 
山
の
 
小
 兎
 
U
 

な
に
 
か
そ
ん
 
尨
に
 
怖
が
る
 
ぞ
 

び
つ
 
く  4

草
の
葉
4
 

?: べ
て
 

か
达
 

こ
は
 

そ
れ
ゅ
泰
 
風
沪
 
^
 ' ご
ざ
る
。
 

羅
各
 
書
 婼
ぬ
 
就
い
て
、
 

一
册
 は
是
莽
 
お
 手
 ̂
 取
つ
 
て
、
 
御
覽
 
下
さ
い
。
 

题
御
覽
 
^
 な
 41 踗

き
つ
 
と
 求
：
®
 ず
 l^ K

 居
 6
 溆
ま
す
 
象
い
。
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定
慑
 
蠻
圈
 

11 +
 
錢
 

郵稅 + II 錢 
奉
 

交
 

H
 

茴
 

s
 
 

+
 
 

M
 

菊
 

版
 

上
製
 

美
本
 

□
終
始
 

國
 

家
の
 

富
 

强
 

を 
思
“
 

農
村
 

發
展
 

に
盡
粹
 

する
 

n
 

□
博
士
の
 

赤
誠
 

凝
》
 

遂
に
 

本
書
 

成
る
 

蓋
し
 

稀
世
の
 

好
 

著
 

口
 

著 者 取 書 疼 し て 

B
.
 

-
僉
 

愚
 

1-
 

し
て
 

道
の
 

難
易
^
 

知
ら
ず
、
 

終
始
 

1 
1-
 

力
を
 

農
業
の
 

爲
 

U
 

專
ら
 

1-
 

し
敢
て
 

他
を
 

顧
る
 

事
 

尨
 

L
。
 

佘
は
何
 

處
迄
も
 

農
業
は
 

國
 

家
富
强
 

の
辍
 

L1
1 

て
 

社
 

曾
 

亦
 

一
日
 

も 
農
業
 

^
 

く
し
て
 

健
全
 

尨
る
 

發
 

育
 

4
 

• 
期
す
 

ベ
 

1}
' 

ら
ざ
る
 

か
 

信
じ
て
 

疑
は
 

ざ
る
 

故
 

tx
 

リ
 

。
思
 

ふ
に
 

農
業
と
 

農
村
と
は
 

蛇
 

铋
蝶
翼
 

因
 

i 

り
 

相
 

依
る
 

も
の
 

^
 

り
、
 

さ
れ
ば
 

農
業
の
 

爲
 

II
 

盡
す
は
 

是
れ
 

農
村
の
 

爲
 

•し
 

盡
す
尨
 

り
。
 

農
村
 

0
 

爲
 

1.
 

盡
す
 

は
是
れ
 

農
村
の
 

爲
 

1-
 

盡
す
尨
 

り
。
 

農
村
の
 

爲
 

に
 

盡
す
 

も
の
は
 

農
業
の
 

爲
 

Li
 

盡
す
尨
 

り
。
 

余
は
 

常
 

UL
 

農
村
な
 

忘
る
、
 

能
は
 

ざ
る
 

職
と
 

し
て
 

之
 

U
 

由
る
 

茸
、
 

今
や
 

我
國
の
 

農
政
 

動
も
す
れ
ば
 

農
業
 

技
 

術
の
 

末
 

1-
 

走
り
 

民
政
 

亦
 

偏
に
 

形
 

或
 

_u
 

流
れ
ん
 

と
す
。
 

是
 

4*
 

以
て
 

農
業
 

益
々
 

改
良
せ
ら
れ
 

て
 

農
民
 

却
 

て
窮
 

芝
 

な
 

訴
へ
 

、
自
治
の
 

政
 

潮
く
 

擧
り
て
 

農
村
 

則
ち
 

衰
頹
 

II
 

傾
 

, 0'
 

ん
と
 

マ
る
 

の
 

患
 

あ
り
。
 

庇
 

際
此
時
 

苟
も
 

國
を
憂
 

ふ
 

S 
者
豈
一
 

.一
 

毀
 

#
 

褒
貶
を
 

慮
り
て
 

獻
芹
の
 

誠
を
 

世
 

1-
 

致
す
 

を
 

渾
つ
て
 

Rr
 

ti
: 

ら
ん
 

や
。
 

□
著
者
の
抱
鹽
以
て
見
”
本
書
の
匱
値
以
て
知
る
べ
し
口
 

□
遞
方
靑
年
及
指
導
者
は
勿
論
苟
ヰ
憂
國
の
士
基
 

¥
 

口
 



▼
 
 

▼
▼
▼
南
天
 

棒
 

中
 

再 

T
V
#
 

s 

述 
1 

¥ 

!!. ¥ 

L 

聞
 

三
 

穴
 

版
總
葙
 

金
文
字
 

入
國
 

定
價
金
 

六
 

拾
 

S
 

錢
 

_
 

郵
稅
金
 

四
 

錢
豳
 

火
に
 

入
つ
 

て
 

驚
か
ず
 水
—
 

に
 

入
つ
 

て
 

惑
は
 

ず
 

生
死
の
 
岸
頭
に
 
立
つ
 
て
悠
々
 
自
適
 

隨
 所
に
 
自
在
 
妙
 境
を
 
現
出
す
 

此
超
世
 

逸
 

偸
の
 

大
修
養
 

T-
 

閃
 

電
光
 

中
猶
ほ
 

、
明
 

智
活
才
 

の
 

湧
 

然
と
し
て
 

躍
 

出
す
 

る
の
 

境
涯
 

如
何
 

V.
 

南
天
 

老
 

師
答
 

へ
 

T
 

日
く
、
 

須
 

ら
く
 

扉
の
 

奥
 

堂
に
入
り
、
 

大
死
 

一
番
 

、
萬
 

法
 

一
如
の
 

境
涯
を
 

體
 

得
せ
ざ
る
 

ベ
 

«'
 

ら
す
：
 

..
と 

〇
然
れ
 

ど
も
 

妄
念
 

^
 

絕
し
て
 

眞
智
を
 

現
は
 

す
の
 

此
の
 

境
涯
 

豈
 

容
易
 

L1
 

し
 

T
 

到
達
し
 

得
べ
 

け
ん
や
。
 

▼
南
天
 

老
師
は
、
 

す
の
 

至
誠
 

以
て
 

天
地
 

か
 

貫
き
し
 

乃
 

木
將
軍
 

畏
敬
の
 

友
 

也
。
 

線
の
 

本
義
"
 

活
才
の
 

要
 

道
な
 

講
 

述
 

し
 

T
 

玆
 

1-
 

年
 

あ
り
、
 

內
外
の
 

等
し
く
 

澹
仰
す
 

る
處
 

! 本
書
 

(t
 

老
師
が
 

高
遠
 

尨
ろ
 

鏵
話
 

11
 

し
て
、
 

又
實
 

Li
 

活
才
妙
 

術
の
 

要
略
 

か
 

語
れ
る
 

も
の
 

廣
く
 

之
を
 

世
の
 

修
 

養
を
 

欲
 

' T
 

る
の
 

人
士
に
 

薦
む
 

。
願
く
 

[t
 

何
人
も
 

本
書
 

一 i
i
 

リ
 

人
生
 

修
養
の
 

何
た
 

气
 

P、
 

禪
の
眞
 

膝
の
 

何
 

?:
 

る 
13
* 

な
 

會
 

得
せ
ら
 

〇 
、 

を
 

得
ん
。
 

▼ 
 

▼ 
 

▼
 
 

▼ 

V
 

v
 

f
 

v
 

i
f
e
 千
歲
 
不
磨
の
 
大
活
才
 

禪
の
 
極
意
 
本
 

B
 
 

こ 
ft
 

-p r 施 /
\
 

•1
• 

#1
• 

11
• 
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義眞 六の 底 徽膽鍊 

!; 領本活 の 養 修世處 學
德
 

一
代
に
 

冠
た
る
 

稀
世
の
 

高
僧
.
 

可
 

睡
齋
主
 

m
 

置
默
 

仙
師
著
 

△
膽
 

成
る
 

處
*
 

其
處
に
 

自
ら
 

大
雄
辯
 

湧
き
、
 

大
智
駱
 

沿
で
、
 

大
勇
 

氣
 

起
う
、
 

大
人
 

格
"
 

大
見
羅
 

、
大
 

威
嚴
 

"
大
風
 

采
備
は
 

う、
 

事
に
 

應
 

b
 

て 
泰
然
自
若
 

と
し
て
 

動
か
ず
。
 
 

f tr 

△
赡
成
る
處
"
其
處
に
死
生
の
境
を
超
脫
し
、
有
ら
ゅ
る
煩
邋
"
有
ら
ゅ
る
 

妄
想
、
 

執
 

見
、
 

偏
見
を
 

立
處
に
 

一
掃
し
 

■
、
而
も
 

事
を
 

處
湮
す
 

る 
快
刀
 

亂
麻
 

を
斷
つ
 

が
 

如
し
。
 
△
膽
 

成
る
 

處
 

、
其
 

處
に
 

自
飽
な
 

く、
 

It
 

愛
な
 

く、
 

寒
暑
な
 

く、
 

貧
富
な
 

く、
 

i
p
 

な
く
、
 

名
利
な
 

く
、
 

一
切
 

皆
 

空
、
 

身
心
 

淸
淨
 

、
恰
も
 

中
秋
の
 

月
の
 

如
 

△
本
書
は
 

一
代
の
 

高
僧
 

m 
置
 

默
仙
師
 

、
道
を
 

說
く
 
 

fj
i 

懇
切
、
 

眞
に
師
 

の
謦
 

咳
に
 

接
す
る
 

の
感
ぁ
 

う"
 

吾
人
は
 

本
書
に
 

依
つ
 

て
 

悟
道
の
 

法
を
 

知
.
 

CN
、 

處
 

世
の
 

大
本
を
 

知
ら
 

次
る
 

ベ
 

か
ち
ず
。
 



請に 

1 ( 1 人 
ふ 餞 1 i 勇 生 
愛す 1 士 

の 
撫本 ょ 1 戰 
ゼ書 君 場 

よ 1 一 
! に 

!  | 卷 | 君 赴 

部一の 容內 

發 一廣 本余奩 
展義 く： が鬪 
は. 淸： 七 主 
佘：く 政十義 
が 人 大治餘 の 
元 生な 界年极 
來 乙る のの 本 
のれ 心墮 奮と 
主#: 落鬪人 
義鬪： ： 生生 
:: 精: 活： 
:: 神 信 ： 
地虛的 仰： 奮 
方よ 偉は 奮闘 
のう 人 奮鬪主 
發實： 鬪 主義 
展 に： の義と 
策. 健 源と 職 

: 康泉劁 業 
海の. 業 

外 第 •資 

あ苟 5 翁 代は 新 
る 嗓是の 稀 奮 男 
ベ 活れ人 〖こ 鬪爵 
か 社 翁に 見に 淼 
ら會の 接る 始材 
ず R 胸す のま 翁 
。活 底る 一う の 

蓋 動を や 偉奮實 
しす 語 常 觀鬪業 
讀 るれ k たに 家 

者の る此う 一 * と 
を 士權主 。貫し 
啓に 威義 せて 
發 しあ！： るの 
すてる 鼓 活七 
る本大 吹 敎十 
至 書 主す 訓餘 

大を 張。 に 年 
な 備た本 し 間 
ちへ う 書 ての 

ん 次。 の 、生 ° る 如 現活 

燃 如 評 好 

驄 S 鄴定 ク  價 

I 穴 
^ 

八 圔 
ス  . 

夢  廿 本麴 餞錢 



銳價葙 . 六 六十’“ 

錢錢本 型 

il — 麵 

醫
學
 

博
士
 

前
 

田
 

珍
 

男
子
 

著
 

1
 

S
 

が
 

霞
ん
で
 

チ 

ラ
 

チ
ラ
し
 

r
:
 

リ 
"
頭
が
 

於 
ゥ
 

と
し
て
 

物
 

忘
れ
 

4-
 

し
た
 

り、
 

夜
中
 

寢
 

ら
れ
な
 

■?)
' 

つ 
f:
 

り
す
 

ろ
の
は
 

\ 

弱
 也
 

•I
# 

« >R  に
 神
 «
 - 

❿
神
經
 

衰
弱
 

(i
 

明
ら
、
 

p 
に
 

現
代
 

病
 

也
、
 

現
代
人
 

L
I
L
T
 

多
少
と
 

も 
神
 

經
 

衰
弱
 

S 
氣
睹
尨
 

き
 

者
は
 

殆
ど
 

め
ら
 

す
。
 

鏐
 

眼
と
赖
 

經
衰
 

弱
と
 

U
 

至
大
の
 

關
係
 

あ
る
 

も"
 

今
日
 

迄
 

神
經
衰
 

弱
 

の
 

療
法
 

に 
眼
 

4-
 

忘
却
し
 

T:
 

リ 
。
其
の
 

關
係
 

4.
 

發
 

見
力
說
 

せ
る
 

U
 

前
 

田
 

博
士
に
 

し
 

て
、
 

高
 

田
 

文
相
 

其
 

他
 

知
名
の
 

士
 
 

U
 

し
て
 

其
 

療
法
に
 

烧
リ
 

全
 

•
快
 

ぜ
る
例
 

決
し
て
 

勘
 

^
 

t)
* 

ら
す
 

攀
本
書
 

U
 

實
 

に 
先
生
 

多
年
の
 

研
究
に
 

し
て
 

暇
と
 

神
經
 

衰
弱
の
 

關
 

係
、
 

神
經
 

衰
弱
の
 

療
法
を
 

述
べ
て
 

懇
切
 

詳
細
：
 

極
む
。
 

さ
れ
 

It
 

眼
 

U 

故
障
 

あ
る
 

人
，
 

神
經
 

衰
弱
の
 

氣
婊
あ
 

る 
人
 

U
 

勿
論
 

•
明
快
 

^
 

る 
眼
 

と
爽
侠
 

尨
る
 

耩
神
か
 

有
す
る
 

の 
士
も
 

|
鑌
せ
1
0
 



榎
本
秋
 

村
 

著
 

な 

广 
一 

|  k 

: ascKawos'w^ 

1 

セ 

士 

> 

t 無 

癖 珍 串 く 
， 、、 1T 妙 

奇 

拔 
(こ 

し 1 

王 
1 

1|
 

b 
る 

i 
中 4 

□ 
□ 

□ 

定
郵
菊
 

%
 

半
 

観
 

四 拾 五 

四 

美 

錢
錢
本
 

□  □  □ 

A の 癖は
 

百 人 百 色で
 

癖の
 

な v> 人は
 

世
の
中
に
 

殆 

ど 

一人
 

ネ居
な 

いと
 

言つ
 

てょ
 

い。
 

をし
て 

此の
 

癖 

は 

知*
 

b 
ず 

識ら
ず 

不用
意に
 

行は
 

れる
 

もの
で 

あ 

6 

ます
から
  

> 
 

其の
 

人の
 

性格
の 

一面
 

•か
 

赤裸
々 

に 

反 

映せ
られ
， 

72 

るが
 

多く
、 

徒つ
 

て 

乙れ
 

は 

人物
 

觀察
 

者の
 

逸す
べ 

から
 

^ 

る點
で 

6 

ると
 

思 

6i 

ます
。 

B: 

界の
 

偉人
 

や 

英雄
 

や 

名士
 

〇 
癖を
 

し
ら
べ
て
 

見る
 

と、
 

あ 

/ I
 

な 
謹嚴
な 

偉人
に 

もを
 

/ L 
な 

癖が
 

あつ
 

^ 

か
と
 

驚
く
 

乙と
 

な
ど
は
 

決
し
て
 

少
な
く
 

^ 

6 

ま
せ
 

ん。
 

名士
の 

癖を
 

知る
 

1 
とは
、 

知る
 

乙と
 

それ
 

だ 

けで
 

旣に
 

無限
の 

興味
が 

あぅ
 

1 

すが
、 

猶 

彼等
 

0 

眞栢
を 

促 ふる
 

者に
 

尠か
 

6 ぬ 暗示
 

1: 與ふ
る 

^ の 

であ
ると
 

思；
 

3 
ます
。 
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